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章章章 1

序序序文文文

本 Debian リファレンス (http://qref.sourceforge.net/) はインストール後のユーザ
ガイドとして Debianシステムの広範囲な概観を供給することを意図しています。対象とす
る読者はシェルスクリプトを読むのを厭わない人です。読者が本文書を読む前に Unixライ
クなシステムでの基本的なスキルを既に取得していることを想定しています。

詳細がマニュアルページ, infoページ, HOWTO文書に見つかる場合は、全てを詳しく説明
しししななないいいことにしました。完全に説明する代わりに、正確なコマンドシーケンスを文書内に
入れたり、参照として http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/
examples/にサンプルスクリプトを置いたりすることにより、より直接な実践的情報を与
えようと試みています。コマンドを実行する前にスクリプトの中身を理解する必要がありま
す。システムによってコマンドシーケンスを少し変える必要があるかもしれません。

本文書に含まれるほとんどの情報は、‘参考文献’ on page 247にリスト化されている権威あ
るリファレンスへのリマインダやポインタから構成されています。

本文書は、元々は “quick reference”として作成されましたが、今や大規模な文書に成長しま
した。それにもかかわらず、Keep it short and simple (KISS)がこのガイドの原則です。

緊急のシステム維持の手助けが欲しい場合は、すぐに ‘Debianで生き残るためのコマンド’
on page 85に進んでください。

1.1 公公公式式式文文文書書書

Debianの最新版の公式文書は debian-reference-jaにパッケージ化されており、http:
//www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/からも取得可能です。

最新の開発版は http://qref.sourceforge.net/Debian/にあります。本プロジェク
トは http://qref.sourceforge.net/Debian/でホストされています。本文書はプレ
インテキスト, HTML, PDF, SGML,そして PostScriptフォーマットで取得可能です。

http://qref.sourceforge.net/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/
http://qref.sourceforge.net/Debian/
http://qref.sourceforge.net/Debian/
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1.2 本本本文文文書書書ののの慣慣慣習習習

この “Debianリファレンス”は短い bashシェルコマンドを通じて情報を供給します。次に
規約を示します。

# command は root アカウントでのコマンド実行
$ command はユーザアカウントでのコマンド実行
を示します。

これらのシェルスクリプトの例では PS2=“ ”を使っています。 bashに関するより詳しい
情報は ‘Bash – GNU標準の対話シェル’ on page 221を見てください。

• Unixスタイルなマママニニニュュュアアアルルルペペペーーージジジへの参照は bash(1)のような形式で与えられま
す。

• GNUの TEXINFOペペペーーージジジへの参照は info libcのような形式で与えられます。
• 書書書籍籍籍への参照は The C Programming Languageのような形式で与えられます
• URL への参照は http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/
のような形式で与えられます。

• システム上の フフファァァイイイルルルへの参照は /usr/share/doc/Debian/reference/のよう
な形式で与えられます。

次の略語が使用されます。
• LDP: Linux Documentation Project (http://www.tldp.org/)
• DDP: Debian Documentation Project (http://www.debian.org/doc/)

他の略語は最初に用いられる前にテキスト内で定義されます。

本文書では LDP 文書に対しては URL しか示していませんが、LDP 文書は Debian でパッ
ケージ化されています。インストールすると LDP文書は /usr/share/doc/HOWTO/にイ
ンストールされます。 ‘参考文献’ on page 247をご覧下さい。

1.3 サササンンンプププルルルスススクククリリリプププトトト

debian-reference-ja パッケージに収録されている 本文書に付属する Example
scripts (http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/) は
/usr/share/doc/Debian/reference/examples/ で得られます。 隠しファイルは、
ファイル名の前の “.” を “_”に変換してあります。代替となるサンプルスクリプトがいくつ
かある場合は、さらに拡張子が追加してあります。

1.4 基基基本本本設設設定定定

システムに最小限のパッケージしかインストールしておらず、本文書を最大限活用したい場
合、有用な文書を含む他のパッケージをインストールするために次のコマンドを実行する
ことをお薦めします。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/
http://www.tldp.org/
http://www.debian.org/doc/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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# aptitude install mc less ssh vim kernel-package \
manpages-dev doc-debian doc-linux-text \
debian-policy developers-reference maint-guide \
apt-howto harden-doc debian-reference \
libpam-doc glibc-doc samba-doc exim4-doc-html

1.5 Debianデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンンののの基基基礎礎礎

Debianは 3つの異なるディストリビューションを同時に維持しています。3つのディストリ
ビューションには、次のような特徴があります。

• stable —セキュリティ修正があった時にのみ更新されるため、サーバ製品で使用す
るのに最適。‘stableディストリビューション’ on page 6参照。

• testing —かなりのテストを受けた新しめのバージョンのデスクトップソフトウェ
アを収録するため、ワークステーションで使用するのに最適なディストリビューショ
ン。‘testingディストリビューション’ on page 7参照。

• unstable —最先端を走っています。Debian開発者向けです。‘unstableディスト
リビューション’ on page 7参照。

unstable にあるパッケージに release-critical (RC) なバグ が無くなってから 1,2 週間経つ
と、自動的に testingに昇格します。

Debian ディストリビューションは、‘Debian ディストリビューションのコードネーム’ on
page 8に記述されているようなコードネームも持っています。 Sargeが 2005年 6月にリリー
スされる前は、Debianの 3つの ディストリビューションはそれぞれWoody (stable)、Sarge
(testing)、そして Sid (unstable)でした。 Sargeのリリース後は、それぞれ Sarge、Etch、そ
して Sidになりました。 Etchがリリースされると、stableと unstableディストリビュー
ションはそれぞれ Etch と Sid になり、一方、新しい testing ディストリビューションが
(通常 stableの コピーとして)作成され、新しいコードネームを与えられます。

Debian に 関 す る 重 要 な ア ナ ウ ン ス を 受 け る に は 、 ト ラ フ ィ ッ ク が 少 な い
debian-devel-announce@lists.debian.orgメーリングリストを購読してください。

‘Debianアーカイブ’ on page 5参照。

現在使用しているディストリビューションがリリースしたバージョンよりも新しいバージョ
ンのパッケージを利用したい場合、‘stable, testing, 又は unstable ディストリビュー
ションへのアップグレード’ on page 75に記述しているようにより新しいディストリビュー
ションに更新することもできますし、選択したパッケージのみを更新することもできます。
そのパッケージが簡単にはアップグレードできない場合には、 ‘stableシステムへのパッ
ケージ移植’ on page 92に記述しているようにバックポートしたくなるかもしれません。

testing ディストリビューションを追いかけることには、 セキュリティ修正を含むパッ
ケージのインストールが遅くなるという副作用があります。そのようなパッケージはまず
unstableにアップロードされ、それから遅れて testingに移ってきます。
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異なる Debian ディストリビューションを混ぜる、すなわち stable で testing や
unstableの 一部を使った場合、結果として libc6のようなコアパッケージを testing
や unstableから引っ張ってくることになり、これらにはバグが無いという保証は全くあ
りません。警告しておきます。

testingや unstableディストリビューションを使用していると、深刻なバグに遭遇する
リスクが高まります。このリスクは Debianのより安定なディストリビューションとのマル
チブートを実施することや、‘chroot’ on page 126に記述されているように chrootを用い
ることにより管理できます。後者の手段は異なった Debianディストリビューションを同時
に異なった端末で起動できるようになります。

‘Debianの基礎知識’ on page 5においてDebianディストリビューションのいくつかの基礎を
説明した後、最新のソフトウェアを用いて楽しく過ごし、 Debianの testingや unstable
ディストリビューションを利用するのを手助けするいくつかの基本的な情報を提供します。
我慢できない人はすぐに ‘Debianで生き残るためのコマンド’ on page 85に進んで下さい。
Happy upgrading!
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章章章 2

Debianののの基基基礎礎礎知知知識識識

本章は非開発者のために Debianシステムの基礎的な情報を供給します。信頼できる情報が
欲しい場合は、次を参照してください。

• Debianポリシーマニュアル
• Debianデベロッパーリファレンス
• Debianニューメンテナーズガイド

‘参考文献’ on page 247にリストされています。

あまり詳しくない “how-to”的な説明を探している場合、 ‘Debianパッケージ管理’ on page
79や他の該当する章にすぐ飛んでください。

本章は “Debian FAQ”から取られた文書に基づき、通常の Debianシステム管理者が始めら
れるように大規模な再構成を行いました。

2.1 Debianアアアーーーカカカイイイブブブ

2.1.1 デデディィィレレレクククトトトリリリ構構構造造造

Debian 用にパッケージングされているソフトウェアは Debian mirror site (http://www.
debian.org/mirror/)のそれぞれのいくつかの ディレクトリツリーの一つから FTP並び
に HTTP経由で取得できます。

次のディレクトリは各 Debianミラーサイトの debianディレクトリの下で見つかります。

dists/: このディレクトリには “distributions”が含まれており、これは現在 Debian release
および pre-releaseで得られるパッケージへの 標準的なアクセス手段として使用されま
す。いくつかの古いパッケージや Contents-*.gz、そして Packages.gzもまだこ
こにあります。

pool/: ここは Debian releaseおよび pre-releaseの全パッケージが物理的に存在する場所で
す。

http://www.debian.org/mirror/
http://www.debian.org/mirror/
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tools/: ブートディスク作成、ハードディスクのパーティショニング、 ファイル圧縮/解
凍、そして Linuxのブート用の DOSユーティリティがここにあります。

doc/: FAQ,バグ報告システム指示書などの基本的な Debianに関する文書がここにありま
す。

indices/: Maintainersファイルや overrideファイルがここにあります。

project/: 主に開発者のみ必要なものです。例えば、

project/experimental/: 本ディレクトリにはまだ開発中であり、まだα テスト段
階の パッケージやツールが含まれます。ユーザはここにあるパッケージを使用す
るべきではありません。なぜなら、最も経験を積んだ人でさえも危険で害を及ぼ
す可能性があるからです。

project/orphaned/: 古いメンテナにより「みなしご化」され、ディストリビュー
ションからなくなったパッケージです。

2.1.2 Debianデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンン

通常 dists ディレクトリには 3種類の Debian ディストリビューションが存在します。
これらは stable. testing そして unstable と呼ばれます。 時々 frozen も存在しま
す。(現在はfrozenはtestingの開発ステージのひとつです。)各ディストリビューション
は distsディレクトリにある、コードネームが付いた実際のディレクトリのシンボリック
リンクとして定義されています。

2.1.3 stableデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンン

stableディストリビューション, Debian Sarge (3.1r0)用のパッケージエントリは stable
(sarge/への シンボリックリンク)ディレクトリに記録されています。

• stable/main/: このディレクトリには Debianシステムの最新の公式リリースに属す
るバージョンのパッケージが含まれます。

これらのパッケージは全てフリーです。すなわち、これらは全て Debian Free
Software Guidelines (http://www.debian.org/social_contract#guidelines)
(DFSG) に適合しています。(debian-doc により インストールされる /usr/share
/doc/debian/social-contract.txtとしても得られます。)

• stable/non-free/: このディレクトリには DFSG に従ってフリーと認定されない
パッケージが含まれます。

例えば、いくつかのパッケージは商用配布を禁止するライセンスを持っています。ま
た、あるパッケージは再配布可能ですが、実はシェアウェアです。

• stable/contrib/: このディレクトリには それら自体は DFSG-free ですが、DFSG-
freeではななないいいパッケージになぜか依存しているパッケージです。

http://www.debian.org/social_contract#guidelines
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現在は、上に挙げた場所に加えて、poolディレクトリに新しい物理的なパッケージがあり
ます。 (‘poolディレクトリ’ on page 9参照)

stable ディストリビューションの最新バグステータスは Stable Problems (http:
//ftp-master.debian.org/testing/stable_probs.html) webページに報告されて
います。

2.1.4 testingデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンン

testingディストリビューション、Debian Etchのパッケージエントリは unstableでし
ばらくテストを受けた後に testing (etch/への シンボリックリンク)ディレクトリに記録
されます。上に挙げた場所に加え、poolディレクトリに新しい物理的なパッケージがあり
ます。 (‘poolディレクトリ’ on page 9参照) testing/に stable/と同じ機能を提供する
main、contribそして non-freeサブディレクトリもあります。

これらのパッケージはビルドされる全てのアーキテクチャで同期を取られ、インストール
可能でなくてはなりません。また、unstableにあるバージョンよりも release-critical bug
が少なくてはなりません。 このように、testing は常に release candidate 間近であるこ
とを希望しています。testingのメカニズムの詳細については http://www.debian.org/
devel/testingにあります。

testingディストリビューションの最新バグステータスはこれらのサイトで報告されてい
ます。

• update excuses (http://ftp-master.debian.org/testing/update_excuses.
html)

• testing problems (http://ftp-master.debian.org/testing/testing_probs.
html)

• release-critical bugs (http://bugs.debian.org/release-critical/)
• base system bugs (http://bugs.qa.debian.org/cgi-bin/base.cgi)
• bugs in standard and task packages (http://bugs.qa.debian.org/cgi-bin/
standard.cgi)

• other bugs and bug-squashing party notes (http://bugs.qa.debian.org/)

2.1.5 unstableデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンン

unstableディストリビューションは、常に “Sid”というコードネームであり、パッケージ
エントリは Debian archiveにアップロードされた後に unstable (sid/へのシンボリックリ
ンク)ディレクトリに記録され、testing/に移動されるまでここにあります。上に挙げた
場所に加え、poolディレクトリに新しい物理的なパッケージがあります。 (‘poolディレク
トリ’ on page 9参照) testing/に stable/と同じ機能を提供する main, contrib,そして
non-freeサブディレクトリもあります。

unstableディストリビューションには最新の開発版システムの スナップショットが含まれ
ます。ユーザがパッケージを使ってテストするのは歓迎されますが、これらのパッケージが
準備段階にあることは警告されます。 unstableディストリビューションを使う利点として
は、常に最新の Debianソフトウェアプロジェクトを使えます。—たとえシステムを壊すよ
うなことがあったとしても、壊れたシステムをそのままキープできます。

http://ftp-master.debian.org/testing/stable_probs.html
http://ftp-master.debian.org/testing/stable_probs.html
http://www.debian.org/devel/testing
http://www.debian.org/devel/testing
http://ftp-master.debian.org/testing/update_excuses.html
http://ftp-master.debian.org/testing/update_excuses.html
http://ftp-master.debian.org/testing/testing_probs.html
http://ftp-master.debian.org/testing/testing_probs.html
http://bugs.debian.org/release-critical/
http://bugs.qa.debian.org/cgi-bin/base.cgi
http://bugs.qa.debian.org/cgi-bin/standard.cgi
http://bugs.qa.debian.org/cgi-bin/standard.cgi
http://bugs.qa.debian.org/
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unstable ディストリビューションの最新バグステータスは Unstable Problems (http:
//ftp-master.debian.org/testing/unstable_probs.html)webページで報告され
ています。

2.1.6 frozenデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンン

testing ディストリビューションが充分成熟すると、frozen されます。 そして、新しい
コードはもはや受け付けず、必要ならばバグフィックスのみ 受け付けられます。さらに、新
しい testingツリーが distsディレクトリに作成され、新しいコードネームを割り当てられ
ます。 frozenディストリビューションは数ヵ月テストされ、“テストサイクル”と呼ばれる
deep freezeに入ります。

パッケージのリリースを遅らせたり、リリース全体を止めてしまう frozenディストリビュー
ションのバグを記録し続けています。バグ総数が最大許容数を下回ったら、frozenディス
トリビューションは stableになり、リリースされます。そして以前の stableディストリ
ビューションは obsoleteになります。(そして archiveに移動します)

2.1.7 Debianデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンンのののコココーーードドドネネネーーームムム

sarge/ や etch/ などの、dists ディレクトリにある物理的に存在するディレクトリ名
は、 単なる “コードネーム” です。Debian ディストリビューションが開発段階に あると
き、バージョン番号を持ちませんが、その代わりコードネームを持ちます。これらのコード
ネームの目的は、Debianディストリビューションのミラーリングをより簡単に行うためで
す。(もし真のディレクトリ名unstableが突然stableに変わると、不必要に多くの ダウ
ンロードを再び行わなくてはならなくなります)

現在、stable は sarge/ の、 testing は etch/ のシンボリック リンクです。これは
Sargeが現在の stableディストリビューションであり、Etchが現在の testingディストリ
ビューションであることを意味しています。

Sidは常に unstableディストリビューションですので、unstable/は sid/の永続的なシン
ボリックリンクです。

2.1.8 過過過去去去ににに使使使用用用ささされれれたたたコココーーードドドネネネーーームムム

過去に使われたコードネームは次の通りです。 release 1.1 では “Buzz”, release 1.2 では
“Rex”, release 1.3.x では “Bo”, release 2.0 では “Hamm”, release 2.1 では “Slink”, release 2.2
では “Potato”, release 3.0では “Woody”, release 3.1では “Sarge”。

2.1.9 コココーーードドドネネネーーームムムののの由由由来来来

いままではコードネームは Pixar作の映画トトトイストーリーの キャラクター名から取られて
いました。

• Buzz (Buzz Lightyear)は宇宙飛行士です。

http://ftp-master.debian.org/testing/unstable_probs.html
http://ftp-master.debian.org/testing/unstable_probs.html
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• Rexはチラノザウルスです。
• Bo (Bo Peep)は羊飼いの娘です。
• Hamm Hammは豚の形の貯金箱です。
• Slink (Slinky Dog)おもちゃの犬です。
• Potatoはもちろん、ミスターポテトです。
• Woodyはカウボーイです。
• Sargeはグリーンプラスティックアーミーのリーダーです。
• Etch (Etch-a-Sketch)はおもちゃの黒板です。
• Sidは隣に住んでいる、おもちゃを壊す男の子です。

2.1.10 poolデデディィィレレレクククトトトリリリ

歴史的に、パッケージはパッケージを含むディストリビューションに対応した distsサブ
ディレクトリに保持されました。これは大きな変更が発生した場合、ミラーするのに大きな
バンド幅を消費するなどのさまざまな問題を引き起こしました。

パッケージは現在大きな “pool” に保存され、source パッケージの名前に 従って構造化さ
れます。この “pool” を管理可能にするため、pool は セクション (main, contrib, そして
non-free)および sourceパッケージの先頭の文字により分割されます。これらのディレク
トリには、各アーキテクチャ用のバイナリパッケージ、そしてバイナリパッケージの生成
元である sourceパッケージなどが含まれます。

apt-cache showrc mypackagenameのようなコマンドを実行し、“Directory:” 行を見る
ことにより、パッケージの場所を見つけられます。 例えば、apache パッケージは pool
/main/a/apache/にあります。非常に多くの lib*パッケージが存在するため、これらの
パッケージは特別扱いされています。例えば、libpaperパッケージは pool/main/libp
/libpaper/に保存されています。

distsディレクトリは依然 aptのようなプログラムにより使用される索引ファイルのため
に使われています。

新しい apt や多分古い dpkg-ftp はシームレスな処理を行うので、通常は これら
のことを心配する必要はありません。詳細を知りたい場合は、 RFC: implementa-
tion of package pools (http://lists.debian.org/debian-devel-announce/2000/
debian-devel-announce-200010/msg00007.html)をご覧ください。

2.1.11 Sidににに関関関すすするるるヒヒヒススストトトリリリカカカルルルノノノーーートトト

昔 Sidは存在していませんでした。Debian archiveサイトは大きな欠陥を 1つ持っていまし
た。アーキテクチャが最新の unstableに作られると、ディストリビューションが新しい
stableになった時にそれがリリースされるという前提がありました。このケースにあては
まらない多くのアーキテクチャにとって、リリース時にこれらのディレクトリが移動しな
ければならないという結果となりました。この移動が膨大なバンド幅を消費するため、これ
は実際的ではありません。

アーカイブ管理者はこの問題に数年間取り掛かり、sidと呼ばれる特別なディレクトリに未
リリースのアーキテクチャのためのバイナリを置くことにより問題を解決してきました。未

http://lists.debian.org/debian-devel-announce/2000/debian-devel-announce-200010/msg00007.html
http://lists.debian.org/debian-devel-announce/2000/debian-devel-announce-200010/msg00007.html
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リリースのアーキテクチャが最初にリリースされる場合、最新の stable/に対し sid/が
リンクされました。アーキテクチャが最初にリリースされると現在の stable/から sid
/にリンクを作り、それ以降は 通常どおりunstable/のツリーの中につくられていきまし
た。この配置はユーザーの混乱を招きやすいです。

Woody ディストリビューションの開発中にパッケージプールを (‘pool ディレクトリ’ on
page 9参照)発明したことにより、バイナリパッケージはディストリビューションに依らず
にプール内の標準的な場所に保存され始めました。それゆえ、ディストリビューションのリ
リースを行っても、もはやミラー時に大きなバンド幅を消費しません。(しかし、開発過程
を通し、緩やかなバンド幅消費が発生します。)

2.1.12 incoming/にににパパパッッッケケケーーージジジをををアアアッッップププロロローーードドドすすするるる

パッケージのアップロードはそれらが本当に Debian 開発者からのものかを 検査した後に
http://incoming.debian.org/にまず置かれます。 (そしてそれがノンメンテナアップ
ロード (NMU)の場合は、DELAYEDサブディレクトリに置かれます。) 1日に 1度、それらは
incoming/から unstable/に移されます。

緊急時には、incoming/が unstable/に移る前にパッケージをインストールしたい場合
があるかもしれません。

2.1.13 古古古いいいパパパッッッケケケーーージジジををを取取取得得得すすするるる

最新の Debianディストリビューションは Debian mirror site (http://www.debian.org/
mirror/)の debianディレクトリ下に保持されますが、Slinkなどの古い Debianディスト
リビューションのアーカイブは http://archive.debian.org/や Debianの各ミラーサ
イトの debian-archiveディレクトリに保存されています。

testing や unstable の昔のパッケージは http://snapshot.debian.net/ にありま
す。

2.1.14 アアアーーーキキキテテテクククチチチャャャセセセクククシシショョョンンン

主要なディレクトリツリーそれぞれ (dists/stable/main, dists/stable/contrib,
dists/stable/non-free, dists/unstable/main など) の中に、バイナリパッケージ
エントリがパッケージがコンパイルされたアーキテクチャを示す名前を持つサブディレクト
リ内に存在します。

• binary-all/: アーキテクチャに依存しないパッケージ用。これらには例えば、Perl
スクリプトや、純粋なドキュメントが含まれます。

• binary-platform/: 特定のバイナリプラットフォームで実行するパッケージ用。

testingと unstable用の実際のバイナリパッケージはもはやこれらのディレクトリに無
く、poolディレクトリにあることに注意してください。しかし、索引ファイル (Packages
と Packages.gz)は下位互換性のために保持されています。

http://incoming.debian.org/
http://www.debian.org/mirror/
http://www.debian.org/mirror/
http://archive.debian.org/
http://snapshot.debian.net/
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実際にサポートされているバイナリパッケージについては、 各ディストリビュー
ションのリリースノートをご覧ください。 これらは stable (http://www.debian.
org/releases/stable/releasenotes) および testing (http://www.debian.org/
releases/testing/releasenotes)のためのリリースノートサイトにあります。

2.1.15 ソソソーーースススコココーーードドド

ソースコードは Debianシステムにおける全てに対して含まれます。さらに、システムのほ
とんどのプログラムのライセンス事項は、ソースコードがプログラムと共に配布されるか、
プログラムに添付するソースコードを提供することを要要要求求求します。

通常ソースコードは sourceディレクトリで配布され、アーキテクチャ特有のバイナリディ
レクトリ全てと並列になっているか、より最近では poolディレクトリにあります。 (‘pool
ディレクトリ’ on page 9参照) Debianアーカイブの構造を熟知せずにソースコードを取得す
るには、 apt-get source mypackagenameのようなコマンドを試してみてください。

いくつかのパッケージ、とりわけ pineはそのライセンスの制限により、ソースパッケージ
でしか得られません。 (最近、pine-trackerパッケージが Pineのインストールを容易に
するために導入されました。‘stableシステムへのパッケージ移植’ on page 92や ‘パッケー
ジング’ on page 240に記述された手順により、パッケージを手動で構築する方法を習得でき
ます。

公式には Debianシステムの一部では無い contribや non-freeディレクトリにあるパッ
ケージのソースコードは入手できるかもしれませんし、できないかもしれません。

2.2 Debianパパパッッッケケケーーージジジ管管管理理理シシシススステテテムムム

2.2.1 Debianパパパッッッケケケーーージジジののの概概概観観観

一般にパッケージには関連するコマンドや機能を実装するのに必要なファイルすべてが含ま
れています。Debianパッケージには 2つのタイプがあります。

• バババイイイナナナリリリパパパッッッケケケーーージジジ。これには実行ファイル、 設定ファイル、 man ページと info
ページ、著作権情報やその他の文書が 含まれます。これら のパッケージは Debian
固有のアーカイブ形式で配布されています。(‘Debianパッケージのフォーマット’ on
page 12参照)また .debというファイル拡張子を持っています。バイナリパッケージは
Debianユーティリティ dpkgを用いて展開できます。詳細は dpkgの マニュアルペー
ジに記載されてあります。

• ソソソーーースススパパパッッッケケケーーージジジ。ソースパッケージの解説が書かれた .dsc ファイル (このファ
イルには以下のファイルの名前も書かれています) や、修正されていないオリジナ
ルのプログラムソースが gzip で圧縮された tar フォーマット形式で含まれている
.orig.tar.gzファイル、通常 Debian固有の変更を記した .diff.gzファイルから
構成されています。dpkg-sourceユーティリティは Debianソースアーカイブをパッ
クしたりアンパックしたりします。詳細はdpkg-sourceのマニュアルページに記載
されています。

http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
http://www.debian.org/releases/testing/releasenotes
http://www.debian.org/releases/testing/releasenotes
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このパッケージシステムでは、ソフトウェアをインストールするとき、パッケージ保守担
当者により宣言された “依存情報”を使います。この依存情報はそれぞれのパッケージに関
連する 制御(control) ファイルに記載されています。例えば、GNU C コンパイラ (gcc)
を含むパッケージは、リンカやアセンブラを含む binutilsパッケージに “依存”していま
す。もしユーザがあらかじめ binutilsをインストールしていないのに gccをインストー
ル>しようとしたなら、Debian のパッケージシステムは binutils も必要であるというエ
ラーメッセージを出力し、ユーザがまず binutilsをインストールするのに同意するまで
gcc をインストールしません (とは言うものの、頑固なユーザは この機能を上書きできま
す。dpkg(8)参照)さらに詳しい情報は、‘パッケージの依存性’ on page 16下をご覧くださ
い。

Debianのパッケージングツールは以下の用途に使えます。

• パッケージやパッケージの一部を操作したり管理したりする。

• フロッピーディスクなどの限られたサイズの媒体を通じて 輸送しなければならない
パッケージをユーザが分解するのを助ける。

• パッケージアーカイブを開発者が構築するのを助ける。

• 遠隔の Debianアーカイブサイトに置かれたパッケージをユーザがインストールするの
を助ける。

2.2.2 Debianパパパッッッケケケーーージジジのののフフフォォォーーーマママッッットトト

Debianの “パッケージ”つまり Debianアーカイブファイルには、実行プログラム一式や関
連するプログラムのセットに関係する実行ファイルや、ライブラリ、ドキュメントが含ま
れています。通常、Debianアーカイブファイルはファイル名の最後に .debが付いていま
す。 1

Debianバイナリパッケージフォーマットの内部仕様は deb(5)マニュアルページに解説さ
れています。このフォーマットは (Debianのメジャーリリースの間で)変更されることがあ
るので、.debファイルを操作する時は必ず dpkg-deb(1)を使って下さい。

少なくても Sarge ディストリビューションを通じ、全ての Debian アーカイブ ファイル
は、dpkgコマンドが使えない場合であっても、標準的なUnixコマンドである arや tarに
より操作できます。

1debian-installer プロジェクトは .udeb で終わる ファイル名のパッケージを導入しました。要する
に、マイクロ .debフォーマットはポリシーに正しくは従う必要はなく、ドキュメントなどの 内容を欠いてお
り、debian-installerだけに用いられることを意味しています。この新しい Debianインストーラは Sarge
のリリースのために 初めて開発されました。.deb と .udeb のファイルフォーマット は同じ物です。udpkg
プログラムは標準の dpkgより制限された能力を持つ .udebパッケージを操作するために使われ、より少な
いパッケージの関係をサポートします。名前に違いがあるのは、 Debian アーカイブのメンテナはポリシーに
従わないアーカイブに .deb という名前を持つのを好まなかったからです。それゆえ、2つのフォーマットの
違いを目立たせ、本当のシステムに .udebファイルを無意識にインストールしないように名前を変更しまし
た。.udebは本当に制限された Debianシステムを作成するため、baseシステムをインストールする間に最初の
ラムディスク上で使用されます。
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2.2.3 Debianパパパッッッケケケーーージジジ名名名ののの命命命名名名規規規則則則

Debianパッケージのファイル名は次のような規則に従います。

foo_バージョン番号-リビジョン番号__アーキテクチャ.deb

ここで、通常 fooはパッケージ名であり、varは上流のバージョン番号、revは Debianでの
リビジョン番号、そして archはターゲットのアーキテクチャです。ファイルはもちろん簡
単に改名できます。次のコマンドを実行することにより、filenameという名前のファイルに
含まれているパッケージを調べることができます。

dpkg --info filename

Debianのリビジョン番号は Debian開発者又はパッケージを構築した人により指定されま
す。通常リビジョン番号の変更はパッケージングの観点から変更が加えられたことを意味し
ています。

2.2.4 ロロローーーカカカルルル設設設定定定ののの保保保存存存

ローカルの管理者により変更可能とされているファイルは /etc/ に保持されています。
Debianポリシーはローカルの設定可能なファイルへの全ての変更がパッケージのアップグ
レードを通じて保持されるべきであることを指示しています。

ローカルの設定可能なファイルの標準のバージョンがパッケージ自身に含まれている場合、
そのファイルは “conffile”としてリストされます。パッケージは管理者の許可無しで最後に
インストールされたので、パッケージ管理システムは管理者により変更された conffileを更
新しません。一方、conffileが管理者により変更されていないと、パッケージの他のファイ
ルと一緒に conffileもアップグレードされます。これはほとんど常に好ましく、conffileへ
の変更を最小限にすることは好都合です。

パッケージに所属する conffileをリストするには、次のコマンドを実行します。

dpkg --status package

このリストの “Conffiles:” 行に conffileが表示されます。

conffileに関するより詳しい情報については、Debianポリシーマニュアルの “Configuration
files”という章を読んでください。(‘参考文献’ on page 247参照)

2.2.5 Debianメメメンンンテテテナナナンンンススススススクククリリリプププトトト

Debianメンテナンススクリプトはパッケージがインストールされる前か後で自動的に実行
される実行可能なスクリプトです。これらのファイルは controlという名前のファイルと
一緒に全て Debian アーカイブファイルの “制御 (control)” セクションの一部となっていま
す。

個々のファイルは以下の通りです。
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preinst このスクリプトは、パッケージが Debian アーカイブ (.deb/) ファイルからアン
パックされる前に実行されます。パッケージがインストールかアップグレードし終わ
る (“postinst”スクリプトが正常に実行された後)まで、多くの“preinst”スクリプトの
中で、更新されるパッケージのためにサービスが停止されるようになっています。

postinst このスクリプトの典型的な仕事は、Debianアーカイブファイル (.deb/)からアン
パックされたら、それに必要な設定をすべて完了させることです。 “postinst”スクリ
プトのよくある動作として、ユーザに入力を求め、既定値を受け入れるなら後戻りし
てこのパッケージを環境に沿うように再設定することを忘れないように警告を表示し
ます。 新しいパッケージがインストールされるかアップグレードされると、 多くの
“postinst”スクリプトはサービスを開始または再開するのに必要なコマンドをすべて
実行します。

prerm このスクリプトは、典型的にはパッケージに関連したあらゆるデーモンを停止しま
す。これはパッケージに関連したファイルを削除する前に実行されます。

postrm このスクリプトは、典型的にはパッケージに関連したリンクや他のファイルを修整
したりパッケージが作成したファイルを削除したりします。 (‘仮想パッケージ’ on page
15も参照。)

現在、制御ファイルは全て /var/lib/dpkg/info/に置かれています。パッケージ fooに
関係するファイルは “foo”で始まる名前を持ち、“preinst”や “postinst”などの適当なファイ
ル拡張子を持ちます。このディレクトリにある foo.listというファイルは、パッケージ
fooによってインストールされたファイルがすべてリストされています (これらのファイル
の存在場所は dpkgが内部に持っていることに注意して下さい。存在場所を頼りにしないほ
うがいいでしょう)。

2.2.6 パパパッッッケケケーーージジジ優優優先先先度度度

それぞれの Debian パッケージには、パッケージ管理システムの助けとして、 ディストリ
ビューション保守担当者が 優優優先先先度度度 を割りあてています。 優先度には以下のものがありま
す。

• Required (要要要求求求)パッケージはシステムを正しく動作させるために必要なパッケージで
す。

システムの欠陥を修復するのに必要なツールをすべて含みます。これらのパッケージ
を消去してはいけません。システムがすっかり破壊され、復旧するために dpkgを使
うことすら恐らくできなくなります。 Requiredパッケージだけのシステムは恐らく使
いものになりませんが、システム管理者が起動したり他のソフトウェアをインストー
ルするだけの 機能はあります。

• Important (重重重要要要) パッケージはどのような Unix ライクなシステムにもあるべきパッ
ケージです。

Required以外のパッケージで、無いとシステムがうまく動かなかったり不便だったり
するものにこの優先度がつけられています。これには Emacsや X11、TeX他の巨大な
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アプリケーションは含まれていいいままませせせんんん。ここのパッケージは、素のインフラストラク
チャを構成するだけです。

• Standard (標標標準準準)パッケージはどんな Linuxシステムにも標準的なパッケージで、手頃
な小ささですが機能が限定されすぎていないキャラクタモードシステムを含んでいま
す。

これはユーザが何も指示しなかったらデフォルトでインストールされます。多くの巨
大なアプリケーションは含まれませんが、Emacsはあります (これはアプリケーション
というよりも多くのプログラムのためのインフラストラクチャの一部です)し、TeXと
LaTeXの手頃なサブセットが (Xなしで稼動可能な部分なら)含まれています。

• Optional (任任任意意意) パッケージにはそのパッケージが 何なのかを知らなかったり、その
パッケージを使わなければならない特別な要求がなかったりしてもインストールして
かまわないパッケージが含まれています。

これには X11や TeX配布物全体、多くのアプリケーションが含まれています。

• Extra (付付付録録録)パッケージはより高い優先度を持つパッケージと衝突するか、そのパッ
ケージがどういうものか知っているか、あるいは “任意”というには相応しくない特殊
な要求を持っているパッケージです。

パッケージの説明にある “Priority: required”, “Section: base”と “Essential: yes”の違いにつ
いて注意してください。“Section: base”は、新しいシステムでは他の全てをインストールす
る前に、このパッケージが インストールされることを意味しています。“Section: base” な
パッケージの ほとんどは “Priority: required”または、少なくても “Priority: important”で
あり、それらの多くは “Essential: yes”にタグづけられています。 “Essential: yes”は、この
パッケージをシステムから削除するには、 dpkgのようなパッケージ管理システムに特別な
強制オプションを指示する必要があることを意味しています。例えば、 libc6、 mawkや
makedevは “Priority: required”かつ “Section: base”ですが、“Essential: yes”ではありませ
ん。

2.2.7 仮仮仮想想想パパパッッッケケケーーージジジ

仮想パッケージとは、すべて同じ基本機能を提供するパッケージの集まりのどれか一つに供
される一般的な名前のことです。例えば、tinと trnプログラムはどちらもニュースリー
ダであり、それゆえ、動作するか利用するためにニュースリーダを要求するプログラムの依
存性を満たします。したがって、両プログラムは news-readerと呼ばれる “仮想パッケー
ジ”を供給します。

同様に、exim 、exim4、sendmail、 postfix のような多くのパッケージは メール
配送エージェント (mail transport agent) の機能を備えているために 仮想パッケージ
mail-transport-agent を 提供すると言われます。これらのうちどれかがインストー
ルされていれば、 mail transport agentがインストールされていることに依存するプログラ
ムはどれでもこの仮想パッケージが存在しているために条件を満足しています。

Debianはこのようなしくみを提供するので、同じ仮想パッケージを持つパッケージが 1つ以
上システムにインストールされると、システム管理者は優先パッケージを設定できます。関
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連するコマンドは update-alternativesで、‘Alternativeコマンド’ on page 96でさらに
詳しく述べられています。

2.2.8 パパパッッッケケケーーージジジののの依依依存存存性性性

Debianパッケージングシステムは、あるパッケージが機能したり、うまく働くようにイン
ストールされるべき他のパッケージを要求するという事実を表現するために使われる依存性
に関する宣言を操作します。

• Aを使うために Bが絶対インストールされなければならない場合、パッケージ Aは
パッケージ Bに Dependsすると表現します。いくつかの場合、Aは Bだけでなく、B
の特別なバージョンに依存します。この場合、バージョンの依存性は、Aがある指定
したバージョン 以降のバージョンの B に依存するという意味で、通常下限を表しま
す。

• ほとんどのユーザは B により供給される機能も持たない A を 欲しいとは思わないと
パッケージのメンテナが判断した場合、パッケージAはパッケージ Bを Recommends
すると表現します。

• Aに関係し、Aの機能を強化するファイルが Bに含まれている場合、パッケージ Aは
パッケージ Bを Suggustsすると表現します。同じ関係は、パッケージ Bがパッケー
ジ Aを Enhancesすると表現します。

• B がシステムにインストールされていると A が適切に動作しない場合、 パッケージ
Aはパッケージ Bと Conflictsすると表現します。“Conflicts”ステータスはたびたび
“Replaces”と置き換えられます。

• Bによりインストールされるファイルが Aにあるファイルにより削除あるいは上書き
される場合、パッケージ Aはパッケージ Bを Replacesすると表現します。

• Bの全てのファイルと機能が Aにも組み込まれている場合、パッケージ Aはパッケー
ジ Bを Providesすると表現します。

これらの用語の使用法についてのより詳しい情報は Debian パッケージング マニュアル と
Debianポリシーマニュアルにあります。

Depends と指定されたパッケージ全てを単に取得しますが、 Recommends や Sug-
gests と指定された パッケージを全て無視する apt-get に比べ、aptitudeや dselect
は、Recommendsや Suggestsにより指定されるより洗練されたパッケージ制御機能を有し
ます。これらのプログラムは、共に現代的な形で APTをバックエンドとして使用します。

2.2.9 “pre-depends”ののの意意意味味味

dpkg は、常に他のパッケージが依存しているパッケージを 先に設定します。しかしなが
ら、dpkgは通常ファイルを任意の順番で、依存性と関係なく解凍します。 (解凍とは、アー
カイブファイルからのファイルの展開とそれらのファイルを正しい場所に置くことから構
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成されます。)しかしながら、もしパッケージが他のパッケージに Pre-Dependsしている場
合、Pre-Dependsしているパッケージが解凍されていても、その前に Pre-Dependsされてい
るパッケージの解凍と設定が行われます。 2 この依存性の使用は最小限に保たれています。

2.2.10 パパパッッッケケケーーージジジススステテテーーータタタススス

パッケージステータスには “unknown”, “install”, “remove”, “purge”, “hold” があります。
これらの “want”フラグは利用者がそのパッケージをどう扱いたいかを示しています。利用
者は dselectの “Select”セクションでのアクションや dpkgの直接起動によってこれを示
すことができます。

それぞれの意味は以下の通りです。
• unknown -インストールするかどうかユーザが表明していないパッケージ
• install -ユーザがインストールまたはアップグレードしたいパッケージ
• remove -削除はしたいが、既存の設定ファイルは一つも削除したくないパッケージ
• purge -設定ファイルを含め、完全に削除してしまうパッケージ
• hold -処理はしない、つまりどのような状態であれ現在の状態で現在のバージョンを
維持するパッケージ

2.2.11 更更更新新新かかからららパパパッッッケケケーーージジジををを holdすすするるる

パッケージを hold するには二つの方法があります。dpkg を使う方法と、Woody から始
まった APTを使う方法です。

dpkgでは、パッケージ選択の一覧を

dpkg --get-selections \* > selections.txt

で書き出すだけです。それから書き出されたファイル selections.txtを編集して holdし
たいパッケージの 行を変更します。例えば、

libc6 install

を

libc6 hold

にします。ファイルを保存して、

dpkg --set-selections < selections.txt

2このメカニズムはパッケージを展開する順順順番番番が非常に重要であった a.outフォーマットから ELFフォー
マットへのシステムの 安全な更新をサポートするために供給されました。
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でdpkgデータベースに再ロードしてください。又、holdしたいパッケージ名を知っている
場合は、単に

echo libc6 hold | dpkg --set-selections

を実行するだけです。この手順は各パッケージファイルのインストール処理でパッケージを
holdします。

同様の効果が dselectを通しても得られます。[S]elect画面に入って holdしたいパッケー
ジの現在の状態を確認し、「=」キー (もしくは「H」キー) を押下するだけです。変更は
[S]elect画面を終了するとすぐに反映します

Woody ディストリビューションにおける APT システムは Pin-Priority を用いてアー
カイブ取得処理中にパッケージを hold する新しいもう一つの機構 を持ちます。 http:
//www.debian.org/doc/manuals/apt-howto/ 又は apt-howto パッケージのに、マ
ニュアルページ apt_preferences(5)をご覧ください。

2.2.12 ソソソーーースススパパパッッッケケケーーージジジ

ソースパッケージは sourceと呼ばれるディレクトリで配布されています。手動でダウン
ロードできますし、

apt-get source foo

を使ってダウンロードもできます。 (このための APTの設定法については apt-get(8)マニュ
アルページを参照してください。) apt-get source fooを使って取得することもできます (こ
のための APTの設定法については apt-get(8)を参照願います。)

2.2.13 ソソソーーースススパパパッッッケケケーーージジジかかからららバババイイイナナナリリリパパパッッッケケケーーージジジををを作作作るるる

パッケージ foo をソースからコンパイルするには、 foo_*.dsc, foo_*.tar.gz および
foo_*.diff.gzの全てが必要となります (注意:Debian固有のパッケージには .diff.gz
はありません)。

これらを入手し、pkg-devパッケージをインストールしている場合、

$ dpkg-source -x foo_version-revision.dsc

というコマンドを実行すれば foo-versionというディレクトリにパッケージが取り出され
ます。

バイナリパッケージをコンパイルしたいならば、

$ cd foo-version
$ su -c "apt-get update ; apt-get install fakeroot"
$ dpkg-buildpackage -rfakeroot -us -uc

http://www.debian.org/doc/manuals/apt-howto/
http://www.debian.org/doc/manuals/apt-howto/
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を実行し、

# su -c "dpkg -i ../foo_version-revision_arch.deb"

で新たに構築したパッケージをインストールします。 ‘stableシステムへのパッケージ移
植’ on page 92をご覧ください。

2.2.14 新新新しししいいい Debianパパパッッッケケケーーージジジををを作作作るるる

新しいパッケージを作ることに関する詳細な情報は、 maint-guideパッケージで得られる
Debianメンテナ入門又は http://www.debian.org/doc/manuals/maint-guide/をご
覧ください。

2.3 Debianシシシススステテテムムムのののアアアッッップププグググレレレーーードドド

Debian の目標の一つは首尾一貫したアップグレード方針と安全な アップグレード手順を
提供することです。パッケージングシステムは管理者に重要な変更について警告し、時々
は管理者に決定を促します。 リリースノートも読むべきです。これは全ての Debian CD
と一緒に 出荷されており、WWW でも http://www.debian.org/releases/stable/
releasenotesや http://www.debian.org/releases/testing/releasenotesで利
用可能です。

アップグレードを行う実際的なガイドは ‘Debianパッケージ管理’ on page 79で供給されま
す。本章では単に概要を供給します。まずはパッケージングツールから始めます。

2.3.1 dpkg

これはパッケージファイルの操作のための主要なプログラムです。完全な説明は dpkg(8)
を読んでください。

dpkgにはいくつかの原始的な補助プログラムが付随します。

• dpkg-deb: .debファイルを操作します。 dpkg-deb(1)

• dpkg-ftp: 旧型のパッケージファイル取得コマンドです。 dpkg-ftp(1)

• dpkg-mountable: 旧 型 の パ ッ ケ ー ジ フ ァ イ ル 取 得 用 コ マ ン ド で す 。
dpkg-mountable(1)

• dpkg-split: 大規模なパッケージを小さなファイルに分割します。 dpkg-split(1)

dpkg-ftpと dpkg-mountableは APTシステムに取って代わられました。

http://www.debian.org/doc/manuals/maint-guide/
http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
http://www.debian.org/releases/testing/releasenotes
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2.3.2 APT

APT (the Advanced Packaging Tool)は Debianパッケージングシステムの 先進的なインター
フェースであり、“apt-”で始まる名前を持ついくつかのプログラムから構成されています。
apt-get, apt-cache, と apt-cdromはパッケージ操作用のコマンドラインツールです。
これらは、 dselectや aptitudeのような他のツールへのユーザ “バックエンド”としても
働きます。現在、aptitudeは、システム維持のための推奨ツールです。

より詳しい情報は、apt パッケージと aptitude パッケージをインストール
して、 aptitude(8), apt-get(8), apt-cache(8), apt-cdrom(8), apt.conf(5),
sources.list(5), apt_preferences(5)を読んでください。

もう一つの情報源としては、 APT HOWTO (http://www.debian.org/doc/manuals/
apt-howto/)があります。 /usr/share/doc/Debian/apt-howto/の apt-howtoによ
りインストールできます。

apt-get upgradeと apt-get dist-upgradeは “Depends:” にリストされたパッケージ
のみを引っ張ってきますが、 “Recommends:” や “Suggests:” にリストされたパッケージは
無視します。これを避けるには、dselectを御使用ください。

2.3.3 dselect

このプログラムは Debian パッケージ管理システムへのメニュドリブンな ユーザイン
ターフェースです。最初のインストール時や大規模なアップグレード時 に特に役立ちま
す。‘dselect’ on page 82をご覧ください。

より詳しい情報は、install-doc パッケージをインストールし、 /usr/share/doc
/install-doc/dselect-beginner.en.html や dselect Documentation for Beginners
(http://www.debian.org/releases/woody/i386/dselect-beginner) を読んでく
ださい。

2.3.4 起起起動動動中中中のののシシシススステテテムムムをををアアアッッップププグググレレレーーードドドすすするるる

Debian システムにおける kernel (ファイルシステム) はファイルを使用中 でさえも、その
ファイルの置き換えをサポートしてます。現在のランレベルで起動されるようにパッケージ
が設定されている場合、パッケージの更新時にパッケージにより供給されるサービスが再起
動されます。 Debianシステムは起動中のシステムをアップグレードするのにシングルユー
ザモードを必要としません。

2.3.5 .debアアアーーーカカカイイイブブブフフファァァイイイルルルのののダダダウウウンンンロロローーードドドとととキキキャャャッッッシシシュュュ

手動でパッケージファイルをディスクにダウンロードした場合、 (これは必ずしも必要では
ありません。上に記述した dpkg-ftpまたは APTの説明をご覧ください)パッケージをイン
ストールした後、システムから .debファイルを削除できます。

http://www.debian.org/doc/manuals/apt-howto/
http://www.debian.org/doc/manuals/apt-howto/
http://www.debian.org/releases/woody/i386/dselect-beginner


章 2. Debianの基礎知識 21

APT を使っている場合、これらのファイルは /var/cache/apt/archives ディレクトリ
にキャッシュされます。これらをインストール後に削除 (apt-get clean)できますし、そ
の後のインストール中のダウンロード時間を節約するため、他のマシーンの /var/cache
/apt/archivesディレクトリにコピーしてもかまいません。

2.3.6 アアアッッップププグググレレレーーードドドののの記記記録録録ををを取取取るるる

dpkgは展開、設定、削除またはパージされたパッケージの記録を取りますが、 (現在)パッ
ケージにそのような操作が行われている間に起こったターミナル上の コマンドログを取って
いません。

コマンドログを取る最もシンプルな方法は、dpkg, dselect, apt-getなどのセッションを
script(1)プログラム内で起動することです。

2.4 Debianブブブーーートトトプププロロロセセセススス

2.4.1 initプププロロログググラララムムム

他の Unixライク OSと同様に、Debianは initプログラムを実行することによりブートを
始めます。init用の設定ファイル (/etc/inittab)は、実行されるべき最初のスクリプト
が /etc/init.d/rcSであることを指定しています。

次に起きることは sysv-rc又は file-rcのどちらかがインストールされているかどうかに
依存しています。次に述べることは sysv-rcがインストールされていることを仮定してい
ます。(file-rcには固有の /etc/init.d/rcSスクリプトが含まれており、ランレベル
毎に起動されるサービスの種類を制御するために rcディレクトリにあるシンボリックリン
クの代わりにこのスクリプトが用いられます。)

sysv-rc パッケージにある /etc/init.d/rcS ファイルはファイルシステムのチェック
やマウント、モジュールの読み込み、ネットワークサービスの開始、時計の設定などの初
期化作業を行うために /etc/rcS.d/にあるスクリプト全てを起動します。そして、互換
性のために、/etc/rc.boot/下にあるファイル (ファイル名に ‘.’ が付くファイルを除く)
も実行します。後者のディレクトリ内のスクリプトは、通常システム管理者が使用するた
めに 予約されており、パッケージがこのディレクトリにスクリプトを置くのは 時代遅れ
です。詳細は Debianポリシーマニュアルの ‘システムの初期化’ on page 131や System run
levels and init.d scripts (http://www.debian.org/doc/debian-policy/ch-opersys#
s-sysvinit)をご覧ください。

2.4.2 ララランンンレレレベベベルルル

ブートプロセス完了後、initは (/etc/inittabの id用のエントリにより与えられる)標
準のランレベルで起動されるように設定された全てのサービスを起動します。標準のラン
レベルは /etc/inittab中の idエントリにより与えられます。 Debianは id=2となって
います。

http://www.debian.org/doc/debian-policy/ch-opersys#s-sysvinit
http://www.debian.org/doc/debian-policy/ch-opersys#s-sysvinit
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Debianは次のランレベルを使用しています。
• 1 (シングルユーザモード),
• 2から 5 (さまざまなマルチユーザモード),
• 0 (システムを停止),そして
• 6 (システムをリブート)。

ランレベル 7, 8, 9も使用可能ですが、パッケージがインストールされる時にこれらの rcディ
レクトリにはあまり起動スクリプトがリンクされません。

ランレベルを切替えるには telinitコマンドを用います。

あるランレベルに入ると、/etc/rcrunlevel.d/ にある全てのスクリプトが実行されま
す。スクリプトの最初の 1文字はスクリプトの起動方方方法法法を決定します。 Kで始まる名前の
スクリプトは、引数 stopを取って起動されます。 Sで始まる名前のスクリプトは、引数
startを取って起動されます。これらのスクリプトは名前のアルファベット順で起動され
ます。それゆえ、 “stop”スクリプトは “start”スクリプトより前に起動され、 Kや Sに続く
2桁の数字はスクリプトの起動順序を決定します。

実は、/etc/rcrunlevel.d/ディレクトリにあるスクリプトは、/etc/init.d/にある
スクリプトの 単なるシンボリックリンクです。これらのスクリプトは引数として “restart”
や “force-reload”という引数も受け取ります。システムのブート後にサービスを再起動する
ためや、設定ファイルを再読み込みさせるためにこれらの引数を使えます。

例えば、

# /etc/init.d/exim4 reload

のように使います。

2.4.3 ララランンンレレレベベベルルルのののカカカスススタタタマママイイイズズズ

ランレベルをカスタマイズするのは一歩進んだシステム管理者の仕事です。ほとんどのサー
ビスの場合、次に示すアドバイスが適用できます。

ランレベル Rでサービス serviceを有効にするには、ターゲットを .. /init.d/service
としてシンボリックリンク /etc/rcR.d/Sxyserviceを作成します。シーケンス番号 xy
はパッケージがインストールされた時の サービスに割り当てられたシーケンス番号と一致さ
せてください。

サービスを無効にするには、名前が Sで始まるのではなく Kで始まるようにシンボリックリ
ンクをリネームし、シーケンス番号を 100-xyにします。

これらの目的には sysv-rc-confや ksysvのようなランレベルエディタを使うのが便利で
す。

特定のランレベルディレクトリにあるサービスのシンボリックリンクをリネームするのでは
なく削除することも可能です。これはサービスを無効にしますが、sysv-rcの 初期化シス
テムに関する限りに “floating”な状態に保ちます。ランレベルを変更すると、サービスは起
動されませんし、停止もされませんが、起動しているかそうでないかにかかわらずそのまま
に保たれます。しかしながら、そのような浮いた状態にされたサービスは、サービスを提
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供するパッケージがアップグレードされた場合、アップグレード前に起動されているかにか
かわらず起動されてしまうことに注意してください。これは現在の Debianシステムの欠点
として良く知られています。又、ランレベル 0と 6では Kで始まるサービスのシンボリック
リンクを保持すべきであることに注意してください。このサービスに対するシンボリック
リンクを全て削除してしまうと、アップグレードの際、出荷時の標準の状態にサービスを提
供するパッケージがシンボリックリンクを回復させてしまいます。

/etc/rcS.d/にあるシンボリックリンクにあらゆる変更を加えることは推奨ででできききままませせせんんん。

2.5 多多多様様様性性性のののサササポポポーーートトト

Debianはシステムを壊さずにシステム管理者の希望を満たすためのいくつかの手段を提供
します。

• dpkg-divert, ‘dpkg-divertコマンド’ on page 95参照。

• equivs, ‘equivsパッケージ’ on page 96参照。

• update-alternative, ‘Alternativeコマンド’ on page 96参照。

• make-kpkg は多くのブートローダに対応します。 make-kpkg(1) および ‘Kernel
(再)構築’ on page 99参照。

/usr/local/以下のファイルはシステム管理者のものであり、Debianは一切触りません。
/etc以下のほとんどのファイルは conffilesであり、 Debianはシステム管理者が明示的
に要求しない限りアップグレード時に上書きしません。

2.6 国国国際際際化化化

Debianシステムは国際化されており、コンソール上ならびに X上で多種の言語の文字を表
示し、入力するためのサポートを供給します。たくさんのドキュメント、マニュアルペー
ジ、そしてシステムメッセージが翻訳されており、翻訳されている言語は増加し続けていま
す。インストール中、 Debianはユーザにインストール言語 (そして時々はローカル言語変数
)の選択を促します。

あなたが必要な言語の機能全てをインストールしたシステムがサポートしていない場合、又
はあなたの言語をサポートするために言語の変更や、異なるキーボードのインストールが必
要な場合、‘ローカライゼーション (l10n)’ on page 165をご覧ください。

2.7 Debianととと kernel

‘Debianでの Linux kernel’ on page 99をご覧ください。
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2.7.1 非非非 Debianなななソソソーーースススかかかららら kernelをををコココンンンパパパイイイルルルすすするるる

headerに関する Debianポリシーを理解する必要があります。

Debian Cライブラリは kernel headerの最新の stableリリースを用いて構築されています。

例えば、Debian-1.2リリースは version 5.4.13のヘッダを用いていました。この慣習は全て
の Linux FTPアーカイブサイトにおいて配布される Linux kernelソースパッケージに対照
しており、Linux kernelソースパッケージはより最新の headerを使ってさえいます。kernel
sourceにより配布される kernel headerは /usr/include/linux/include/にあります。

libc6-dev により供給されるものより新しい kernel header を用いてプログラ
ムをコンパイルする必要がある場合には、コンパイル時、コマンド ラインに
-I/usr/src/linux/include/ を付け加える必要があります。 これは、例えば auto-
mounter daemon (amd) のパッケージング をする場合に使われます。新しい kernel が NFS
を扱うための内部処理を変更した場合、amdはそれを知る必要があるため、最新の kernel
headerを含める必要性が発生します。

2.7.2 カカカスススタタタムムム kernel構構構築築築ツツツーーールルル

カスタム kernel を構築したい (する必要がある) 人は kernel-package パッケージのダウ
ンロードが推奨されます。本パッケージには kernelパッケージの構築用スクリプトが含ま
れ、次のようなコマンドを kernel ソースディレクトリの 最上段で実行するだけで Debian
kernel-imageパッケージを構築する機能を供給します。

# make-kpkg kernel_image

ヘルプは次のコマンドを実行すると得られます。

# make-kpkg --help

また、マニュアルページ make-kpkg(1)全体と ‘Debianでの Linux kernel’ on page 99も参
照願います。

kernel-source-version (versionは kernelバージョンを表す)パッケージが得られない場合、好
みの Linuxアーカイブサイトから最新の kernel (又は選んだ kernel)のソースコードを別途ダ
ウンロードする必要があります。 Debianの initrdブートスクリプトは initrdと呼ばれ
る特別な kernel patchを要求します。http://bugs.debian.org/149236をご覧くださ
い。

kernel-package パッケージの詳細な使用方法は /usr/share/doc/kernel-package
/README.gzにあります。

http://bugs.debian.org/149236
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2.7.3 モモモジジジュュューーールルルををを扱扱扱うううたたためめめののの特特特別別別ななな準準準備備備

Debianの modconfパッケージはモジュールの設定をカスタマイズするために使用できる
シェルスクリプト (/usr/sbin/modconf)を供給します。このスクリプトはメニュベースの
インターフェースを表示し、システムのローダブルデバイスドライバに関する詳細に対して
ユーザを促します。その応答は /etc/modules.confや /etc/modulesをカスタマイズ
するのに使用されます (これらにはブート時にロードされるモジュールがリストされていま
す)。

カスタム kernelの構築をサポートするために得られる (新しい) Configure.helpファイル
と同様に、modconfパッケージにはモジュールそれぞれに対して適切な引数についての詳
細な情報を供給する (/usr/share/modconf/にある)ヘルプファイルが付属します。

2.7.4 古古古いいい kernelパパパッッッケケケーーージジジををを削削削除除除すすするるる

kernel-image-NNN.prermスクリプトは現在起動している kernelが削除しようとしてい
る kernelと同じかどうかチェックします。それゆえ、使わない kernel imageパッケージを
安全に次のコマンドを用いて削除できます。

# dpkg --purge --force-remove-essential kernel-image-NNN

(もちろん、NNNを削除したい kernelのバージョンとリビジョンに置き換えます。)
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章章章 3

Debianシシシススステテテムムムイイインンンススストトトーーールルルのののヒヒヒンンントトト

Debian のインストール用の公式文書は http://www.debian.org/releases/stable/
と http://www.debian.org/releases/stable/installmanualにあります。

開発版は http://www.debian.org/releases/testing/ と http://www.debian.
org/releases/testing/installmanual にあります。(作業中であり、時々なくなり
ます。)

本章は当初 Potato のインストーラの時代に書かれましたが、内容のほとんどは Woody の
インストーラ用に更新されており、さらに 2 つのインストーラの内容は非常に 似通って
います。Sarge は完全に新たなインストーラを用いるため、Sarge の インストーラのため
には、本文書は基準点として使用してください。 また、いくつかのパッケージは名前と
優先度が変更されています。 例えば、Sarge の標準の MTA は exim ではなく exim4 であ
り、coreutilsが複数のパッケージを置き換えるために導入されています。行動を調整す
る必要があるかもしれません。

3.1 一一一般般般的的的ななな Linuxシシシススステテテムムムのののイイインンンススストトトーーールルルヒヒヒンンントトト

Debian インストーラのコンパクトな CD イメージを探している場合は http://www.
debian.org/CD/netinst/を忘れずにチェックしてください。

Debianの testing又は unstableディストリビューションを使うことは、深刻なバグに
直面するリスクを増大させます。このリスクは Debianのより安定なディストリビューショ
ンとのマルチブートを行ったり、 ‘chroot’ on page 126に記述されているより安定なディス
トリビューション内で chrootすることにより供給される素晴らしい手段を用いることによ
り管理できます。後者の方法は Debianの異なるディストリビューションを複数の端末で同
時に起動することを可能とします。

3.1.1 ハハハーーードドドウウウェェェアアア互互互換換換性性性ののの基基基礎礎礎

Linuxはほとんどの PCハードウェアとの互換性を有しており、ほとんどのシステムにイン
ストールできます。私にとって LinuxのインストールはWindows 95/98/Meをインストー

http://www.debian.org/releases/stable/
http://www.debian.org/releases/stable/installmanual
http://www.debian.org/releases/testing/
http://www.debian.org/releases/testing/installmanual
http://www.debian.org/releases/testing/installmanual
http://www.debian.org/CD/netinst/
http://www.debian.org/CD/netinst/
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ルするのと同じ位簡単です。ハードウェア互換性リストは常に増大し続けているようです。

ラップトップ PCを持っている場合は、そのブランドとモデル名によるインストールヒント
を Linux on Laptops (http://www.linux-laptop.net/)で調査できます。

デスクトップ PCハードウェアのお薦めは “とにかく保守的”ということです。
• 仕事では IDEよりも SCSI、私用では IDE/ATAPI HD。
• IDE/ATAPI CD-ROM (又は CD-RW)。
• ISAよりも PCI。ネットワークカード (NIC)は特に。
• 安い NICを使用する。PCIでは Tulip、ISAでは NE2000が良いでしょう。
• 初めての Linuxインストールは PCMCIA (ノートPC)を避ける。
• 人柱になりたくなければ USBキーボードやマウスを避ける。

低速なマシンを持っている場合、ハードディスクを取り外して他の高速なマシンに取り付け
てインストールするのは良いアイデアです。

3.1.2 PCのののハハハーーードドドウウウェェェアアアとととチチチッッップププセセセッッットトトををを決決決定定定すすするるる

インストール中、PCのハードウェアやチップセットを聞かれることがあります。時々それ
らの情報は見付かりづらいかもしれません。次にハードウェアやチップセットの情報を見付
ける方法を挙げます。

1 PCのケースを開けて中を見る。
2 ビデオカードやネットワークカードの大きなチップ、 シリアルポートの近くにある
チップ、IDEポートの近くにあるチップに付いているプロダクト IDを記録する。

3 PCI又は ISAカードの後ろにプリントされているカードの名前を記録する。

3.1.3 Debianかかかららら PCのののハハハーーードドドウウウェェェアアアををを決決決定定定すすするるる

Linux system上で次のコマンドを実行すると実際のハードウェアとその設定の ヒントが得
られます。

$ pager /proc/pci
$ pager /proc/interrupts
$ pager /proc/ioports
$ pager /proc/bus/usb/devices

これらのコマンドはインストールの進行中に端末から Alt-F2を押すことにより実行可能に
なります。

最初のイントール後、pciutils, usbutils, や lshwなどの追加パッケージをインストー
ルすると、より広範囲なシステム情報が得られます。

$ lspci -v |pager
$ lsusb -v |pager
# lshw |pager

http://www.linux-laptop.net/
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典型的な PCは次のように IRQを使用します。
• IRQ0: タイマ出力 (8254)
• IRQ1: キーボードコントローラ
• IRQ2: PC-ATでは IRQ8–IRQ15とカスケード接続
• IRQ3: セカンダリシリアルポート (io-port=0x2F8) (/dev/ttyS1)
• IRQ4: プライマリシリアルポート (io-port=0x3F8) (/dev/ttyS0)
• IRQ5: free [sound card (SB16: io-port=0x220, DMA-low=1, DMA-high=5)]
• IRQ6: フロッピディスクコントローラ (io-port=0x3F0) (/dev/fd0, /dev/fd1)
• IRQ7: パラレルポート (io-port=0x378) (/dev/lp0)
• IRQ8: リアルタイムクロック
• IRQ9: ソフトウェア割り込み (int 0x0A)、IRQ2にリダイレクト
• IRQ10: free [ネットワークカード (NE2000: io-port=0x300)]
• IRQ11: free [(SB16-SCSI: io-port=0x340, SB16-IDE: io-port=0x1E8,0x3EE)]
• IRQ12: PS/2マウス
• IRQ13: free (かつては 80287コプロ用)
• IRQ14: プライマリ IDEコントローラ (/dev/hda, /dev/hdb)
• IRQ15: セカンダリ IDEコントローラ (/dev/hdc, /dev/hdd)

古い非 PnP ISAカードでは、BIOSから非 PnPな IRQとして IRQ5, IRQ10および IRQ11を設
定したいかもしれません。

USBデバイスに対しては、デバイスクラスが次のようにリストされます。 /proc/bus/usb
/devicesに Cls=nnとして存在する

• Cls=00 : 未使用
• Cls=01 : Audio (スピーカなど)
• Cls=02 : 通信デバイス (モデム、NICなど)
• Cls=03 : HID (Human Interface Device: KB, mouse, joystick)
• Cls=07 : プリンタ
• Cls=08 : Mass storage (FDD, CD/DVD drive, HDD, Flash, . . . )
• Cls=09 : ハブ (USBハブ)
• Cls=255 : ベンダ独自

デバイスクラスが 255ではない場合は、Linuxはそのデバイスをサポートしています。

3.1.4 他他他ののの OSかかかららら PCのののハハハーーードドドウウウェェェアアアををを決決決定定定すすするるる

ハードウェア情報は他の OSからも取得可能です。

他の商用 Linuxディストリビューションをインストールしてください。これらのディストリ
ビューションのハードウェア検知機能は現在の Debianの検知機能に比べ優れています。(こ
の状況は Sargeに debian-installerが導入されても変わらないでしょう。)

Windowsをイントールします。ハードウェアの設定は “My Computer”を右クリックして
デバイスマネージャ/プロパティを開くことにより取得できます。 IRQ、 I/O ポートアド
レス、そして DMAのような全てのリソースが記録されています。ある古い ISAカードは
DOS上で設定する必要があります。
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3.1.5 Liloののの俗俗俗説説説

“Lilo is limited to 1024 cylinders.” は間違っている!

Debian potato以降で使用されている liloは lba32をサポートしています。マザーボードの
BIOSが lba32をサポートしているくらい新しいなら、 liloは古い 1024シリンダの制限を
越えてロードできます。

古い lilo.confを保持している場合、lilo.confの 先頭の近くのどこかに “lba32”を読
み込む 1行を確実に追加してください。 /usr/share/doc/lilo/Manual.txt.gzを見て
ください。

3.1.6 GRUB

GNU Hardプロジェクト由来の新しいブートローダである grubはDebianの Woody system
に次のようにインストールできます。

# apt-get update
# apt-get install grub-doc
# mc /usr/share/doc/grub-doc/html/
... 内容を読む。
# apt-get install grub
# pager /usr/share/doc/grub/README.Debian.gz
... これを読む。

GRUBメニュを編集するには、/boot/grub/menu.lstを編集してください。 liloとは
ブートパラメータの設定方法がかなり違うので、ブート中にブートパラメータを設定する方
法について ‘GRUBブートパラメータの設定’ on page 106を見てください。

3.1.7 ブブブーーートトトフフフロロロッッッピピピーーーののの選選選択択択

Potatoでは、通常のデスクトップへのインストールには IDEPCI disk setがいいでしょう。
Woodyでは、 bf2.4ブートディスクセットが良いです。これらはブートフロッピーを作成す
るため、共に boot-floppies版を使用しています。

PCMCIAネットワークカードを持っている場合、標準のブートディスクセットを使用して
(大量のフロッピーを必要としますが全てのドライバモジュールが含まれています) PCMCIA
setupで NICの設定を行う必要があります。標準のネットワークセットアップダイアログで
NICカードの設定を行おうとしないでください。

特殊なシステムでは、カスタムレスキューディスクを作成する必要があります。これは違
うマシンでコンパイルした圧縮カーネルイメージにより Debian レスキューディスク上の
“linux” と言う名前のカーネルイメージを上書きして 置き換えることにより行えます。詳
細はレスキューディスク内の readme.txtにあります。レスキューフロッピーはMS-DOS
ファイルシステムを使用しているので、読み込みと編集にあらゆるシステムを使用できま
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す。この特徴により、特別なネットワークカードなどを使用したい人にとって使い易くなっ
ています。

Sargeでは、ブートフロッピーの作成に debian-installer又は pgiが使われると期待さ
れています。

3.1.8 イイインンンススストトトーーールルル

http://www.debian.org/releases/stable/installmanual 又 は http://www.
debian.org/releases/testing/installmanual (作業中で時々なくなります) にある
公式な指示に従ってください。

testingディストリビューションで boot-floppiesを用いたシステムをインストールし
ている場合、APTソースを調整するためにインストール中に Alt-F2を押して端末を開き、
/etc/apt/sources.listエントリを編集し、“stable”を “testing”に変更する必要がある
かもしれません。

私は liloを /dev/hda3のような場所にインストールし、 mbrの場合は /dev/hdaにイン
ストールします。このようにするとブート情報を上書きする危険性を最小限に抑えることが
できます。

ここにインストール中私が選ぶ選択肢を挙げます。
• MD5 passwords “yes”
• shadow passwords “yes”
• Install “advanced” (dselect **) and select

– emacs (選択されていれば), nvi, tex, telnet, talk(d)を除外する。
– mc, vimおよび nano-tiny又は elvis-tinyのうちどちらかを入れる。 ‘dselect’ on

page 82を見てください。あなたが Emacs愛好者の場合でも、インストール中は
emacsをインストールするのを避けて nanoに満足してください。現段階では TeX
(Potatoが昔インストールしようとしていました)などの巨大なパッケージのイン
ストールを避けてください。nano-tiny又は elvis-tinyをここでインストールする
理由については ‘緊急用エディタ’ on page 208をごらんください。

• パッケージのインストールダイアログの間、全ての設定に関する質問に対して “y” (現
在の設定と置き換える)を選ぶ。

• exim: メールを ISPの SMTPサーバ経由で送るため “2”を選択する。

dselectに関するより詳しい情報は、‘dselect’ on page 82をごらんください。

3.1.9 LANををを使使使用用用すすするるるたたためめめのののホホホススストトトととと IP

LAN設定例 (Cサブネット: 192.168.1.0/24)

Internet
|
+--- 外部 ISP が POP service を供給 (fetchmail 経由の取得)
|

http://www.debian.org/releases/stable/installmanual
http://www.debian.org/releases/testing/installmanual
http://www.debian.org/releases/testing/installmanual


章 3. Debianシステムインストールのヒント 32

ISP アクセスポイントが DHCP サービス と SMTP relay サービス を供給
| :
ケーブルモデム (ダイアルアップ)
| :

LAN ゲートウェイマシン 外部ポート: eth0 (ISP の DHCP により付与)
古いノートPCを使用 (IBM Thinkpad, 486 DX2 50MHz, 20MB RAM)
ext3 ファイルシステムを用いた Linux 2.4 カーネルを使用
"ipmasq" パッケージを使用 (stronger patch, NAT, さらに firewallを使

用)
"dhcp-client" パッケージを使用し、eth0 に対して設定 (DNS 設定を上書きす

る)
"dhcp" パッケージを使用し、eth1 に対して設定
"exim" を smarthost として使用 (mode 2)
長時間の間隔で "fetchmail" を使用 (fallback)
LAN からインターネットへの接続のためのキャッシュサーバおよび LAN から
LAN ドメインへのアクセスのための信頼できるネームサーバとして
"bind" を使用。
port 22 および 8080 にて "ssh" を使用 (どこからでも接続するため)
(APT からの) Debian archive のため、キャッシュサーバとして "squid"
を使用。
LAN ゲ ー ト ウ ェ イ マ シ ン 内 部 ポ ー ト: eth1 (IP = 192.168.1.1 固

定) |
+--- LAN スイッチ (100base T) ---+
| |

LAN 上のいくつかの固定IP クライアント LAN 上のいくつかの DHCP クライアント
(IP = 192.168.1.2-127 固定) (IP = 192.168.1.128-200 動的取得)

ネットワークの設定の詳細は ‘ネットワークの設定’ on page 177 をごらんください。 LAN
ゲートウェイサーバの詳細な設定については ‘ゲートウェイルータを構築する’ on page 203
をごらんください。

3.1.10 ユユユーーーザザザアアアカカカウウウンンントトト

複数のマシンを通じて同じ感覚を保つために、最初のいくつかのアカウントはいつもシステ
ムを通じて同一にしています。

いつも最初のユーザアカウントを “admin” (uid=1000)のような名前で作成しています。全
ての rootへのメールをそこに転送します。このアカウントは adm group (“‘なぜ GNU suは
wheelグループをサポートしていないのか”’ on page 134参照)のメンバに与えられ、 root
権限を PAMを通じた su又は sudoコマンドを通じて与えることが可能です。詳細は ‘ユー
ザアカウントを追加’ on page 49をごらんください。
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3.1.11 フフファァァイイイルルルシシシススステテテムムムををを作作作成成成

ハハハーーードドドデデディィィスススクククのののパパパーーーテテティィィシシショョョンンン

システムクラッシュの際の被害を最小限に抑えるため、異なったディレクトリツリーに対し
て異なったパーティションを使用する方が好みです。例えば次のようにパーティションを分
割します。

/ == (/ + /boot + /bin + /sbin)
== 50MB+

/tmp == 100MB+
/var == 100MB+
/home == 100MB+
/usr == 700MB+ with X
/usr/local == 100MB

/usr/ディレクトリのサイズは X Windowアプリケーションやドキュメントの量に極めて
依存しています。コンソールのみを使用する場合、 /usr/ は 300MB にすることができま
す。一方、多数の Gnome アプリケーションをインストールした場合、2GB–3GB のサイズ
を割り当てるのは 異常ではありません。 /usr/ が非常に大きくなってしまった時、/usr
/share/ を他のパーティションに移すのは最も効率的な対策です。新しい大規模な パッ
ケージ化された Linux 2.4カーネルでは、/は 200MB以上必要となるかもしれません。

例えば、私の Internet ゲートウェイサーバの現在の状況は次のようになっています。 (df
-hコマンドの出力)

Filesystem Size Used Avail Use% Mounted on
/dev/hda3 300M 106M 179M 38% /
/dev/hda7 100M 12M 82M 13% /home
/dev/hda8 596M 53M 513M 10% /var
/dev/hda6 100M 834k 94M 1% /var/lib/cvs
/dev/hda9 596M 222M 343M 40% /usr
/dev/hda10 596M 130M 436M 23% /var/cache/apt/archives
/dev/hda11 1.5G 204M 1.2G 14% /var/spool/squid

(/var/spool/squid/に割り当てられている大容量の領域はパッケージのダウンロードの
際の proxyキャッシュのためです。)

次はパーティション構造の考えを示すための fdisk -lの出力です。

# fdisk -l /dev/hda # comment

/dev/hda1 1 41 309928+ 6 FAT16 # DOS
/dev/hda2 42 84 325080 83 Linux # (not used)
/dev/hda3 * 85 126 317520 83 Linux # Main
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/dev/hda4 127 629 3802680 5 Extended
/dev/hda5 127 143 128488+ 82 Linux swap
/dev/hda6 144 157 105808+ 83 Linux
/dev/hda7 158 171 105808+ 83 Linux
/dev/hda8 172 253 619888+ 83 Linux
/dev/hda9 254 335 619888+ 83 Linux
/dev/hda10 336 417 619888+ 83 Linux
/dev/hda11 418 629 1602688+ 83 Linux

いくつかの未使用のパーティションが存在しています。これらは 2個目の Linuxディストリ
ビューションのインストールや大きくなったディレクトリツリーのための拡張スペースのた
めのものです。

フフファァァイイイルルルシシシススステテテムムムのののマママウウウンンントトト

上記のファイルシステムを適切にマウントするために、次に示すように /etc/fstabを設
定しています。

# /etc/fstab: static filesystem information.
#
# filesystem mount point type options dump pass
/dev/hda3 / ext2 defaults,errors=remount-ro 0 1
/dev/hda5 none swap sw 0 0
proc /proc proc defaults 0 0
/dev/fd0 /floppy auto defaults,user,noauto 0 0
/dev/cdrom /cdrom iso9660 defaults,ro,user,noauto 0 0
#
# パーティションを分割しつづけます
/dev/hda7 /home ext2 defaults 0 2
/dev/hda8 /var ext2 defaults 0 2
/dev/hda6 /var/lib/cvs ext2 defaults 0 2
# noatime オプション はファイルの読み込みのアクセスを高速化する
/dev/hda9 /usr ext2 defaults,noatime 0 2
/dev/hda10 /var/cache/apt/archives ext2 defaults 0 2

# proxy キャッシュのための非常に大きなパーティション
/dev/hda11 /var/spool/squid ext2 rw 0 2

# ブート可能な DOS のバックアップ
/dev/hda1 /mnt/dos vfat rw,noauto 0 0
# ブート可能な Linux システムのバックアップ (未実施)
/dev/hda2 /mnt/linux ext2 rw,noauto 0 0
#
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# nfs マウント
mickey:/ /mnt/mickey nfs ro,noauto,intr 0 0
goofy:/ /mnt/goofy nfs ro,noauto,intr 0 0
# minnie:/ /mnt/minnie smbfs ro,soft,intr,credentials={filename} 0 2

NFSの場合、 noauto,intrオプションをデフォルトのhardオプションと組み合わせて使
用します。このようにすると、Ctrl-Cを用いた dead-connectionによるプロセスのハングか
ら回復することが可能です。

Samba (smbfs) により接続した Windows マシンに対しては、 rw,auto,soft,intrオプ
ションを使用するのは良い考えです。 ‘Sambaの設定’ on page 41をごらんください。

フロッピードライブに対しては、noauto,rw,sync,user,execを通常のオプションの代
わりに用いて unmountする前に誤ってディスクをイジェクトしてしまった後のファイル破
壊を防ぐことができます。

Autofsマママウウウンンントトト

auto mountする際の注意点は次の通り。
• vfatモジュールをロードすると、/etc/auto.miscに -fstype=autoを含ませるこ
とを可能とします。

# modprobe vfat # フロッピーへのアクセスを行う前に実行
... 又は本設定を自動化させるには
# echo "vfat" >> /etc/modules
... そしてシステムをリブートする。

• /etc/auto.miscを次のように設定します。
floppy -fstype=auto,sync,nodev,nosuid,gid=100,umask=000 :/dev/fd0
... ここで gid=100 は "users" です。

• cdrom と floppy へのリンクを /home/user に、それぞれ /var/autofs/misc
/cdromと /var/autofs/misc/floppyを指すように設定する。

• userを “users”グループに追加する。

NFSマママウウウンンントトト

ファイアーウォール (ゲートウェイ)の後ろに (まぬけにも)外部の Linux NFSサーバが存在
します。私しかユーザが居ないので、非常に緩やかなセキュリティポリシーを LAN内では
適用しています。 NFSアクセスを可能とするには、NFSサーバ側で /etc/exportsに対し
て次のように追加する必要があります。

# /etc/exports: the access control list for filesystems which may be
# exported to NFS clients. See exports(5).
/ (rw,no_root_squash)

これは NFSサーバパッケージおよびクライアントパッケージをインストールして有効にす
ることに加え、 NFSサーバを有効にするためにも必要です。
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単純化のため、通常実験又は 2個目の不精な Linuxインストールのための 2GBの単独のパー
ティションを作成します。これらのインストールのために swapや /tmpの共有を任意で行
います。複数パーティションとすると、これらの手段が使用できなくなるほど複雑になって
しまいます。単独の端末システムのみを必要とする場合、500MBもあれば十分です。

3.1.12 DRAMメメメモモモリリリ量量量のののガガガイイイドドドララライイインンン

次に DRAM搭載量の大まかなガイドラインを示します。

4MB: Linux kernel が動く最小量
16MB: 適切なコンソールのみのシステムに最低限必要な量
32MB: シンプルな X Window system に最低限必要な量
64MB: GNOME/KDE を用いた X Window system を動かすのに最低限必要な量
128MB: GNOME/KDE を用いた X Window system が快適な量
256MB(以上): なぜ買えないの? DRAM は安いよ。

mem=4mブートオプションを用いる (又は liloで append=“mem=4m”とする)とシステムにメ
モリが 4MBしか無い場合の振舞がどのようなものかを示します。BIOSが古く、64MB以上
のメモリを搭載しているシステムには特別な liloブートパラメータが必要です。

3.1.13 スススワワワッッップププ

スワップに対しては次のようなガイドラインを使用します。
• 各スワップパーティション < 128MB (古い 2.0 kernelの場合), < 2GB (最近のカーネルの
場合)

• 合計 = (搭載した RAMの量の1から2倍)又は (128MBから 2GB)
• 各スワップパーティションを異なったディスクに分散し、それらすべてを /etc
/fstabに sw,pri=1オプションを追加してマウントする。これはカーネルがスワッ
プパーティションのストライピング RAID を行う ことを保証し 、最大のスワップパ
フォーマンスをもたらします。

• 可能ならばハードディスクの中央部分を使用できれば、より良い。

スワップを必要としない場合でも、メモリリークを起こすプログラムによりクラッシュする
前にシステムが低速化するので、いくらかのスワップ (128 MB)を用意するのが望ましいで
す。

3.2 Bash設設設定定定

システム全体に渡って自分の好みに合うようにシェルの起動スクリプトを変更します。

/etc/bash.bashrc 個人独自のコピーで置き換える
/etc/profile distribution のコピーを保つ ( \w -> \W)
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/etc/skel/.bashrc 個人独自のコピーで置き換える
/etc/skel/.profile 個人独自のコピーで置き換える
/etc/skel/.bash_profile 個人独自のコピーで置き換える
~/.bashrc 全てのアカウントについて個人独自のコピーで置き換え

る
~/.profile 全てのアカウントについて個人独自のコピーで置き換え

る
~/.bash_profile 全てのアカウントについて個人独自のコピーで置き換え

る

詳細は私のサンプルスクリプトをご覧下さい (http://www.debian.org/doc/manuals/
debian-reference/examples/)。私は透過的なシステムが好きなので、umaskを 002又
は 022にセットします。

PATHは次に挙げる順で設定ファイルによりセットされます。

/etc/login.defs - シェルが PATH をセットする前
/etc/profile (may /etc/bash.bashrc を呼んでいるかもしれません)
~/.bash_profile (~/.bashrc を呼んでいるかもしれません)

3.3 マママウウウスススののの設設設定定定

3.3.1 PS/2マママウウウススス

ATXマザーボードの PS/2コネクタにつなげるマウスの場合、信号の流れは次のようになり
ます。

mouse -> /dev/psaux -> gpm -> /dev/gpmdata = /dev/mouse -> X

ここで、/dev/psauxというシンボリックリンクが作成され、 /dev/gpmdataを指すこと
により、いくつかの設定ユーティリティがマウスを使い易くし、再設定を容易にすることが
できます。 (例えば、結局 gpmデーモンを使わないことにした場合、 gpmデーモンを削除
した後に /dev/mouseというシンボリックリンクは単に /dev/psauxを指すことになりま
す。)

この信号の流れにより、再接続時に gpmを再起動することによりキーボードやマウスが外
され、再び接続することができるようになります。 Xは動いたままです!

gpmの出力と Xへの入力の間の信号プロトコルは “ms3” (Microsoft 3ボタンシリアルマウス
プロトコル)又は “raw” (同じプロトコルを接続されたマウスとして使用する)のどちらでも
実装できます。そしてこのプロトコルの選択が Xの設定で使用されるプロトコルの選択を規
定します。

Logistech 3ボタン (伝統的な Unixスタイルのマウス) PS/2マウスを例として使用して次に
マウスの設定の例を挙げます。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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新しい X Version 4 でサポートされていないビデオカード (いくつかの ATI 64ビッ
トカード) を使っており、古い X Version 3 を使う必要 があるなら、X Version 3 パッ
ケージをインストールして次に示すように /etc/X11/XF86Config-4 の代わりに
/etc/X11/XF86Configを設定してください。

The ms3プププロロロトトトコココルルルををを用用用いいいるるる方方方法法法

/etc/gpm.conf | /etc/X11/XF86Config-4
=========================+======================================
device=/dev/psaux | Section "InputDevice"
responsiveness= | Identifier "Configured Mouse"
repeat_type=ms3 | Driver "mouse"
type=autops2 | Option "CorePointer"
append="" | Option "Device" "/dev/mouse"
sample_rate= | Option "Protocol" "IntelliMouse"

| EndSection

この手法を用いると、マウス形式の調整は gpm.confの 編集のみ行えばよく、Xの設定はそ
のままでかまいません。 my example scripts (http://www.debian.org/doc/manuals/
debian-reference/examples/)をごらんください。

rawプププロロロトトトコココルルルををを用用用いいいるるる方方方法法法

/etc/gpm.conf | /etc/X11/XF86Config-4
=========================+======================================
device=/dev/psaux | Section "InputDevice"
responsiveness= | Identifier "Configured Mouse"
repeat_type=raw | Driver "mouse"
type=autops2 | Option "CorePointer"
append="" | Option "Device" "/dev/mouse"
sample_rate= | Option "Protocol" "MouseManPlusPS/2"

| EndSection

本手法を用いると、マウス形式の調整は gpm.confを編集するのに加えて、Xの設定も調整
する必要があります。

異異異なななるるるマママウウウスススををを調調調整整整すすするるる方方方法法法

gpm における autops2 デバイスタイプは 市場に出回っているほとんどの PS/2 マウスを
自動検知するはずです。不幸にも これはいつも動くとは限らず、Woody 以前には使えま
せんでした。そのような場合には autops2の代わりとして /etc/gpm.confに ps2又は
imps2を使用してください。 gpmが認識できる特別なタイプのマウスを調べるには、 gpm
-t helpを実行してください。gpm(8)をごらんください。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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2ボタン PS/2マウスを使用している場合、Xプロトコルが Emulate3Buttonsを有効化す
るように設定してください。中央のボタンを 1度押すと 2ボタンマウスと 3ボタンマウスの
間のプロトコルの違いが自動検知され、gpm用に自動調整されます。

Xプロトコルで ‘rawプロトコルを用いる方法’ on page 38を用いる、又は gpmを用いない場
合、次のマウス形式を使用してください。

• IntelliMouse: シリアルポートマウス (gpmは “ms3”を繰り返します)
• PS/2: PS/2ポートマウス (常に最初に試されます)
• IMPS/2: PS/2ポートマウス (2ボタン、3ボタン、そしてスクロールマウスではこれが
よりふさわしい)

• MouseManPlusPS/2: Logitech PS/2ポートマウス
• ...

詳細は Mouse Support in XFree86 (http://www.xfree86.org/current/mouse.html)
をごらんください。

典型的なMicrosoftスクロールマウスの場合、次の設定によりもっとうまく動くと報告され
ています。

/etc/gpm.conf | /etc/X11/XF86Config-4
=========================+======================================
device=/dev/psaux | Section "InputDevice"
responsiveness= | Identifier "Configured Mouse"
repeat_type=raw | Driver "mouse"
type=autops2 | Option "CorePointer"
append="" | Option "Device" "/dev/mouse"
sample_rate= | Option "Protocol" "IMPS/2"

| Option "Buttons" "5"
| Option "ZAxisMapping" "4 5"
| EndSection

最近の薄型の東芝ノートPCでは、gpmを PCMCIAよりも先に起動するとシステムのデッド
ロックを防ぐことができるようです。不気味ですが本当です。

3.3.2 USBマママウウウススス

必要な全ての kernel機能をカーネルコンパイル時の設定やモジュールを通して有効にした
かどうかを確認してください。

• “Input core support”の下の
– “Input core support” (CONFIG_INPUT, input.o),
– “Mouse support” (CONFIG_INPUT_MOUSEDEV, mousedev.o),

• “USB support”の下の
– “Support for USB” (CONFIG_USB, usbcore.o),
– “Preliminary USB device filesystem” (CONFIG_USB_DEVICEFS),
– “UHCI” 又は “OHCI” (CONFIG_USB_UHCI || CONFIG_USB_UHCI_ALT ||

CONFIG_USB_OHCI, usb-uhci.o || uhci.o || usb-ohci.o),

http://www.xfree86.org/current/mouse.html
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– “USB Human Interface Device (full HID) support” (CONFIG_USB_HID, hid.o)お
よび

– “HID input layer support” (CONFIG_USB_HIDINPUT)
ここで、小文字の名前はモジュール名です。

devfsを使用していない場合、 /dev/input/miceデバイスノードをmajorデバイス番号 13
、minorデバイス番号 63を用いて次のように作成してください。

# cd /dev
# mkdir input
# mknod input/mice c 13 63

典型的なスクロール USBマウスの場合、次のような 2種類の設定を組み合わせる必要があ
ります。

/etc/gpm.conf | /etc/X11/XF86Config-4
=========================+======================================
device=/dev/input/mice | Section "InputDevice"
responsiveness= | Identifier "Generic Mouse"
repeat_type=raw | Driver "mouse"
type=autops2 | Option "SendCoreEvents" "true"
append="" | Option "Device" "/dev/input/mice"
sample_rate= | Option "Protocol" "IMPS/2"

| Option "Buttons" "5"
| Option "ZAxisMapping" "4 5"
| EndSection

詳細は the Linux USB Project (http://www.linux-usb.org/)をごらんください。

3.3.3 タタタッッッチチチパパパッッッドドド

ノート PC にあるタッチパッドは 2 ボタン PS/2 マウスをデフォルトの動作 としてエミュ
レートしますが、tpconfigパッケージによりタッチパッドのフル機能を有効化できます。
例えば、 /etc/default/tpconfigにて OPTIONS=“--tapmode=0”と設定すると、くど
い “click by tap”機能を無効にできます。コンソール上でタッチパッドと USBマウスを同時
に使用するには /etc/gpm.confを次のように設定してください。

device=/dev/psaux
responsiveness=
repeat_type=ms3
type=autops2
append="-M -m /dev/input/mice -t autops2"
sample_rate=

http://www.linux-usb.org/
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3.4 NFS設設設定定定

/etc/exportsを調整することにより NFSの設定を行えます。

# apt-get install nfs-kernel-server
# echo "/ *.LAN上のホストノドメイン名(rw,no_root_squash,nohide)" \

>> /etc/exports

詳細は私のサンプルスクリプトをごらんください (http://www.debian.org/doc/
manuals/debian-reference/examples/)。

3.5 Sambaののの設設設定定定

リファレンスをいくつか示します。
• http://www.samba.org/
• samba-docパッケージ

WfW-typeの共有ドライブを作成するので、 Sambaを “share”モードに設定するのはより容
易です。しかし、私は “user”モードで設定する方が好きです。

Sambaは debconf又は viを通じて設定可能です。

# dpkg-reconfigure --priority=low samba # Woody にて
# vi /etc/samba/smb.conf

詳細は私のサンプルスクリプトをごらんください (http://www.debian.org/doc/
manuals/debian-reference/examples/)。

smbpasswdへの新規ユーザの追加は、 smbpasswdを次のように用いることにより可能で
す。

$ su -c "smbpasswd -a username"

最適な互換性を保つため、暗号化パスワードを確実に使用してください。

次に示すシステム等価係数 (大きくなるほど、サーバとしての優先度が高い) に従い、os
levelを設定してください。

0: 緩い考えの Samba (マスタブラウザには決してならない)
1: WfW 3.1, Win95, Win98, Win/Me?
16: Win NT WS 3.51
17: Win NT WS 4.0
32: Win NT SVR 3.51
33: Win NT SVR 4.0
255: パワフルな Samba

ユーザは共有アクセスを与えるディレクトリを所有するグループに属しており、ディレクト
リパスにはアクセスするための実行権があることを確認してください。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.samba.org/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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3.6 プププリリリンンンタタタののの設設設定定定

プリンタを設定するための伝統的な方法は lpr又は lpdです。今は新しい CUPS™システ
ム (Common UNIX Printing System)が存在します。PDQはもう一つのアプローチです。詳
細は Linux Printing Howto (http://www.tldp.org/HOWTO/Printing-HOWTO.html)を
ごらんください。

3.6.1 lpr又又又はははlpd

ポストスクリプトプリンタ又はテキストのみのプリンタを接続しているならば、 lpr又は
lpdタイプのスプールのために /etc/printcapを次のように設定してください。

lp|alias:\
:sd=/var/spool/lpd/lp:\
:mx#0:\
:sh:\
:lp=/dev/lp0:

上記の行はそれぞれ次のような意味があります:
• 先頭の行: lp –スプール名, alias =エイリアス
• mx#0 –ファイルサイズの上限は制限されていない
• sh –バーストページのヘッダの印刷を止める。
• lp=/dev/lp0 –ローカルのプリンタデバイス又はリモートプリンタの ポート@ホスト名
を示す

本設定はポストスクリプトプリンタを接続している場合、良い設定です。又、 Sambaを通
じてWindowsマシンに接続したプリンタから印刷する場合のWindowsをサポートした (双
方向通信がサポートされない)プリンタにとっても良い設定です。Windowsマシン上で対応
するプリンタの設定を選択する必要があります。

ポストスクリプトプリンタを所有していない場合、gsによりフィルタシステムの設定を行
う必要があります。 /etc/printcapの設定のために供給される数多くの自動設定ツール
が存在します。これらを自由に組み合わせることが可能です。

• gnulpr, (lpr-ppd)と printtool—私はこの組合せを使っています。
• lprと apsfilter
• lprと magicfilter
• lprngと lprngtool
• lprngと apsfilter
• lprngと magicfilter

printtoolのような GUI設定ツールを起動するために root権限を取得するには ‘Xで root
権限を取得する’ on page 153 を見てください。printtool により作成されたプリンタス
プールは gs を使用し、ポストスクリプト プリンタのように振る舞います。それゆえ、
これらのプリンタにアクセスした時、 ポストスクリプトプリンタのドライバを使用しま
す。Windows側では、この プリンタを用いるには “Apple LaserWriter”が標準的なドライ
バです。

http://www.tldp.org/HOWTO/Printing-HOWTO.html
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3.6.2 CUPS™

The Common UNIX Printing System (又はCUPS™)は aptitudeを使い “Tasks” -> “Servers”
-> “Print Server”の下の全てのパッケージをインストールすることで導入できます。 (Sarge)
最善の結果のためには aptitudeを “F10” -> “Options” -> “Dependency handling” -> “[X]
Install Recommended packages automatically”. と設定するべきです。

KDEや Gnomeデスクトップ環境では簡単にプリンターの設定ができます。この他に swat
が導入されている場合はwebブラウザを用いてシステムの設定を行えます。

$ 好みのブラウザコマンド http://localhost:631

例えば、アクセス可能なプリンタのリストにプリンタを追加するには、次を実行します。

• メインページの “Printers”をクリックし、“Add Printer”を押し、

• ユーザ名として “root”を入力し、パスワードとして rootのパスワードを

• 入力する。

• プロンプトに従い、プリンタの追加を進める。

• “Printers”ページに戻り、“Configure Printer”を押し、

• 用紙サイズ、解像度などのパラメータの設定を進める。

詳細は http://localhost:631/documentation.html 及び http://www.cups.org/
cups-help.htmlをご覧ください。

3.7 デデデスススクククトトトッッップププPC用用用のののCRON

Vixie cronはプログラムのスケジュール実行処理の デフォールトとしてインストールされ
ます。システムが毎日２４時間連続で走っていないとこれはうまく機能しません。デスク
トップ用途に用いるPCの場合、この問題に対処するように cronに加え anacronもインス
トールする必要があります。 fcronパッケージはこの代用となります。

CRONジョブのコンフィギュレーションに関しては ‘タスクのスケジューリング (cron、at)’
on page 123を参照してください。

3.8 他他他のののホホホススストトトへへへのののイイインンンススストトトーーールルルのののヒヒヒンンントトト

3.8.1 最最最初初初のののイイインンンススストトトーーールルル後後後にににさささらららにににいいいくくくつつつかかかパパパッッッケケケーーージジジをををイイインンンススストトトーーールルルすすするるる

いったんここまで来たら、小さいけれどもちゃんと機能する Debianシステムを持っている
ことになります。もっと大きいパッケージをインストールしても良い時間です。

http://localhost:631/documentation.html
http://www.cups.org/cups-help.html
http://www.cups.org/cups-help.html
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まずあなたが最初に行っても良いのは、好みのエディタや他のプログラムを aptidudeを
使って選ぶことです。多数の Emacs の変種をインストールして共存できます。‘有名なエ
ディタ’ on page 207をご覧ください。

次に、完璧にエンドユーザ指向なシステムを得るために、再び aptitudeを起動して “タス
ク” –> “End-user”の順に進めば、(ほとんど)全てのパッケージを選択できます。

より簡単にシャットダウンさせるため、私は通常 /etc/inittab を 次のように編集しま
す。

...
# CTRL-ALT-DEL が押された時に実行
ca:12345:ctrlaltdel:/sbin/shutdown -t1 -a -h now
...

3.8.2 モモモジジジュュューーールルル

デバイスドライバ用のモジュールは最初のインストール中に設定されます。 modconfはメ
ニュ指向なモジュール設定を後に供給します。このプログラムは最小のインストール中にい
くつかのモジュールを除外されたり、最初のインストール後に新しいカーネルをインストー
ルした場合に非常に有用です。

全てのプリロードされたモジュール名は /etc/modulesにあるリストに追加される必要が
あります。モジュールの制御を手動で行うために lsmodや depmodも使用します。

またもしまだの場合には　/etc/modulesに数行書き加えて IP masquerading (FTP等)が可
能なように設定することを確実にしましょう。

3.8.3 CD-RWののの基基基本本本的的的ななな設設設定定定

IDE で接続された CD-RW ドライブが 2.4 カーネルとともに使われる場合には、 次に示す
ファイルを編集してください。

/etc/lilo.conf (append="hdc=ide-scsi ignore=hdc" を追加し、
設定を有効にするために lilo を実行する)

/dev/cdrom (シンボリックリンク # cd /dev; ln -sf scd0 cdrom)
/etc/modules ("ide-scsi" および "sg" を追加する。"sr" が必要なら

その後に追加する。)

詳細は ‘CDライター’ on page 137をごらんください。

3.8.4 大大大容容容量量量メメメモモモリリリおおおよよよびびび自自自動動動電電電源源源 OFF

大規模メモリ (2.2 kernel用)と自動電源 OFF (APM用)のためのブートプロンプトパラメー
タを設定するため、 /etc/lilo.confを次のように編集してください。
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append="mem=128M apm=on apm=power-off noapic"

これらの設定をインストールするには lilo を実行してください。 SMP カーネルには
apm=power-offの設定が必要であり、buggyな SMPハードウェアの問題を回避するには
noapicと設定する必要があります。同じことはブートプロンプトでオプションを入力する
ことによっても可能です。‘ブートプロンプトを使った他のブートトリック’ on page 106を
ごらんください。

APM がモジュールとしてコンパイルされている場合、Debian のデフォルトの version 2.4
カーネルでは、insmod apm power-off=1とブート後に実行するか、/etc/modulesに
次のように設定してください。

# echo "apm power_off=1" >>/etc/modules

又は、ACPIのサポートを組み込んでコンパイルすることにより、より新しい kernelを用い
て同じ目標を達成出来ますし、より SMPフレンドリーにもなるようです (これには新しいマ
ザーボードが必要です)。新しいマザーボード上で 2.4 kernelを次の設定で動かすと大容量メ
モリを正確に認識できます。

CONFIG_PM=y
CONFIG_ACPI=y
...
CONFIG_ACPI_BUSMGR=m
CONFIG_ACPI_SYS=m

そして、次の 2行をこの順番で /etc/modulesに追加してください。

ospm_busmgr
ospm_system

又は、上記に示したオプションを “y”にセットして kernelを再構築してください。どの場
合でも、ACPIを用いた場合にはブートプロンプトパラメタは必要ありません。

3.8.5 いいいくくくつつつかかかのののウウウェェェブブブサササイイイトトトにににアアアクククセセセスススしししたたた時時時ののの奇奇奇妙妙妙ななな挙挙挙動動動

最近の Linux kernel は通常 ECN を有効化でき、これが腐ったルータ上にある いくつかの
ウェブサイトにアクセスした際に問題を引き起こします。ECNの状況を確認するには。次
を実行します。

# cat /proc/sys/net/ipv4/tcp_ecn
... 又は

# sysctl net.ipv4.tcp_ecn
を実行してください。
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ECNを無効化するには、次のコマンドを実行してください。

# echo "0" > /proc/sys/net/ipv4/tcp_ecn
... 又は

# sysctl -w net.ipv4.tcp_ecn=0

ブート時に TCP ECNを無効化するには、/etc/sysctl.confを次のように編集してくだ
さい。

net.ipv4.tcp_ecn = 0

3.8.6 ダダダイイイアアアルルルアアアッッップププ PPP接接接続続続ののの設設設定定定

pppconfigパッケージをインストールすることによりダイアルアップ PPP接続の設定がで
きます。

# apt-get install pppconfig
# pppconfig
... ダイアルアップ PPP のための指示に従う

# adduser user_name dip
... user_name のダイアルアップ PPP へのアクセスを許可

ユーザ (user_name)によりダイアルアップ PPPを次のように起動できます。

$ pon ISP_name # プロバイダへの PPP 接続を開始。
... Internet を愉しむ
$ poff ISP_name # PPP 接続を切断。 ISP_name は任意。

詳細は ‘PPPインターフェイスの設定’ on page 182をごらんください。

3.8.7 /etc/下下下のののフフファァァイイイルルルををを微微微調調調整整整すすするるるたたためめめののの他他他ののの設設設定定定フフファァァイイイルルル

標準的な Debianのインストールでは欠けている /etc/cron.denyファイルを追加したい
かもしれません。(/etc/at.denyをコピー可能です。)
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章章章 4

Debianチチチュュューーートトトリリリアアアルルル

本章は本当の初心者に Debianワールドへの基本的なオリエンテーションを供給します。
しばらく Unixライクなシステムを使っていたならば、ここで説明することは多分ほとんど
知っているでしょう。常識の確認としてこれを使ってください。

4.1 始始始めめめ方方方

PCに Debianシステムをインストールした後、有用ないくつかのことを学ぶ必要がありま
す。素早い説明をします。

4.1.1 rootとととしししてててシシシェェェルルルにににロロログググイイインンンすすするるる

システムのリブート後、パッケージの最初の選択により、グラフィカルなログインスクリー
ン又は文字ベースのログインスクリーンが表れます。単純化のため、グラフィカルなログイ
ンスクリーンが表れた場合、キャラクタベースのログインスクリーンを表示させるために
Ctrl-Alt-F1を押してください。 1

あなたのホスト名が fooと仮定すると、ログインプロンプトは次のようになります。

foo login:

rootとタイプし、Enterキーを押してインストール手順の間に選んだパスワードをタイプ
してください。Debianシステムでは、 Unixの伝統に従い、パスワードは大文字と小文字が
区別されます。ログインに成功すると、システムは歓迎メッセージを表示し、rootコマンド
プロンプトを表示してあなたの入力を待ちます。 2

foo login: root

1左側の Ctrlキー、左側の Altキー、そして F1キーを同時に押すことです。
2/etc/motdにある歓迎メッセージを編集した場合、メッセージは異なることに注意。
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Password:
Last login: Sun Oct 26 19:04:09 2003 on tty3
Linux foo 2.4.22-1-686 #6 Sat Oct 4 14:09:08 EST 2003 i686 GNU/Linux

Most of the programs included with the Debian GNU/Linux system are
freely redistributable; the exact distribution terms for each program
are described in the individual files in /usr/share/doc/*/copyright

Debian GNU/Linux comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY, to the extent
permitted by applicable law.

root@foo:root#

あなたは既にこの rootコマンドプロンプトからシステム管理を行う準備ができています。
この rootアカウントは、スーパーユーザや特権ユーザとも呼ばれています。このアカウン
トからは、次のようなことができます。

• ファイルパーミッションに依らずあらゆるファイルの読み書き削除
• システム上のあらゆるファイルのファイル所有者やパーミッションの設定
• システム上の非特権ユーザのパスワードの設定
• パスワード無しでの全アカウントへのログイン

パスワードを共有することにより rootアカウントへのアクセスを共有することは非常にま
ずい考えです。sudo(8)のようなプログラムを使って管理者権限を共有するのが良い考え
です。

管理行動を行おうとする場合でも、まず自分の非特権者アカウントでログインするのは、
良い Unix的習慣であると考えられていることに注意してください。必要な際に制限された
root権限を得るために、sudo, super,や su -cコマンドを使いましょう。 ‘– sudoを使っ
てより安全に作業をする’ on page 135をご覧ください。 3

4.1.2 最最最小小小限限限ののの初初初心心心者者者用用用環環環境境境をををセセセッッットトトアアアッッップププ

コンピュータシステムを学ぶことは新しい外国語を学ぶことに似ていると考えます。チュー
トリアルブックは有用ですが、ヘルパーツールを用いて実際に学ぶことが必要です。こうい
う背景から、mc, vim, lynx, doc-linux-text,そして debian-policyのようないくつか
の追加パッケージをインストールするのは良い考えです。 4

# apt-get update
...

# apt-get install mc vim lynx doc-linux-text debian-policy
...

3簡単でだらしがないだけの理由で必要以上にスーパーユーザアカウントを使っていたことを認めなくては
なりません。

4gpm, emacs21,や doc-linux-htmlをインストールするのも良い考えかもしれません。‘マウスの設定’ on
page 37や ‘エディタ’ on page 207参照。
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これらのパッケージを既にインストールしている場合、何もインストールしなくても良いで
す。

4.1.3 ユユユーーーザザザアアアカカカウウウンンントトトををを追追追加加加

インストール中に、通常 rootアカウントへのメールを受け取る非特権ユーザアカウントを
作成します。 5 この特別なユーザアカウントを以降の訓練用にも使いたくないならば、他の
新ユーザアカウントを作成すべきです。

新しいユーザ名を penguin とすると、次のように タイプするとアカウントが作成されま
す。

root@foo:root# adduser penguin
... 質問全てに答える

6先に進む前に、いくつかのことをまず学びましょう。

4.1.4 仮仮仮想想想コココンンンソソソーーールルルををを切切切替替替えええるるる

Debianシステムには、6個の独立した仮想端末が使えます。すなわち、 PCの VGAキャラ
クタコンソールスクリーンを 6個の切替え可能な VT100端末として使えるということです。
スクリーンの切替えは左側の Altキーと F1–F6キーを同時に押すことにより行えます。仮想
ターミナルそれぞれに独立したアカウントでログインすることができます。マルチユーザ
環境は偉大な Unixの機能であり、非常に中毒性があります。

X Window Systemを起動中のシステムにおいて Alt-F7を間違ってタイプし、コンソールス
クリーンがグラフィカルなスクリーンを表示していた場合、 Ctrl-Alt-F1を押すことにより
キャラクタコンソールへのアクセスを回復します。この現象に慣れるため、違うコンソール
に移動して元に戻ってみてください。

4.1.5 シシシャャャッッットトトダダダウウウンンンのののやややりりりかかかたたた

ファイル操作がメモリへのキャッシュにかかわる他の現代的な OSと同様に、 Debianシス
テムは電源を OFFにする前にファイルの完全性を維持するため、適切なシャットダウン手
順を取る必要があります。システムをシャットダウンするためには、 rootコマンドプロン
プトから次に示すコマンドを実行してください。

# shutdown -h now

5私はいつもインストール中に作成されるアカウントを adminとしますが、任意の名前でかまいません。
6この penguin ユーザを adm グループに追加 して /var/log/ にある多くのログファイルを読めるよ

うにしたい かもしれません。 passwd(5), group(5), shadow(5), group(5), vipw(8), そして vigr(8) を
ご覧ください。 ユーザやグループの公式な意味は、 Users and Groups (/usr/share/doc/base-passwd/
users-and-groups.html)文書の最近のバージョンをご覧ください。

/usr/share/doc/base-passwd/users-and-groups.html
/usr/share/doc/base-passwd/users-and-groups.html


章 4. Debianチュートリアル 50

これは通常のマルチユーザモード用です。シングルユーザモードの場合は、 rootコマンドプ
ロンプトから次のコマンドを実行してください。

# poweroff -i -f

これの代わりに、Ctrl-Alt-Deleteを押してシャットダウンできるかもしれません。 7

システムが “System halted”と表示するまで待ち、そして電源を OFFにしましょう。BIOS
と Linuxにより APM又は ACPIの機能が有効化された場合、システムは何もせずに電源を
OFFにします。詳細は ‘大容量メモリおよび自動電源 OFF’ on page 44をご覧ください。

4.1.6 プププレレレイイイ時時時間間間

ついに Debianシステムを非特権ユーザアカウント penguinを使ってできるだけリスクを負
わずに楽しむ準備ができました。 8

penguin にログインしましょう。まだ root シェルプロンプト にいるなら、Ctrl-D をタイ
プしましょう。 9 こうして rootシェルでの行動を止めるために rootコマンドプロンプトか
ら出て、ログインプロンプトに戻ります。新しく作ったユーザ名 penguinと対応したパス
ワードを入力しましょう。 10するとこのようなコマンドプロンプトが表示されるでしょう。

penguin@foo:penguin$

ここから、単純化のために、シンプルにしたコマンドプロンプトの例を下に挙げます。
• # : rootシェルプロンプト
• $ : 非特権ユーザシェルプロンプト

まず簡単な方法 ‘Midnight Commander (MC)’ on page 50を使って Debianシステムを学び、
後で適切な方法 (‘Unixライクな作業環境’ on page 53)を用いて学ぶことにします。

4.2 Midnight Commander (MC)

Midnight Commander (MC)は Linuxコンソールや他の端末環境のための GNU製 “スイス軍
ナイフ”です。初心者にメニュドリブンなコンソール経験を与え、標準的な Unixコマンド
を習うよりもより簡単です。

7コンソールから左 Ctrlキー、左 Altキーと Deleteキーを同時に押します。標準のシステムでは、これはシ
ステムをリブートさせます。‘最初のインストール後にさらにいくつかパッケージをインストールする’ on page
43に記述しているように、shutdownコマンドのオプションが -hとなるように /etc/inittabを修正する必
要があります。

8これは Debianシステムでは、標準のインストール直後でさえも、非特権ユーザがシステムに損害を与え
るのを防ぐように適切なファイルアクセス権が設定されているからです。もちろん、まだ利用される可能性の
ある穴がいくつか残っているかもしれませんが、この問題を心配している人は本書ではなく、 Securing Debian
Manual (http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/)を読むべきです。

9左 Ctrlキーと dキーを同時に押すこと。これらのコントロールキーが “control D”のように大文字で書かれ
ていても、Shiftキーを押す必要はありません。

10ここで penguinの代わりに rootと対応したパスワードを入力すると、rootアカウントにログインしま
す。この手順は rootアカウントへのアクセスを回復するために必要です。

http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/
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Debianシステムを探検するためにこのコマンドを使いましょう。これは学習するための最
良の方法です。カーソルキーとエンターキーを使うだけでいくつかの主要な場所を探検して
ください。

• /etcとサブディレクトリ。
• /var/logとサブディレクトリ。
• /usr/share/docとサブディレクトリ。
• /sbinと /bin

4.2.1 強強強化化化型型型MC

終了時に作業ディレクトリをMCに変更させるためには、~/.bashrc (又は .bashrcから
呼ばれる /etc/bash.bashrc)をマニュアルページ mc(1)の中の -Pオプションの所に記
述されているように修正する必要があります。 11

4.2.2 MCののの開開開始始始

$ mc

MCはメニュを通じて、最小限のユーザの苦労しか要求せずに全てのファイル操作を注意深
く行います。ヘルプ表示を出すには、ただ F1を押すだけす。カーソルキーとファンクショ
ンキーの操作だけでMCを楽しめます。 12

4.2.3 MCでででのののフフファァァイイイルルル操操操作作作

MCの標準ではファイルリストを含む 2つのディレクトリパネルがあります。他の役立つ
モードとして、右側のウィンドウにファイルアクセス権情報などを表示する “information”
をセットするモードがあります。次にいくつかの不可欠なキーストロークを示します。gpm
デーモンを起動させると、マウスも使えます。(MCでのカットアンドペーストの通常の 挙
動を回復するためには、shiftキーを押してください。)

• F1: ヘルプメニュ
• F3: 内部ファイルビューア
• F4: 内部エディタ
• F9: プルダウンメニュを有効にする
• F10: Midnight Commanderを終了する
• Tab: 二つのウィンドウの間を移動する
• Insert: コピーのような複数のファイル操作のため、ファイルにマークする
• Del: ファイルの削除 (気をつけて— MCを安全削除モードに設定)
• カーソルキー: 自明な動きをします

11たとえここで説明したことを正確に理解できなくとも、この作業は後でできます。
12日本人用の kon や kterm のような端末上の場合は、 特定のグラフィック文字に関する問題が発生しま

す。MCのコマンドラインオプションに -aを追加すると、問題を防止できるかもしれません。
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4.2.4 MCのののコココマママンンンドドドララライイインンントトトリリリッッッククク

• cdコマンドは選択されたスクリーンに表示されたディレクトリを変更します。
• Ctrl-Enter又は Alt-Enterはファイル名をコマンドラインにコピーします。コマンドラ
イン編集と一緒に cpや mvコマンドで御使用ください。

• Alt-Tabはシェルファイル名の拡張子の選択肢を表示します。
• MC への引数として、両ウィンドウが開くディレクトリの指定ができます。 例え
ば、mc /etc/ /rootなどです。

• Esc + numberkey == Fn (すなわち、 Esc + ‘1’ = F1,同様に; Esc + ‘0’ = F10)
• Escキー == Altキー (= Meta, M-);すなわち、 Esc + ‘c’は Alt-Cと同じです。

4.2.5 MC内内内のののエエエデデディィィタタタ

MCの内部エディタは興味深いカットアンドペースト機構を持ちます。 F3キーを押すと、選
択範囲の開始としてマークし、次に F3を押すと、選択範囲の終了としてマークし、選択範
囲を強調します。そしてカーソルを動かすことができます。F6を押すと、選択範囲はカー
ソルの位置に移動します。F5を押すと、選択範囲はコピーされ、カーソルの位置に挿入さ
れます。F2を押すとファイルをセーブします。F10を押すと選択範囲 はなくなります。ほと
んどのカーソルキーは直感的に働きます。

このエディタはファイル上で直接起動できます。

$ mc -e filename_to_edit
$ mcedit filename_to_edit

これはマルチモードエディタではありませんが、同じ効果を発揮させるため、複数の Linux
コンソール上で使用できます。ウィンドウ間のコピーを行うには、 Alt-Fnキーを押して仮想
コンソールを切替えて、ファイルの一部を他のファイルに動かすために “File->Insert file”や
“File->Copy to file”を用います。

この内部エディタは他の外部エディタと置き換えが可能です。

また、多くのプログラムは使用するエディタを決定するために環境変数 EDITORや VISUAL
を使用します。 vim が不快な場合、~/.bashrc に 次に示す行を追加してエディタを
mceditにセットします。

...
export EDITOR=mcedit
export VISUAL=mcedit
...

可能ならばこれらを vimにセットすることをお薦めします。 vimコマンドに慣れることは
正しいことです。なぜならば、 Viエディタは常に Linux/Unix世界に存在するからです。 13

13実際には、viや nviのようなプログラムも見つかります。私は、初心者のためには vimを代わりに選びま
す。 vimは F1キーを通したヘルプを提供し、同じ位十分かつより力強いからです。もし vimがしっくりしない
場合は、ほとんどのシステムメインテナンス作業に関して mceditを使い続けて良いです。 mceditは 8ビット
クリーンで、あまり賢くない (テキストエンコーディングに無関心)ので、エンコーディング不明のファイルの
編集の際には、むしろ有利です。mceditは UTF-8のファイルを正確に表示できません。
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4.2.6 MC内内内のののビビビュュューーーアアア

非常に小さなビューアです。文書内の単語を検索するための素晴らしいツールです。 /usr
/share/doc ディレクトリ内のファイルに対していつもこれを 使います。これは 大量の
Linux情報をブラウズするための最速の方法です。このビューアはこのように直接起動でき
ます。

$ mc -v filename_to_view

4.2.7 MCののの自自自動動動起起起動動動機機機能能能

ファイルの上で Enterを押すと、適切なプログラムがファイルの内容を操作します。これは
非常に便利なMCの機能です。

実行ファイル：コマンドを実行
man, html ファイル:ビューアソフトに内容をパイプする
tar.gz, deb ファイル: サブディレクトリであるかのように内容を表示

これらのビューアや仮想ファイルの機能を有効にするため、閲覧可能なファイルには実行権
が設定されていなくてはなりません。chmodコマンドを使うか、MCのファイルメニュ経由
で状態を変更してください。

4.2.8 MCののの FTP仮仮仮想想想フフファァァイイイルルルシシシススステテテムムム

MC は FTP を用いた Internet 越しのファイルアクセスに使えます。 F9 を押
してメニュに行き、‘p’ を押して FTP 仮想ファイルシステムを有効に しま
す。username:passwd@hostname.domainname の形式で URL を 入力すると、それが
ローカルにあるかのようにリモートディレクトリを取得します。

http.us.debian.org/debian を URL として試し、Debian ファイルアーカイブの 閲覧
をしてみてください。Debianアーカイブがどのように構成されているかについては ‘Debian
アーカイブ’ on page 5をご覧ください。

4.3 Unixララライイイクククななな作作作業業業環環環境境境

mcはほとんど全てのことを可能にしますが、シェルプロンプトから実行されるコマンドラ
インツールの使用方法について学び、 Unixライクな作業環境に親しむのは非常に重要なこ
とです。 14

14チュートリアルの章では、シェルは bash を意味します。 他種のシェルの真実については、‘シェル’ on
page 221参照。
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4.3.1 特特特別別別なななキキキーーーススストトトロロローーーククク

Unixライクな環境では、特別な意味を持ついくつかのキーストロークがあります。 15

• Ctrl-U:カーソルの前の行を削除する。
• Ctrl-H:カーソルの前の文字を削除する。
• Ctrl-D:入力を終了する。(シェルを使用中の場合、シェルを終了する)
• Ctrl-C:起動中のプログラムを終了する。
• Ctrl-Z: 一時的にプログラムを停止する。(バックグラウンドジョブに入れる。

‘command &’ on page 61参照)
• Ctrl-S:スクリーンへの出力を止める 16

• Ctrl-Q:スクリーンへの出力を再び有効にする。

標準のシェルである bashには対話的な利用を手助けする履歴編集機能とタブ補完機能があ
ります。

• 右矢印:コマンド履歴検索を開始。
• Ctrl-R:インクリメンタルなコマンド履歴検索を開始。
• TAB:コマンドラインに入力ファイルを補完。
• Ctrl-V TAB:コマンドラインに拡張無しで TABを入力。

覚えておく価値のある他の重要なキーストロークを挙げます。
• Ctrl-Alt-Del: システムをリブート/停止する。‘最初のインストール後にさらにいくつか
パッケージをインストールする’ on page 43参照。

• マウスを左クリックしながらドラッグする:選択領域をクリップボードにコピー。
• マウスの中ボタンを押す:カーソルの位置にクリップボードの中身をペースト。
• メタキー (Emacsの専門用語)は伝統的に左側 Altキーに割り当てられている。あるシ
ステムではWindowキーがメタキーに設定されている。

ここで、Linuxキャラクタコンソール上でマウスを使うためには、gpmをデーモンとして起
動する必要があります。 17 ‘マウスの設定’ on page 37参照。

4.3.2 基基基本本本的的的ななな Unixコココマママンンンドドド

基本的な Unixコマンドを学びましょう。 18 非特権ユーザアカウント penguinから次に挙
げるコマンドを全て試してみてください。

• pwd
– カレント/ワーキングディレクトリの名前を表示。

• whoami
– ユーザ名を表示。

• file foo
– ファイル fooのファイル形式を表示。

• type -p commandname

15通常の Linuxキャラクタコンソールでは、左側の Ctrlと Altキーを使うことを想定しています。
16stty(1)を使ってこれらのターミナル機能を無効にできます。
17X Window環境では、マウスは Xtermプログラムを用いると同様に機能します。
18ここで “Unix” を純粋な意味で使用しています。Unix クローン OS は通常 等価なコマンドを提供しま

す。Debianシステムも例外ではありません。望んだようにコマンドが働かなくても心配しないでください。こ
れらの例はこの順序で実行されることを意味していません。
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– commandnameコマンドの場所を表示。
– which commandnameも同じ。 19

• type commandname
– commandnameコマンドに関する情報を表示。

• apropos key-word
– key-wordに関するコマンドを検索。
– man -k key-wordも同様。

• whatis commandname
– commandnameコマンドの一行説明を表示。

• man -a commandname
– commandnameコマンドの説明を表示。 (Unixスタイル)

• info commandname
– commandnameコマンドのかなり長い説明を表示。 (GNUスタイル)

• ls
– ディレクトリの内容を表示 (非ドットファイルおよびディレクトリを表示) 20

• ls -a
– ディレクトリの内容を表示。(全ファイルおよびディレクトリ)

• ls -A
– ディレクトリの内容を表示。(ほとんど全てのファイルとディレクトリを表示。す
なわり、“/.. と ”.“をのぞく。)

• ls -la
– 詳細な情報を含むディレクトリの全内容を表示。‘Debianでのファイルシステムの
概念’ on page 67参照。

• ls -d
– カレントディレクトリ下の全ディレクトリを表示。

• lsof foo
– ファイル fooのオープンされている状況を表示。

• mkdir foo
– カレントディレクトリに fooという新ディレクトリを作成。

• rmdir foo
– カレントディレクトリにある fooディレクトリを削除。

• cd foo
– カレントディレクトリ又は変数 CDPATHにリストされたディレクトリを fooディ
レクトリに変更する。 builtins(7)の cdコマンドに関する部分を参照。

• cd /
– rootディレクトリにディレクトリを変更。

• cd
– カレントユーザのホームディレクトリにディレクトリを変更。

• cd /foo
– ディレクトリを絶対パス指定でディレクトリ /fooに変更。

• cd ..
– ディレクトリを親ディレクトリに変更。

• cd ~foo

19もしIaliasがシェル中で用いられた場合は、これらの出力は異なります。
20Unixは伝統的に、“.” で始まるファイル名を隠します。これらは伝統的に設定情報やユーザプリファレン

スを含むファイルです。
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– ディレクトリをユーザ fooのホームディレクトリに変更。 foo.
• cd -

– ディレクトリを前いたディレクトリに変更。
• </etc/motd pager

– 標準のページャを使って /etc/motdの内容を表示。 ‘command < foo’ on page
62参照。 21

• touch junkfile
– 空の junkfileファイルを作成。

• cp foo bar
– 既存のファイル fooを新規ファイル barにコピーする。

• rm junkfile
– ファイル junkfileを削除する。

• mv foo bar
– 既存のファイル fooの名前を新しい名前 barに変更する。

• mv foo bar/baz
– 既存のファイル foo を新しい場所 bar に移動させ、名前を baz に変更する。
ディレクトリ barが存在している必要があります。

• chmod 600 foo
– 既存のファイル fooを他の人に読み書きできなくする。 (全ての人が実行不可)

• chmod 644 foo
– 既存のファイル fooを他の人に読めるが、書き込みができないようにする。(全
ての人が実行不可)

• chmod 755 foo
– 既存のファイル fooを他の人に読めるが、書き込みができないようにする。(全
ての人が実行可能)

• top
– フルスクリーンを用いてプロセス情報を表示。”q“を押すと終了。

• ps aux | pager
– 起動中の全プロセスの情報を BSDスタイルの出力を用いて表示。 ‘command1 |
command2’ on page 61参照。

• ps -ef | pager
– 起動中の全プロセスの情報を System-Vスタイルの出力を用いて表示。

• ps aux | grep -e ”[e]xim4*“
– exim 又は exim4 を起動中の全プロセスを表示。 man grep をタイプし
て、grep(1)マニュアルページから正規表現について学びましょう。 22

• ps axf | pager
– 起動中の全プロセスの情報を ASCIIアート出力を用いて表示。

• kill 1234
– プロセス ID 1234 により識別されるプロセスを殺す。 ‘プロセスを殺す’ on page

111参照。

21素の Debianシステムの標準のページャは moreであるため、スクロールバックができません。コマンドラ
イン apt-get install lessを用いて lessをインストールすることにより、lessが標準のページャにな
り、カーソルキーでスクロールバックできるようになります。

22正規表現中の [と [は grepが自分自身にマッチするのを避けることを可能とします。正規表現中の 4*は
数字 4の 0回以上の繰り返しを意味するので、 grepが eximと exim4の両方にマッチすることが可能になりま
す。 *はシェルのファイルネームのワイルドカードや正規表現で使われますが、これらの意味は異なります。
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• grep -e ”pattern“ *.html
– カレントディレクトリにある .htmlで終わる全ファイルから ”pattern“のパター
ンを検索し、該当する全ファイルを表示する。

• gzip foo
– Lempel-Zivコーディング (L777)を用いて fooを圧縮し、foo.gzを作成する。

• gunzip foo.gz
– foo.gzを解凍して fooを作成する。

• bzip2 foo
– Burrows-Wheelerブロックソートテキスト圧縮アルゴリズムとハフマンコーディ
ング (gzipより高圧縮率)を用いて fooを圧縮し、foo.bz2を作成する。

• bunzip2 foo.bz2
– foo.bz2を解凍して fooを作成する。

• tar -xvvf foo.tar
– foo.tarアーカイブからファイルを展開する。

• tar -xvvzf foo.tar.gz
– gzip圧縮された foo.tar.gzアーカイブからファイルを展開する。

• tar -xvvf --bzip2 foo.tar.bz2
– bzip2圧縮された foo.tar.bz2アーカイブからファイルを展開する。 23

• tar -cvvf foo.tar bar/
– フォルダ bar/の内容を foo.tarアーカイブにアーカイブする。

• tar -cvvzf foo.tar.gz bar/
– フォルダ bar/の内容を foo.tar.gzアーカイブに圧縮アーカイブする

• tar -cvvf --bzip2 foo.tar.bz2 bar/
– フォルダ bar/の内容を foo.tar.bz2アーカイブに圧縮アーカイブする

24

• zcat README.gz | pager
– 標準のページャを用いて圧縮された README.gzの 内容を表示する。

• zcat README.gz > foo
– README.gzの内容を解凍してファイル fooを作成する。

• zcat README.gz >> foo
– 圧縮された README.gzの内容をファイル fooの 末尾に追加する。(fooが存在
しない場合、先頭に作成される。)

• find . -name pattern
– シェルを用いて pattern. にマッチするファイル名を検索する。(低速)

• locate -d . pattern
– シェルを用いて pattern. にマッチするファイル名を検索する。(定期的に作成さ
れたデータベースを使うため高速)

訓練として、上記のコマンドを用いてディレクトリを横断し、システムの中をのぞきこんで
みてください。コンソールのコマンドに関して質問がある場合は、必ずマニュアルページを
読んでみてください。例えば、これらのコマンドは良い開始点でしょう。

$ man man

23Potatoにある旧版の tarでも動くように、新しい短縮形の オプション -jの代わりに --bzip2をここでは
用いています。

24互換性を保つためにここでは --bzip2を用いられています。
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$ man bash
$ man ls

また、vimを始め、F1キーを押す良い時期でしょう。少なくとも最初の 35行を読むべきで
す。そしてカーソルを |tutor|まで動かし、Ctrl-]を押してオンラインコースを受けましょ
う。エディタについてより詳しく学ぶには、‘エディタ’ on page 207をご覧ください。

GNUや BSD由来の多くの Unixコマンドは次のような手順 (又はある場合には引数無し)を
行えば主要なヘルプ情報を表示できます。

$ commandname --help
$ commandname -h

自習のために、 ‘Debian tips’ on page 103も例として試してみてください。

4.3.3 コココマママンンンドドドののの実実実行行行

ついに Debianシステムの使用方法を幾らか感じとれました。 Debianシステムでのコマンド
実行機構について深く見ていきましょう。 25

4.3.4 シシシンンンプププルルルなななコココマママンンンドドド

シンプルなコマンドは、次の順序となります。
1 変数の割り当て (任意)
2 コマンド名
3 引数 (任意)
4 リダイレクト (任意: >, >>, <, <<,など)
5 制御演算子 (任意: &&, ||, <newline>, ;, &, (, ))

引用や置換を持つより複雑なコマンドについては、‘コマンドライン処理’ on page 225参照。

4.3.5 コココマママンンンドドド実実実行行行ととと環環環境境境変変変数数数

典型的なコマンドの実行は次のようなシェル行シーケンスを使用します。 26

$ date
Sun Oct 26 08:17:20 CET 2003
$ LC_ALL=fr_FR date
dim oct 26 08:17:39 CET 2003

25ここで、初心者のために事実を単純化しています。正確な説明は bash(1)参照。
26次のような出力を得るには、フランス語ロケールのインストールが必要です。 ‘ロケール’ on page 167 参

照。これは必ずしもチュートリアルには必要ありません。これはその潜在的な効果を示すためだけに行われまし
た。
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ここで、プログラム dateはフォアグランドジョブで実行されています。環境変数 LC_ALL
は次のようになっています。

• 最初のコマンドでは unset (システムの標準。Cと同等)
• 次のコマンドでは fr_FR (フランス語ロケール)にセット。

ほとんどのコマンドの実行は通常前の環境変数の定義を使用しません。上の例では、次のよ
うに実行することもできます。

$ LC_ALL=fr_FR
$ date
dim oct 26 08:17:39 CET 2003

ここで見たように、コマンドの出力は環境変数により影響され、フランス語の 出力が行われ
ました。環境変数をサブプロセスに継承されるようにしたい (すなわち、シェルスクリプト
を呼ぶ時)場合は、代わりに次のように ”export“する必要があります。

$ export LC_ALL

4.3.6 コココマママンンンドドド検検検索索索パパパススス

シェル上でコマンドをタイプした場合、シェルはコマンドを PATH環境変数内にリストされ
たディレクトリのリストから検索します。PATH環境変数の値は、シェルの検索パスとも呼
ばれます。

標準の Debian インストールでは、ユーザアカウントの PATH 環境変数 には /sbin/ が含
まれないかもしれません。それゆえ、 /sbin/にある ifconfigのようなコマンドを実行
したい場合は、PATH 環境変数を、このディレクトリを含むように 変更する必要がありま
す。PATH環境変数は通常初期化ファイル ~/.bash_profileに含まれます。‘Bash設定’ on
page 36をご覧ください。

4.3.7 コココマママンンンドドドララライイインンンオオオプププシシショョョンンン

いくつかのコマンドは引数を取ります。-又は --で始まる引数はオプションと呼ばれ、コ
マンドの挙動を制御します。

$ date
Mon Oct 27 23:02:09 CET 2003
$ date -R
Mon, 27 Oct 2003 23:02:40 +0100

ここでコマンドライン引数 -Rは dateコマンドが RFC-2822互換のデータ文字列を出力する
ように挙動を変更させます。
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4.3.8 シシシェェェルルルのののワワワイイイルルルドドドカカカーーードドド

処理したいファイル名を全てタイプせずにファイルをコマンド処理したいことがよくありま
す。シェルのワワワイイイルルルドドドカカカーーードドドを用いたファイル名のパターン展開はこのニーズを促進しま
す。

• *
– 空列を含む任意の文字列にマッチする。
– これは ”.“で始まるファイル名にはマッチしません。

• ?
– 任意の 1文字にマッチする。

• [...]
– 括弧中の 1文字にマッチする。

• [a-z]
– aと zの範囲にある文字とマッチする。

• [^...]
– 括弧内 (”^“以外)に含まれる文字以外の文字にマッチ。

例えば、次の例を試してみて、自分で考えてみましょう。

$ mkdir junk; cd junk; touch 1.txt 2.txt 3.c 4.h .5.txt
$ echo *.txt
1.txt 2.txt
$ echo *
1.txt 2.txt 3.c 4.h
$ echo *.[hc]
3.c 4.h
$ echo .*
. .. .5.txt
$ echo .[^.]*
.5.txt
$ echo [^1-3]*
4.h
$ cd ..; rm -rf junk

4.3.9 コココマママンンンドドドののの戻戻戻りりり値値値

コマンドは戻り値として終了ステータスを返します。
• コマンドが正常に終了した場合、戻り値は 0。
• コマンドがエラーで終了した場合、戻り値は非 0。

この戻り値は実行後すぐに $? シェル変数によりアクセスできます。

$ [ 1 = 1 ] ; echo $?
0
$ [ 1 = 2 ] ; echo $?
1



章 4. Debianチュートリアル 61

戻り値はシェルのために論理的な観点で使用される場合、成成成功功功は論理的に真真真として扱われ
ることに注意してください。これは正正正常常常終終終了了了はゼゼゼロロロの値を持つため、いくらか非直感的
です。

‘シェルの条件文’ on page 224をご覧ください。

4.3.10 典典典型型型的的的なななコココマママンンンドドドシシシーーーケケケンンンススス

次に挙げるシェルコマンドのイディオムを覚えてみましょう。これらのイディオムを読んだ
後に、‘シェルパラメータ’ on page 223, ‘シェルリダイレクト’ on page 223, ‘シェルの条件文’
on page 224,そして ‘コマンドライン処理’ on page 225をご覧ください。

command &

commandはバババッッックククグググラララウウウンンンドドドでサブシェルにて実行されます。バックグラウンドジョブに
より、複数のプログラムを単独のシェルで実行することが可能となります。

バックグラウンドプロセスの管理は次に挙げるシェル組込みコマンドに関連します。 jobs,
fg, bg,および kill。 bash(1)マニュアルページの ”SIGNALS“、 ”JOB CONTROLS“およ
び ”SHELL BUILTIN COMMANDS“の章を読んでみてください。 27

command1 | command2

command1の標準出力は command2の標準入力に導かれます。両方のコマンドは同同同時時時ににに動
くかもしれません。これはパパパイイイプププララライイインンンと呼ばれます。

command1 ; command2

command1と command2は連連連続続続しししててて実行されます。

command1 && command2

command1がまず実行されます。コマンドの実行が正常終了した場合は、command2も連連連
続続続しししててて実行されます。command1と command2の 両両両方方方が正常終了した場合に正常終了を返
します。

command1 || command2

command1 がまず実行されます。失敗した場合、 command2 も 連連連続続続しししててて 実行されます。
command1又又又ははは command2のどちらかが正常終了した場合に正常終了を返します。

27Debianシステムはマルチタスクシステムです。 >
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command > foo

commandの標準出力をファイル fooにリダイレクト (上書き)します。

command >> foo

commandの標準出力をファイル fooにリダイレクト (追記)します。

command > foo 2>&1

commandの標準出力と標準エラー出力の両方をファイル fooにリダイレクトします。

command < foo

commandの標準入力をファイル fooにリダイレクトします。試してみましょう。

$ </etc/motd pager
... (グリーティングメッセージを表示)
$ pager </etc/motd
... (グリーティングメッセージを表示)
$ pager /etc/motd
... (グリーティングメッセージを表示)
$ cat /etc/motd | pager
... (グリーティングメッセージを表示)

この 4つの構文は同じ出力を表示しますが、最後の例は特別な catコマンドを起動し、無駄
なリソースを消費しています。

4.3.11 コココマママンンンドドドエエエイイイリリリアアアススス

良く使うコマンドにエイリアスを設定できます。例えば、

$ alias la=’ls -la’

ここで、laは 1列形式で全ファイルをリストする ls -laの短縮形として働きます。

typeコマンドを使って、正確なパス又はコマンドの正体を識別できます。例えば、

$ type ls
ls is hashed /bin/ls)
$ type la
la is aliased to ‘ls -la’
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$ type echo
echo is a shell builtin
$ type file
file is /usr/bin/file

ここで lsは最近検索されましたが、fileはそうではないので、lsは ”ハッシュされた“と
いいます。すなわち、シェルは lsコマンドの場所への高速なアクセスのために、内部記録
を取っています。

4.4 Unixララライイイクククなななテテテキキキススストトト処処処理理理

頻繁に Unix ライクシステムで使用される標準的なテキスト処理ツールが いくつかありま
す。

• 正規表現未使用ツール。
– headはファイルの先頭部分を出力します。
– tailはファイルの末尾の部分を出力します。
– sortはテキストファイルの行をソートします。
– uniqはソートされたファイルの重複行を削除します。
– trは文字を変換したり削除します。
– diffは 1行ごとにファイルを比較します。

• 基本的な正規表現 (BRE)を使用するツール。
– grepはテキストにパターンをマッチさせます。
– edは原始的なラインエディタです。
– sedはストリームエディタです。
– viはスクリーンエディタです。
– emacsはスクリーンエディタです。

• 拡張正規表現 (ERE)を使用するツール。
– egrepはテキストにパターンをマッチさせます。
– awkはシンプルなテキスト処理を行います。‘Awk’ on page 226参照。
– perlは考えられる全てのテキスト処理を行います。 ‘Perl’ on page 227参照。

いくつかのスクリプト例は ‘正規表現による置換’ on page 117, ‘コマンドをパイプするための
わずかなスクリプト’ on page 119,そして ‘Perlショートスクリプトの狂気’ on page 121をご
覧ください。

4.4.1 正正正規規規表表表現現現

正規表現は多くのテキスト処理ツールで使われています。シェルのワイルドカード (‘シェル
のワイルドカード’ on page 60参照)に似ていますが、より複雑かつパワフルです。

正規表現はパターンマッチを記述し、テキスト文字とメメメタタタ文文文字字字からなります。メタ文字は
単なる特別な意味を持つ文字です。BREと EREの 2つの主要な形式がありますが、どちらを
使うかは ‘Unixライクなテキスト処理’ on page 63に記述されているテキストツールの種類に
依ります。
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ERE の場合、メメメタタタ文文文字字字 には ”\ . [ ] ^ $ * + ? ( ) { } |“ が含まれます。 正規
表現は次の意味を持ちます。

• c
– 非メタ文字の ”c“にマッチ。

• \c
– 文字通り ”c“にマッチ。

• .
– 空白を含む全文字にマッチ。

• ^
– 文字列の先頭にマッチ。

• $
– 文字列の末尾にマッチ。

• \<
– 単語の先頭にマッチ。

• \>
– 単語の末尾にマッチ。

• [abc...]
– ”abc...“のいずれかの文字にマッチ。

• [^abc...]
– ”abc...“以外のいずれかの文字にマッチ。

• r*
– ”r“で認識される 0回を含む正規表現の繰り返しにマッチ。

• r+
– ”r“で認識される 1回以上の正規表現の繰り返しにマッチ。

• r?
– ”r“で認識される 0回を含む正規表現の繰り返しにマッチ。

• r1|r2
– ”r1“又は ”r2“で認識される正規表現のいずれかにマッチ。

• (r1|r2)
– ”r1“又は ”r2“で認識される正規表現のいずれかにマッチし、ひひひとととまままとととめめめののの正
規表現として扱われます。

BREでは、メメメタタタ文文文字字字 ”+ ? ( ) { } |“はその特別な意味を失っています。その代わり、
バックスラッシュされた ”\+ \? \( \) \{ \} \|“ を使います。それゆえ、grouping
construct (r1|r2)は BREでは \(r1|r2\)の ように引用符で囲む必要があります。emacs
は、基本的に BREを使いますが、”+ ?“をメメメタタタ文文文字字字として扱います。それゆえ、引用符で
囲む必要はありません。grouping constructがどのように使われるかについては ‘置換表現’
on page 65をご覧ください。

例えば、grepは正規表現を用いてテキスト検索を行うために使えます。

$ egrep ’GNU.*LICENSE|Yoyodyne’ /usr/share/common-licenses/GPL
GNU GENERAL PUBLIC LICENSE
GNU GENERAL PUBLIC LICENSE

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program
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4.4.2 置置置換換換表表表現現現

置換表現の場合、次の文字には特別な意味があります。

• &
– 正規表現がマッチするものを示す。(emacsでは \&を使用)

• \n
– n番目に括括括弧弧弧ででで囲囲囲まままれれれたたた正規表現にマッチするものを示す。

Perlの置換文字列の場合、$nは \nの代わりに用いられ、&は特別な意味を持ちません。

例を示します。

$ echo zzz1abc2efg3hij4 | \
sed -e ’s/\(1[a-z]*\)[0-9]*\(.*\)$/=&=/’

zzz=1abc2efg3hij4=
$ echo zzz1abc2efg3hij4 | \
sed -e ’s/\(1[a-z]*\)[0-9]*\(.*\)$/\2===\1/’

zzzefg3hij4===1abc
$ echo zzz1abc2efg3hij4 | \
perl -pe ’s/(1[a-z]*)[0-9]*(.*)$/$2===$1/’

zzzefg3hij4===1abc
$ echo zzz1abc2efg3hij4 | \
perl -pe ’s/(1[a-z]*)[0-9]*(.*)$/=&=/’

zzz=&=

ここで、括括括弧弧弧ででで囲囲囲まままれれれたたた正規表現と、マッチした文字列が異なったツールでテキスト置換
処理にどのように使われるかに特別な注意を払ってください。

これらの正規表現はエディタ内でカーソルの動きとテキスト置換アクションの両方に対して
使えます。

これらのコマンドを習うために、関連するマニュアルページを全て読んでください。

4.5 Unixララライイイクククなななフフファァァイイイルルルシシシススステテテムムム

GNU/Linuxや他の Unixライク OSシステムでは、フフファァァイイイルルルはデデディィィレレレクククトトトリリリに組織化され
ています。 28 全ての フフファァァイイイルルルとデデディィィレレレクククトトトリリリは /を根とする 1つの大きなツリー、すな
わちファイル階層に配置されています。

これらのファイルは複数のデバイスに展開することができます。 mount(8) コマンドは
あるデバイス上にあるファイルシステムを大きなファイルツリーに所属させます。 逆
に、umount(8)コマンドは再び分離させます。

28デデディィィレレレクククトトトリリリはいくつかのシステムではフフフォォォルルルダダダと呼ばれています。
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4.5.1 Unixフフファァァイイイルルルののの基基基礎礎礎

次に挙げることは基礎知識です。
• ファイル名は大文字と小文字を区別します。すなわち、 MYFILEと MyFileは異異異なななるるる
ファイルです。

• rootディレクトリは単に /として参照されます。 rootユーザとこの ”root“を混同しな
いでください。‘rootとしてシェルにログインする’ on page 47参照。

• 全てのディレクトリ名には /を除除除くくく全ての 文字と記号を使用できます。 29 rootディレ
クトリは例外です。名前は / (”スラッシュ“や ”rootディレクトリ“と呼ぶ)であり、変
えられません。

• 各ファイルおよびディレクトリは完完完全全全ににに記記記述述述しししたたたフフファァァイイイルルル名名名、絶絶絶対対対フフファァァイイイルルル名名名やパパパ
ススス により 指定され、たどっていくとファイルに到達するディレクトリの列を与えま
す。 この 3 つの用語は同意語です。全ての絶対ファイル名は / ディレクトリで始ま
り、ファイル名内のディレクトリやファイルの間には /がはさまります。最初の /は
ディレクトリ名ですが、その他はファイル名の部分部分を区別するための単なるセパ
レータです。ここで使われる単語は混乱を招きます。次の例をご覧ください。

/usr/share/keytables/us.map.gz
これは完全に記述されたファイル名です。ある人はこれを パパパススス と呼びます
が、us.map.gzだけをファイル名として呼ぶ人もいます。 30

• rootファイルシステムは /etc/や /usr/のような複数の枝を持ちます。これらのサ
ブディレクトリもまた /etc/init.d/や /usr/local/のように、さらにサブディ
レクトリに枝別れします。これらの全体をまとめてデデディィィレレレクククトトトリリリツツツリリリーーーと呼びます。
絶対ファイル名はツリーの根元 (/)から枝の先 (ファイル)までの経路として考えること
もできます。また、あたかもディレクトリツリーを家家家系系系図図図のように人が話すのを聞い
たことがあるでしょう。あたかもそれぞれのサブディレクトリに親親親があるとし、パ
スはファイルの完全な祖先の系図のように表現します。 rootディレクトリではない他
の場所から始まる相対パスもあります。 .. /は親ディレクトリを参照していることを
覚えておきましょう。

• ハードディスクのような物理デバイスに対応したディレクトリは存在しません。ここ
が全てのパスが C:のようなデバイス名から始まる CP/M、DOS、そしてWindowsと
違う点です。‘Debianでのファイルシステムの概念’ on page 67をご覧ください。

ファイル階層について詳細に学ぶ最も良い方法は、 Filesystem Hierarchy Standard (/usr/
share/doc/debian-policy/fhs/fhs.txt.gz) に記述されています。 手始めとして次
の事実を覚えるべきです。

• /
– 単なる /は rootディレクトリを表す。

• /etc/
– ここはシステム全体の設定ファイルを置く場所です。

• /var/log/

29ファイル名にはほとんど全ての文字や記号を使使使えええままますすすが、実際には使うべきではない文字や記号がありま
す。コマンドラインで特別な意味を持つ文字を使うのを避けるのが良いでしょう。それらには、スペース、タ
ブ、改行や他の特別な文字: { } ( ) [ ] ’ ‘ " \ / > < | ; ! # & ^ * % @ $が含まれます。 複数
の単語からなるファイル名を付けたい場合、ピリオド、ハイフンや下線を使うのが良い選択です。各単語の先頭
文字を、LikeThisのように大文字にするのも良いでしょう。

30パパパスススという単語の他の使いかたもあります。 ‘コマンド検索パス’ on page 59をご覧ください。意図された
意味は通常文脈から判断するとはっきりします。

/usr/share/doc/debian-policy/fhs/fhs.txt.gz
/usr/share/doc/debian-policy/fhs/fhs.txt.gz
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– ここはシステムのログファイルを置く場所です。
• /home/

– ここは全ての非特権ユーザのホームディレクトリがあるディレクトリです。

4.5.2 Debianでででのののフフファァァイイイルルルシシシススステテテムムムののの概概概念念念

Unixの伝統に従い、Debianシステムはハードディスクや他のストレージデバイス上の物理
データ、そしてコンソールスクリーンなどのハードウェアデバイスとリモートのシリアルコ
ンソールとの相互作用を統一された形式で表されるファイルシステムを供給します。

Debianでの各ファイル、ディレクトリ、名前付きパイプ、そして物理データはそのデータ
の所有者 (owner)、データが所属するグループ、最後にアクセスされた時間などの付随する
属性を記述する inodeと呼ばれるデータ構造を持ちます。 Debian GNU/Linuxシステムで
の inode 構造の正確な定義を知るには、 /usr/include/linux/fs.hをご覧ください。

物理エントリの統一された表現は非常にパワフルなので、完全に異なるデバイスに同種の操
作を行うために、同じコマンドを使用することを可能とします。

すべてのファイルは 1つのディスク上に置けますし、20個のディスクに分けることも、ネッ
トワーク上のどこかにある違うコンピュータにあって接続することもできます。ファイルの
物理的位置がどこであれ、ディレクトリツリーを見るだけでは見分けがつきませんし、ま
たほとんど全てのコマンドは同じように動きます。

4.5.3 フフファァァイイイルルルとととデデディィィレレレクククトトトリリリのののアアアクククセセセススス権権権

ファイルとディレクトリのアクセス権はそれぞれ次に挙げる 3つの 影響されるユーザのカテ
ゴリのために定義されています。

• ファイルを所有するユユユーーーザザザ (u)。
• ファイルが所属するグググルルルーーープププのユーザ (g)。そして
• 全ての 他他他のののユーザ (o)。

ファイルでは、それぞれに対応する権限は次のようになります。
• 読読読みみみ込込込みみみ (r): ファイルの内容を検査する権限。
• 書書書ききき込込込みみみ (w): ファイルの修正を行う権限。そして
• 実実実行行行 (x): ファイルをコマンドとして実行する権限。

ディレクトリでは、対応する権限はそれぞれ次のようになります。
• 読読読みみみ込込込みみみ (r): ディレクトリの内容をリストする権限。
• 書書書ききき込込込みみみ (w): ディレクトリにファイルを追加したり削除する権限。そして
• 実実実行行行 (x): ディレクトリ内のファイルにアクセスする権限。

ここで、ディレクトリでの実実実行行行権はディレクトリにあるファイルの読み込みを許可するだ
けでなく、サイズや修正時間などの属性を見ることも許可します。

ファイルやディレクトリのアクセス権情報 (やそれ以上) を表示するには、 ls が使われま
す。ls(1)をご覧ください。 lsを -lオプション付きで実行すると、次の情報がこの順序
で表示されます。

• フフファァァイイイルルルタタタイイイプププ (先頭文字)

/usr/include/linux/fs.h
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– -: 通常のファイル
– d: ディレクトリ
– l: シンボリックリンク
– c: キャラクタデバイス node
– b: ブロックデバイス node
– p: 名前付きパイプ
– s: ソケット

• ファイルのアアアクククセセセススス権権権 (次の 9文字。ユーザ、グループ、そして他者それぞれに対し
て 3つの文字から構成)

• そのファイルへの ハハハーーードドドリリリンンンククク数数数
• ファイルを所有するユユユーーーザザザの名前
• ファイルが所属するグググルルルーーープププの名前
• ファイルのバイト単位での サササイイイズズズ
• ファイルのタタタイイイムムムスススタタタンンンプププ (mtime)
• ファイルの名名名前前前

ファイルの所有者を変更するには、rootアカウントから chownを使用します。ファイルの
グループを変更するには、ファイルの所有者又は root アカウントから chgrp を使用しま
す。ファイルやディレクトリのアクセス権を変更するには、ファイルの所有者又は rootア
カウントから chmodを使います。fooファイルの操作を行う基本的な文法は次の通り。

# chown newowner foo
# chgrp newgroup foo
# chmod [ugoa][+-=][rwx][,...] foo

詳細は chown(1), chgrp(1),および chmod(1)をご覧ください。

例えば、ディレクトリツリーの所有者をユーザ foo に変更し、 グループ bar で共有する場
合、rootアカウントから次のコマンドを実行します。

# cd /some/location/
# chown -R foo:bar .
# chmod -R ug+rwX,o=rX .

3つのさらに専門的なアクセス権ビットが存在します。
• setuidビビビッッットトト (ユーザの xの代わりに s又は S)
• setgidビビビッッットトト (グループの xの代わりに s又は S)
• stickyビビビッッットトト (他者の xの代わりに t又は T)

ここで ls -lのこれらのビットを表す出力は、これらのビットが出力されることにより隠
される実行ビットがセットされていない場合、大文字になります。

setuid ビビビッッットトト を実行ファイルにセットすると、ユーザは ファイルの所有者 ID (例え
ば、root) により実行ファイルを 実行することを許可します。同様に、 setgid ビビビッッットトト を
実行ファイルにセットすると、ユーザはファイルのグループ ID (例えば、root)により実行
ファイルを実行することを許可します。これらの設定はセキュリティを破るリスクを引き起
こすので、これらのビットを有効にするには特別な注意が必要です。
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setgidビビビッッットトトをディレクトリに対して有効にすると、ディレクトリに作成した全ファイル
がディレクトリのグググルルルーーープププに所属するという BSDライクなファイル生成手法が有効になり
ます。

stickyビビビッッットトトをディレクトリに対して有効にすると、ディレクトリにあるファイルがファ
イルの所有者以外から削除されるのを防ぎます。 /tmpやグループの書き込み可能なディレ
クトリなどの world-writableなディレクトリにあるファイルの内容を安全にするためには、
書書書ききき込込込みみみ権を無効にするだけでなく、ディレクトリに stickyビビビッッットトトもセットする必要があ
ります。さもなければ、ディレクトリに書き込みできるユーザにより、ファイルが削除さ
れ、同じ名前で新しいファイルが作成されることを許してしまいます。

次にファイルアクセス権の興味深い例を挙げます。

$ ls -l /etc/passwd /etc/shadow /dev/ppp /usr/sbin/pppd
crw-rw---- 1 root dip 108, 0 Jan 18 13:32 /dev/ppp
-rw-r--r-- 1 root root 1051 Jan 26 08:29 /etc/passwd
-rw-r----- 1 root shadow 746 Jan 26 08:29 /etc/shadow
-rwsr-xr-- 1 root dip 234504 Nov 24 03:58 /usr/sbin/pppd
$ ls -ld /tmp /var/tmp /usr/local /var/mail /usr/src
drwxrwxrwt 4 root root 4096 Feb 9 16:35 /tmp
drwxrwsr-x 10 root staff 4096 Jan 18 13:31 /usr/local
drwxrwsr-x 3 root src 4096 Jan 19 08:36 /usr/src
drwxrwsr-x 2 root mail 4096 Feb 2 22:19 /var/mail
drwxrwxrwt 3 root root 4096 Jan 25 02:48 /var/tmp

chmod(1)コマンドを用いて、ファイルアクセス権を記述するためのもう一つの数字モード
が存在します。この数字モードは 8進数を使った 4桁の数字を用います。各桁は次のように
対応します。

• 最初の任意桁:: setuid (=4)、 setgid (=2)、 stickyビビビッッットトト (=1)の合計。
• 2番目の桁:所有者に対する読読読みみみ込込込みみみ (=4)、書書書ききき込込込みみみ (=2)、実実実行行行 (=1)権の合計。
• 3番目の桁:グググルルルーーープププに対する同様の合計。
• 4番目の桁:他他他者者者に対する同様の合計。

これは複雑に聞こえるかもしれませんが、実際は本当にシンプルです。 ls -lコマンドの
出力の最初の数行を見て、それをファイルアクセス権の バイナリ (2進数)表現 (”-“を ”0“、
”rwx“を ”1)として読むと、この数字モードの値はファイルアクセス権の 8進数表現として
意味を持ちます。 31例えば、次を試してみてください。

$ touch foo bar
$ chmod u=rw,go=r foo
$ chmod 644 bar
$ ls -l foo bar
-rw-r--r-- 1 penguin penguin 0 Nov 3 23:30 foo
-rw-r--r-- 1 penguin penguin 0 Nov 3 23:30 bar

標準のファイルアクセス権マスクは umaskシェル組込み コマンドを使うことによりセット
できます。builtins(7)をご覧ください。

31もちろんこの方法は 3桁の数字モードの場合のみ機能します。
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4.5.4 タタタイイイムムムスススタタタンンンプププ

GNU/Linuxのファイルには、3種類のタイプスタンプが存在します。
• mtime: 修正時刻 (ls -l)
• ctime: ステータス変更時刻 (ls -lc)
• atime: 最後にアクセスした時刻 (ls -lu)

ctimeが作成時刻ではないことに注意してください。
• ファイルを上書きすると、そのファイルのmtime、 ctime、atimeの全てが変更されま
す。

• ファイルのアクセス権や所有者を変更すると、ctime、 atimeが変更されます。
• ファイルを読み込むと、そのファイルの atimeが変更されます。

Debian システム上では、ファイルをただ読み込むだけで通常ファイルの書き込み操作 が
発生し、inodeの atime情報が更新されることに注意してください。ファイルシステムを
noatimeオプション付きでマウントすると、システムはこの操作を飛ばし、ファイル読み
込みアクセスがより高速になります。mount(8)をご覧ください。

既存のファイルのタイムスタンプを変更するには、touch(1)をご覧ください。

4.5.5 リリリンンンククク

異なるファイル barとファイル fooを連携させる 2つの方法があります。
• ハハハーーードドドリリリンンンクククは既存のファイルに対する重複した名前です。 (ln foo bar)
• シシシンンンボボボリリリッッックククリリリンンンククク又は “symlink”は他のファイルを名前により指示する特別なファ
イルです。 (ln -s foo bar)

リンク数の変更と rmコマンドの結果の厳密な違いについての次の例をご覧ください。

$ echo "Original Content" > foo
$ ls -l foo
-rw-r--r-- 1 osamu osamu 4 Feb 9 22:26 foo
$ ln foo bar # hard link
$ ln -s foo baz # symlink
$ ls -l foo bar baz
-rw-r--r-- 2 osamu osamu 4 Feb 9 22:26 bar
lrwxrwxrwx 1 osamu osamu 3 Feb 9 22:28 baz -> foo
-rw-r--r-- 2 osamu osamu 4 Feb 9 22:26 foo
$ rm foo
$ echo "New Content" > foo
$ cat bar
Original Content
$ cat baz
New Content

シンボリックリンクは上の例に示したように、常にファイルアクセス権 “rwxrwxrwx”を持
ちますので、シンボリックリンクが指すファイルのアクセス権により指示されるファイルア
クセス権が実際の効果を持ちます。
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. ディレクトリは、それ自身が中にあるディレクトリとリンクしていますので、新しいディ
レクトリリンク数は 2から始まります。.. ディレクトリは親ディレクトリとリンクしてい
るので、ディレクトリのリンク数は新しいサブディレクトリの増加に伴い増加します。

4.5.6 名名名前前前付付付きききパパパイイイプププ (FIFO)

名前付きパイプは、パイプのように働くファイルです。何かをファイルに入れ、もう一方か
ら出ます。こうしてこれは FIFO又は First-In-First-Outと呼ばれます。つまり、最初にパイ
プに入れるものが最初にもう一方から出てきます。

名前付きパイプに書き込んだ場合、パイプに書き込んだプロセスは情報がパイプから読み込
まれるまで終了しません。名前付きパイプを読み込んだ場合、読み込んだプロセスは何か読
み込むものが存在するまで終了するのを待ちます。パイプのサイズは常に 0です。 –名前付
きパイプはデータを保存せず、シェルの |のように 2つのプロセスをリンクするだけです。
しかし、このパイプは名前を持つので、2つのプロセスは同じコマンドラインにあったり、
同じユーザにより実行される必要さえありません。

次を実行することにより、名前つきパイプを試せます。

$ cd; mkfifo mypipe
$ echo "hello" >mypipe & # バックグラウンドに入れる
[1] 5952
$ ls -l mypipe
prw-r--r-- 1 penguin penguin 0 2003-11-06 23:18 mypipe
$ cat mypipe
hello
[1]+ Done echo hello >mypipe
$ ls mypipe
prw-r--r-- 1 penguin penguin 0 2003-11-06 23:20 mypipe
$ rm mypipe

4.5.7 ソソソケケケッッットトト

ソケットは名前つきパイプ (FIFO)に似ており、プロセス間の情報交換を行えます。ソケッ
トにとって、これらのプロセスは同時に実行する必要はありませんし、同じ祖先プロセスの
子供である必要もありません。これはプロセス間通信の終端点です。情報の交換は異なるホ
ストの間の ネットワーク越しでさえ発生します。

4.5.8 デデデバババイイイススス名名名

デバイスファイルは、システム上のハードディスク、ビデオカード、ディスプレイ、
キーボードなどの物理デバイス又は仮想デバイスに関連します。仮想デバイスの 例とし
て、/dev/consoleとして表されるコンソールがあります。

デバイスには 2つのタイプがあります。
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• キキキャャャラララクククタタタデデデバババイイイススス
– 一度に 1つの文字にアクセス、すなわち、デバイスから書き込みや読み込みを行
うデータの最小単位が文字 (バイト)であるデバイスです。

• ブブブロロロッッックククデデデバババイイイススス
– ブロックと呼ばれる、多量の文字を含むより大きな単位でアクセスされるデバイ
スです。ハードディスクはブロックデバイスです。

デバイスファイルの読み書きが可能ですが、ファイルには、人間にとってはちんぷんかんぷ
んで理解できないバイナリデータが多分含まれます。データを直接デバイスファイルに書き
込むことは時々ハードウェアの 接続に関するトラブルシュートに役立ちます。例えば、プ
リンタデバイス /dev/lp0にテキストデータをダンプしたり、適切なシリアルポート /dev
/ttyS0にモデムコマンドを送ることができます。しかし、注意深くやらないと、大災害を
もたらすことがあります。ですから気をつけてください。

/dev/nullなななどどど

/dev/null は書き込む全てを捨てる特別なデバイスファイルです。 何かをしたくない場
合、それを /dev/nullに投げ込みます。これは基本的に底無し穴です。/dev/nullを読
み込むと、ファイル終端 (EOF)文字がすぐさま得られます。

/dev/zeroは同様に、ここから読み込むと、\0文字を取得します。(ASCIIコードの 0と
は異なる) ‘ダミーファイル’ on page 126をご覧ください。

デデデバババイイイスススノノノーーードドド数数数

デバイスノード数は lsを次のように実行すると表示されます。

$ ls -l /dev/hda /dev/ttyS0 /dev/zero
brw-rw---- 1 root disk 3, 0 Mar 14 2002 /dev/hda
crw-rw---- 1 root dialout 4, 64 Nov 15 09:51 /dev/ttyS0
crw-rw-rw- 1 root root 1, 5 Aug 31 03:03 /dev/zero

ここで、
• /dev/hda はmajor device number 3 と minor device number 0 を持ちます。これは
diskグループに所属するユーザにより、読み書きが可能です。

• /dev/ttyS0は major device number 4と minor device number 64を持ちます。これ
は dialoutグループに所属するユーザにより読み書きが可能です。

• /dev/zeroはmajor device number 1とminor device number 5を持ちます。これはだ
れでも読み書き可能です。

古いシステムでは、インストール過程で /sbin/MAKEDEVコマンドを使ってデバイスノー
ドを作成します。 MAKEDEV(8)をご覧ください。

新しいシステムでは、/dev下のファイルシステムは /procファイルシステムと同様のデバ
イスファイルシステムにより自動的に生成されます。
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4.5.9 /procフフファァァイイイルルルシシシススステテテムムム

/procファイルシステムは仮想ファイルシステムであり、システムや起動中のプロセスに
関する情報を含みます。

特にあるファイル - /proc/kcoreに気づくと、パニックになる人が良くいます。これは一
般に巨大です。これは (おおよそ)コンピュータのメモリの内容のコピーです。これは kernel
をデバッグするのに用いられます。実際にはどこにも存在しないので、そのサイズに関して
心配する必要は全くありません。

‘proc filesystemにより Linux kernelをチューニングする’ on page 100と proc(5)をご覧く
ださい。

4.6 X Window System

‘X’ on page 141をご覧ください。

4.6.1 X Window Systemををを起起起動動動すすするるる

X Window Systemは xdmのようなグラフィカルなログインデーモンにより自動的に起動で
きますし、コンソールから次をタイプしても起動できます。

$ exec startx

4.6.2 X Window Systemにににおおおけけけるるるメメメニニニュュュ

X環境は多くのウィンドウマネージャを提供するので、ユーザインターフェースはかなり変
化します。rootウィンドウを右クリックするとメニュインターフェースが上がって来ます。
これはいつも使えます。

• シェルコマンドプロンプトを得るには、メニュから Xtermを起動します。
– “XShells” –> “XTerm”.

• web ページのグラフィカルなブラウズを行うには、メニュから Mozilla を起動 しま
す。

– “Apps” –> “Net” –> “Mozilla Navigator”.
• PDF ファイルのグラフィカルなブラウズを行うには、メニュから Xpdf を 起動しま
す。

– “Apps” –> “Viewers” –> “Xpdf”.

メニュエントリが見付からない場合、関連するパッケージをインストールしてくださ
い。‘Debianパッケージ管理の基礎’ on page 80をご覧ください。

4.6.3 X Window Systemでででのののキキキーーーボボボーーードドドシシシーーーケケケンンンススス

X Window Systemを起動中に覚えておくべき重要なキーストロークを次に挙げます。
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• Ctrl-Alt-F1から F6: 他の仮想端末に切替える (X window、DOSEMUなどから)
• Alt-F7: X windowに戻る
• Ctrl-Alt-minus: 画面の解像度を変更 (マイナスは数字キーパッドにあるキー)
• Ctrl-Alt-plus: 画面の解像度を逆向きに変更 (プラスは数字キーパッドにあるキー)
• Ctrl-Alt-Backspace: Xサーバプログラムを終了
• Alt-X, Alt-C, Alt-V:良く使うWindow/Macのカット、コピー、ペーストキーの組合せ
で使う Ctrl-キーはこれらの Alt-キーで Netscape Composerのようないくつかのプロ
グラムでは置き換えられる。

4.7 Further study

現時点では、The Linux Documentation Project: Guides (http://www.tldp.org/guides.
html)から引用する主要なガイドブックを読むことをお薦めします。

• “The Linux System Administrators’ Guide”,
– システムの起動、ユーザアカウント、バックアップ、システム設定を維持する見
地を全てカバーしている。

– パッケージ: sysadmin-guide
– ファイル: /usr/share/doc/sysadmin-guide/html/index.html
– web: http://www.tldp.org/LDP/sag/index.html

• “The Linux Network Administrator’s Guide, Second Edition”,
– Linux環境でのネットワーク管理のためのただ一つのリファレンスです。
– パッケージ: (not available)
– ファイル: (notapplicable)
– web: http://www.tldp.org/LDP/nag2/index.html

• Linux: Rute Userの入門解説書
– GNU/Linuxシステム管理に関する非常に良いオンラインとハードカバー本
– 著者: Paul Sheer
– 出版社: Prentice Hall
– パッケージ: rutebook (from non-free)
– ファイル: /usr/share/doc/rutebook/

さらに学ぶためのリソースは ‘Debianのサポート’ on page 247をご覧ください。

http://www.tldp.org/guides.html
http://www.tldp.org/guides.html
/usr/share/doc/sysadmin-guide/html/index.html
http://www.tldp.org/LDP/sag/index.html
(not applicable)
http://www.tldp.org/LDP/nag2/index.html
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章章章 5

stable, testing,又又又ははは unstableデデディィィ
ススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンンへへへのののアアアッッップププグググレレレーーー
ドドド

アップグレード用の公式リリースノートは http://www.debian.org/releases/
stable/releasenotes お よ び http://www.debian.org/releases/testing/
releasenotes (作業中) にあります。

stable, testing,又は unstableディストリビューションにシステムをアップグレードす
るには、次に示す数段階の手順を踏むことが必要となるかもしれません。

• Woodyへのアップグレード (システムがWoodyより前の場合)

• stableへのアップグレード

• testingへのアップグレード

• unstableへのアップグレード

Debianは中間のリリースを飛ばしたアップグレードをサポートしていません。

5.1 PotatoかかからららWoodyへへへのののアアアッッップププグググレレレーーードドド

この手順は Potatoの APTが現在の apt_preferences(5)マニュアルページに記述されて
いる全ての機能をサポートしていないために分けて記述されています。

/etc/apt/sources.list に stable ソースだけを 含めた後に、次を実行することによ
り、stable版に必要な APTと主要パッケージをアップグレードします。

# apt-get update
# apt-get install libc6 perl libdb2 debconf
# apt-get install apt apt-utils dselect dpkg

http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
http://www.debian.org/releases/testing/releasenotes
http://www.debian.org/releases/testing/releasenotes
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次にシステムの残りの部分をWoodyにアップグレードします。

# apt-get upgrade
# apt-get dist-upgrade

5.2 アアアッッップププグググレレレーーードドドののの準準準備備備

ネットワーク経由でパッケージを取得することにより、あるディストリビューションから他
のディストリビューションにアップグレードすることができます。アップグレード作業は次
のように行います。

まず stable用のリポジトリのクリーンなリストを取得します。

# cd /etc/apt
# cp -f sources.list sources.list.old
# :>sources.list
# apt-setup noprobe

testing にアップグレードしたい場合、この新しいリストに testing ソースを追加しま
す。 unstableにアップグレードしたい場合には、 unstableソースも追加します。

# cd /etc/apt
# grep -e "^deb " sources.list >srcs
# :>sources.list
# cp -f srcs sources.list
# sed -e "s/stable/testing/" srcs >>sources.list
# sed -e "s/stable/unstable/" srcs >>sources.list
# apt-get update
# apt-get install apt apt-utils

/etc/apt/sources.list と /etc/apt/preferences のチューニング技術については
‘Debianパッケージ管理の基礎’ on page 80をご覧ください。

5.3 アアアッッップププグググレレレーーードドド

上記に示したように /etc/apt/sources.list と /etc/apt/preferences を適切に設
定した後、システムの アップグレードを開始できます。

しかしながら、Debianの testingディストリビューションを追いかけることには、更新
されたパッケージはまず unstableにアップロードされ、後で testingに移って来るため
に、セキュリティ修正を含むパッケージのインストールが遅れるという副作用がありえる
ということに注意してください。

基本的なことは ‘Debianパッケージ管理’ on page 79をご覧ください。そして、問題に直面
した場合は ‘APTアップグレードのトラブルシュート’ on page 86をご覧ください。
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5.3.1 dselectををを使使使用用用すすするるる

システムに -devパッケージなどを含む多くのパッケージが存在する場合、 dselectを使
用した次のような手段を用いたきめの細かいパッケージ制御がお薦めです。

# dselect update # アップグレード前には常にこれを実行する
# dselect select # 追加パッケージを選択する

dselectを起動した時、現在の全パッケージが選択されています。 Depend, Suggest,そし
て Recommends に基づく 追加パッケージがある場合、dselect が入力を促すかもしれせ
ん。パッケージを追加したくない場合は、ただ Qを押せば、 dselectは再び終了します。

# dselect install

dselectの install作業中、パッケージの設定に関する質問にいくつか答える必要があるで
しょう。ですから、この過程のために時間とノートを用意しておきましょう。‘dselect’ on
page 82をご覧ください。

dselectを使用してください。常常常ににに動動動作作作しししままますすす :)

5.3.2 apt-getををを使使使用用用すすするるる

# apt-get update
# apt-get -t stable upgrade
# apt-get -t stable dist-upgrade
# apt-get -t testing upgrade
# apt-get -t testing dist-upgrade
# apt-get -t unstable upgrade
# apt-get -t unstable dist-upgrade

いったんシステムが Sargeまで到達したら、apt-getの代わりに aptitudeを使うことを
お薦めします。 (aptitudeは上に示したものを含めた apt-getが受け取るオプションの
多くを受け取ります。)

アップグレードを行い、現在の dselect設定を保持するには、次を実行します。

# apt-get dselect-upgrade

‘パッケージの依存性’ on page 16をご覧下さい。
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章章章 6

Debianパパパッッッケケケーーージジジ管管管理理理

現在 aptitudeは APTのコンソール版のフロントエンドとみなされています。過去にイン
ストールしたパッケージと依存性を通じて引っ張って来たパッケージを故意に記憶していま
す。故意にインストールしたパッケージによりもはや必要とされなくなった場合、後者の
タイプのパッケージは aptitudeにより自動的に削除されます。先進的なパッケージフィ
ルタ機能を持ちますが、設定するのは難しいでしょう。

現在 synapticは APTの Gtk版 GUIフロントエンドとみなされています。 aptitudeよ
りも設定しやすいパッケージフィルタ機能を持ちます。 又、Debian Package Tags (http:
//debtags.alioth.debian.org/)を実験的にサポートしています。

Debian のリポジトリへのネットワーク負荷を低減し、ダウンロードを 高速化するために
は、パッケージを Debianのミラーサイトからダウンロードすべきです。

ローカルネットワーク内の複数のマシンに同じパッケージをインストールする必要がある場
合、APTを通じたパッケージのダウンロードのために squidを使ってローカルの HTTPプ
ロキシを立ち上げることができます。必要ならば、http_proxy環境変数を設定したり、
/etc/apt/apt.confに http値を設定してください。

apt_preferences(5)に記載された pin機能は強力ですが、その影響について理解や管理
がしずらい場合があります。これを先進的な機能とみなすべきです。

‘chroot’ on page 126に記載された手法を用いることは、システムの安定性と最新版のソフ
トウエアへのアクセスの両方を確保できるために、望ましい手法です。

本章はWoody以後のシステムに準拠していますが。いくつかの機能は Sarge以後であるこ
とを要求するかもしれません。

6.1 イイインンントトトロロロダダダクククシシショョョンンン

もし全てのデベロッパー向けのドキュメンテーションを読むのが辛いなら、本章をまず読
み、Debianの testing/unstableによるフルパワーを楽しみ始めてください :-)

http://debtags.alioth.debian.org/
http://debtags.alioth.debian.org/
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6.1.1 主主主要要要なななパパパッッッケケケーーージジジ管管管理理理ツツツーーールルル

dpkg - Debian パッケージファイルインストーラ
apt-get - APT のコマンドラインフロントエンド
aptitude - APT の先進的なコンソール版コマンドラインフロントエンド
synaptic - APT の Gtk GUI フロントエンド
dselect - メニュドリブンなパッケージマネージャ
tasksel - タスクインストーラ

これらはお互いに置き換わるものではありません。例えば、dselectは APTも dpkgも使
用しています。

APTは取得可能なパッケージを追跡するために /var/lib/apt/lists/*を使いますが、
dpkg は /var/lib/dpkg/available を使います。 aptitude や他の APT のフロント
エンドを使ってパッケージを インストールしてきて、インストールに dselect を使い
たい場合、まず 最初にすべきことは dselect のメニュから [U]pdate を選択する (又は
“dselect update”を起動する)ことです。

apt-getは自動的にインストールを要求したパッケージに Dependsするパッケージをイン
ストールします。インストールを要求したパッケージに単に Recommendsや Suggestsする
パッケージはインストールしません。

一方、aptitude はインストールを要求したパッケージに Recommends や Suggests する
パッケージをインストールするように設定できます。

dselectは選択したパッケージが Recommendsや Suggestsするパッケージのリストをユー
ザに提供し、それらを個別にインストールするかどうかを選択できます。 ‘パッケージの依
存性’ on page 16参照。

6.1.2 便便便利利利なななツツツーーールルル

dpkg-reconfigure - 既にインストールしたパッケージを再設定する
(debconf を使っている場合)

dpkg-source - source パッケージファイルを管理する
dpkg-buildpackage - パッケージファイルの構築を自動化する
apt-cache - ローカルキャッシュにあるパッケージアーカイブをチェック

する

6.2 Debianパパパッッッケケケーーージジジ管管管理理理ののの基基基礎礎礎

‘アップグレードの準備’ on page 76 に記述されているように sources.list を設定しま
しょう。 1 ‘Debian システムインストールのヒント’ on page 27, ‘stable, testing, 又は

1testingや unstableを追いかけている場合、 /etc/apt/sources.listや /etc/apt/preferences
から stable への参照を削除できます。その理由は testing が stable のコピーとして始まっているからで
す。
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unstableディストリビューションへのアップグレード’ on page 75,や ‘緊急用エディタ’ on
page 208でも言及しています。

6.2.1 taskのののイイインンンススストトトーーールルル

特定の使用目的で Debianシステムに入れ込むために要求される主要なパッケージ群をイン
ストールできます。これらのパッケージ群は “task”と呼ばれます。

最初のインストール時に taskをインストールする最も単純な方法は taskselを使用するこ
とです。使用前に

dselect update

を起動させる必要があることに注意してください。

aptitudeも taskをインストールでき、この目的に用いるために推奨できるツールです。
インストールの手順に進む前に task 内の個別のパッケージを削除 することを可能としま
す。

6.2.2 aptitude

aptitude は dselect に似たメニュドリブンな新しい パッケージインストーラです
が、APT の上に 1 から構築されています。 apt-get の代わりのコマンドラインコマン
ドとしても使えます。 aptitude(1) と /usr/share/doc/aptitude/README をご覧く
ださい。

いったん aptitudeを使いはじめたら、他のパッケージをインストールする手段を用いず
に使い続けるのが良いでしょう。そうでないと意図してインストールしたパッケージを追跡
するという aptitudeの利点を失ってしまいます。

aptitudeはフルスクリーンモードで通常小文字の 1文字の キーコマンドを受け付けます。
言及しておくべきキーストロークをいくつか示します。

キーストローク アクション
F10 メニュ
? キーストロークヘルプを表示
u パッケージアーカイブ情報を更新
+ パッケージをアップグレードするか新たにインストールするとして

マークする
- パッケージを削除するとしてマークする (設定はそのまま)
_ パッケージを purge するとしてマークする (設定も削除)
= パッケージを hold する
U 全てのアップグレード可能なパッケージをアップグレードするとし

てマークする
g 選択パッケージのダウンロードおよびインストール
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q 現在のスクリーンを終了し、変更点を保存する
x 現在のスクリーンを終了し、変更点を無視する
Enter パッケージの情報を閲覧
C パッケージの変更履歴を閲覧
l 表示されたパッケージの制限を変更
/ 単語検索
\ 最後の検索を繰り返す

apt-get のように、aptitude は選択したパッケージが Depends するパッケージをイン
ストールできます。aptitude も インストールされるパッケージが Recommends したり
Suggestsするパッケージを引っ張って来るようなオプションを提供します。メニュで F10
-> Options -> Dependency handlingを選択することにより、標準の挙動を変更でき
ます。

aptitudeの他の利点には次があります。
• aptitudeはパッケージの全バージョンにアクセスできます。
• aptitudeは /var/log/aptitudeに行動を全て記録しています。
• aptitudeは “Obsolete and Locally Created Packages”の下にリストすることにより、
時代遅れのソフトウェアを追跡するのを簡単にします。

• aptitude には特定のパッケージを検索したりパッケージ表示を 制限するためのか
なり力強いシステムが含まれます。muttに親しんだユーザは、muttから expression
syntax の着想を取り込んだので、すぐに使える ようになるでしょう。 /usr/share
/doc/aptitude/READMEの “SEARCHING, LIMITING, AND EXPRESSIONS”をご覧
下さい。

• aptitudeはフルスクリーンモードでは suの機能が組み込んであり、本当に管理者
権限が必要となるまでは通常のユーザから起動できます。

6.2.3 dselect

Potato を含む stable リリースまでは、dselect は主要なパッケージ管理ツールでした。
Sargeでは、aptitudeを代わりに使うことを考慮すべきです。

dselectを起動すると、自動的に “Required”, “Important”,および “Standard”パッケージ
の全てを選択します。

dselectはいくらか奇妙なユーザインターフェースを持ちます。ほとんどの人は慣れます
が、4個のコマンドがあります。 (大文字は大文字で入力することを示します!)

キーストローク アクション
Q 終了。現在の選択を認め、とにかく終了する。

(依存性を上書きする)
R 戻る! 悪気はありません。
D しまった! dselect が考えていることは分かりません。
U 全てを推奨される状態にセットする。

Dや Qにより、リスクを負って衝突した選択を選ぶことができます。これらのコマンドを注
意深く扱ってください。
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雑音を減らすために、 “expert”オプションを含む行を /etc/dpkg/dselect.cfgに追加し
てください。

あなたのマシンでは dselectの動きが遅い場合、インストールしたいパッケージを決定す
るために他の (高速な)マシンで dselectを起動して、実際にインストールするためには低
速なマシンで apt-get installを使うことを考えた方が良いかもしれません。

6.2.4 APTををを用用用いいいてててデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンンををを追追追いいいかかかけけけるるる

testingディストリビューションの変更を追いかけることには、セキュリティ修正を含む
パッケージのインストールが遅れるという副作用がありうることに注意してください。そ
のようなパッケージはまず unstableにアップロードされ、遅れて testingに移動してき
ます。

例えば、unstableから選択したパッケージをインストールしながら testingを追いかけ
ることを許可するようなより複雑な例については apt_preferences(5)をご覧ください。

他 の パ ッ ケ ー ジ を 追 い か け な が ら 特 定 の バ ー ジ ョ ン で あ る パ ッ ケ ー
ジ を ロ ッ ク す る 例 に つ い て は 、examples subdirectory (http://www.debian.
org/doc/manuals/debian-reference/examples/) に preferences.testing や
preferences.unstableとして得られます。

ディストリビューションを混在させる、すなわち stable と testing を一緒にしたり、
stableと unstableを一緒にすると、結果的には testingや unstableから libc6の
ような主要なパッケージを引っ張って来てしまうでしょう。これらにはバグが含まれていな
いと保証できません。警告しておきます。

もう一つの例として、preferences.stableは全てのパッケージの stableへのダウング
レードを強制します。

新しいリリースの packageを古いリリースのものにダウングレードすることは Debianで
は公式にサポートされていません。しかしながら、新しいバージョンがうまく動かないの
で、うまく動くバージョンのパッケージを再インストールする目的で特定のパッケージを
ダウングレードする必要があることが判明するかもしれません。これらの以前インストー
ルしていたパッケージファイルはローカルの /var/cache/apt/archives/又はリモート
では http://snapshot.debian.net/に見つかるかもしれません。 ‘dpkgを用いたレス
キュー’ on page 86もご覧下さい。

新しいリリースの デデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンンを古いリリースのものにダウングレードするこ
とも Debianでは公式にサポートされていませんし、問題を引き起こすでしょう。しかしな
がら、絶望に駆られた場合に最後の手段として試す価値はあるかもしれません。

6.2.5 aptitude, apt-getととと apt-cacheコココマママンンンドドド

上の例に記述されているように、testingを追いかける間、次のコマンドを用いてシステ
ムを管理できます。

• aptitude update (又は apt-get update)

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://snapshot.debian.net/
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この作業により、リポジトリで利用可能なパッケージリストが更新されます。

• aptitude upgrade (又は apt-get upgrade又は aptitude dist-upgrade又は
apt-get dist-upgrade)

これらのコマンドにより、testingディストリビューションを追いかけます—システ
ム上のパッケージをそれぞれアップグレードし、その後インストールパッケージが依
存するパッケージを testingディストリビューションからのバージョンをインストー
ルします。 2

• apt-get dselect-upgrade

これは testingディストリビューションを追いかけます。—システムの各パッケージ
を dselectの選択に従って更新します。

• aptitude install package/unstable

unstableディストリビューションから packageをインストールし、testingディス
トリビューションから依存するパッケージをインストールします。

• aptitude install -t unstable package

unstable の Pin-Priority を 990 にセットすることにより、 unstable ディストリ
ビューションから packageをインストールし、unstableディストリビューションから
このパッケージに依存するパッケージをインストールします。

• apt-cache policy foo bar ...

これは foo bar . . . パッケージのステータスをチェックします。

• aptitude show foo bar ... | less (又は apt-cache show foo bar ...
| less)

パッケージ foo bar . . . に関する情報をチェックします。

• aptitude install foo=2.2.4-1

fooパッケージの特定のバージョン 2.2.4-1をインストールします。

• aptitude install foo bar-

fooパッケージをインストールし、barパッケージを削除します。

• aptitude remove bar

barパッケージを削除しますが、設定ファイルは削除しません。

• aptitude purge bar

全ての設定ファイルと一緒に barパッケージを削除します。

2upgradeと dist-upgradeの違いは、新しいバージョンと古いバージョンのパッケージに依存関係の違
いが見られる場合にのみ現れます。 詳細は apt-get(8) をご覧下さい。 aptitude upgrade と aptitude
dist-upgradeはコマンドラインモードで aptitudeを起動します。 eキーを押してこれらをフルスクリーン
モードに切替えられます。
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上の例では、apt-getに -uオプションを与えるとアップグレードされる全てのパッケージ
のリストを表示し、次に取る行動をユーザに促します。次の例は apt-getが常にこの動作
を取るようにします。 aptitudeは、この動作をデフォルトで実施します。

$ cat >> /etc/apt/apt.conf << .
// Always show packages to be upgraded (-u)
APT::Get::Show-Upgraded "true";
.

実際にインストール、削除などをあらゆるパッケージに対して行わずに同様の行動を取るに
は、--no-actを使用してください。

6.3 Debianででで生生生ききき残残残るるるたたためめめのののコココマママンンンドドド

本章の知識により、永永永遠遠遠ののの upgrade生活をすごせます。 :)

6.3.1 Debianのののバババグググをををチチチェェェッッックククししし、、、助助助けけけををを求求求めめめるるる

特定のパッケージに関する問題に直面している場合、助けを求めたり、バグレポートを出す
前にこれらのサイトをチェックしましょう。 (lynx, links,および w3mは同じように機能
します)。

$ lynx http://bugs.debian.org/
$ lynx http://bugs.debian.org/package-name # パッケージ名を知っている

場合
$ lynx http://bugs.debian.org/bugnumber # バグ番号を知っている場

合

“site:debian.org”を含む検索語により Google (www.google.com)を検索してみてください。

疑問がある場合は、良質のマニュアルを読んでください。CDPATHを次のように設定してく
ださい。

export CDPATH=.:/usr/local:/usr/share/doc

そして次を実行してください。

$ cd packagename
$ pager README.Debian # 存在する場合
$ mc

さらなるサポートリソースを ‘Debianのサポート’ on page 247に挙げます。
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6.3.2 APTアアアッッップププグググレレレーーードドドのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーートトト

パッケージの依存性問題は ‘アップグレード’ on page 76に記述したように unstable又は
testingにアップグレードする場合に発生する可能性があります。ほとんどの場合、これ
はそのパッケージがまだ得られないパッケージに Dependsしているためです。これらの問
題は次の手順を用いて解決できます。

# aptitude dist-upgrade

これが動かない場合、問題が解決するまで次のコマンドを繰り返し実行してください。

# aptitude -f upgrade # エラーが起きても upgradeを続ける
... 又は
# aptitude -f dist-upgrade # エラーが起きても dist-upgrade を続ける

時 々 本 当 に 壊 れ た ア ッ プ グ レ ー ド ス ク リ プ ト に よ り 持 続 的 な 問 題 を 起
こすことがあります。この種の状況を解決するには、/var/lib/dpkg/info
/packagename.{post,pre}{inst,rm} スクリプトを調べ、次を実行するのがよいで
しょう。

# dpkg --configure -a # 部分的にインストールされたパッケージを全て設定

スクリプトに設定ファイルが無いと言っている場合、対応する設定ファイルに対して /etc/
を調べてください。.new (又は同種の) 拡張子を持つファイルが存在する場合、mvして拡張
子を削除してください。

パッケージの依存性問題は unstable又は testingにインストールする場合に発生する場
合があります。依存性を迂回する手段があります。

# aptitude -f install package # 壊れた依存性を上書きする

これらの状況を修正するための代替手段として、equivs パッケージを使えます。 /usr
/share/doc/equivs/README.Debian と ‘equivs パッケージ’ on page 96 をご覧くださ
い。

6.3.3 dpkgををを用用用いいいたたたレレレスススキキキュュューーー

APTを用いて行き詰まった場合、Debianのミラーからパッケージをダウンロードし、dpkg
を用いてインストールできます。 ネットワークにアクセスできない場合、/var/cache
/apt/archives/にあるパッケージファイルのキャッシュを探せます。

# dpkg -i fetchmail_6.2.5-4_i386.deb

依存性の衝突によりこのようにパッケージをインストールするのを失敗してしまい、 本
当のそのパッケージをインストールする必要がある場合、 dpkg の --ignore-depends,
--force-depends, や他のオプションを用いて依存性のチェックを上書きすることができ
ます。詳細は dpkg(8)をご覧下さい。
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6.3.4 パパパッッッケケケーーージジジ選選選択択択デデデーーータタタののの回回回復復復

/var/lib/dpkg/statusがなんらかの理由で壊れた場合、 Debianシステムはパッケージ
選択データを失い、ひどく苦しみます。 /var/lib/dpkg/status-oldや/var/backups
/dpkg.status.*にある古い /var/lib/dpkg/statusファイルを探してください。

このディレクトリが多くの重要なシステムデータを含んでいるので、別のパーティションに
/var/backups/を保持するのは良い考えです。

古い /var/lib/dpkg/statusファイルが得られない場合、まだ /usr/share/doc/にあ
るディレクトリからの情報で回復できます。

# ls /usr/share/doc | \
grep -v [A-Z] | \
grep -v ’^texmf$’ | \
grep -v ’^debian$’ | \
awk ’{print $1 " install"}’ | \
dpkg --set-selections

# dselect --expert # システムを再インストールし、必要ない物を除外する

6.3.5 /varのののクククラララッッッシシシュュュ後後後のののシシシススステテテムムム回回回復復復

/varディレクトリはメールなどの定期的に更新されるデータを含むので、汚染されやすく
なっています。このディレクトリを別のパーティションに分けることにより、リスクを限定
できます。故障が発生した場合、 /varディレクトリを再構築して Debianシステムを回復
する必要があるかもしれません。

最小限 Debian が機能する /var ディレクトリの基幹部分を同一又は古い Debian バージョ
ンから、例えば var.tar.gz(http://people.debian.org/~osamu/pub/)などを取得
し、壊れたシステムの rootディレクトリに置きます。そして

# cd /
# mv var var-old # 役に立つ内容が残っている場合
# tar xvzf var.tar.gz # Woody の基幹ファイルを使用
# aptitude # 又は dselect

を実行します。これによりシステムが機能するようになるはずです。 ‘パッケージ選択デー
タの回復’ on page 87に記述している技術を用いてパッケージ選択データの回復をはかどら
せることができます。 ([FIXME]:本手順はさらなる検証が必要。)

6.3.6 ブブブーーートトト不不不能能能なななシシシススステテテムムムにににパパパッッッケケケーーージジジをををイイインンンススストトトーーールルル

Debianレスキューフロッピ/CD又はマルチブート Linuxシステム上の別の パーティション
を用いて Linuxをブートしてください。 ‘システムをブートする’ on page 103参照。ブート
不可能なシステムを /targetにマウントし、dpkgの chrootインストールモードを使用し
ます。

http: / /people.debian.org /~osamu /pub /
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# dpkg --root /target -i packagefile.deb

そして設定を行い、問題を修正します。

ところで、liloが壊れてブート不能になった場合、標準の Debianレスキューディスクを用
いてブートできます。 Linuxをインストールしてある rootパーティションを /dev/hda12
と仮定し、ランレベル 3 で起動したいとすると、lilo のプロンプトで次を 入力してくださ
い。

boot: rescue root=/dev/hda12 3

こうしてフロッピディスク上の kernelを用いてほぼ完全に機能するシステムにブートでき
ます。(kernelの機能やモジュールがないことによる些細な不都合が存在するかもしれませ
ん。)

6.3.7 dpkgコココマママンンンドドドががが壊壊壊れれれたたた場場場合合合どどどうううすすするるるかかか

dpkgが壊れると .debファイルがインストール不能になります。次の手順によりこのよう
な状況からの回復の助けになります。(第 1行の “links”を好みのブラウザコマンドに置き換
えてください。)

$ links http://http.us.debian.org/debian/pool/main/d/dpkg/
... 良好な dpkg_version_arch.deb をダウンロード

$ su
password: *****
# ar x dpkg_version_arch.deb
# mv data.tar.gz /data.tar.gz
# cd /
# tar xzfv data.tar.gz

i386に対しては、http://packages.debian.org/dpkgが URLとしても使われます。

6.4 Debian涅涅涅槃槃槃コココマママンンンドドド

これらのコマンドを愉愉愉しししむむむと、永遠のアップグレード地獄から救い出し、Debianの 涅涅涅槃槃槃
に導くことができます。:)

6.4.1 フフファァァイイイルルルににに関関関すすするるる情情情報報報

ある特定のファイル名のパターンがどのインストール済みパッケージに所属するかを見つけ
るには以下を実行します：
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$ dpkg {-S|--search} pattern

もしくは同様のことを Debianアーカイブ中で見付けるには以下を実行します：

$ wget http://ftp.us.debian.org/debian/dists/sarge/Contents-i386.gz
$ zgrep -e pattern Contents-i386.gz

もしくは特別なパッケージコマンドを使います。

# aptitude install dlocate
$ dlocate filename # dpkg -L と dpkg -S の高速な代替品
...
# aptitude install auto-apt # オンデマンドのパッケージインストールツール
# auto-apt update # autp-apt 用の db ファイルを作成
$ auto-apt search pattern
# インストールされているかに係わらず、全パッケージをパターン検索

6.4.2 パパパッッッケケケーーージジジ情情情報報報

パッケージアーカイブから情報を検索し、表示します。 /etc/apt/sources.listを編集
して APTが適切なアーカイブを指すようにしてください。 testing又は unstableにあ
るパッケージが現在インストールしているパッケージに対してどうなっているかを知るに
は、 apt-cache policyを使うのが良いでしょう。

# apt-get check # キャッシュを更新し、壊れたパッケージをチェック
$ apt-cache search pattern # テキストの説明からパッケージ検索
$ apt-cache policy package # パッケージの priority/dist 情報を表示
$ apt-cache show -a package # 全 dists のパッケージ説明を表示
$ apt-cache showsrc package # マッチしたソースパッケージの説明を表示
$ apt-cache showpkg package # パッケージのデバッグ情報を表示
# dpkg --audit|-C # 部分的にインストールされたパッケージを検索
$ dpkg {-s|--status} package ... # インストール済みのパッケージの説明を

表示
$ dpkg -l package ... # インストール済みパッケージのステータスを表

示 (1行毎)
$ dpkg -L package ... # 指定したパッケージに含まれるファイル名リストを

表示

apt-cache showrcはWoodyリリースではドキュメント化されていませんが、使えます :)

また、次に挙げるファイルからもパッケージ情報を検索できます(これらを見るのに mc を
使っています)。

/var/lib/apt/lists/*
/var/lib/dpkg/available
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次のファイルを比較すると、最後のインストールセッションで何が起きたかが正確に分かり
ます。

/var/lib/dpkg/status
/var/backups/dpkg.status*

6.4.3 APTににによよよりりりキキキーーーボボボーーードドドににに触触触らららずずずにににイイインンンススストトトーーールルル

キーボードに触らずにインストールするには、次の行を /etc/apt/apt.confに追加して
ください。

Dpkg::Options {"--force-confold";}

これは aptitude -y install packagenameを起動するのと同じことです。これは全プ
ロンプトについて自動的に “yes”で答えるので、問題が発生するかもしれません。ゆえに慎
重にこのトリックを使ってください。 apt.conf(5)および dpkg(1)をご覧ください。

‘インストール済みパッケージの再設定’ on page 90に従い、特定のパッケージを後で設定す
ることもできます。

6.4.4 イイインンンススストトトーーールルル済済済みみみパパパッッッケケケーーージジジののの再再再設設設定定定

次のコマンドを使ってインストール済みパッケージの再設定を行います。

# dpkg-reconfigure --priority=medium package [...]
# dpkg-reconfigure --all # 全パッケージの再設定
# dpkg-reconfigure locales # 特別なロケールの生成
# dpkg-reconfigure --p=low xserver-xfree86 # X サーバの再設定

debconfダイアログモードが永続的に必要な場合は、 debconfを再設定してください。

特別な設定スクリプトを持つプログラムがいくつかあります。 3

apt-setup - /etc/apt/sources.list の生成
install-mbr - Master Boot Record manager のインストール
tzconfig - ローカル time zoneゾーンの設定
gpmconfig - gpm マウスデーモンの設定
eximconfig - Exim (MTA) の設定
texconfig - teTeX の設定
apacheconfig - Apache (httpd) の設定
cvsconfig - CVS の設定

3いくつかの *config スクリプトは新しい Sarge リリースでは 消えており、パッケージの設定機能は
debconfに移動しています。
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sndconfig - サウンドシステムの設定
...
update-alternatives - 標準のコマンドの設定、例えば vim を vi に設定
update-rc.d - System-V init スクリプトマネージャ
update-menus - Debian menu システム
...

6.4.5 パパパッッッケケケーーージジジののの削削削除除除及及及びびびパパパーーージジジ

設定ファイルを維持したままパッケージを削除します。

# aptitude remove package ...
# dpkg --remove package ...

設定ファイルを含め、パッケージを削除します。

# aptitude purge package ...
# dpkg --purge package ...

6.4.6 古古古いいいパパパッッッケケケーーージジジををを holdすすするるる

例えば、libc6 と libc6-dev を dselect および aptitude install package に対し
て holdするには、次を実行します。

# echo -e "libc6 hold\nlibc6-dev hold" | dpkg --set-selections

aptitude install packageはこの “hold”により隠されません。 aptitude upgrade
package 又は aptitude dist-upgrade に対する自動ダウングレードの強行から パッ
ケージを holdするには、 /etc/apt/preferencesに次の行を追加してください。

Package: libc6
Pin: release a=stable
Pin-Priority: 2000

ここで、 “Package:” エントリは “libc6*”のようなエントリを使えません。glibcソー
スパッケージに同期したバージョンの全バイナリパッケージを holdする必要がある場合、
それらのパッケージを明示的に挙げる必要があります。

次のコマンドにより holdされたパッケージのリストを表示できます。

dpkg --get-selections "*"|grep -e "hold$"
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6.4.7 stable/testing/unstableシシシススステテテムムムののの混混混在在在

apt-show-versions により、特定のディストリビューションによる パッケージのバー
ジョンをリストできます。

$ apt-show-versions | fgrep /testing | wc
... testing からのパッケージ数をカウント
$ apt-show-versions -u
... アップグレード可能なパッケージ数
$ aptitude install ‘apt-show-versions -u -b | fgrep /unstable‘
... 全ての unstable パッケージを最新バージョンにアップグレード

6.4.8 キキキャャャッッッシシシュュュささされれれたたたパパパッッッケケケーーージジジフフファァァイイイルルルををを取取取りりり除除除くくく

APT でパッケージをインストールすると、キャッシュされたパッケージファイルが /var
/cache/apt/archivesに残されるので、これらを消す必要があります。

# apt-get autoclean # 必要ないパッケージファイルのみ削除
# apt-get clean # キャッシュされたパッケージファイル全てを削除

6.4.9 シシシススステテテムムム設設設定定定ののの記記記録録録/コココピピピーーー

パッケージ選択ステータスのローカルコピーを取るには、次を実行します。

# debconf-get-selections > debconfsel.txt
# dpkg --get-selections "*" >myselections # 又は \* を使用

“*”により、myselectionsが “purge”用のパッケージエントリにも含まれるようになり
ます。

このファイルを他のコンピュータに転送し、これを用いてインストール可能です。

# dselect update
# debconf-set-selections < debconfsel.txt
# dpkg --set-selections <myselections
# apt-get -u dselect-upgrade # 又は dselect install

6.4.10 stableシシシススステテテムムムへへへのののパパパッッッケケケーーージジジ移移移植植植

stable システムの部分的なアップグレードのためには、ソースパッケージを 用いて
stable環境でパッケージを再構築するのが望ましいです。パッケージ再構築により、依存
性による強引なパッケージアップグレードを避けることができます。まず、次のエントリを
/etc/apt/sources.listに追加します。



章 6. Debianパッケージ管理 93

deb-src http://http.us.debian.org/debian testing \
main contrib non-free

deb-src http://http.us.debian.org/debian unstable \
main contrib non-free

ここで、deb-srcに対する各エントリは印刷時の制限のために 2行に分割されていますが、
実際の sources.listは 1行としてください。

そしてソースを取得し、ローカルパッケージを作成します。

$ apt-get update # ソースパッケージの検索リストを更新
$ apt-get source package
$ dpkg-source -x package.dsc
$ cd package-version
... 要求されたパッケージを検査 (.dsc ファイル中の Build-depends) し、

それらもインストールする。"fakeroot" パッケージも必要。

$ dpkg-buildpackage -rfakeroot

...又は (サイン無し)
$ dpkg-buildpackage -rfakeroot -us -uc #必要ならば後で "debsign" を使

用

...そしてインストール
$ su -c "dpkg -i packagefile.deb"

普通、パッケージの依存性を満たすために “-dev” サフィックスが付く 2, 3個の パッケー
ジをインストールする必要があります。debsign は devscripts パッケージにありま
す。auto-aptを使うと、依存性を簡単に満足させられるかもしれません。fakerootを使
うと、rootアカウントの不必要な使用を避けられます。

Woodyでは、依存性の問題は単純にできます。例えば、ソースのみの pineパッケージを
コンパイルするには、

# apt-get build-dep pine
# apt-get source -b pine

だけです。

6.4.11 ロロローーーカカカルルルパパパッッッケケケーーージジジのののアアアーーーカカカイイイブブブ

APTと dselectシステムとの互換性を持つローカルパッケージの アーカイブを作成するに
は、Packagesを作成し、特定のディレクトリツリーに置く必要があります。

公式の Debianアーカイブと同様のローカル debリポジトリを次のように作成できます。
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# aptitude install dpkg-dev
# cd /usr/local
# install -d pool # 真のパッケージはここに置きます
# install -d dists/unstable/main/binary-i386
# ls -1 pool | sed ’s/_.*$/ priority section/’ | uniq > override
# editor override # priority と section を調整
# dpkg-scanpackages pool override /usr/local/ \

> dists/unstable/main/binary-i386/Packages
# cat > dists/unstable/main/Release << EOF
Archive: unstable
Version: 3.0
Component: main
Origin: Local
Label: Local
Architecture: i386
EOF
# echo "deb file:/usr/local unstable main" \

>> /etc/apt/sources.list

代わりに、手早いけど汚いローカル debリポジトリを次のように作れます。

# aptitude install dpkg-dev
# mkdir /usr/local/debian
# mv /some/where/package.deb /usr/local/debian
# dpkg-scanpackages /usr/local/debian /dev/null | \
gzip - > /usr/local/debian/Packages.gz

# echo "deb file:/usr/local/debian ./" >> /etc/apt/sources.list

HTTP や FTP メソッドによりディレクトリへのアクセス手段を供給し、 /etc/apt
/sources.list にエントリを追加することにより、 これらのアーカイブへのリモート
からのアクセスを可能にします。

6.4.12 alienバババイイイナナナリリリパパパッッッケケケーーージジジへへへののの変変変換換換又又又はははイイインンンススストトトーーールルル

alienは Red Hat rpm形式、Stampede slp形式、Slackware tgz形式、そして Solaris pkg
形式で供給されるバイナリパッケージを Debian debパッケージ形式に変換することを可能
とします。他の Linuxディストリビューションからのパッケージをシステムにインストー
ルしているディストリビューションで使いたい場合、 alienを使って使用中のディストリ
ビューションのパッケージフォーマットに変換し、インストールできます。alienは LSB
パッケージもサポートします。

6.4.13 自自自動動動でででコココマママンンンドドドをををイイインンンススストトトーーールルルすすするるる

auto-aptはオンデマンドのパッケージインストールツールです。
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$ sudo auto-apt update
... データベースを更新
$ auto-apt -x -y run
Entering auto-apt mode: /bin/bash
Exit the command to leave auto-apt mode.
$ less /usr/share/doc/med-bio/copyright # 存在しないファイルにアクセス

する
... このファイルを供給するパッケージをインストールする
... 依存するパッケージもインストールする

6.4.14 イイインンンススストトトーーールルルささされれれたたたパパパッッッケケケーーージジジフフファァァイイイルルルををを検検検証証証すすするるる

debsumsはMD5チェックサムを用いてインストールされたパッケージファイルの検証がで
きます。いくつかのパッケージはMD5チェックサムを得られません。システム管理者が可
能な一時的な修正はこのようなものです。

# cat >>/etc/apt/apt.conf.d/90debsums
DPkg::Post-Install-Pkgs {"xargs /usr/bin/debsums -sg";};
^D

Joerg Wendland <joergland@debian.org>からのメールによる (未検証)。

6.4.15 最最最適適適化化化ささされれれたたた sources.list

簡単に言うと、最適化された sources.listを作成するための手の込んだ努力は USAに住
んでいる私にとってはあまり効果を生みませんでした。私は apt-setupを使って近くのサ
イトを手動で選びました。

apt-spy はレイテンシとバンド幅に基づいて自動で sources.list を作成します。
netselect-apt はより完全な sources.list を作成しますが、最適なミラーサイト を
選択する、より優れた方法 (ping時間の比較)を使用しています。

# aptitude install apt-spy
# cd /etc/apt ; mv sources.list sources.list.org
# apt-spy -d testing -l sources.apt

6.5 他他他ののの Debian独独独特特特ななな点点点

6.5.1 dpkg-divertコココマママンンンドドド

Diversions というファイルにより、dpkg は ファイルをインストールする時に本来意図し
ていた場所ではなく、 退退退避避避しししたたた 場所にインストールするようになります。 Diversions は
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Debianパッケージスクリプトで衝突が起こりうるファイルを移動させるために使うことが
できます。システム管理者はパッケージの設定ファイルや他のファイルを (conffilesとして
マークされていなければ) dpkgが新しいバージョンのパッケージをインストールする時に
それらのファイルを上書きしてしまわないようにするために diversionを使うことができま
す。 (‘ローカル設定の保存’ on page 13)参照.

# dpkg-divert [--add] filename # "diversion" を追加
# dpkg-divert --remove filename # "diversion" を削除

本当に必要でない限り、dpkg-divertを使わない方が通常は良いでしょう。

6.5.2 equivsパパパッッッケケケーーージジジ

ソースからプログラムをコンパイルした場合、最も良いのは本当のローカルな debian化し
たパッケージ (.deb)にすることです。 equivsを最後の手段として使います。

Package: equivs
Priority: extra
Section: admin
Description: Debian パッケージの依存関係を偽るためのパッケージ
これはダミーパッケージで、依存情報だけを含んだ Debian パッケージの
作成に使用することができます。

6.5.3 Alternativeコココマママンンンドドド

viコマンドが vimを起動するようにするには、 update-alternativesを使います。

# update-alternatives --display vi
...
# update-alternatives --config vi
Selection Command

-----------------------------------------------
1 /usr/bin/elvis-tiny
2 /usr/bin/vim

*+ 3 /usr/bin/nvi

default[*] を保つために Enter を打つか、selection 番号 2 をタイプしましょ
う。

Debian alternativesシステムのアイテムは /etc/alternatives/にシンボリックリンクと
して保持されています。
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好みの X Window 環境を設定するには、update-alternatives を /usr/bin
/x-session-manager と /usr/bin/x-window-manager に適用します。 詳細は、‘X
セッションのカスタマイズ’ on page 147を参照。

/bin/shは /bin/bash又は /bin/dashの直接のシンボリックリンクです。古い Bashism
で汚染されたスクリプトとの互換性のため、 /bin/bashを使う方が安全ですが、POSIX互
換性を強制するには、/bin/dashを使うのがより良い訓練となります。 2.4 Linux kernelに
アップグレードすると、/bin/shを /bin/dashにセットしがちです。

6.5.4 ララランンンレレレベベベルルルののの使使使いいい方方方

インストール直後は、ほとんどの Debianパッケージはサービスをランレベル 2から 5まで
起動するように設定します。これゆえに、カスタマイズされていない Debianシステムでは
ランレベル 2, 3, 4,と 5には何の違いがありません。Debianはローカルの管理者に任せてい
ます。 ‘ランレベルのカスタマイズ’ on page 22 に記述しているようにランレベルをカスタ
マイズすることをローカルの管理者に任せています。これは他の有名な GNU/Linuxディ
ストリビューションにより用いられているランレベルの方法とは異なります。ブートシー
ケンスの終わりで Xディスプレイマネージャが起動されないようにランレベル 2で xdmや
gdmを無効にしたい時が来るかもしれません。その時はランレベル 3から起動するように
変更できます。ランレベルについてのより詳しい情報は ‘ランレベル’ on page 21をご覧下さ
い。

6.5.5 デデデーーーモモモンンンサササーーービビビスススををを無無無効効効にににすすするるる

Debian開発者はシステムのセキュリティを深刻にとらえています。多くのデーモンサービ
スは最小のサービスと機能を有効にしてインストールされます。

デーモンサービス (Exim, DHCPなど)に疑いを持った場合、 ps auxを起動するか、/etc
/init.d/* や /etc/inetd.conf の内容を調べましょう。 また、/etc/hosts.deny (
‘PAMを用いたログイン制限’ on page 133参照 )も調べましょう。 pidofコマンドも役立ち
ます。 (pidof(8)参照)

最近の Debian において、標準では X11 は TCP/IP 経由の遠隔接続を 許可していません。
‘TCP/IP越しに Xを使う’ on page 150参照 SSHでの Xフォワードも無効にされています。
‘リモートの Xサーバに接続する – ssh’ on page 151参照
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章章章 7

Debianでででののの Linux kernel

Debianには独自の kernelと関連モジュールの再構築方法があります。 ‘Debianと kernel’ on
page 23をご覧ください。

7.1 Kernel (再再再)構構構築築築

最新の Linux kernelをコンパイルする場合、Debian unstableから、 gcc、binitulsと
module-init-toolsをインストールして使用すると役に立つかもしれません。公式の情
報を得るには、/usr/share/doc/kernel-package/README.gz、特に最後尾を ご覧く
ださい。

常に変更が発生しているので、kernelのコンパイルは最も称賛される開発者でさえも混乱を
招きかねない難しい事項です。
Manoj Srivastavaののの発発発言言言 --initrdは Debianのみ cramfsパッチを必要とする。
Herbert Xuののの発発発言言言 間違っている。CRAMFS 以外のファイルシステムを使うならば /etc

/mkinitrd/mkinitrd.confにMKIMAGEを必ず設定する必要がある。

注意して、常に Manoj と Kent による /usr/share/doc/kernel-package/README.gz
や http://kernel-handbook.alioth.debian.org/に頼ってください。最新版の ker-
nelをコンパイルしようとしている場合、最新の unstable版の kernel-packageパッケー
ジを確実にインストールしてください。

1台のマシンのためにしか kernelをコンパイルする必要がないなら、 initrdは必要ありま
せん。kernel-imageパッケージにより供給される kernelとほとんど同じにしたいため、私は
initrdを用います。もし initrdを使用するなら、initrd(8)と mkinitrd.conf(5)を
ご覧ください。

7.1.1 古古古典典典的的的ななな方方方法法法

オリジナルソースを以下から取得してください。
• Linux: http://www.kernel.org/

http://kernel-handbook.alioth.debian.org/
http://www.kernel.org/
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• pcmcia-cs: http://pcmcia-cs.sourceforge.net/
又は Debianでの 同等の kernel sourceを用いて次の手順を実行してください。

# cd /usr/src
# tar xfvz linux-whatever.tar.gz
# rm -rf linux
# ln -s linux-whatever linux
# tar xfvz pcmcia-cs-whatever.tar.gz
# ln -s pcmcia-cs-whatever pcmcia
# cd linux
# make menuconfig
... 設定を行う
# make dep
# make bzImage
... lilo / grub の設定 ...
... /usr/src/linux/arch/i386/boot/bzImage を boot に移動...
... /sbin/lilo 又は grub のための好みの方法を実行
# make modules; make modules_install
# cd ../pcmcia
# make config
# make all
# make install
... 必要なモジュール名を /etc/modules に追加
# shutdown -r now
... 新しい kernel を boot

7.1.2 Kernelヘヘヘッッッダダダ

ほとんどの “normal” なプログラムには kernel ヘッダは必要なく、実際直接 使用した場合
動かなくなるかもしれません。その代わり、glibc ををを構構構築築築すすするるるのののににに使使使っっったたた ヘッダに対し
てコンパイルすべきです。それらは Debian システムの /usr/include/linux と /usr
/include/asmにあるバージョンのものです。

それゆえ、いくつかの古びたドキュメントが推奨しているように /usr/include/linuxお
よび /usr/include/asmから /usr/src/linuxにあるディレクトリに symlinkを張らな
いでください。

カーネル特有のアプリケーションプログラムに特定の kernel ヘッダが 必必必要要要
ならば、include path が dir-of-particular-kernel-headers/include/linux と
dir-of-particular-kernel-headers/include/asmを指すように makefileを変更し
てください。

7.2 proc filesystemににによよよりりり Linux kernelをををチチチュュューーーニニニンンングググすすするるる

Linux kernelの挙動は、procファイルシステムを用いるとオンザフライで変更できます。

http://pcmcia-cs.sourceforge.net/
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/procファイルシステムを通して kernelパラメータを変更することに関する基本的な情報
は Linux sourceの Documentation/sysctl/*をご覧ください。

/etc/init.d/networking と ‘いくつかのウェブサイトにアクセスした時の奇妙な挙動’
on page 45には、 kernelパラメータの操作方法の例がいくつかあります。

通常、/etc/rcS.d/S30procps.sh から起動される /etc/init.d/procps.sh を用い
て /proc ファイルシステム経由でブート時に kernel を設定する手順については、
sysctl.conf(5)をご覧ください。

7.2.1 Too many open files

Linux kernel が “Too many open files” とエラーを出力することがあります。 これは
file-max の標準値が小さい (8096) ためです。 この問題を解決するには、root で次のコ
マンドを実行してください。

# echo "65536" > /proc/sys/fs/file-max # 2.2 と 2.4 kernel の両方
で有効

# echo "131072" > /proc/sys/fs/inode-max # 2.2 kernel のみ

変更をずっと有効にしたい場合は、/etc/sysctl.confに次の行を追加してください。

file-max=65536 # 2.2 と 2.4 kernel の両方で有効
inode-max=131072 # 2.2 kernel のみ

7.2.2 Disk flush間間間隔隔隔

procファイルシステムを通じて disk flush間隔を変更できます。次のコマンドにより、間隔
をデフォルトの 5秒から 1秒に変更されます。

# echo "40 0 0 0 100 30000 60 0 0" > /proc/sys/vm/bdflush

本変更はファイル I/O性能にほんの少し悪影響を与えるかもしれません。しかし、本変更
により、デフォルトの 5秒より短い最後の 1秒の間を除き、ファイル内容を安全に保たれま
す。

7.2.3 鈍鈍鈍くくくててて古古古いいい少少少メメメモモモリリリ容容容量量量マママシシシンンン

古い少メモリ容量マシンの場合、procファイルシステムを通じてメモリの over-commitを
有効にするとまだ役に立つかもしれません。

# echo 1 > /proc/sys/vm/overcommit_memory
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7.3 2.6カカカーーーネネネルルルととと udev

udevは /dev/のダイナミックな置き換えです。デバイス名は非常に短い物にもできます。
2.4カーネルで使われた devfsは今や過去の物となりました。

udevパッケージを kernel-image-2.6.NN で提供される新たな Debian 2.6カーネルとと
もにインストールすると、本機能が実現します。
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章章章 8

Debian tips

8.1 シシシススステテテムムムをををブブブーーートトトすすするるる

ブートプロンプトの詳細は LDP にある BootPrompt-HOWTO (http://www.tldp.org/
HOWTO/BootPrompt-HOWTO.html)をご覧ください。

8.1.1 “rootパパパスススワワワーーードドドををを忘忘忘れれれてててしししまままっっったたた!” (そそそののの 1)

コンソールのキーボードにアクセスできる人に限り、rootパスワードを知らずにシステムを
ブートして rootアカウントにログオンできます。 (システムをブートするのを妨げる BIOS
や liloなどの ブートローダからパスワードを要求されないことを仮定しています。)

これは外部の boot disk や BIOS のブート設定の変更を要求しない手順 です。ここ
で、“Linux” は標準の Debian インストールで Linux kernel をブートするためのラベル
です。

liloブートスクリーンでは、boot: が表示されたらすぐに enterを押し、次のように入力
します。 (自動ブートを避けるため、この時点で shiftキーを押す必要があるシステムがあり
ます。また、liloがフレームバッファを使っている場合、タイプしたオプションを見るに
は TABを押す必要があります。)

boot: Linux init=/bin/sh

この操作により、システムが kernelをブートし、標準の initの代わりに /bin/shを起動
します。今や root権限と rootシェルを獲得しました。/は現在読み込みのみでマウントさ
れ、多くのディスクパーティションはまだマウントされていないので、十分機能するシス
テムとするには、次を実行する必要があります。

init-2.03# mount -n -o remount,rw /
init-2.03# mount -avt nonfs,noproc,nosmbfs
init-2.03# cd /etc

http://www.tldp.org/HOWTO/BootPrompt-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/BootPrompt-HOWTO.html
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init-2.03# vi passwd
init-2.03# vi shadow

(/etc/passwdの 2番目のデータフィールドが全てのユーザ名に対して “x”である場合、そ
のシステムはシャドウパスワードを使用しているため、 /etc/shadowを編集する必要があ
ります。) rootパスワードを無効にするには、パスワードファイルの 2番目のフィールドが
空になるように編集してください。システムをリブートして、パスワード無しで rootとして
ログインできるようになりました。runlevel 1でブートすると、 (少なくとも Potato以降の)
Debianはパスワードを要求しますが、より古いシステムは要求しませんでした。

/usr/にアクセスできない場合に備えて /bin/に最小限のエディタを置いておくのは良い
考えです。 (‘緊急用エディタ’ on page 208参照)

また、sashパッケージのインストールも考慮に入れてください。システムがブート不能に
陥った場合、次を実行します。

boot: Linux init=/bin/sash

sashは /bin/shが使えなくなった場合でも sh対話的な代替品として働きます。これはス
タティックリンクされており、多くの標準的な機能を組込み機能として含んでいます。 (リ
ファレンスリストのため、プロンプトで “help”をタイプしてみてください)

8.1.2 “rootパパパスススワワワーーードドドををを忘忘忘れれれてててしししまままっっったたた!” (そそそののの 2)

rescue disk/root disk セットからブートします。 /dev/hda3 がもともとの root パーティ
ションの場合、次の手順は、パスワードファイルを前述の手順と同じ程度に簡単に編集でき
るようにします。

# mkdir fixit
# mount /dev/hda3 fixit
# cd fixit/etc
# vi shadow
# vi passwd

この手法の前述した手法に対する利点は、liloパスワードを知る (ある場合)必要がないこ
とです。しかし、本手法を使うには、システムがフロッピ又は CDからブートできるように
BIOSセットアップにアクセスできる必要があります。

8.1.3 boot不不不能能能

インストール中に bootディスクを作るのをさぼっていたとしても、問題ありません。 lilo
が壊れた場合、Debianインストールセットから boot diskを持ってきて、そこからシステム
を bootさせます。bootプロンプトでは、 rootパーティションが /dev/hda12であり、ラ
ンレベル 3で起動したいと仮定すると、次のコマンドを入力します。
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boot: rescue root=/dev/hda12 3

そして、フロッピにある kernel を使ってほとんどフル機能のシステムにブート しま
す。(kernelの機能やモジュールの不足によるささいな誤作動はあります。)

システムが壊れた場合、‘ブート不能なシステムにパッケージをインストール’ on page 87を
ご覧ください。

カスタムブートフロッピが必要な場合、rescue diskの readme.txtに従ってください。

8.1.4 “boot時時時ににに Xををを無無無効効効にににさささせせせてててくくくれれれ!”

unstable を追いかけることは楽しいですが、ブート中に起動する バギーな
xdm、gdm、kdmあるいは wdmがひどく噛みつくとも限りません。

まず bootプロンプトで次を入力して rootシェルを獲得します。

boot: Linux vga=normal s

ここで、Linuxはブートしたい kernelのためのラベルです。 “vga=normal”により、liloが
必ず通常の VGAモードで起動します。そして、“s” (又は “S”)は initがシングルユーザ
モードを呼び出すために渡されるパラメータです。

Xの起動デーモンを全て無効にするためのいくつかの方法があります。

• run update-rc.d -f ?dm remove;update-rc.d?dm stop 99 1 2 3 4 5 6 .

• insert “exit 0” at the start of all /etc/init.d/?dm files.

• 全ての /etc/rc2.d/S99?dmファイルを /etc/rc2.d/K99?dmに改名する。

• 全ての /etc/rc2.d/S99?dmを削除する。

• /etc/X11/default-display-managerを起動する。

ここで、rc2.dの中の数字は /etc/inittabで指定したランレベルと対応させなければな
りません。また、 ?dmは全ての xdm, gdm, kdm, wdmを置き換えるために複数回コマンドを
実行する必要があることを意味します。

このリストの最初だけが Debianでの “真実の道” です。最後の方法は簡単ですが、Debian
でしか動かず、dpkg-reconfigureを使用した後は再度ディスプレイマネージャの設定を
要求します。残りは汎用のデーモンの無効化手段です。

コンソールシェルから startxコマンドを使って Xをまだ起動できます。
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8.1.5 ブブブーーートトトプププロロロンンンプププトトトををを使使使っっったたた他他他のののブブブーーートトトトトトリリリッッッククク

lilo のブートプロンプトを使ってシステムを特定のランレベル と設定でブート
することができます。詳細は BootPrompt-HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
BootPrompt-HOWTO.html) (LDP)にあります。

システムをランレベル 4でブートさせたい場合、liloの ブートプロンプトで次を入力して
ください。

boot: Linux 4

rootパスワードを知っている状態でシステムを普通に動くシングルユーザモードで起動した
い場合、次の例のうち 1つを liloのブートプロンプトで実行してください。

boot: Linux S
boot: Linux 1
boot: Linux -s

システムを実際よりも少ないメモリ容量を用いてブートしたい場合 (例えば 64MBのシステ
ムで 48MBを用いる場合)、liloブートプロンプトで次を実行してください。

boot: Linux mem=48M

実際より多いメモリ容量をここで絶対指定しないでください。さもないと kernelがクラッ
シュします。64MBより多い、例えば 128MBのメモリを持っている場合、 mem=128Mをブー
トプロンプトで実行するか、同様の行を /etc/lilo.confに追加しないと、古い kernelや
古い BIOSを持つマザーボードは 64MB以上のメモリを使用できません。

8.1.6 GRUBブブブーーートトトパパパラララメメメーーータタタののの設設設定定定

GRUBは GNU Hurdプロジェクト由来の新しいブートマネージャであり、 Liloより柔軟性
がありますが、ブートパラメータの取り扱い方が liloとはずいぶん異なります。

grub> find /vmlinuz
grub> root (hd0,0)
grub> kernel /vmlinuz root=/dev/hda1
grub> initrd /initrd
grub> boot

ここで、Hurdデバイス名に気づく必要があります。

http://www.tldp.org/HOWTO/BootPrompt-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/BootPrompt-HOWTO.html
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the Hurd/GRUB Linux MS-DOS/Windows
(fd0) /dev/fd0 A:
(hd0,0) /dev/hda1 C: (通常)
(hd0,3) /dev/hda4 F: (通常)
(hd1,3) /dev/hdb4 ?

詳細は /usr/share/doc/grub/README.Debian.gz と /usr/share/doc/grub-doc
/html/をご覧ください。

8.2 行行行動動動ををを記記記録録録すすするるる

8.2.1 シシシェェェルルルでででののの行行行動動動ををを記記記録録録すすするるる

システム管理者は Unix環境において通常の PC環境よりもより複雑な仕事を行います。シ
ステムトラブルから回復する必要がある場合に備えて、設定の最も基本的な意味を確実に知
る必要があります。X11ベースの GUI設定ツールは見栄えは良く便利ですが、たびたび緊急
事態に対応できません。

このような観点で、シェルでの活動を記録することは、特に root に とっては良い習慣で
す。

Emacsでは、M-x shellを実行すると、バッファに記録を開始し、 C-x C-wを使うとバッ
ファをファイルに書き出します。

Shell では、‘screen を使って端末を切替える’ on page 123 に記述されているよう
に、screen コマンドを “^A H” 付きで実行するか、script コマンドを 使ってくださ
い。

$ script
スクリプトを開始しました、ファイルは typescript です
... 何かを行う ...
Ctrl-D
$ col -bx <typescript >savefile
$ vi savefile

次は scriptの代わりに使えます。

$ bash -i 2>&1 | tee typescript

8.2.2 Xでででののの行行行動動動ををを記記記録録録すすするるる

xterm の表示を含む X アプリケーションのグラフィックな画像を記録する 必要がある場
合、gimp (GUI)を使いましょう。ウィンドウごとあるいはスクリーン全体をキャプチャー
できます。代替品には、xwd (xbase-clients), import (imagemagick), scrot (scrot),
があります。
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8.3 サササブブブデデディィィレレレクククトトトリリリ全全全体体体のののコココピピピーーーとととアアアーーーカカカイイイブブブ

これらのコピーとアーカイブコマンドはシステムやデーターのバックアップの 基本となりま
す。簡単なバックアップスクリプト例が　スクリプト例 (http://www.debian.org/doc/
manuals/debian-reference/examples/)に　backupとして納められています。

8.3.1 サササブブブデデディィィレレレクククトトトリリリ全全全体体体をををコココピピピーーーすすするるる基基基本本本的的的なななコココマママンンンドドド

ファイル構成を再調整する必要がある場合、ファイルのリンクを含む内容を次のように移動
します。

標準的方法
# cp -a /source/directory /dest/directory # GNU cp が必要
# (cd /source/directory && tar cf - . ) | \

(cd /dest/directory && tar xvfp - )
ハードリンクを含む場合、衒学的な方法が必要となります。
# cd /path/to/old/directory
# find . -depth -print0 | afio -p -xv -0a /mount/point/of/new/directory
リモートにコピーする。
# (cd /source/directory && tar cf - . ) | \

ssh user@host.dom (cd /dest/directory && tar xvfp - )
リンクファイルが無い場合は次を実行する。
# scp -pr user1@host1.dom:/source/directory \

user2@host2.dom:/dest/directory

サブディレクトリ全体のコピーに関する次の比較情報は Manoj Srivastava (<srivasta@
debian.org>)により debian-user@lists.debian.orgで掲示されました。

8.3.2 cp

伝統的に、cpはシンボリックリンクを参照しませんし、ハードリンクを保つので、本当は
この仕事に向いていません。もう 1つ考えるべきことは、まばらなファイル (穴を持つファ
イル)です。

GNU cpはこれらの制限を越えています。しかしながら、非 GNUシステムでは、cpはまだ
この問題を抱えています。また、 cpを用いて、小さく移植性の高いアーカイブを作成でき
ません。

% cp -a . newdir

8.3.3 tar

Tarは cpが持つシンボリックリンクの問題のいくつかを解決していますが、cpioは特別な
ファイルを扱えるため、伝統的な tarは使用されていません。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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tar の複数のハードリンクの操作方法は、テープ上に 1つ しかコピーを置かないことです
が、コピーの名前はそのファイルを取得するために使用される唯一の名前です。cpioの方
法は全リンクに対して 1つのコピーを置きますが、全リンクの名前を使ってファイルを取得
できます。

tarコマンドは .bz2ファイルに対するオプションが PotatoとWoodyの間で変更されまし
た。ですから、短縮形のオプションである -I (Potato)や -j (Woody)の代わりに、スクリプ
トでは --bzip2を使ってください。

8.3.4 pax

新しい POSIX (IEEE Std 1003.2-1992, pages 380–388 (section 4.48) と pages 936–940 (section
E.4.48))互換の移植性のあるアーカイブ交換ユーティリティです。paxはアーカイブファイ
ルの読み書き、内容のリスト表示が行え、ディレクトリ階層のコピーもできます。paxの操
作は特別なファイルフォーマットに依存せず、さまざまなアーカイブフォーマットをサポー
トしています。

paxの実装はまだ新しく、未熟です。

# apt-get install pax
$ pax -rw -p e . newdir
又は

$ find . -depth | pax -rw -p e newdir

8.3.5 cpio

cpioは cpio又は tarアーカイブへの ファイルの操作ができます。アーカイブはディスク
上の他のファイルにできますし、磁気テープやパイプにもできます。

$ find . -depth -print0 | cpio --null --sparse -pvd new-dir

8.3.6 afio

afioは cpioフォーマットアーカイブの操作を行うより良い手段です。般に、cpioよりも
高速で、データの 変造をいくらか上品な方法で扱います。マルチボリュームなアーカイブを
サポートし、さらに対話的な操作もサポートします。 afioは tarや cpioアーカイブを圧
縮するよりもより安全な圧縮アーカイブを作成できます。afioはバックアップスクリプト
内で “アーカイブエンジン”として使うのにベストです。

$ find . -depth -print0 | afio -px -0a new-dir

私は磁気テープへのバックアップに afioを使っています。
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8.4 差差差分分分バババッッックククアアアッッップププとととデデデーーータタタ同同同期期期

差分バックアップとデータ同期はいくつかの方法で実装できます。

• rcs: バックアップと履歴、テキストのみ

• rdiff-backup: バックアップと履歴、シンボリックリンクも可能

• pdumpfs: ファイルシステム内のバックアップと履歴。シンボリックリンクも可能

• rsync: 片方向同期

• unison: 双方向同期

• cvs: サーババックアップおよび履歴機能を持つ多方向同期。テキストのみだが熟成し
ている。‘Concurrent Versions System (CVS)’ on page 213参照

• arch: サーババックアップおよび履歴機能を持つ多方向同期、“作業ディレクトリ”の
ようなものでは無い。

• subversion: サーババックアップおよび履歴機能を持つ 多方向同期、Apache と連
携。

‘サブディレクトリ全体のコピーとアーカイブ’ on page 108に記述されているアーカイブ手法
と ‘タスクのスケジューリング (cron、at)’ on page 123に記述されている規則的なジョブの
自動化を組み合わせると、すばらしいバックアップシステムとなります。

3つの使いやすいユーティリティについて説明します。

8.4.1 rdiffををを用用用いいいたたた差差差分分分バババッッックククアアアッッップププ

rdiff-backupはあらゆるタイプのファイルに対して差分バックアップによる素晴らしく
シンプルなバックアップを提供します。 ~/のほとんどを /mnt/backupにバックアップす
るには、次を実行します。

$ rdiff-backup --include ~/tmp/keep --exclude ~/tmp ~/ /mnt/backup

このアーカイブから 3日前のデータを ~/oldに復旧するには、次を実行します。

$ rdiff-backup -r 3D /mnt/backup ~/old

rdiff-backup(1)をご覧ください。
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8.4.2 pdumpfsににによよよるるる日日日々々々のののバババッッックククアアアッッップププ

pdumpfsは毎日のスナップショットを保存する Plan9の dumpfsと似たシンプルな日々の
バックアップシステムです。ある日のファイルを取得するために、あらゆる過去のスナップ
ショットにアクセスできます。ホームディレクトリを pdumpfsと cronでバックアップし
ましょう!

pdumpfs は送り先ディレクトリに YYYY/MM/DD の形 でスナップショットを構築します。
全ソースファイルは pdumpfsが最初に起動された際にスナップショットディレクトリにコ
ピーされます。次回の起動からは、ディスクスペースの節約のため、pdumpfsは更新され
たか、新たに作成されたファイルのみコピーし、未更新ファイルは前日のスナップショット
のファイルにハードリンクされます。

$ pdumpfs src-dir dest-dir [dest-basename]

pdumpfs(8)をご覧ください。

8.4.3 RCSににによよよるるる規規規則則則的的的ななな差差差分分分バババッッックククアアアッッップププ

Changetrackはテキストベースの設定ファイルの変更点を RCSアーカイブに定期的に記録
します。 changetrack(1)をご覧ください。

# apt-get install changetrack
# vi changetrack.conf

8.5 シシシススステテテムムムフフフリリリーーーズズズかかからららののの回回回復復復

8.5.1 プププロロロセセセスススををを殺殺殺すすす

top を起動し、どのプロセスの動きがおかしいかを調べます。 CPU 使用量でソートする
ためには ‘P’ 、メモリ量でソートするには ‘M’、 プロセスを殺すには ‘k’ を押します。又
は、BSD スタイルの ps aux | less や System-V スタイルの ps -efH | less も使え
るかもしれません。 System-V スタイルの文法では親 ID (PPID) を表示するので、 ゾンビ
(defunct)となった子プロセスを殺すのに使えます。

プロセス IDによりプロセスを殺す (又はシグナルを送る)には killを、プロセスのコマン
ド名により同様のことを行うには killallを使います。良く使われるシグナルは次の通り
です。

1: HUP、デーモンを再起動
15: TERM、通常の kill
9: KILL、激しく kill する
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8.5.2 Alt-SysRq

システム故障に対する緊急手段が kernelのコンパイルオプション “Magic SysRq key”により
供給されています。i386で Alt-SysRqを押し、r 0 k e i s u bキーのうち一つを続けて
押してください。すると魔法が効果を発揮します。

Un‘r’awは Xのクラッシュの後などにキーボードを回復します。端末の ログレベルを ‘0’に
減らすと、エラーメッセージが減少します。 sa‘k’ (sytem attention key)は現在の仮想端末上
の全プロセスを殺します。 t‘e’rminateは現在の端末上の init以外の全プロセスを殺しま
す。 k‘i’llは init以外の全プロセスを殺します。

‘S’ync、 ‘u’mount、そして re‘b’ootは本当にひどい状況から脱出するためのものです。

Debian の標準でインストールされる kernel は本文書が書かれた現時点では 本オプション
付でコンパイルされていません。kernelを再構築してこの機能を有効にしてください。詳
しい情報は /usr/share/doc/kernel-doc-version/Documentation/sysrq.txt.gz
又は /usr/src/kernel-version/Documentation/sysrq.txt.gzにあります。

8.6 覚覚覚えええるるるべべべききき小小小さささくくくててて洒洒洒落落落たたたコココマママンンンドドド

8.6.1 Pager

less は標準的なページャ (ファイル内容のブラウザ) です。 ヘルプは ‘h’ を押してくだ
さい。more よりずっと多くのことが できます。less は eval $(lesspipe) や eval
$(lessfile)をシェルの起動スクリプトで実行することによりブーストできます。詳細は
/usr/share/doc/lessf/LESSOPENをご覧ください。 -Rオプションにより、文字をその
まま表示し、ANSIのカラーエスケープシーケンスを有効にします。less(1)をご覧くださ
い。

w3mもいくつかのエンコードシステム (EUC)では役に立つページャの代替品かもしれませ
ん。

8.6.2 フフフリリリーーーなななメメメモモモリリリ

freeと topはメモリリソースに関する良い情報を提供します。“Mem:” 行にある “used”
のサイズは心配しなくてもよいですが、その下を読んでください。 (下の例の 38792)

$ free -k # for 256MB machine
total used free shared buffers cached

Mem: 257136 230456 26680 45736 116136 75528
-/+ buffers/cache: 38792 218344
Swap: 264996 0 264996

物理メモリの正確な量は grep ’^Memory’ /var/log/dmesgにより確認できます。この
場合、 “Memory: 256984k/262144k available (1652k kernel code, 412k reserved, 2944k data,
152k init)”のような出力となります。
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合計 = 262144k = 256M (1k=1024, 1M=1024k)
dmesg でのフリーなメモリ量 = 256984k = Total - kernel - reserved - data - init
シェルでのフリーなメモリ量 = 257136k = Total - kernel - reserved - data

約 5MBは kernelが使用するため、システムにより使用不可にされています。

8.6.3 時時時刻刻刻ののの設設設定定定 (BIOS)

# date MMDDhhmmCCYY
# hwclock --utc --systohc
# hwclock --show

これはシステム時刻とハードウェア時刻をMM/DD hh:mm, CCYYにセットします。時刻は
ローカル時間で表示されますが、ハードウェア時間は UTCを用います。

もしハードウェア (BIOS)時刻が GMTに設定されている場合は、 /etc/default/rcS中で
UTC=yesと設定を変更します。

8.6.4 時時時刻刻刻ののの設設設定定定 (NTP)

Managing Accurate Date and Time HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
TimePrecision-HOWTO/index.html)を参照。

イイインンンタタターーーネネネッッットトトへへへののの常常常時時時接接接続続続ににによよよりりり時時時刻刻刻ををを設設設定定定すすするるる

リモートのサーバ経由自動的にシステムのクロックを設定して時刻を修正します。

# ntpdate server

システムがインターネットに常時接続している場合、/etc/cron.daily/に書いておくの
がよいでしょう。

散散散発発発的的的なななイイインンンタタターーーネネネッッットトト接接接続続続ででで時時時刻刻刻ををを設設設定定定すすするるる

chronyパッケージを使用してください。

8.6.5 スススクククリリリーーーンンンセセセーーーバババなななどどどのののコココンンンソソソーーールルル機機機能能能ののの制制制御御御方方方法法法

スクリーンセーバを無効にするには、次のコマンドを使ってください。

Linuxコンソール上では、次を実行します。

http://www.tldp.org/HOWTO/TimePrecision-HOWTO/index.html
http://www.tldp.org/HOWTO/TimePrecision-HOWTO/index.html
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# setterm -powersave off

kon2 (kanji)コンソールのスクリーンセーバを起動します。

# kon -SaveTime 0

X起動中には次を実行します。

# xset s off
又は

# xset -dpms
又は
# xscreensaver-command -prefs

他のコンソール機能を制御するには、対応するマニュアルを読んでください。ターミナルの
行設定を変更したり印刷するには、stty(1)も読んでください。

8.6.6 管管管理理理デデデーーータタタベベベーーースススののの検検検索索索

Glibcは管理データベースからエントリ、すなわち、パスワード、グループ、ホスト、サー
ビス、プロトコル、ネットワークなどを検索するために、 getent(1)を提供しています。

getent database [key ...]

8.6.7 サササウウウンンンドドド (ビビビーーープププ音音音)ををを無無無効効効にににすすするるる

PCスピーカを常に抜いておくこともできます ;-) Bashシェルでは次を実行します。

echo "set bell-style none">> ~/.inputrc

8.6.8 コココンンンソソソーーールルルのののスススクククリリリーーーンンン上上上のののエエエラララーーーメメメッッッセセセーーージジジ

スクリーンに出るエラーメッセージを黙らせるには、まず /etc/init.d/klogd を
チェックします。このスクリプトに KLOGD=“-c 3” をセットし、 /etc/init.d/klogd
restartを起動します。代わりに、dmesg -n3を起動することもできます。

エラーレベルの意味を示します。
• 0: KERN_EMERG,システムが使用不可
• 1: KERN_ALERT,直ちに行動をとる必要がある
• 2: KERN_CRIT,致命的状況
• 3: KERN_ERR,エラー発生
• 4: KERN_WARNING,警告段階
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• 5: KERN_NOTICE,通常状態だが深刻な状況
• 6: KERN_INFO,インフォメーション
• 7: KERN_DEBUG,デバッグレベルのメッセージ

特定の使えないエラーメッセージが煩わしい場合、shutup-abit-bp6 のような些細な
kernel patchを適用することを考慮に入れましょう。 (examples subdirectory (http://www.
debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/)で入手可能)

他に見るべき箇所は、/etc/syslog.confです。コンソールデバイスにメッセージが出力
されるようになっているかをチェックしましょう。

8.6.9 正正正しししいいいタタタイイイプププににに端端端末末末ををを設設設定定定すすするるる

Unixライクシステムでの端末スクリーンは通常 (n)cursesライブラリルーチンを使ってアク
セスされます。これらのライブラリはユーザに適度な最適化による端末に依存しない文字端
末の更新手段を与えます。 ncurses(3X)と terminfo(5)をご覧ください。

Debianシステムでは、前もって定義された多数のエントリがあります。

$ toe | less # 全エントリ
$ toe /etc/terminfo/ | less # ユーザが再定義したエントリ

環境変数 TERMとして選択したエントリをエクスポートします。

Debian でないホストから Debian システムにリモートでログインした時に、xterm 用の
端末エントリが Debian でない xterm では動かない場合、 端末のタイプを “xterm” か
ら “xterm-r6” などの機能制限されたものに変更してください。 詳細は /usr/share/doc
/libncurses5/FAQをご覧ください。“dumb”　は terminfo用の最小の共通部分です。

8.6.10 端端端末末末ををを正正正常常常ななな状状状態態態ににに戻戻戻すすす

cat some-binary-fileを実行してしまって端末が手を付けられなくなってしまった時
は、次を実行します。 (タイプしてもコマンドがエコーされて見えないかもしれません)

$ reset

8.6.11 DOSかかかららら Unixスススタタタイイイルルルにににテテテキキキススストトトフフファァァイイイルルルををを変変変換換換すすするるる

(EOF = ^M^Jである) DOSテキストファイルを (EOF = ^jである) Unixテキストファイルに
変換します。

# apt-get install sysutils
$ dos2unix dosfile

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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8.6.12 recodeににによよよりりりテテテキキキススストトトフフファァァイイイルルルををを変変変換換換すすするるる

次のコマンドにより、テキストファイルの改行コードを DOS, MAC,そして Unix間で変換
できます。

$ recode /cl../cr <dos.txt >mac.txt
$ recode /cr.. <mac.txt >unix.txt
$ recode ../cl <unix.txt >dos.txt

フリーな recodeはファイルの各種文字セットや surfaceを次のように変換できます。

$ recode charset1/surface1..charset2/surface2 \
<input.txt >output.txt

次に示す文字セットがよく用いられます (‘ロケール入門’ on page 167も参照)。 1

• us — ASCII (7ビット)
• l1 — ISO Latin-1 (ISO-8859-1, Western Europe, 8ビット)
• EUCJP —日本語用の EUC-JP (Unix)
• SJIS —日本語用の Shift-JIS (Microsoft)
• ISO2022JP —日本語用メールエンコーディング (7ビット)
• u2 — UCS-2 (Universal Character Set, 2バイト)
• u8 — UTF-8 (Universal Transformation Format, 8ビット)

次に示す surfaceがよく用いられます。 2

• /cr —行端としてのキャリッジリターン (Macテキスト)
• /cl —行端としてのキャリッジリターン+ラインフィード (DOSテキスト)
• / —行端としてのラインフィード (Unixテキスト)
• /d1 —可読な bytewise 10進ダンプ
• /x1 —可読な bytewise 16進ダンプ
• /64 — Base64エンコードのテキスト
• /QP — Quoted-Printableエンコードのテキスト

詳細は、info recodeにある関連の説明をごらんください。

より目的に特化した変換ツールもあります。
• 文字セット変換ツール

– iconv —ロケールエンコーディング変換ツール
– konwert —しゃれたエンコーディング変換ツール

• バイナリファイル変換ツール
– uuencodeと uudecode — Unix用
– mimencode —メール用

1recodeは iconvよりずっと便利なエイリアスが可能です。
2行端
• キャリッジリターンは ASCII 13, ASCII 0xD, ^M,そして \rを意味します。
• ラインフィードは ASCII 10, ASCII 0xA, ^J,そして \nを意味します。
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8.6.13 正正正規規規表表表現現現ににによよよるるる置置置換換換

FILESファイルの全てにある FROM_REGEXを TO_TEXTに置き換えます。

$ perl -i -p -e ’s/FROM_REGEX/TO_TEXT/g;’ FILES ...

-i は “in-place editing”、-p は “implicit loop over FILES . . . ”　のためのオプションです。
置換が複雑な場合、パラメータ i.bakを -iの代わりに使うことで容易にエラーから回復で
きます。これは元のファイルをそれぞれ .bakをファイルの拡張子として追加して保存して
おきます。

8.6.14 スススクククリリリプププトトトををを使使使っっってててそそそののの場場場でででフフファァァイイイルルルををを編編編集集集すすするるる

次のスクリプトはその場で 5–10行と 16–20行を削除します。

#!/bin/bash
ed $1 <<EOF
16,20d
5,10d
w
q
EOF

ここで、edコマンドは viコマンドモードコマンドと同じです。スクリプトがファイルの後
ろから編集するのを容易にします。

8.6.15 ソソソーーースススフフファァァイイイルルルかかかららら差差差分分分ををを取取取得得得しししマママーーージジジすすするるる

次に挙げる手順は 2つのソースファイルの差分を取り、ファイルの場所に応じて統合された
差分ファイルを file.patch0又は file.patch1という名前で作成します。

$ diff -u file.old file.new > file.patch0
$ diff -u old/file new/file > file.patch1

差分ファイル (パッチファイルとも呼ばれる)はプログラムの更新箇所を送るために使われま
す。差分ファイルを受け取ったパーティはこの更新を他の fileに次のように適用します。

$ patch -p0 file < file.patch0
$ patch -p1 file < file.patch1

3つの異なるバージョンのソースコードを持っている場合は、diff3を使ってより効率的に
これらをマージできます。

$ diff3 -m file.mine file.old file.yours > file
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8.6.16 大大大きききなななフフファァァイイイルルルををを複複複数数数ののの小小小さささなななフフファァァイイイルルルににに変変変換換換すすするるる

$ split -b 650m file # ファイルを 650MB 毎に分割
$ cat x* >largefile # 一つの大きなファイルにマージ

8.6.17 テテテキキキススストトトフフファァァイイイルルルテテテーーーブブブルルルかかからららデデデーーータタタををを取取取りりり出出出すすす

全ての元 Debianリーダの名前と就任日がスペースで分割されたフォーマットでリストされ
ている DPLと呼ばれるファイルを考えてみましょう。

Ian Murdock August 1993
Bruce Perens April 1996
Ian Jackson January 1998
Wichert Akkerman January 1999
Ben Collins April 2001
Bdale Garbee April 2002
Martin Michlmayr March 2003

これらのタイプのファイルからデータを取り出すには、Awkが良く使われます。

$ awk ’{ print $3 }’ <DPL # 開始月
August
April
January
January
April
April
March
$ awk ’($1=="Ian") { print }’ <DPL # Ian と呼ばれる DPL の

リスト
Ian Murdock August 1993
Ian Jackson January 1998
$ awk ’($2=="Perens") { print $3,$4 }’ <DPL # Perens 就任時
April 1996

Bashなどのシェルもこれらのファイルを解釈するのに使えます。

$ while read first last month year; do
echo $month

done <DPL
... 最初の Awk の例と同じ出力

ここで、read組込みコマンドは $IFS(内部フィールドセパレータ)を用いて行を単語単位で
分割します。

IFSを “:” に変更すると、/etc/passwdをシェルでうまくパーズできます。
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$ oldIFS="$IFS" # 旧値を保存
$ IFS=":"
$ while read user password uid gid rest_of_line; do

if [ "$user" = "osamu" ]; then
echo "$user’s ID is $uid"

fi
done < /etc/passwd

osamu’s ID is 1001
$ IFS="$oldIFS" # 旧値に戻す

(同じことを Awkを使って行うには、FS=“:” を用いてフィールドセパレータをセットしま
す。)

IFS はパラメータ拡張、コマンド置換、算術拡張の結果を分割するためにも シェルにより
使われます。これらはダブルクォートやシングルクォートされた 単語内では発生しませ
ん。IFSの標準値は <space>, <tab>,と <newline>の組合せです。

シェルの IFSトリックを注意深く使ってください。シェルがスクリプトの一部を入入入力力力とし
て解釈した場合、奇妙なことが起きるかもしれません。

$ IFS=":," # ":" と "," を IFS として使う
$ echo IFS=$IFS, IFS="$IFS" # echo は Bash 組込みコマンド
IFS= , IFS=:,
$ date -R # 単なるコマンド出力
Sat, 23 Aug 2003 08:30:15 +0200
$ echo $(date -R) # サブシェルの出力をメインシェルに入力
Sat 23 Aug 2003 08 30 36 +0200
$ unset IFS # IFS を標準にリセット
$ echo $(date -R)
Sat, 23 Aug 2003 08:30:50 +0200

8.6.18 コココマママンンンドドドをををパパパイイイプププすすするるるたたためめめのののわわわずずずかかかなななスススクククリリリプププトトト

次のスクリプトはパイプの一部として素晴らしいことをします。

find /usr | egrep -v "/usr/var|/usr/tmp|/usr/local"
# いくつかのファイルを除き /usr にある全ファイルを見

つける
xargs -n 1 command # 標準入力からの全てのアイテムに対してコマンドを実行
xargs -n 1 echo | # スペース区切りのアイテムを行単位で分割する
xargs echo | # 全ての行を 1 行にマージする
grep -e pattern| # patternを含む行を取り出す
cut -d: -f3 -|

# : で区切られた 3 番目のフィールドを取り出す (passwd ファイルな
ど)
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awk ’{ print $3 }’ | # スペースで区切られた 3 番目のフィールドを取り出す
awk -F’\t’ ’{ print $3 }’ |

# タブで区切られた 3 番目のフィールドを取り出す
col -bx | # バックスペースを削除し、タブをスベースに変換する
expand -| # タブをスペースに変換する
sort -u| # 入力をソートし重複箇所を削除する
tr ’\n’ ’ ’| # 複数の行を 1 行に繋げる
tr ’\r’ ’’| # キャリッジリターンを削除
tr ’A-Z’ ’a-z’| # 大文字を小文字に変換する
sed ’s/^/# /’| # 各行をコメントアウトする
sed ’s/\.ext//g’| # .ext を削除する
sed -n -e 2p| # 2 番目の行を表示
head -n 2 -| # 最初の 2 行を表示
tail -n 2 -| # 最後の 2 行を表示

8.6.19 フフファァァイイイルルルごごごとととにににルルルーーープププすすするるるたたためめめのののわわわずずずかかかなななスススクククリリリプププトトト

次の方法は各ファイルについて *.extとのマッチングを行います。スペースを持つファイ
ル名などを適切に扱うことを保証し、どの方法も同じように処置します。

• シェルループ (これは PS2=“”を用いた複数行の入力スタイルです。この行を 1行でタ
イプする場合、各行を終わらせるために、いくつかのセミコロンを追加する必要があ
ります)

for x in *.ext; do
if test -f "$x"; then
command "$x"

fi
done

• findと xargsの組合せ。

find . -type f -maxdepth 1 -name ’*.ext’ -print0 | \
xargs -0 -n 1 command

• findの -execオプションによりコマンドを使った場合。

find . -type f -maxdepth 1 -name ’*.ext’ \
-exec command ’{}’ \;

• findの -execオプションにより短いシェルスクリプトを使う場合。

find . -type f -maxdepth 1 -name ’*.ext’ \
-exec sh -c "command ’{}’ && echo ’successful’" \;
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8.6.20 Perlシシショョョーーートトトスススクククリリリプププトトトののの狂狂狂気気気

Awkスクリプトは a2p(1)を用いれば自動的に Perlで書き直せますが、ワンライン Awkス
クリプトは手動でワンライン Perlスクリプトに完璧に変換できます。例えば、

awk ’($2=="1957") { print $3 }’ |

は次の行のどれとも同じです。

perl -ne ’@f=split; if ($f[1] eq "1957") { print "$f[2]\n"}’ |
perl -ne ’if ((@f=split)[1] eq "1957") { print "$f[2]\n"}’ |
perl -ne ’@f=split; print $f[2] if ( $f[1]==1957 )’ |
perl -lane ’print $F[2] if $F[1] eq "1957"’ |

上の行の perlへの引数の全てのスペースはすべて削除できますし、 Perlにおける番号と文
字列の間の自動変換の利点を利用しています。

perl -lane ’print$F[2]if$F[1]eq+1957’ |

コマンドラインオプションについては perlrun(1)をご覧ください。より狂った Perlスク
リプトについては、http://perlgolf.sourceforge.netが興味深いかもしれません。

8.6.21 webペペペーーージジジかかからららテテテキキキススストトトやややメメメーーーリリリンンングググリリリススストトトのののアアアーーーカカカイイイブブブををを取取取得得得すすするるる

次のコマンドは webページを読み込んでテキストファイルに整形します。Webから設定を
コピーするときに非常に役立ちます。

$ lynx -dump http://www.remote-site.com/help-info.html >textfile

ここで linksと w3mも使えますが、描画に少し違いがあります。

これがメーリングリストのアーカイブの場合、mime contents からテキストにするには
munpackを使います。

8.6.22 webペペペーーージジジをををきききれれれいいいににに印印印刷刷刷すすするるる

次のコマンドはwebページを PostScriptファイルに変換して印刷します。

$ apt-get install html2ps
$ html2ps URL | lpr

‘lpr又はlpd’ on page 42をご覧ください。また、PostScriptファイルを作成するには a2ps
および mpageパッケージをチェックしてみてください。

http://perlgolf.sourceforge.net
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8.6.23 マママニニニュュュアアアルルルペペペーーージジジをををきききれれれいいいににに印印印刷刷刷すすするるる

次のコマンドはマニュアルページを PostScriptに変換して印刷します。

$ man -Tps some-manpage | lpr
$ man -Tps some-manpage | mpage -2 | lpr

8.6.24 2つつつののの PostScriptややや PDFフフファァァイイイルルルをををマママーーージジジすすするるる

2つの PostScriptや PDFファイルをマージできます。

$ gs -q -dNOPAUSE -dBATCH -sDEVICE=pswrite \
-sOutputFile=bla.ps -f foo1.ps foo2.ps

$ gs -q -dNOPAUSE -dBATCH -sDEVICE=pdfwrite \
-sOutputFile=bla.pdf -f foo1.pdf foo2.pdf

8.6.25 コココマママンンンドドドののの実実実行行行時時時間間間ををを計計計測測測すすするるる

プロセスにより使用された時間を表示します。

# time some-command >/dev/null
real 0m0.035s # 壁掛け時計の時間 (真の経過時間)
user 0m0.000s # ユーザモードでの時間
sys 0m0.020s # kernel モードでの時間

8.6.26 niceコココマママンンンドドド

起動時にコマンドの nice値をセットするには、nice (GNUの shellutilsパッケージに
収録)を使ってください。 renice (bsdutils)や topもプロセスを reniceできます。nice
値が 19の場合はプロセスは最低速度 (最低の優先度)なプロセスです。負の nice値は “not-
nice” であり、 -20 では最速 (最高の優先度) なプロセスです。スーパーユーザだけが 負の
nice値をセットできます。

# nice -19 top # 非 常
に nice

# nice --20 cdrecord -v -eject speed=2 dev=0,0 disk.img # 非常に高
速

極端な nice値はシステムに悪影響を及ぼすことが時々あります。注意してこのコマンドを
使ってください。
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8.6.27 タタタスススクククのののスススケケケジジジュュューーーリリリンンングググ (cron、、、at)

Linux で仕事をスケジューリングするには、cron や at を使いましょう。at(1)、
crontab(5)、crontab(8)をご覧ください。

定期的にスケジューリングするイベントを設定するには、crontab -eコマンドを起動して
crontabファイルを作成したり編集します。 crontabファイルの例:

# (/etc/passwd の指定に関らず) コマンド実行に /bin/sh を使用する。
SHELL=/bin/sh
# (この crontab の所有者に関らず) あらゆる出力を ‘paul’ にメールする。
MAILTO=paul
# 分 時 月内日 月 曜日 コマンド (Day... are OR’ed)
# 毎日、日付変更の 5 分後に実行する
5 0 * * * $HOME/bin/daily.job >> $HOME/tmp/out 2>&1
# 毎月初日の 2:15pm に実行する -- 出力は paul にメールされる
15 14 1 * * $HOME/bin/monthly
# 平日の午後 10 時に実行してジョーを心配させる
0 22 * * 1-5 mail -s "午後 10時だ" joe%ジョー、%%お前の子どもはどこだ

い?%
23 0-23/2 * * * echo "毎日 0, 2, 4..時 23 分に実行する"
5 4 * * sun echo "日曜 4時 5分に実行する"
# 毎月第一日曜日の午前 3時 40分に実行する
40 3 1-7 * * [ "$(date +%a)" == "Mon" ] && command -args

一度きりの仕事をスケジューリングするには、atコマンドを起動します。

$ echo ’command -args’| at 3:40 monday

8.6.28 screenををを使使使っっっててて端端端末末末ををを切切切替替替えええるるる

screenプログラムにより、単独の実際の端末又は端末エミュレータウィンドウ上で複数の
仮想端末を起動させ、それぞれの端末で固有のの対話型シェルを持たせることが可能となり
ます。 Linuxの仮想端末や複数の xtermウィンドウを使っている場合でさえも、次に示す
screenの豊富な機能セットを探検する価値はあります。

• スクロールバック履歴
• コピー &ペースト
• 出力のロギング
• digraphエントリ
• 端末から screenセッション全体を切切切りりり離離離ししし、後で再び取り付ける能力。

遠遠遠隔隔隔アアアクククセセセスススのののシシシナナナリリリオオオ

リモートターミナルからや VT100ターミナルプログラムを使って Linuxマシンによくログ
インする場合、screenを使うと detach (切切切りりり離離離ししし)機能により生活がより簡単になります。
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1 ダイアルアップ接続経由でログインし、いくつかのウィンドウでエディタや他のプロ
グラムを開いて複数の screenを起動します。

2 突然端末を離れることが必要になりましたが、ハングアップすることにより 今まで
やった仕事を失いたくありません。

3 ^A dをタイプしてセッションをデデデタタタッッッチチチしてログアウトします (又は、より素早く
やるには、^A DDをタイプして screenをデタッチして screen自身をログアウトしま
す。)

4 再びログインする時に、screen -rコマンドを入力すると、 screenは魔法のように
前に開いていたウィンドウ全てをリリリアアアタタタッッッチチチします。

典典典型型型的的的ななな screenコココマママンンンドドド

いったん screen を始めると、標準では ^A である コマンドキーストロークを除く全ての
キーボード入力が現在のウィンドウに送られます。全ての screenコマンドは ^Aに加えて
さらに一つのキー [に加えてパラメータ]をタイプすることにより入力されます。役立つコマ
ンドを挙げます。

^A ? ヘルプスクリーンを表示 (キーバインドダイアログ)
^A c 新規ウィンドウを作成してそこに切替える
^A n 次のウィンドウに移動
^A p 前のウィンドウに移動
^A 0 ウィンドウナンバー 0 に移動
^A w ウィンドウリストを表示
^A a カレントウィンドウにキーボード入力として Ctrl-A を送信
^A h カレントウィンドウのハードコピーをファイルに書き出す
^A H カレントウィンドウのファイルへのログ記録を開始/終了
^A ^X 端末をロック (パスワードによる保護)
^A d ターミナルからスクリーンセッションをデタッチする
^A DD スクリーンセッションをデタッチしてログアウトする

これは screenコマンドと機能の小さなサブセットに過ぎません。 screenにやらせたいこ
とが何かあるなら、たぶんできるでしょう。詳細は screen(1)をご覧ください。

screenセセセッッッシシショョョンンンでででのののバババッッックククスススペペペーーースススととと Ctrl-H

screen を起動中にバックスペースや Ctrl-H が動かないことに 気づいた場合、 /etc
/screenrc を編集し、次の行を見つけたら コメントアウトしてください。(すなわち、
この行の先頭に “#”を追加してください)

bindkey -k kb stuff "\177"

X用用用ののの screemととと等等等価価価なななプププロロログググラララムムム

xmoveを調べてください。xmove(1)をご覧ください。
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8.6.29 ネネネッッットトトワワワーーークククテテテススストトトののの基基基礎礎礎

netkit-ping, traceroute, dnsutils, ipchains (2.2 kernel 用), iptables (2.4 kernel
用),そして net-toolsパッケージをインストールして次を実行します。

$ ping yahoo.com # インターネット接続をチェック
$ traceroute yahoo.com # IP パケットを追跡
$ ifconfig # ホストの設定をチェック
$ route -n # ルーティング設定をチェック
$ dig [@dns-server.com] host.dom [{mx|any}] |less

# dns-server.com による {mx|any} レコード
# に対する host.dom DNS レコードをチェックする

$ ipchains -L -n |less # パ ケ ッ ト フ ィ ル タ を チ ェ ッ
ク (2.2 kernel 用)

$ iptables -L -n |less # パ ケ ッ ト フ ィ ル タ を チ ェ ッ
ク (2.4 kernel 用)

$ netstat -a # 開いているポート全てを見つける
$ netstat -l --inet # 接続待ちのポートを見つける
$ netstat -ln --tcp # 接続待ちの TCP ポート番号を見つける

8.6.30 ロロローーーカカカルルルのののスススプププーーールルルかかからららメメメーーールルルをををフフフラララッッッシシシュュュすすするるる

ローカルスプールからメールをフラッシュするには、次を実行します。

# exim4 -q # 送信待ちメールをフラッシュする
# exim4 -qf # 全メールをフラッシュする
# exim4 -qff # frozen したメールもフラッシュする

-qffオプションを /etc/ppp/ip-up.d/eximスクリプトにオプションとして入れるのが
良いかもしれません。Woody以前では、exim4を eximに置き換えてください。

8.6.31 frozenしししたたたメメメーーールルルをををロロローーーカカカルルルスススプププーーールルルかかかららら削削削除除除すすするるる

ローカルスプールから frozenしたメールを配送エラーメッセージを付けて削除 するには、
次を実行します。

# exim4 -Mg ‘mailq | grep frozen | awk ’{ print $3 }’‘

Woody以前では、exim4を eximに置き換えてください。
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8.6.32 mboxののの内内内容容容ををを再再再配配配送送送すすするるる

ホームディレクトリが満杯になり、procmailが失敗する場合、 /var/mail/usernameか
らホームディレクトリにあるソートされたメールボックスにメールを手動で送信する必要が
あります。ホームディレクトリにディスクスペースを確保してから、次を実行します。

# /etc/init.d/exim4 stop
# formail -s procmail </var/mail/username
# /etc/init.d/exim4 start

Woody以前では、exim4を eximに置き換えてください。

8.6.33 フフファァァイイイルルルののの内内内容容容をををクククリリリアアアすすするるる

ログファイルなどのファイルの内容をクリアにするには、rmを使ってファイルを削除して
から新しい空のファイルを作成しないでください。ファイルは削除して作成する間にまだア
クセスされるかもしれないからです。次の方法はファイルの内容をクリアにします。

$ :>file-to-be-cleared

8.6.34 ダダダミミミーーーフフファァァイイイルルル

次のコマンドはダミー又は空のファイルを作成します。

$ dd if=/dev/zero of=filename bs=1k count=5 # 5KB の空の内容
$ dd if=/dev/urandom of=filename bs=1M count=7 # 7MB のランダムな内

容
$ touch filename # 0B ファイルを作成 (既にある場合、mtime を更新)

例えば、最も実用的な使いかたとして、Debianのブートフロッピから実行される次のコマ
ンドはハードディスク /dev/hdaの内容を完全に削除します。

# dd if=/dev/urandom of=/dev/hda ; dd if=/dev/zero of=/dev/hda

8.6.35 chroot

chroot プログラム (chroot(8)) は リブートせずに単独のシステムで同時に異なる
GNU/Linux環境を起動することを可能にします。

また、低速なサテライトマシンを NFSマウントし、そこをより高速なマシンが chrootポイ
ントとして apt-getや dselectのようなリソース食いなプログラムを実行することもで
きます。
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chrootををを使使使っっっててて異異異なななるるる Debianデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンンををを起起起動動動すすするるる

Sargeにある debootstrapコマンドを使うと、chrootした Debian環境を容易に構築でき
ます。 Sarge 以降のディストリビューションでは、適切なオプションを付ける代わりに
cdebootstrapコマンドを使えるかもしれません。例えば、高速なインターネットアクセ
ス環境を持っており、 /sid-rootに Sidの chrootを作成するには、次を実行します。

main # cd / ; mkdir /sid-root
main # debootstrap sid /sid-root http://ftp.debian.org/debian/
... システム全体がダウンロードされるのを監視する
main # echo "proc /sid-root/proc proc none 0 0" >> /etc/fstab
main # mount proc /sid-root/proc
main # mount /dev/ /sid-root/dev -o bind
main # cp /etc/hosts /sid-root/etc/hosts
main # chroot /sid-root /bin/bash
chroot # cd /dev; /sbin/MAKEDEV generic ; cd -
chroot # apt-setup # set-up /etc/apt/sources.list
chroot # vi /etc/apt/sources.list # source を unstable が指すように

編集
chroot # dselect # aptitude を使って、mc や vim をインストールしてもよ

い :)

この時点で完全に機能する Debian システムを持っているはずです。 ここではメインの
Debian環境に影響を与える恐れなく動きまわれます。

この debootstrapのトリックは Debianではなく他の GNU/Linuxディストリビューショ
ンのインストールディスクを使って Debianをインストールするのにも使えます。

chroot用用用のののロロログググイイインンン設設設定定定

chroot /sid-root /bin/bashをタイプするのは簡単ですが、意図せずに環境変数を全
て引き継いでしまったりします。chrootに直接ログインできる別の仮想端末で他のログイン
プロセスを起動するのがよりよい方法です。

標準の Debianシステムでは、tty1から tty6は Linux端末を起動し、tty7は X Window
を起動します。例えば tty8を chroot化された端末に設定しましょう。 ‘chrootを使って
異なる Debianディストリビューションを起動する’ on page 127に記述したように chrootシ
ステムを作成した後、メインシステムの rootシェルから次をタイプします。

main # echo "8:23:respawn:/usr/sbin/chroot /sid-root "\
"/sbin/getty 38400 tty8" >> /etc/inittab

main # init q # init のリロード
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chroot用用用ののの X設設設定定定

chrootで最新の Xや GNOMEを安全に起動したいですか? これは可能です。次の例は仮想
端末 vt9で GDMを起動させます。

まず ‘chrootを使って異なる Debianディストリビューションを起動する’ on page 127に記
述している方法を用いて chrootシステムをインストールします。メインシステムの rootか
ら chrootシステムに主要な設定ファイルをコピーします。

main # cp /etc/X11/XF86Config-4 /sid-root/etc/X11/XF86Config-4
main # chroot /sid-root # 又は chroot の端末を使う
chroot # cd /dev; /sbin/MAKEDEV generic ; cd -
chroot # apt-get install gdm gnome x-window-system
chroot # vi /etc/gdm/gdm.conf # [servers] セクションの vt7 を vt9 に

書き換える
chroot # /etc/init.d/gdm start

ここで、/etc/gdm/gdm.confは最初の仮想端末を vt7から vt9に変更しました。

今 chrootでの完全な X環境とメインシステムの間を Linux仮想端末 を切替えること、例え
ば Ctrl-Alt-F7や Ctrl-Alt-F9を使うことにより簡単に切替えることができます。お楽しみに!

[FIXME] Add a comment and link to the init script of the chrooted gdm.

chrootををを使使使っっっててて他他他のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーーシシショョョンンンををを起起起動動動すすするるる

他の Linuxディストリビューションのための chroot環境も簡単に作れます。他のディスト
リビューションのインストーラを使って別のパーティションにシステムをインストールしま
す。その rootパーティションが /dev/hda9とすると、次のようになります。

main # cd / ; mkdir /other-dist
main # mount -t ext3 /dev/hda9 /other-dist
main # chroot /other-dist /bin/bash

そして ‘chroot を使って異なる Debian ディストリビューションを起動する’ on page 127,
‘chroot用のログイン設定’ on page 127,や ‘chroot用の X設定’ on page 128にある手順を
進めます。

chrootににによよよりりりパパパッッッケケケーーージジジををを作作作成成成すすするるる

より特化した chrootパッケージである pbuilderは chrootシステムを構築し、chroot内で
パッケージを作成します。パッケージの build-dependenciesが正しいかどうかをチェック
したり、不必要で間違った構築依存性がパッケージに存在しないかを確認するための理想
的なシステムです。
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8.6.36 ハハハーーードドドリリリンンンクククのののチチチェェェッッッククク方方方法法法

2つのファイルがハードリンクを使った同じファイルかどうかチェックするには次を実行し
ます。

$ ls -li file1 file2

8.6.37 ハハハーーードドドデデディィィスススクククイイイメメメーーージジジフフファァァイイイルルルををを mountすすするるる

file.img がハードディスクの内容のイメージを含んでおり、オリジナルのハードディスク
のディスク設定が xxxx = (bytes/sector) * (sectors/cylinder)であった場合、次のコマンドは
このイメージを /mntにマウントします。

# mount -o loop,offset=xxxx file.img /mnt

ほとんどのハードディスクは一セクタあたり 512バイトであることに注意してください。

8.6.38 Samba

Windowsからファイルを取得する基本的な方法は次の通りです。

# mount -t smbfs -o username=myname,uid=my_uid,gid=my_gid \
//server/share /mnt/smb # Windows ファイルを Linux にマウン

ト
# smbmount //server/share /mnt/smb \

-o "username=myname,uid=my_uid,gid=my_gid"
# smbclient -L 192.168.1.2 # コンピュータ上の共有のリスト

Linuxから Sambaの隣人は次のようにチェックできます。

# smbclient -N -L ip_address_of_your_PC | less
# nmblookup -T "*"

8.6.39 他他他ののの OSのののフフファァァイイイルルルシシシススステテテムムムををを扱扱扱うううたたためめめのののユユユーーーテテティィィリリリテテティィィ

他の OSのファイルシステムの多くを Linux kernelはサポートしており、単にマウントする
ことによりファイルシステムを含むデバイスにアクセスできます。特定のファイルシステム
のために、デバイスをマウントせずにファイルシステムにアクセスするための専用のツール
が存在します。これは kernelのファイルシステムのサポートを必要としないようにユーザ
スペースのプログラムとして実装されています。
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• mtools: MS-DOSファイルシステム(MS-DOS, Windows)用
• cpmtools: CP/Mファイルシステム用
• hfsutils: HFSファイルシステム (昔の Macintosh)用
• hfsplus: HFS+ファイルシステム (最近の Macintosh)用

MS-DOS FAT ファイルシステムの作成やチェックを行うには、 dosfstools が役立ちま
す。

8.7 注注注意意意すすすべべべききき典典典型型型的的的ななな間間間違違違いいい

ここに危険な行動の例をいくつか挙げます。特権アカウント rootを使う場合、副作用はさ
らに増大します。

8.7.1 rm -rf .*

“.*”は “.” と “..” を含むように拡張されるので、ワイルドカードファイル名をコマンド
行引数で “rm -rf .*”のように使うと危険な結果をもたらす危険があります。幸いにも、
Debianディストリビューションに含まれている “rm”コマンドの最新版では、引数ファイル
名の健全性を検査し、“.” と “..” を削除します。しかし、これはいつも成り立つとは限り
ません。ワイルドカードファイル名がどのように機能するかを知るには、次をお試しくださ
い。

• “echo *”:カレントディレクトリにある全ての非ドットファイルと非ドットディレクト
リをリストする

• >“echo .[^.]*”:カレントディレクトリにある全てのドットファイルとドットディレ
クトリをリストする

• “echo .*”:親ディレクトリにある全てと親ディレクトリ自身をリストする

8.7.2 rm /etc/passwd

Debian システムは /etc/passwd のような重要なファイルを 間違いにより失うことに対
して丈夫です。Debianシステムはこれらを /var/backups/に定期的にバックアップしま
す。これらのファイルを回復させたら、適切な権限を手動でセットしましょう。

# cp /var/backups/passwd /etc/passwd
# chmod 644 /etc/passwd

‘パッケージ選択データの回復’ on page 87をご覧ください。
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章章章 9

Debianシシシススステテテムムムのののチチチュュューーーニニニンンングググ

本章はシステム設定の基本をコマンドラインインターフェースのみで説明します。本章を読
む前に ‘Debianシステムインストールのヒント’ on page 27を読んで下さい。

セキュリティに関して関心があるなら、 harden-doc パッケージにある Securing Debian
Manual (http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/)を読ん
でください。

9.1 シシシススステテテムムムののの初初初期期期化化化

Debianは Systen V形式の initスクリプトシステムを採用しています。イントロダクション
として ‘initプログラム’ on page 21をご覧ください。

9.1.1 initスススクククリリリプププトトトのののカカカスススタタタマママイイイズズズ

init スクリプトの挙動を制御する最も易しい方法は /etc/default/ ディレクトリにある
initスクリプトのような名前のファイルにある環境変数の指定を変更することです。 1 例え
ば、/etc/default/hotplugは /etc/init.d/hotplugの挙動を制御するために使えま
す。 /etc/default/rcSファイルは motd、 suloginなどのブート時の標準をカスタマイ
ズするために使えます。

これらの変数を変更することにより望みの挙動を実現できない場合は、 initスクリプト自身
を修正できます。これらは全て設定ファイルです。

1/etc/default/にあるディレクトリは環境変数の割り当てのののみみみを含みます。各ファイルはこれらの割り
当てが initスクリプト自身にある標準の 変数の設定を上書きするような方法で、対応する initスクリプトにより
読み込まれます。このディレクトリ名の選択は Debian独特 (http://lists.debian.org/debian-devel/
2003/debian-devel-200308/msg02114.html)のものです。大まかに言うと、Red Hatや他のディストリ
ビューションで見られる /etc/sysconfigと同じものです。

http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/
http://lists.debian.org/debian-devel/2003/debian-devel-200308/msg02114.html
http://lists.debian.org/debian-devel/2003/debian-devel-200308/msg02114.html
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9.1.2 シシシススステテテムムムのののロロログググ記記記録録録をををカカカスススタタタマママイイイズズズすすするるる

システムのログモードは /etc/syslog.confを使って設定可能です。システムのログファ
イルに色づけするためのプログラムについては colorizeパッケージをチェックしてくださ
い。又、syslogd(8)や syslog.conf(5)もご覧ください。

9.1.3 ハハハーーードドドウウウェェェアアアののの最最最適適適化化化

Debianでシステム管理者に管理が任されているハードウェアの最適化設定はあまりありま
せん。

• hdparm
– ハードディスクアクセスの最適化ツール。非常に効果的。
– 危険です。まず hdparm(8)を読む必要があります。
– hdparm -tT /dev/hdaによりディスクのアクセス速度をテストします。
– hdparm -q -c3 -d1 -u1 -m16 /dev/hda により 最近の IDE システムでは
ディスク速度を高速化できます。(危険かもしれません。)

• setcd
– コンパクトディスクドライブのアクセスの最適化ツール。
– setcd -x 2により速度を 2倍速に落とします。
– setcd(1)をご覧ください。

• setserial
– シリアルポートの管理ツール集。

• scsitools
– SCSIハードウェアの管理ツール集。

• memtest86
– メモリデバイスの管理ツール集。

• hwtools
– 低レベルハードウェア管理ツール集。

* irqtune: 優先度が高く高速なサービスを要求するデバイス (例:シリアルポー
トやモデム)にデバイスの IRQ優先度を変更する。シリアルポート/モデムの
3倍の高速化が可能。

* scanport: 装着した ISAデバイスを探すために 0x100から 0x3ffまでの I/O
空間を検索する。

* inb: I/Oポートを読み込み、8進数又はバイナリ形式で値をダンプする小さ
なクイックハック。

• schedutils
– Linuxスケジューラユーティリティ。
– taskset, irqset, lsrt,と rtが含まれます。
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– (これには含まれていない) nice や renice と組み合わせて、プロセスのスケ
ジューリングパラメータの完全な制御が行えます。

noatimeオプション付でファイルシステムをマウントするのもファイルへの読み込みアク
セスが高速化するには非常に効率的です。 fstab(5)と mount(8)をご覧ください。

procファイルシステムを通じて Linux kernel自身により直接チューンできるハードウェア
もあります。‘proc filesystemにより Linux kernelをチューニングする’ on page 100をご覧く
ださい。

Debianには特定のハードウェアに特化した設定ユーティリティが数多く存在します。これ
らの多くはノート PCに特定したニーズに対応しています。ここに Debianで得られるいく
つかの興味深いパッケージを挙げます。

• tpconfig -タッチパッドデバイスの設定プログラム
• apmd - Advanced Power Management (APM)用ユーティリティ
• acpi - ACPIデバイスの情報を表示
• acpid - ACPIを使うためのユーティリティ
• lphdisk - Phoenix NoteBIOS用のハイパネーションパーティションの準備を行う
• sleepd -使わない間ノート PCをスリープさせる
• noflushd -アイドルになっているハードディスクの回転を止める
• big-cursor - X用の大きいマウスカーソル
• acme -ノート PCにある “マルチメディアボタン”を有効にする
• tpctl - IBM ThinkPadハードウェア設定ツール
• mwavem - Mwave/ACPモデムのサポート
• toshset -東芝ノート PCのインターフェースの多くにアクセスする
• toshutils -東芝ノート PC用ユーティリティ
• sjog - Sony VAIOノートの “ジョグダイアル”を使うためのプログラム
• spicctrl - LCDのバックライトの輝度設定用の Sony VAIOコントローラプログラム

ここで、ACPIは APMより新しい電源管理システムのフレームワークです。

これらのパッケージのいくつかは特別な kernelモジュールを要求します。これらは多くの
場合、既に最新の kernelソースに含まれています。問題が発生した場合、kernelに最新の
パッチを適用する必要があるかもしれません。

9.2 アアアクククセセセススス制制制限限限

9.2.1 PAMををを用用用いいいたたたロロログググイイインンン制制制限限限

PAM (Pluggable Authentication Modules)により、ユーザのログイン方法を制御できます。

/etc/pam.d/* # PAM 制御ファイル
/etc/pam.d/login # ログイン用の PAM 制御ファイル
/etc/security/* # PAM モジュールパラメータ
/etc/securetty # 端末による root でのログインを制御
/etc/login.defs # ログインの挙動を制御
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自分でリスクを負って、安全ではないがパスワード無しで端末にログインしたい場合は、
/etc/pam.d/loginの内容を次のように変えてください。

#auth required pam_unix.so nullok
auth required pam_permit.so

パスワード無しで Xコンソールにログインするために同様のトリックを xdm, gdmなどに適
用できます。

一方、良いパスワードポリシーを実施したい場合には、次のように cracklib2 をインス
トールして /etc/pam.d/passwdをセットしてください。

password required pam_cracklib.so retry=3 minlen=6 difok=3

ワンタイムログインパスワードも役に立つかもしれません。この目的には、passwdコマン
ドを -eオプション付で使ってください。passwd(1)をご覧ください。

Bash シェルではプロセスの最大数を ulimit -u 1000 としてセット できますし、/etc
/security/limits.conf で PAM から設定 することもできます。core のような他のパ
ラメータも同様に設定できます。PATHの初期値はシェル起動スクリプトの 起動前に /etc
/login.defsによりセットできます。

PAM のドキュメントは libpam-doc パッケージで パッケージングされています。Linux-
PAMシステム管理者ガイドは PAMの設定、必要なモジュールなどについてカバーしていま
す。この ドキュメントは Linux-PAMアプリケーション開発ガイドと Linux-PAMモジュール
開発者ガイドも含んでいます。

9.2.2 “なななぜぜぜ GNU suははは wheelグググルルルーーープププをををサササポポポーーートトトしししててていいいななないいいのののかかか”

これは Richard M. Stallmanによる古い info suページの末尾にある有名なフレーズです。
心配ありません。Debianにある現在の suは PAMを使っているので、suが使える能力を
/etc/pam.d/su にある pam_wheel.so を使って あらゆるグループに対して制限できま
す。次の設定は Debian システムの adm グループを BSD の wheel グループと同じように
セットし、このグループに属するメンバーがパスワード無しで suを使用することを許可し
ます。

# /etc/pam.d/su において反 RMS 設定を行う
auth required pam_wheel.so group=adm

# Wheel メンバーがパスワード無しで suを使えるようにする
auth sufficient pam_wheel.so trust group=adm
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9.2.3 標標標準準準ででで存存存在在在すすするるるグググルルルーーープププののの目目目的的的

興味深いグループがいくつか存在します。
• rootグループは pam_wheel.soが group=引数無しで使用されている場合の標準的
なwheelグループです。

• admグループはログファイルを読むことが可能です。
• cdromグループは CD-ROMドライブへのユーザのアクセスを局所的に許すために使
われます。

• floppyグループはフロッピドライブへのユーザのアクセスを局所的に許すために使
われます。

• audioグループはオーディオデバイスへのユーザのアクセスを局所的に許すために使
われます。

• srcグループは /usr/src/にあるソースコードを所有しています。システムのソー
スコードを管理する能力をユーザに局所的に与えるために使われます。

• staffメンバはヘルプデスクやシステム管理者補に対して /use/local/で作業を行
い、/home/にディレクトリを作成する能力を与えるのに役立ちます。

完全なリストは、Woodyでは harden-docパッケージでも見つかる Securing Debian Man-
ual (http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/) の “FAQ”
セクションをご覧ください。 又、新しい base-passwd (3.4.6 以降) にも信頼できる リス
ト: /usr/share/doc/base-passwd/users-and-groups.htmlが含まれます。

9.2.4 – sudoををを使使使っっってててよよよりりり安安安全全全ににに作作作業業業をををすすするるる

私の sudoの使いかたはほとんど自分のミスからの防御が目的です。個人的には、sudoを
使うことは、常に rootとしてシステムを使うことに対するより良い代替手段と考えます。

sudo をインストールして /etc/sudoers(http://www.debian.org/doc/manuals/
debian-reference/examples/) にあるオプションを 設定して有効にします。また、
/usr/share/doc/sudo/OPTIONSにある sudoグループ機能を調べます。

設定サンプルは “staff”グループのメンバが sudoの元で rootとしてあらゆるコマンドを起
動することと “src”メンバが sudoの元で rootとして選ばれたコマンドを起動することを許
可します。

sudoの利点は、ユーザの普通のログインパスワードしか必要とせず、その行動がモニタで
きるということです。これはシステム管理者補にいくらかの 権限を与える良い方法です。例
えば、

$ sudo chown -R myself:mygrp .

もちろん root パスワードを知っている場合、(ほとんどのホームユーザがしているように)
ユーザアカウントから rootとしてコマンドを起動できます。

$ su -c "shutdown -h now"
Password:

http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/
http: / /www.debian.org /doc /manuals /debian-reference /examples /
http: / /www.debian.org /doc /manuals /debian-reference /examples /
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(管理者アカウントの sudo権限を強化すべきだと知っていますが、これは私のホームサー
バなので、まだ困っていません。)

通常のユーザが root 権限でコマンドを実行することを許可するプログラムが 他にありま
す。superパッケージをご覧ください。

9.2.5 サササーーービビビスススへへへのののアアアクククセセセスススををを制制制限限限すすするるる

インターネットスーパーサーバすなわち inetdはブート時に /etc/init.d/inetdのシ
ンボリックリンクである /etc/rc2.d/S20inetd (ランレベルが 2の場合)により起動され
ます。基本的に、inetdは 1つの起動中のデーモンが複数の他のデーモンを起動し、シス
テムの負荷を低減することを許可します。

サービス要求が届いた時には常に /etc/protocolsと /etc/servicesにあるデータベー
スを検索することによりプロトコル並びにサービスが識別されます。そして inetdは通常
のインターネットサービスを /etc/inetd.confデータベース、 Sun-RPCベースのサービ
スを /etc/rpc.confにあるデータベースから捜し出します。

システムのセキュリティのために、/etc/inetd.confにある使用しないサービスを必ず
無効化してください。 Sun-RPCサービスはNFSや他の RPCベースのプログラムが必要とし
ます。

時々、inetdは意図したサーバを直接起動しませんが、 tcpd TCP/IPデーモンラッパプロ
グラムが意図したサーバ名を用いて /etc/inetd.confにある引数として起動されます。

この場合、tcpd は要求を記録した後に適切なサーバプログラムを 起動し、/etc
/hosts.denyと /etc/hosts.allowを使ったいくつかの付随的な検査を行います。

最近の Debian システムで遠隔アクセスに問題が発生した場合、 /etc/hosts.deny に
“ALL: PARANOID”という行が存在する場合はこれをコメントアウトしてください。

詳細については inetd(8), inetd.conf(5), protocols(5), services(5), tcpd(8),
hosts_access(5),そして hosts_options(5)をご覧ください。

Sun-RPC についての詳細は、 rpcinfo(8), portmap(8), そして /usr/share/doc
/portmap/portmapper.txt.gzをご覧ください。

9.2.6 集集集権権権的的的認認認証証証 – LDAP

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)を使いましょう。以下を参照してください。
• OpenLDAP (http://www.openldap.org/)
• openldap-guideパッケージにある OpenLDAP管理者ガイド
• LDP: LDAP Linux HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/LDAP-HOWTO/index.
html)

• LDP: LDAP Implementation HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
LDAP-Implementation-HOWTO/index.html)

• OpenLDAP, extensive use reports (http://portal.aphroland.org/~aphro/
ldap-docs/ldap.html)

http://www.openldap.org/
http://www.tldp.org/HOWTO/LDAP-HOWTO/index.html
http://www.tldp.org/HOWTO/LDAP-HOWTO/index.html
http://www.tldp.org/HOWTO/LDAP-Implementation-HOWTO/index.html
http://www.tldp.org/HOWTO/LDAP-Implementation-HOWTO/index.html
http://portal.aphroland.org/~aphro/ldap-docs/ldap.html
http://portal.aphroland.org/~aphro/ldap-docs/ldap.html
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• Open LDAP with Courier IMAP and Postfix (http://alinux.washcoll.edu/docs/
plc/postfix-courier-howto.html)

9.3 CDララライイイタタターーー

ATAPI/IDE インターフェースを用いた CD ライターは最近非常にポピュラーな 選択
肢になっています。640 MB 以下の容量しか必要としないホームユーザ にとってのシ
ステムバックアップとアーカイブのための素晴らしい媒体です。 CD ライターに関す
る最も信頼できる情報は、LDP CD-Writing-HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
CD-Writing-HOWTO.html)をご覧ください。

9.3.1 導導導入入入

まず、CDライターに送るデータが中断すると CDに回復できない被害が発生します。でき
るだけ大きなバッファを CDライターに与えて下さい。お金を問わないならば、ATAPI/IDE
に拘らず、SCSIを使ってください。接続する IDEインターフェースを選択する場合、ISA
バス上 (SB16カードなど)にあるものよりも PCIバス上 (マザーボードにあるものなど)にあ
るものを使ってください。

CDライターが IDEに接続されていると、Linux 2.2 kernelと 2.4 kernelでは通常の IDE CD
ドライバの代わりに IDE-SCSIドライバが働きます。又、IDE-SCCIドライバを有効にするに
は SCSI genericドライバが必要となります。最新のディストリビューション (2001年 3月現
在)により配布されている kernelの使用を仮定すると、CDを焼くためには 2つの可能なアプ
ローチが存在します。

Linux 2.6カーネルの場合には、通常の IDEドライバーを使い CD-RWデバイスに /dev/hdx
と言ったデバイス名で直接アクセスするべきです。こうすれば DMAが使えます。

9.3.2 アアアプププロロローーーチチチ 1: モモモジジジュュューーールルル + lilo

Debianパッケージの kernelを使っている場合は、/etc/lilo.confに次の行を追加してく
ださい。複数のオプションを使う場合、スペースでそれらを区切ってください。

append="hdx=ide-scsi ignore=hdx"

ここで CDライターの場所は、ide-scsiドライバを通してアクセスする場合、 hdx として示
されます。ここで xは、次のいずれかを表します。

hda プライマリ IDE ポートのマスター
hdb プライマリ IDE ポートのスレーブ
hdc セカンダリ IDE ポートのマスター
hdd セカンダリ IDE ポートのスレーブ
hde から hdh 外部 IDE ポート又は ATA66/100 IDE ポートに接続されたドライ

ブ

http://alinux.washcoll.edu/docs/plc/postfix-courier-howto.html
http://alinux.washcoll.edu/docs/plc/postfix-courier-howto.html
http://www.tldp.org/HOWTO/CD-Writing-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/CD-Writing-HOWTO.html
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rootで次のコマンドをタイプすることにより、全設定が有効になります。

# lilo
# shutdown -h now

9.3.3 アアアプププロロローーーチチチ 2: kernel再再再構構構築築築

Debianは kernelを作るために make-kpkgを用います。複数の kernelイメージを構築する
ため、make-kpkgの 新しい --append_to_versionオプションを用います。 ‘Debianで
の Linux kernel’ on page 99をご覧ください。

make menuconfigを通じて次のセットアップを使用してください。

• bzImage

• IDE CDドライバを除く (必須ではないがシンプルになります)

• ide-scsiと sgを組み込むかモジュールとしてコンパイルする

9.3.4 設設設定定定後後後のののススステテテッッップププ

次を実行することによりブート中に kernelの CDライターのサポートを有効にできます。

# echo ide-scsi >>/etc/modules
# echo sg >>/etc/modules
# cd /dev; ln -sf scd0 cdrom

手動により CDライターを有効にするには次を実行します。

# modprobe ide-scsi
# modprobe sg

リブート後、このように CDライターのインストールをチェックできます。

$ dmesg|less
# apt-get install cdrecord
# cdrecord -scanbus

[Warren Dodge による] CD-ROM と CD-R/RW がシステムに同時に存在する場合、
時々 ide-scsi と ide-cd の間で衝突が発生することがありえます。 /etc/modutils
/aliaeseに次の行を追加して、 update-modulesを起動してからリブートしてみてくだ
さい。

pre-install ide-scsi modprobe ide-cd

この設定は IDE ドライバを ide-scsi の前にロードさせます。 IDE ドライバ ide-cd は
ATAPI CD-ROMを制御します。—これは ide-scsiが制御するデバイスを無視するだけで
す。
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9.3.5 CDイイイメメメーーージジジフフファァァイイイルルル (ブブブーーータタタブブブルルル)

target-directory/にあるファイルの CDイメージを cd-image.rawとして作成するに
は、フロッピドライブにブートフロッピを挿入して次を実行します。 (ブータブルな Joilet
TRANS.TBLが有効化されたフォーマット。ブート不能な場合は、-bと -cオプションを取
る)

# dd if=/dev/fd0 target-directory/boot.img
# mkisofs -r -V volume_id -b boot.img -c bootcatalog -J -T \

-o cd-image.raw target_directory/

ブータブル DOS CD-ROMを作るのは面白いハックです。通常の DOSブートフロッピディ
スクイメージは boot.img にあり、CD-ROMは DOSフロッピが Aドライブにあるかのよ
うにブートします。これを freeDOSを使って行うとより面白いかもしれません。

この CDイメージはループバックデバイスによりマウントして検査できます。

# mount -t iso9660 -o ro,loop cd-image.raw /cdrom
# cd /cdrom
# mc
# umount /cdrom

9.3.6 CDララライイイタタターーー (R,RW)ににに書書書ききき込込込むむむ

まず次のようにテストを行います。 (倍速と仮定)

# nice --10 cdrecord -dummy speed=2 dev=0,0 disk.img

結果が OKならば、CD-Rに次のように書き込みます。

# nice --10 cdrecord -v -eject speed=2 dev=0,0 disk.img

又は CD-RWディスクに次のように書き込みます。

# nice --10 cdrecord -v -eject blank=fast speed=2 dev=0,0 disk.img

次のようにした方が良い CD-RWドライブもあります。

# nice --10 cdrecord -v blank=all speed=2 dev=0,0 disk.img

に続いて

# nice --10 cdrecord -v -eject speed=2 dev=0,0 disk.img

を実行します。この 2ステップは消去作業中に、書き込み作業を妨害するのを防ぐために
必要となります。niceの引数は幾らか調整が必要となるかもしれません。
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9.3.7 CDイイイメメメーーージジジフフファァァイイイルルルののの作作作成成成

ある CD-R や商用 CD は dd によるコピーができなくなるように 終わりに壊れたセクタを
持っています。(Windows 98 CDはこの 1つです) cdrecordパッケージには readcdコマ
ンドが付随しています。このコマンドを使うと CDの内容をコピーしてイメージファイルを
作成できます。データディスクの場合、マウントして dfを実行することにより実際のサイ
ズがわかります。そのブロック数を 2で割って実際の CDセクター数がわかります。 (1セク
タ = 2048 byte)そして readcdを次に示すオプション付きで実行し、作成されたディスクイ
メージを使って CD-R/RWに書き込めます。

# readcd dev=target,lun,scsibusno # 機能 11 を選択

ここで、ほとんどの場合はこれら 3つのパラメータは全て 0にセットします。通常 readcd
により与えられるセクタ数は過大です! 実際にマウントして得られる数を使う方がより良い
結果をもたらします。

ddを CDに対して使うといくつか問題が発生することを言及すべきです。ddコマンドを最
初に実行すると、エラーが発生し、末尾が失われた短いディスクイメージができるかもしれ
ません。次に ddコマンドを実行すると、ディスクサイズが指定されていない場合、後ろに
ごみデータが付随した大きなディスクイメージができるかもしれないシステムがあるかも
しれません。引数として正しいディスクサイズを与えて ddコマンドを 2回実行し、エラー
メッセージの後に CDをイジェクトしなければこれらの問題を避けられるようです。例え
ば、dfにより表示されるイメージサイズが 46301184であった場合、次のコマンドを 2回
実行すると正しいイメージを得られます。(これは経験的な情報です)

# dd if=/dev/cdrom of=cd.img bs=2048 count=$((46301184/2))

9.3.8 Debian CDイイイメメメーーージジジ

Debian CDの最新情報を得るには、 Debian CD site (http://www.debian.org/CD/)を訪
れてください。

高速なインターネット接続を持っている場合は、次を用いてネットワーク越しにインストー
ルすることを考えてみてください。

• 数枚の floppy images (http://www.debian.org/distrib/floppyinst)又は
• minimal bootable CD image (http://www.debian.org/CD/netinst/)。

高速なインターネット接続を持っていない場合は、 CD vendor (http://www.debian.
org/CD/vendors/)から CDを購入することを考慮してください。

CDイメージのテスタで無い限り、(たとえ新しい jigdoを使ったとしても)標準の CDイメー
ジをダウンロードしてバンド幅を無駄に消費しないでください。

言及すべき CD イメージは KNOPPIX - Live Linux Filesystem On CD (http://www.
knopper.net/knoppix/index-en.html) です。 この CD はハードディスクにインス
トールせずに機能する Debianシステムをブートします。

http://www.debian.org/CD/
http://www.debian.org/distrib/floppyinst
http://www.debian.org/CD/netinst/
http://www.debian.org/CD/vendors/
http://www.debian.org/CD/vendors/
http://www.knopper.net/knoppix/index-en.html
http://www.knopper.net/knoppix/index-en.html
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9.3.9 シシシススステテテムムムををを CD-Rにににバババッッックククアアアッッップププ

主要な設定ファイルとデータファイルを CD-R にコピーするには、 backup(http:
//www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/) にあるサンプル
バックアップスクリプトを使います。又、‘サブディレクトリ全体のコピーとアーカイブ’ on
page 108と ‘差分バックアップとデータ同期’ on page 110もご覧下さい。

9.3.10 音音音楽楽楽 CDををを CD-Rにににコココピピピーーーすすするるる

テストしていません。

# apt-get install cdrecord cdparanoia
# cdparanoia -s -B
# cdrecord dev=0,0,0 speed=2 -v -dao -eject defpregap=1 -audio *.wav

又は

# apt-get install cdrdao #disk at once
# cdrdao read-cd --device /dev/cdrom --paranoia-mode 3 my_cd # CD を

読み込む
# cdrdao write --device /dev/cdrom --speed 8 my_cd # 新 し

い CD を書き込む

cdrdaoは (ギャップなどが無い)真のコピーを作ります。

9.3.11 DVD-Rややや DVD-RWややや DVD+RWへへへののの書書書ききき込込込みみみ

DVDに書き込む場合, 2つのアプローチがあります:
• growisofsを mkisofsとともに使う。
• /usr/share/doc/cdrecord/README.DVD.Debian に書かれた手順で cdrecord
を dvdオプションでリコンパイルしローカルパッケージを作る。

9.4 X

W Window System は XFree86 (http://www.xfree86.org/) により 供給されていま
す。Debian システムでは 2つのメジャーバージョンの X サーバ、 すなわち XFree86 Ver-
sion 3.3 (XF3) と XFree86 Version 4.x シリーズ (XF4) が得られますが、どちらも X.Org
(http://www.x.org/)による X11R6規格に基づいています。

X の基礎は、X(7)、LDP XWindow-User-HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
XWindow-User-HOWTO.html) や Remote X Apps mini-HOWTO (http://www.tldp.
org/HOWTO/mini/Remote-X-Apps.html) を参照してください。Debian 特有のユー

http: / /www.debian.org /doc /manuals /debian-reference /examples /
http: / /www.debian.org /doc /manuals /debian-reference /examples /
http://www.xfree86.org/
http://www.x.org/
http://www.tldp.org/HOWTO/XWindow-User-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/XWindow-User-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/mini/Remote-X-Apps.html
http://www.tldp.org/HOWTO/mini/Remote-X-Apps.html
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ザガイドは、 xfree86-common パッケージにより供給される /usr/share/doc
/xfree86-common/FAQ.gz をご覧下さい。 これには Branded Robinson による興味深
く信頼が置けるキーバインディング問題の報告が含まれます。

‘Xサササーーーバババ’ on page 143 ユーザのモニタ (CDT,液晶)に X windowやデスクトップを表示し、
キーボードやマウスの入力を受け付けるローカルホストでのプログラム。

‘Xクククララライイイアアアンンントトト’ on page 146 X互換なアプリケーションソフトを起動する (ローカル又はリ
モートでの) プログラム

これは他の文脈での通常の “サーバ”と “クライアント”の逆の使いかたです。

“Xクライアント” (アプリケーション側)から “Xサーバ” (ディスプレイ側)がリモート接続を
得るための複数の方法があります。

• xhost
– ホストリストを用いた方法 (非常に危険)
– 暗号化されていないプロトコル (盗聴されやすい)
– できるならば使わないでください。
– ‘リモートの Xサーバに接続する – xhost’ on page 150と xhost(1x)参照。

• xauth
– MIT magic cookieを使った方法 (安全ではないが xhostよりは良い)
– 暗号化されていないプロトコル (盗聴されやすい)
– ssh -Xよりは CPU負荷が少ないのでローカル接続に限り使ってください。
– ‘Xで root権限を取得する’ on page 153と xauth(1x)参照。

• xdm, wdm, gdm, kdmなどの方法
– MIT magic cookieを用いた方法 (xauthと同様に安全では無い)
– Xディスプレイアクセス制御については xdm(1x)と Xsecurity(7)を参照。
– インストールしている場合、詳細は wdm(1x), gdm(8), と kdm.options(5) を
参照。

– xdmパッケージをパージせずにブート時に Linuxコンソールを得るために xdmを
無効にする方法は ‘ランレベルのカスタマイズ’ on page 22を参照。

• ssh -X
– 安全なシェル (ssh)によるポートフォワードを用いる方法
– 暗号化されたプロトコル (ローカル接続の場合リソースの無駄)
– リモート接続の場合はこれを使ってください。
– ‘リモートの Xサーバに接続する – ssh’ on page 151参照。

ssh を除いて、全てのリモート接続は X サーバ上で可能な TCP/IP 接続を要求しま
す。‘TCP/IP越しに Xを使う’ on page 150をご覧下さい。



章 9. Debianシステムのチューニング 143

9.4.1 Xパパパッッッケケケーーージジジ

Woodyに Xシステムをインストールするのを簡単にするためにいくつかの (メタ)パッケー
ジが供給されています。

x-window-system-core このメタパッケージは X Window Systemを起動するスタンドア
ロンのワークステーションに不可欠な構成要素を供給します。Xライブラリ、 Xサー
バ (xserver-xfree86)、フォント群、そして 基本的な X クライアントおよびユー
ティリティ群を供給します。

x-window-system このメタパッケージは XFree86 プロジェクトにより開発されて
いる X Window System としての実質上全ての構成要素を供給するだけでな
く、 歴史的に有名なアクセサリプログラムのセットを供給します。 (とりわ
け、x-window-system-core, twm, そして xdm などに依存します。これをインス
トールする場合 x-window-system-coreをインストールする必要はありません。)

xserver-common-v3 XFree86 3.x X サーバ (XF3) に共通のファイルやユーティリティで
す。

xserver-* 何らかの理由で新しい XF4 サーバ (xserver-xfree86) によりサポートされ
ていないハードウェアをサポートするための補助的な XF3サーバパッケージです。い
くつかの古い ATI mach64カードは XF4でサポートされていませんし、他のカードも
Woodyでのバージョンの XF4ではひどくハングします。(取得可能なパッケージは、
apt-cache search xserver-|lessにより判明します。これら XF3サーバの全て
は xserver-common-v3に依存します。)

ほとんどの場合、x-window-systemパッケージをインストールすべきです。(コンソール
でログインしたい場合は、“‘boot時に Xを無効にさせてくれ!”’ on page 105で言及されてい
るように xdmを無効にすることを忘れないでください。)

9.4.2 X用用用のののハハハーーードドドウウウェェェアアア検検検出出出

Xの設定段階でハードウェアの検出を有効にするには、 Xシステムをインストールする前に
次のパッケージをインストールしてください。

• discover –ハードウェア認識システム。

• mdetect –マウスデバイス自動検知ツール。

• read-edid – VESA PnPモニタ用のハードウェア情報収集ツール。

9.4.3 Xサササーーーバババ

Xサーバに関する情報は XFree86(1x)をご覧下さい。

ローカルの端末から Xサーバを起動するには、次を実行します。
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$ startx -- :<display> vtXX
例えば、
$ startx -- :1 vt8 -bpp 16
... vt8 で 16bpp モードを用いて X サーバを起動し、localhost:1 に接続

--の後に与えられた引数は Xサーバのためのものです。

Xサーバ起動スクリプトをカスタマイズするために ~/.xserverrcスクリプトを使用して
いる場合、本当の Xサーバを必ず execしてください。こうしないと Xサーバの起動が遅
くなり、exitすることに注意してください。例えば、

#!/bin/sh
exec /usr/bin/X11/X -dpi 100 -nolisten tcp

Xサササーーーバババののの設設設定定定 (version 4)

XF4サーバの(再)設定を行うには、

# dpkg-reconfigure --priority=low xserver-common
# dpkg-reconfigure --priority=low xserver-xfree86

を実行して /etc/X11/XF86Config-4ファイルを生成し、 dexconfスクリプトを用いて
Xの設定を行います。

Xサササーーーバババののの設設設定定定 (version 3)

XF3サーバの(再)設定を行うには、例えば、ATI mach64の場合、

# dpkg-reconfigure --priority=low xserver-common-v3
# dpkg-reconfigure --priority=low xserver-mach64

を実行して /etc/X11/XF86Configファイルを生成し、 xf86config-v3スクリプトを用
いて Xの設定を行います。

Xサササーーーバババををを手手手動動動ででで設設設定定定すすするるる

Woodyの場合、/etc/X11/XF86Config-4ファイルにユーザの カスタマイズを追加しま
す。設設設定定定フフファァァイイイルルル中中中ののの次次次ののの行行行ををを決決決しししててて編編編集集集しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

### BEGIN DEBCONF SECTION
[snip]
### END DEBCONF SECTION
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その代わり、テテテキキキススストトトののの前前前にににカカカスススタタタマママイイイズズズををを追追追加加加しししてててくくくだだださささいいい。。。例えば、ビデオデバイス
をカスタマイズするには、ファイルの先頭に次のテキストに似た行を追加してください。

Section "Device"
Identifier "Custom Device"
Driver "ati"
Option "NoAccel"

EndSection

Section "Screen"
Identifier "Custom Screen"
Device "Custom Device"
Monitor "Generic Monitor"
DefaultDepth 24
Subsection "Display"
Depth 8
Modes "1280x960" "1152x864" "1024x768" "800x600" "640x480"

EndSubsection
Subsection "Display"
Depth 16
Modes "1280x960" "1152x864" "1024x768" "800x600" "640x480"

EndSubsection
Subsection "Display"
Depth 24
Modes "1280x960" "1152x864" "1024x768" "800x600" "640x480"

EndSubsection
EndSection

Section "ServerLayout"
Identifier "Custom"
Screen "Custom Screen"
InputDevice "Generic Keyboard" "CoreKeyboard"
InputDevice "Configured Mouse" "CorePointer"

EndSection

Sarge (この文書の作成時は testing)の場合、アップグレードを通じてカスタマイズした
設定を /etc/X11/XF86Config保ちたい場合、次のコマンドを rootとして実行してくださ
い。

# cp /etc/X11/XF86Config-4 /etc/X11/XF86Config-4.custom
# md5sum /etc/X11/XF86Config-4 > /var/lib/xfree86/XF86Config-4.md5sum
# dpkg-reconfigure xserver-xfree86

フフフォォォンンントトトのののアアアンンンチチチエエエイイイリリリアアアスススを行うには、 ‘Xでの TrueTypeフォント’ on page 154に記述
されているように /etc/X11/XF86Config-4を編集する必要があります。
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Xの設定ファイルの他の部分もチェックしてみてください。ひどいモニタ設定はひどいフォ
ントよりも頭痛をもたらします。ですのでリフレッシュレートが使っているモニタが発揮で
きるレートと同じ位高いことを確認してください。 (85 Hzなら素晴らしい、75 Hzなら大丈
夫、60Hzだと苦痛です)

9.4.4 Xクククララライイイアアアンンントトト

Xクライアントプログラムのほとんどは次のようなコマンドで起動されます。

client $ xterm -geometry 80x24+30+200 -fn 6x10 -display hostname:0 &

ここで、任意のコマンドライン引数は次を意味します。

• -geometry WIDTHxHEIGHT+XOFF+YOFF:起動時のウィンドウのサイズと位置

• -fn FONTNAME:テキスト表示用のフォント FONTNAME は次を設定可能です。
– a14: 通常サイズのフォント
– a24: 大きなサイズのフォント
– など (xlsfontでフォントが使えるかをチェックしてください。)

• -display displayname: 使用する X サーバ名 displayname は次のようになりま
す。

– hostname:D.S はホスト hostname のディスプレイ D 上の S スクリーンを
意味します。このディスプレイ用の X サーバは UNIX domain socket /tmp
/.X11-unix/XDを listenしています。(それゆえ hostからしか読めません)

– :D.S は host/unix:D.S と等価です。ここで host はローカルのホスト名で
す。

Xクライアントプログラム (アプリケーション側)用の標準の displaynameは DISPLAY環
境変数によりセットできます。例えば、環境変数を設定するために Xクライアントプログラ
ムより先に次のコマンドのうちひとつを実行します。

$ export DISPLAY=:0
# 標準、ローカルマシンの第一スクリーン

$ export DISPLAY=hostname.fulldomain.name:0.2
$ export DISPLAY=localhost:0

この設定は ~/.xinitrcによりカスタマイズできます。例えば、

xrdb -load $HOME/.Xresources
xsetroot -solid gray &
xclock -g 50x50-0+0 -bw 0 &
xload -g 50x50-50+0 -bw 0 &
xterm -g 80x24+0+0 &
xterm -g 80x24+0-0 &
twm
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‘X セッションのカスタマイズ’ on page 147 に記述したように、この設定は startx か
ら実行された場合、Xsession の通常の実行結果を全て上書きします。 その代わり、~
/.xsessionを苦肉の策としてのみ使ってください。 xsetroot(1x)、 xset(1x)と ‘Xリ
ソース’ on page 151をご覧下さい。

9.4.5 Xセセセッッッシシショョョンンン

Xセッション (Xサーバ + Xクライアント)は次のように起動できます。
• startx: Linux 文字端末から X サーバと X クライアントを 起動するための xinit
のラッパースクリプトコマンド。 ~/.xinitrc が存在しない場合、/etc/X11
/Xsessionが /etc/X11/xinit/xinitrcを通じて実行される。

• xdm, gdm, kdm,や wdm: Xサーバと Xクライアントを起動し、GUIスクリーン経由でロ
グインを制御するためのXディスプレイマネージャデーモン。 /etc/X11/Xsession
が直接実行される。

コンソールは “‘boot時に Xを無効にさせてくれ!”’ on page 105に記述されている方法で取得
できます。

Xセセセッッッシシショョョンンンのののカカカスススタタタマママイイイズズズ

標 準 の 起 動 ス ク リ プ ト /etc/X11/Xsession は /etc/X11/Xsession.d
/50xfree86-common_determine-startup と /etc/X11/Xsession.d
/99xfree86-common_startが組み合わさったものです。

/etc/X11/Xsessionの実行は /etc/X11/Xsession.optionsにいくらか影響を受け、
本質的には次の順序で最初に見付かったプログラムを execコマンドで実行することになり
ます。

1 定義されている場合、 ~/.xsessionか ~/.Xsession
2 定義されている場合、 /usr/bin/x-session-manager
3 定義されている場合、/usr/bin/x-window-manager
4 定義されている場合、/usr/bin/x-terminal-emulator

これらのコマンドの正確な意味は ‘Alternativeコマンド’ on page 96に記述されているDebian
alternativeシステムにより定義されています。例えば、

# update-alternatives --config x-session-manager
又は
# update-alternatives --config x-window-manager

GNOME や KDE の セ ッ シ ョ ン マ ネ ー ジ ャ を イ ン ス ト ー ル し た ま ま 他
の X ウ ィ ン ド ウ マ ネ ー ジ ャ を 標 準 に す る に は 、 /etc/X11/Xsession.d
/50xfree86-common_determine-startup を http://bugs.debian.org/168347 の
2番目のバグレポートに添付されているものに置き換え (これがすぐに含まれればいいのです
が)、 Xセッションマネージャを禁じるために次のように /etc/X11/Xsession.options
を編集します。

http://bugs.debian.org/168347
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# /etc/X11/Xsession.options
#
# configuration options for /etc/X11/Xsession
# See Xsession.options(5) for an explanation of the available options.
# Default enabled
allow-failsafe
allow-user-resources
allow-user-xsession
use-ssh-agent
# Default disabled (enable them by uncommenting)
do-not-use-x-session-manager
#do-not-use-x-window-manager

上で述べた修正をシステムに行わないと、gnome-sessionと kdebaseはこれらの Xセッ
ションマネージャを含むパッケージとなります。これらを削除すると Xウィンドウマネー
ジャが標準になります。(Yack, any better idea?)

/etc/X11/Xsession.optionsに allow-user-xsessionという行が有効になっている
場合、 ~/.xsessionや ~/.Xsessionを定義したユーザは /etc/X11/Xsessionのアク
ションをカスタマイズできます。

お好みの Xウィンドウ/セッションマネージャを起動するために、 ~/.xsessionファイル
の最後のコマンドは exec some-window/session-managerの形にすべきです。

~/.xsession スクリプトの良い例は /usr/share/doc/xfree86-common/examples
/xsession.gzに置いておきます。

私はこれをウィンドウマネージャ、スクリーンへのアクセス、ユーザアカウント毎の 言語サ
ポートの設定のために使っています。 ‘ユーザ用に Xセッションを開始する’ on page 148, ‘X
で root権限を取得する’ on page 153,そして ‘多言語 X windowシステムの例’ on page 171を
ご覧下さい。

複数の Xクライアントプログラムを同時に起動したい場合、 ‘Xクライアント’ on page 146
の例を見て、それらを ~/.xinitrcではなく ~/.xsessionから起動してください。

ユーザが指定する追加的な Xリソースは ~/.Xresourcesに保存できます。‘Xリソース’ on
page 151をご覧下さい。

Xにおいてユーザがカスタマイズしたキーマップとポインタデバイスのマッピングもユー
ザの起動スクリプトで指定できます。‘Xにおける keymapとポインタボタンマッピング’ on
page 152をご覧下さい。

ユユユーーーザザザ用用用ににに Xセセセッッッシシショョョンンンををを開開開始始始すすするるる

‘Xセッションのカスタマイズ’ on page 147に記述されている原則に従い、ユーザ指定の X
セッション/ウィンドウマネージャは、指示されたパッケージをインストールし、次のよう
に ~/.xsessionの最後に設定することにより有効化できます。 (私はシンプルなスタイル
と高速性から blackbox/ fluxboxが好きです。)
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• 標準の Xセッションマネージャ
– ‘Alternativeコマンド’ on page 96参照
– exec /usr/bin/x-session-manager

• 標準の Xウィンドウマネージャ
– ‘Alternativeコマンド’ on page 96参照
– exec /usr/bin/x-window-manager

• GNOMEセッションマネージャ (重い)
– インストールするパッケージ: gnome-session
– exec /usr/bin/gnome-session

• KDEセッションマネージャ (重い)
– インストールするパッケージ: kdebase (又は KDE3の場合 kdebase3)
– exec /usr/bin/kde2

• Blackboxウィンドウマネージャ (軽量でしなやか)
– インストールするパッケージ: blackbox
– exec /usr/bin/blackbox

• Fluxboxウィンドウマネージャ (軽量、新しい blackbox)
– インストールするパッケージ: fluxbox
– exec /usr/bin/fluxbox

• Xfceウィンドウマネージャ (Mac OS-Xや SUN CDEライク)
– インストールするパッケージ: xfce
– exec /usr/bin/xfwm

• IceWMウィンドウマネージャ (軽量、GNOMEの代替品)
– インストールするパッケージ: icewm
– exec /usr/bin/X11/icewm

• FVWM2仮想ウィンドウマネージャ (軽量、Win95ライク)
– インストールするパッケージ: fvwm
– exec /usr/bin/fvwm2

• Windowmakerウィンドウマネージャ (幾らか NexTライク)
– インストールするパッケージ: wmaker
– exec /usr/bin/wmaker

• Enlightenmentウィンドウマネージャ (重い)
– インストールするパッケージ: enlightenment
– exec /usr/bin/enlightenment

Window Managers for X (http://www.xwinman.org)をご覧下さい。

http://www.xwinman.org
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KDEととと GNOMEののの設設設定定定

KDE又は GNOME環境を完全に設定するためには、次のメタパッケージが役立ちます。
• KDE: kdeパッケージをインストール
• GNOME: gnomeパッケージをインストール

これらのパッケージを Recommendsを操作できる dselectや aptitudeのようなツールで
インストールすると、ただ apt-getでインストールするよりも適切なソフトウェアの選択
を行えます。

端末からログインをしたい場合、kdm、 gdmのような Xディスプレイマネージャを必ず無効
にしてください。これらは “‘boot時に Xを無効にさせてくれ!”’ on page 105に記述されてい
るように、メタパッケージといっしょに依存性に従いインストールされるかもしれません。

KDE ではなく、GNOME をシステムの標準にしたい場合、 ‘Alternative コマンド’ on page
96にあるように x-session-managerの 設定を必ず行ってください。

9.4.6 TCP/IP越越越しししににに Xををを使使使ううう

暗号化を行わずにリモートの TCP/IPソケット接続を行うのは盗聴攻撃を受けやすいので、
最近の Debianにおける標準の Xの設定は TCP/IPソケットを無効にしています。リモート
から Xへ接続するには、 sshの使用を考慮してください。(‘リモートの Xサーバに接続する
– ssh’ on page 151参照)

ここで記述する方法は信頼できるユーザしか存在しない良質のファイアーウォールシステム
の後ろに隠れた非常に安全な環境にいるので無ければ推奨されません。現在の TCP/IPソ
ケットに関する Xの設定を検証するために、次のコマンドを使用してください。

# find /etc/X11 -type f -print0 | xargs -0 grep nolisten
/etc/X11/xinit/xserverrc:exec /usr/bin/X11/X -dpi 100 -nolisten tcp

Xサーバが TCP/IPを listenされるには、-nolistenを削除してください。

9.4.7 リリリモモモーーートトトののの Xサササーーーバババににに接接接続続続すすするるる – xhost

xhostを使ってホスト名に基づいてリモートホストにアクセスできるようになります。こ
れは非常に危険です。次の手順によりホストのチェックを無効にし、TCP/IPソケット接続
が許されている所からならどこからでも接続を許すようになります。(‘TCP/IP越しに Xを
使う’ on page 150参照)

$ xhost +

ホストのチェックを次の手順で再び有効にできます

$ xhost -



章 9. Debianシステムのチューニング 151

xhostはリモートホストの異なるユーザを区別できません。又、ホスト名 (実際はアドレス)
はだまされ得ます。

この方法は信頼できないネットワーク (例えばインターネットへダイアルアップ PPP 接続
している場合など) では、より制限されたホスト基準を用いていたとしても 避けるべきで
す。xhost(1x)をご覧下さい。

9.4.8 リリリモモモーーートトトののの Xサササーーーバババににに接接接続続続すすするるる – ssh

sshを使うと、ローカルの Xサーバからリモートのアプリケーションサーバに安全な接続を
行うことが可能になります。

• コマンドラインオプションを省略したい場合、リモートホストの /etc/ssh
/sshd_config にある X11Forwarding および AllowTcpForwarding エントリを
yesにセットしてください。

• ローカルホストで Xサーバを起動する。

• ローカルホストで xtermを開く。

• sshを起動してリモートサイトへの接続を確立する。

localname @ localhost $ ssh -q -X -l loginname remotehost.domain
Password:
.....

• リモートサイトで Xアプリケーションを起動する。

loginname @ remotehost $ gimp &

この方法はローカルの UNIXドメインソケットを通してローカルで接続しているかのように
リモートの Xクライアントの出力を表示できます。

9.4.9 Xタタターーーミミミナナナルルルエエエミミミュュュレレレーーータタタ – xterm

http://dickey.his.com/xterm/xterm.faq.htmlで xtermについての全てを学んで
ください。

9.4.10 Xリリリソソソーーーススス

xterm のような多くの古い X プログラムは、見栄えを設定する ために X リソースデータ
ベースを用います。 ユーザのリソース指定を保存するため、~/.Xresources ファイルを
用います。このファイルはログイン時に標準の Xリソースと自動的にマージされます。シ
ステムの標準となっている Xリソースは /etc/X11/Xresources/*に、アプリケーション

http://dickey.his.com/xterm/xterm.faq.html
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の標準リソースは /etc/X11/app-defaults/*に保存されます。これらの設定を開始点
として使用します。

~/.Xresourcesファイルに追加すべき役立つ設定をいくつか示します。

! フォントを読みやすい 9x15 にセット
XTerm*font: 9x15

! スクロールバーを表示
XTerm*scrollBar: true

! バッファサイズを 1000 行にセット
XTerm*saveLines: 1000

! 大きな kterm スクリーン
KTerm*VT100*fontList: -*-fixed-medium-r-normal--24-*,\
-*-gothic-medium-r-normal--24-*,\
-*-mincho-medium-r-normal--24-*

これらの設定を直ちに有効にするには、次のコマンドを使ってデータベースにマージしま
す。

xrdb -merge ~/.Xresources

xrdb(1x)をご覧下さい。

9.4.11 Xにににおおおけけけるるる keymapとととポポポイイインンンタタタボボボタタタンンンマママッッッピピピンンングググ

xmodmapプログラムは Xクライアントアプリケーション上でイベントのキーコードをキー
シムに変換するために用いるキーボードmodifierマップと keymapテーブルを編集したり表
示するために用いられます。

$ xmodmap -pm
... 現在の modifier マップを表示
$ xmodmap -pk | pager
... 現在の keymap テーブルを表示
$ xmodmap -e "pointer = 3 2 1" # 左利き用マウスに設定
$ xmodmap ~/.xmodmaprc # キーボードのマッピングを ~/.xmodmaprc で設定

これは通常ユーザのセッション起動スクリプトである ~/.xsessionから起動されます。

keycode を取得するには、X 上で xev を起動し、 keycode を取得したいキーを押しま
す。keysym の意味を知るには、 /usr/include/X11/keysymdef.h ファイルにある
MACRO 定義を 調べます。このファイルにある全ての #define 文は XK_ として指定さ
れており、それぞれが keysym名と対応しています。

xmodmap(1x)をご覧下さい。
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9.4.12 Xででで root権権権限限限ををを取取取得得得すすするるる

GUIプログラムを root権限で起動する必要がある場合、次の手順に従ってプログラムの出
力をユーザの Xサーバに表示してください。セキュリティの問題を可能な限り避けるため、
決決決しししててて Xサササーーーバババををを直直直接接接 rootかかかららら起起起動動動しししよよようううとととしししてててはははいいいけけけままませせせんんん。

Xサーバを通常のユーザとして起動し、xterm端末を開きます。そして次を実行します。

$ XAUTHORITY=$HOME/.Xauthority
$ export XAUTHORITY
$ su root
Password:*****
# printtool &

このトリックを suで非 rootユーザに変更するために使う場合、 ~/.Xauthorityがその非
rootユーザが属するグループが読み込み可能であることを確認してください。

この作業を自動化するには、ユーザアカウントの ~/.xsessionに次の行を追加します。

# root アカウント に su した時に X が動くようにする。
if [ -z "$XAUTHORITY" ]; then

XAUTHORITY=$HOME/.Xauthority
export XAUTHORITY

fi
unset XSTARTUP
# 特定のウィンドウ/セッションが必要な場合、次の行のコメントを外して
# 必要に応じて編集する。
#XSTARTUP=/usr/bin/blackbox
# x-window/session-manager プログラムを起動
if [ -z "$XSTARTUP" ]; then
if [ -x /usr/bin/x-session-manager ]; then
XSTARTUP=x-session-manager

elif [ -x /usr/bin/x-window-manager ]; then
XSTARTUP=x-window-manager

elif [ -x /usr/bin/x-terminal-emulator ]; then
XSTARTUP=x-terminal-emulator

fi
fi
# X window/session manager を自動実行
exec $XSTARTUP

そして (su - ではなく) su を ユーザの xterm ウィンドウ上で起動します。するとこの
xtermから起動する GUIプログラムは root権限で動きますが出力をユーザの X window上
に表示できます。このトリックは標準の /etc/X11/Xsessionが実行される限り動きま
す。ユーザが ~/.xinitrcや ~/.xsessionをカスタマイズした場合、上で言及した環境
変数 XAUTHORITYがこれらのスクリプトと同じように設定される必要があります。

代わりに、sudoを上記の手順を自動化するために使用できます。
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$ sudo xterm
... 又は
$ sudo -H -s

ここで、/root/.bashrcに次の行が含まれる必要があります。

if [ $SUDO_USER ]; then
sudo -H -u $SUDO_USER xauth extract - $DISPLAY | xauth merge -

fi

これはユーザのホームディレクトリが NFSマウントされている場合でさえもうまく動きま
す。それは rootが .Xauthorityファイルを読まないためです。

この目的のために用いられる専門プログラムとしては、 kdesu, gksu, gksudo,
gnome-sudo, そして xsu などが存在します。 同様の結果を得るために、 /root
/.Xauthorityのシンボリックリンクをユーザのホームディレクトリに作成することや、
スクリプト sux (http://fgouget.free.fr/sux/sux-readme.shtml)を使う、 rootの
初期化スクリプトに “xauth merge ~USER_RUNNING_X/.Xauthority”を追加するなど
の 他にいくつかの方法が使えます。

さ ら に 知 り た い 場 合 は debian-devel mailing list (http://lists.debian.org/
debian-devel/2002/debian-devel-200207/msg00259.html)をご覧下さい。

9.4.13 Xでででののの TrueTypeフフフォォォンンントトト

XFree86-4での標準的な xfsは TrueTypeをうまく処理します。 XFree86-3を使っている場合
は、xfs-xttのようなサードパーティのフォントサーバをインストールする必要がありま
す。

TrueTypeフォントを使いたいアプリケーションが libXftにリンクされているか、それとも
libfreetypeにリンクされているかを確認することだけが必要です。 (前もってコンパイルさ
れた .debを使っている場合はこれさえも心配する必要はたぶん無いでしょう。)

まずフォントのサポートインフラを設定します。
• x-ttcidfont-conf および defoma パッケージをインストールする。 これは
fonts.scaleと fonts.dirファイルの自動生成を行います。

# apt-get install x-ttcidfont-conf
• /etc/X11/XF86Config-4の Section “Files”を次のように編集します。

Section "Files"
FontPath "/var/lib/defoma/x-ttcidfont-conf.d/dirs/TrueType"
FontPath "/usr/share/fonts/truetype"
FontPath "/usr/lib/X11/fonts/CID"
FontPath "/usr/lib/X11/fonts/Speedo"
FontPath "/usr/lib/X11/fonts/misc"
FontPath "/usr/lib/X11/fonts/cyrillic"
FontPath "/usr/lib/X11/fonts/100dpi:unscaled"

http://fgouget.free.fr/sux/sux-readme.shtml
http://lists.debian.org/debian-devel/2002/debian-devel-200207/msg00259.html
http://lists.debian.org/debian-devel/2002/debian-devel-200207/msg00259.html
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FontPath "/usr/lib/X11/fonts/75dpi:unscaled"
FontPath "/usr/lib/X11/fonts/Type1"

EndSection
最初の行は、 XFree86が Debianパッケージからインストールした TrueTypeフォント
を使えるように設定します。 XFree86が Type1フォントのレンダリングをうまくでき
ないので、Type1フォントのエントリは格下げされています。ビットマップフォント
に対する :unscaled のトリックは XF4 ではもはや 必要ありませんが、残していま
す。 /etc/X11/XF86Config-4の手動での変更を保存するには、 ‘Xサーバを手動で
設定する’ on page 144にある指示に従ってください。

次に、DFSGフォントパッケージをインストールします。
• 欧米TrueTypeフォント:

– ttf-bitstream-vera: Bitstream, Incにより作成された高品質な TrueTypeフォ
ントセット。 2

– ttf-freefont: UCS文字セットをカバーする TrueTypeフォント。
– ttf-thryomanes: Latin, Greek, Cyrillic,および IPAをカバーする TrueType Uni-

codeフォント。
• アジア圏のフォント:

– tfm-arphic-bsmi00lp: Texフォトメトリックデータ用の中国 Arphic “AR PL
Mingti2L Big5” TrueTypeフォント。

– tfm-arphic-bkai00mp: Texフォトメトリックデータ用の中国 Arphic “AR PL
KaitiM GB” TrueTypeフォント。

– tfm-arphic-gbsn00lp: Texフォトメトリックデータ用の中国 Arphic “AR PL
SungtiL GB” TrueTypeフォント。

– tfm-arphic-gkai00mp: Texフォトメトリックデータ用の中国 Arphic “AR PL
KaitiM GB” TrueTypeフォント。

– ttf-baekmuk: 韓国の Baekmukシリーズ TrueTypeフォント
– hbf-jfs56: CJK用の中国 Jianti Fangsong 56x56ビットマップフォント (GB2312)
– hbf-cns40-b5: CJK用の中国 Fanti Song 40x40ビットマップフォント (Big5)
– hbf-kanji48: CJK用の日本語漢字 48x49ビットマップフォント

フフフリリリーーーなななフォントは時々制限があるので、Debianユーザにとって商用の TrueTypeフォン
トをインストール又は共有することは選択肢のひとつです。この手順を容易にするために
いくつか便利なパッケージが作成されています。

• ttf-commercial
• msttcorefonts (>1.1.0) 3

フフフリリリーーーなななシステムを非フリーなフォントで汚染することを犠牲にするならば、本当に良い
TrueTypeフォントの選択を行ってください。

Debianにおけるこれらのフォントパッケージは努力無しで動き、通常の “コア”フォントシ
ステムを使用する全ての Xプログラムに対して使用できるようになるべきです。Xプログラ
ムには Xterm、Emacsや他のほとんどの非 KDE、非 GNOMEアプリケーションが含まれ
ます。

ついに、xfontselを起動して fndryメニュで TrueTypeフォントを選べば、“fmly”メニュ
2これはWoodyでは得られませんが、Sargeからインストールできます。
3WoodyではこのパッケージはMicrosoftの websiteの変更により、 2002年 8月の時点で動きません。Woody

をインストールしていても Sargeのパッケージを使いましょう。
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にたくさんの黒色の選択可能なエントリが見付けられるはずです。

(GTK 1.2がアンチエイリアスフォントレンダリングを行えるようにハックされた libgdkxft0
を使っている) KDE 2.2と GNOME 1.4では、Xft1を設定する必要があります。その上、Xft1
はかなり時代遅れになっており、基本的に GNOME 1.4 と KDE 2.2 でしか使われていませ
ん。 /etc/X11/XftConfigを編集し、

dir "/var/lib/defoma/x-ttcidfont-conf.d/dirs/TrueType"

のような行を他の dir行の前に追加してください。
4

GNOME2 と KDE3 (Sarge リリース後) では、フォントを見付けるのに Xft2 を使っている
fontconfigを設定する必要があります。 5 fontconfigに依存するパッケージは既に (間
接的に)このパッケージに Dependsしているので、設定を行うのに何か特別なパッケージを
インストールする必要はありません。

まず、/etc/fonts/fonts.confを見ます。下に示すような行があるはずです。無い場合
は、/etc/fonts/local.confを開き、下の内容を <fontconfig>の行のすぐ後に追加しま
す。

<dir>/var/lib/defoma/x-ttcidfont-conf.d/dirs/TrueType</dir>

fontconfigはこの変更に直ちに対応し、 “fc-list”により新しいフォントが追加されるはず
です。 fontconfigの他の巧妙な機能によって、フォントを ~/.fonts/に入れるだけで
fontconfigを使用するプログラムは直ちにこれらのフォントを使用可能になります。

Debianパッケージを使わずに X上で新しい TrueTypeフォントセットを手動でインストール
した場合、次を実行します。

# xset fp rehash

これにより XFree86がこのディレクトリの内容を再び見て新しいフォントを取得するように
なります。

9.4.14 Xでででのののウウウェェェブブブブブブラララウウウザザザ

Sargeリリース時点でグラフィカルに表示可能なウェブブラウザパッケージがいくつか存在
します。

• mozilla The Mozillaブラウザ
• mozilla-firefox Mozillaブラウザの変種 (スタンドアロン)
4xft1を他には使っていないので、この変更が効力を及ぼす前に Xを再起動する必要があるかどうか分かり

ません。“xftcache”が Xft1キャッシュを更新するはずだと記憶していますが、だれかが確認して私に知らせてい
ただくとありがたい。

5FontconfigはWoodyには存在しません。
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• epiphany-browser Mozillaブラウザの変種 (Gnome)
• konqueror KDEブラウザ
• amaya W3Cリファレンスブラウザ
• などなど。

testing 又は unstable では、共有ライブラリのバージョンを 合わせる必要があるた
め、mozilla変種のブラウザ間での バージョン不一致問題に直面するかもしれません。

mozillaのようなブラウザ用のプラグインは、 “*.so”を手動でプラグインディレクトリに
インストールし、ブラウザを再起動することにより有効にできます。

プラグイン一覧
• Javaプラグイン: http://java.sun.comからバイナリの “J2SE”をインストール。
• Flash プラグイン: http://www.macromedia.com/software/flashplayer/ から
バイナリの “Macromedia Flash Player 5”をインストール。

• freewrl: VRMLブラウザと Netscapeプラグイン。
• など。

9.4.15 X用用用メメメーーールルルクククララライイイアアアンンントトト (MUA)

Sargeリリース時点で、グラフィカルなディスプレイ表示が可能なクライアントパッケージ
が数種類存在します:

• mozilla-thunderbirdスタンドアロンメールクライアント
• kmail KDEメールクライアント
• evolution Novellによるグループウェアスイート
• など。

9.5 SSH

SSH (Secure SHell)はインターネットに接続するための安全な方法です。 OpenSSHと呼ばれ
るフリー版の SSHは Debianでは sshパッケージとして得られます。

9.5.1 SSHののの基基基礎礎礎

まず OpenSSHサーバとクライアントをインストールします。

# apt-get update && apt-get install ssh

OpenSSHサーバを起動したい場合は /etc/ssh/sshd_not_to_be_runが存在する必要が
あります。

SSHには二つの認証プロトコルが存在します。

• SSHプロトコル version 1:

http://java.sun.com
http://www.macromedia.com/software/flashplayer/
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– Potatoはこのプロトコルしかサポートしていません。
– 使用可能な認証方法

* RSAAuthentication: RSA認証キーベースのユーザ認証
* RhostsAuthentication: .rhosts ベースのホスト認証 (危険であり無効にされて
いる)

* RhostsRSAAuthentication: RSAホストキーと .rhosts認証の組合せ (無効)
* ChallengeResponseAuthentication: RSA challenge-response認証
* PasswordAuthentication: パスワードベースの認証

• SSHプロトコル version 2:
– Woody以降のバージョンはこれを主要なプロトコルとして使っている。
– 使用可能な認証方法

* PubkeyAuthentication: 公開鍵ベースのユーザ認証
* HostbasedAuthentication: .rhosts又は /etc/hosts.equivによる認証と
公開鍵クライアントホスト認証の 組合せ (無効)

* ChallengeResponseAuthentication: challenge-response認証
* PasswordAuthentication: パスワードベースの認証

Woodyや他の非 Debianシステムに移行しようする場合、これらのプロトコルの違いに注意
してください。

詳 細 は /usr/share/doc/ssh/README.Debian.gz や ssh(1), sshd(8),
ssh-agent(1),並びに ssh-keygen(1)をご覧下さい。

主要な設定ファイルを次に挙げます。

• /etc/ssh/ssh_config: SSHクライアント標準 ssh(1)をご覧下さい。注目に値す
べきエントリは次のとおり。

– Host: キーワードの後にあたえたパターンの一つにマッチしたホストのみに対し
て (次のホストキーワードまで)宣言により制限する。

– Protocol: SSHプロトコルバージョンを指定する。標準は “2.1”。
– PreferredAuthentications: SSH2 クライアント認証方法を指定する。 標準
は “hostbased,publickey,keyboard-interactive,password”。

– PasswordAuthentication: パスワードを使ってログインしたい場合、これが
noにセットされていないことを確認してください。

– ForwardX11: 標準では無効。これはコマンドラインオプション -Xにより上書き
可能です。

• /etc/ssh/sshd_config: SSHサーバの標準。 sshd(8)をご覧下さい。注目に値す
べきエントリは次のとおり。

– ListenAddress: sshd が listen すべきローカル アドレスを指定。複数のオプ
ションが許される。

– AllowTcpForwarding: 標準では無効。
– X11Forwarding: 標準では無効。

• $HOME/.ssh/authorized_keys: クライアントがこのホストで本アカウントに接続
するために使う標準の公開鍵のリスト。 ssh-keygen(1)をご覧下さい。
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• $HOME/.ssh/identity: ssh-add(1)とssh-agent(1)をご覧下さい。

次のコマンドは ssh接続をクライアントから開始します。

$ ssh username@hostname.domain.ext
$ ssh -1 username@hostname.domain.ext # Force SSH version 1
$ ssh -1 -o RSAAuthentication=no -l username foo.host

# SSH1 でパスワードを強制
$ ssh -o PreferredAuthentications=password -l username foo.host

# SSH2 でパスワードを強制。

ユーザにとって、sshは (^]を用いて爆撃しない)賢くより安全な telnetとして働きます。

9.5.2 SMTP/POP3トトトンンンネネネルルル用用用のののポポポーーートトトフフフォォォワワワーーードドド

sshを通して localhostの port 4025から remote-serverの port 25並びに localhostの port 4110
から remote-serverの port 100に接続するパイプを構築するには、ローカルマシンで次を実行
します。

# ssh -q -L 4025:remote-server:25 4110:remote-server:110 \
username@remote-server

これはインターネットを通して SMPT/POP3サーバに接続するための安全な手段です。リ
モートホストの /etc/ssh/sshd_configの AllowTcpForwardingエントリを yesに
セットしてください。

9.5.3 パパパスススワワワーーードドドののの入入入力力力ががが少少少ななないいい接接接続続続 – RSA

RSAAuthentication (SSHプロトコル)又は PubkeyAuthentication (SSH2プロトコル)を用い
てリモートシステムごとのパスワードを覚えるのを避けられます。

リモートホストで、/etc/ssh/sshd_configの各エントリを “RSAAuthentication yes”又
は “PubkeyAuthentication yes”にセットします。

そしてローカルで認証キーを生成し、リモートシステムに公開鍵をインストールします。

$ ssh-keygen # RSAAuthentication: SSH1 用の RSA 鍵
$ cat .ssh/identity.pub | ssh user1@remote \

"cat - >>.ssh/authorized_keys"
...
$ ssh-keygen -t rsa # PubkeyAuthentication: SSH2 用の RSA 鍵
$ cat .ssh/id_rsa.pub | ssh user1@remote \

"cat - >>.ssh/authorized_keys"
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...
$ ssh-keygen -t dsa # PubkeyAuthentication: SSH2 用の DSA 鍵
$ cat .ssh/id_dsa.pub | ssh user1@remote \

"cat - >>.ssh/authorized_keys"

“ssh-keygen -p”を用いて後にパスフレーズを変更できます。接続できるかテストして必
ず設定を検証してください。問題がある場合は、“ssh -v”を使ってください。

ホスト制限や特定のコマンドを起動するために authorized_keysにあるエントリにオプ
ションを追加できます。詳細は sshd(8)をご覧下さい。

SSH2 には HostbasedAuthentication 機能があることに注意してください。 これを動
かすには、サーバマシンの /etc/ssh/sshd_configとクライアントマシンの /etc/ssh
/ssh_config又は $HOME/.ssh/configの両方を yesにセットする必要があります。

9.5.4 他他他ののの SSHクククララライイイアアアンンントトトののの扱扱扱いいい

非 Unixライクプラットフォームのためのフリーな SSHクライアントはあまり存在しませ
ん。

Windows puTTY (http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/)
(GPL)

Windows (cygwin) cygwin (http://www.cygwin.com/) (GPL)にある SSH

Macintosh Classic macSSH (http://www.macssh.com/) (GPL) [Mac OS Xには OpenSSH
が含まれていることに注意してください。Terminalアプリケーション上で sshを使っ
てください。]

SourceForge.net, site documentation (http://www.sourceforge.net/docman/?group_
id=1)の “6. CVS Instructions”もご覧下さい。

9.5.5 ssh-agentのののセセセッッットトトアアアッッップププ

パスフレーズで SSH認証鍵を保護する方がより安全です。パスフレーズがセットされてい
なかった場合、ssh-keygen -pを使ってセットしてください。

リモートホストの ~/.ssh/authorized_keysにパスワードを用いてリモートホストに接
続して ‘パスワードの入力が少ない接続 – RSA’ on page 159に記述されているように公開鍵
(すなわち、~/.ssh/id_rsa.pub)を置いてください。

$ ssh-agent bash # 又は代わりに zsh/tcsh/pdksh プログラムを起動する。
$ ssh-add ~/.ssh/id_rsa
Enter passphrase for /home/osamu/.ssh/id_rsa:
Identity added: /home/osamu/.ssh/id_rsa (/home/osamu/.ssh/id_rsa)

http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/
http://www.cygwin.com/
http://www.macssh.com/
http://www.sourceforge.net/docman/?group_id=1
http://www.sourceforge.net/docman/?group_id=1
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$ scp foo user@remote.host:foo
... ここからはパスフレーズが必要 :-)

$^D
... ssh-agent セッションを終了。

Xサーバの場合、通常 Debianの起動スクリプトは ssh-agentを親プロセスとして実行しま
す。ですので ssh-addを一度だけしか実行する必要がありません。

より詳しくは、ssh-agent(1)と ssh-add(1)をご覧下さい。

9.5.6 SSHのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーートトト

問題が発生した場合、設定ファイルのアクセス権をチェックし、sshを “-v”オプションつ
きで実行してください。

rootであってファイアーウォールのトラブルが発生した場合、 “-P”オプションを使ってく
ださい。これはサーバのポート 1から 1023の使用を避けます。

リモートのサイトへの ssh接続が突然動かなくなった場合、それはシステム管理者のやっ
つけ仕事のせいかもしれませんし、最もありえるのはシステムメンテナンス中に host_key
が変更されたためです。このような原因で接続が停止し、だれもハックしてリモートホスト
を偽造しようとしていないことを確認してから、host_keyエントリをローカルマシンの
$HOME/.ssh/known_hostsから削除して接続を回復できます。

9.6 メメメーーールルル

メールの設定は三つのカテゴリに分割されます。

• mail transfer agent (MTA): exim4, postfix, sendmail, qmail, ssmtp, nullmailer
など

• mail utilities: procmail, fetchmail, mailx, crm114,など

• mail user agent (MUA): mutt, emacs+gnusなど

9.6.1 Mail transport agents (MTAs)

フル機能のMTAとしては、Woodyでは eximを、Sargeでは exim4を使っています。 6 リ
ファレンス:

• exim用の exim-docと exim-doc-htmlパッケージ。
• exim4用の exim4-doc-infoと exim-doc-htmlパッケージ。
• http://www.exim.org/

6次の章では eximを例として使っています。 Sargeの場合は必要に応じて exim4に置き換えてください。

http://www.exim.org/
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セキュリティを心配している場合の唯一の妥当な代替MTAは、 postfixです。sendmail
と qmailも Debianパッケージとして得られますが、お薦めできません。

ノート PCなどのサテライトシステムであってMTAのリレー機能が必要ない場合、次に挙
げる軽量なパッケージのどれかの使用を考えても良いかもしれません。

• ssmtp: SMTP接続とエイリアス機能が必要な場合に良い。又は
• nullmailer: スプール可能だがエイリアス機能は無い。

現時点では、私はノート PCをパーソナルワークステーションとして使う場合でも、exim
が最適と考えています。

これらの衝突するパッケージをインストールする場合、eximを削除する必要があるかもし
れません。

# dpkg -P --force-depends exim
# apt-get install nullmailer # 又は ssmtp

Smarthost

消費者レベルのサービスの接続をしているホスト上で exim4又は eximを起動している場
合、ISP や他の手段で提供されている smarthost を 通じてメールを送るようにしてくださ
い。 7 いくつかの理由があります。

• 通常 ISPの smarthostはより信頼できる接続環境を持っているので SMTPリトライを
確実にできます。

• 多分ダイアルアップの spamリストによりブロックされるであろうダダダイイイナナナミミミッッッククク IPアアア
ドドドレレレスススからメールを直接送るのを避けられます。

• 複数の送信者にメールを送るためのローカルのバンド幅を節約できます。

想像できる唯一の例外としては次があげられます。
• ISPの SMTPサービスのトラブルの際の緊急手段。
• 教育目的の実験台として。
• 営業目的のホストサーバにするため。

Eximののの基基基本本本的的的ななな設設設定定定

exim4又は eximをMTAとして使うには、次の設定を行います。

/etc/exim/exim.conf "eximconfig" を実行し、編集 (exim)
/etc/exim4/* "dpkg-reconfigure exim4-config" を実行し、編

集 (exim4)
/etc/inetd.conf exim をデーモンとして起動するために smtp をコメ

ントアウトする
/etc/email-addresses 外に出すメールのためのドメインリストを追加

7ブロードバンドルータ経由でダイアルアップ, DSL,ケーブルサービス又は LAN接続を行っているホストに
対してこのルールに従う必要があります。ホストが固定 IPを持っている場合でも、このルールに従うのは依然
良い考えです。ほとんどのワークステーションやホームサーバはこのカテゴリに属します。
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exim4又は eximを -brw, -bf, -bF, などの オプション付きで用いてフィルタをチェッ
クしてください。

Eximののの元元元ででで存存存在在在しししななないいいメメメーーールルルアアアドドドレレレスススのののたたためめめののの物物物置置置ををを設設設定定定すすするるる

/etc/exim/exim.conf (Woody 以降) の DIRECTORS パートにおいて、 末尾 (localuser:
director の後) にその前の director が解決できない 全てのアドレスにマッチするごみ箱
directorを追加してください。 (Miquel van Smoorenburgによる)

catchall:
driver = smartuser
new_address = webmaster@mydomain.com

各仮想ドメインなどに対するより詳しいレシピを設定したい場合、 /etc/exim
/exim.confの末尾に次の内容を追加してください。 (あまりテストしていません)

*@yourdomain.com ${lookup{$1}lsearch*{/etc/email-addresses} \
{$value}fail} T

そして、/etc/email-addressesに “*”エントリを追加してください。

Eximののの元元元ででで送送送信信信メメメーーールルルににに対対対しししてててアアアドドドレレレススス書書書ききき換換換えええををを設設設定定定すすするるる

適切な “From:” ヘッダを生成するために送信メールのアドレス書き換えを行うには、exim
を用いて /etc/exim/exim.conf の末尾 近くに次のような設定を行うことにより行えま
す。

*@host1.something.dyndns.org \
"${if eq {${lookup{$1}lsearch{/etc/passwd}{1}{0}}} {1} \
{$0}{$1@something.dyndns.org}}" frFs

これは *@host1.something.dyndns.orgにマッチする全アドレスを書き換えます。

1 local part ($1)がローカルユーザかどうかを /etc/passwordを通じて検索する。

2 ローカルユーザである場合、アドレスを最初の場所 ($0) にあったものに 書き換えま
す。

3 ローカルユーザでない場合は、ドメイン部分を書き換えます。
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Eximののの元元元ででで SMTP認認認証証証ををを設設設定定定すすするるる。。。

yahoo.comのような SMTPサーバは SMTP認証を要求します。 /etc/exim/exim.confを
次のように設定します。

remote_smtp:
driver = smtp
authenticate_hosts = smtp.mail.yahoo.com

...

smarthost:
driver = domainlist
transport = remote_smtp
route_list = "* smtp.mail.yahoo.com bydns_a"

...

plain:
driver = plaintext
public_name = PLAIN
client_send = "^cmatheson3^this_is_my_password"

最後の行をダブルクォートするのを忘れないでください。

9.6.2 メメメーーールルルををを取取取得得得すすするるる – Fetchmail

fetchmailはデーモンモードで起動され、メールを ISPの POP3アカウントから取得し、
ローカルのメールシステムに転送します。設定ファイルは次のとおり。

/etc/init.d/fetchmail
/etc/rc?.d/???fetchmail 標準では優先度 30 で update-rc.d fetchmail を

起動する
/etc/fetchmailrc 設 定 フ ァ イ ル (chmod600 の ア ク セ ス 権 限

で fetchmail により所有される)

Potato で init.d スクリプトから fetchmail を デーモンモードで起動する方法
に関する情報は混乱しています。 (Woody では既に修正されています) example
scripts (http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/) に
ある /etc/init.d/fetchmailと /etc/fetchmailrcのサンプルをご覧下さい。

メールのヘッダが ISP のメーラのせいで ^M で汚染されている場合、 $HOME
/.fetchmailrcに “stripcr”をオプションとして次のように追加してください。

options fetchall no keep stripcr

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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9.6.3 crm114でででのののスススパパパムムム処処処理理理

crm114パッケージは CRM114で書かれた /usr/share/crm114/mailfilter.crmスク
リプトを提供します。このスクリプトはスパム(不要メール)とハム(有用メール)を流し込む
と非常に効率的に訓練できるスパムフィルターを提供します。

CRM114はフィルターを書くために設計された小さな言語です。スーパーパワーを与えた
grepのような物と考えて下さい。 crm(1)を参照してください。

9.6.4 メメメーーールルル処処処理理理 – Procmail

procmailはローカルのメール配信およびフィルタプログラムです。本プログラムを使う
際にはアカウント毎に $HOME/.procmailrcを作成する必要があります。例は _procmailrc
(http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/) にありま
す。

9.6.5 メメメーーールルルををを読読読むむむ – Mutt

mail user agent (MUA)として muttを vimと組み合わせて使ってください。 ~/.muttrc
でカスタマイズできます。例えば、

# use visual mode and "gq" to reformat quotes
set editor="vim -c ’set tw=72 et ft=mail’"
#
# header weeding taken from the manual (Sven’s Draconian header weeding)
#
ignore *
unignore from: date subject to cc
unignore user-agent x-mailer
hdr_order from subject to cc date user-agent x-mailer
auto_view application/msword
....

HTMLメールとMS Word添付ファイルをインラインで表示するため、次を /etc/mailcap
又は $HOME/.mailcapに追加してください。

text/html; lynx -force_html %s; needsterminal;
application/msword; /usr/bin/antiword ’%s’; copiousoutput;
description="Microsoft Word Text"; nametemplate=%s.doc

9.7 ロロローーーカカカララライイイゼゼゼーーーシシショョョンンン (l10n)

Debianは国際化されており、言語や地域差に関するサポートが充実しつつあります。次の
サブセクションは Debianが現在サポートする多様性の形態の一部をリストし、それに続く

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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サブセクションにおいて地域に従って異なる日付表示、数字や金銭のフォーマットなどの
円滑な入出力が可能となるように使用環境をカスタマイズするプロセスであるロロローーーカカカララライイイ
ゼゼゼーーーシシショョョンンンについて議論します。

9.7.1 ロロローーーカカカララライイイゼゼゼーーーシシショョョンンンののの基基基本本本

ローカライゼーションと各国語サポートにはいくつかの観点があります。

キキキーーーボボボーーードドドのののロロローーーカカカララライイイゼゼゼーーーシシショョョンンン

Debian は24程のキーマップが配布されています。 Woody でのキーボードを再設定するに
は、次を実行します。

• dpkg-reconfigure --priority=low console-data # 端末
• dpkg-reconfigure --priority=low xserver-xfree86 # XF4
• dpkg-reconfigure --priority=low xserver-common-v3 # XF3

デデデーーータタタフフファァァイイイルルルのののロロローーーカカカララライイイゼゼゼーーーシシショョョンンン

膨大な Debianソフトウェアパッケージの大部分は glibcに存在するロロロケケケーーールルル技術により提
供される LC_CTYPE環境変数を通して非 US-ASCII文字データの操作をサポートしていま
す。

• 8-bitクリーン:実際には全プログラムがサポート
• 他の Latin文字セット (例えば ISO-8859-1や ISO-8859-2): ほとんどのプログラムがサ
ポート

• 中国語、日本語、韓国語のようなマルチバイト言語: 多くの新しめのアプリケーション
がサポート

表表表示示示のののロロローーーカカカララライイイゼゼゼーーーシシショョョンンン

Xは UTF-8を含むあらゆるコーディングを表示できますし、全てのフォントをサポートしま
す。全ての 8ビットフォントだけでなく、中国語、日本語や韓国語のような 16ビットフォ
ントも含まれます。マルチバイト文字の入力メソッドは ‘Xでの代替入力メソッド’ on page
174メカニズムによりサポートされています。 ‘多言語 X windowシステムの例’ on page 171
と ‘X端末エミュレータの UTF-8サポート’ on page 175をご覧下さい。

日本語 EUCコードは kon2パッケージを通して (S)VGAグラフィックコンソールにも表示で
きます。jfbtermという新しい代わりになる日本語ディスプレイがありますが、これはフ
レームバッファ端末も使っています。これらの端末環境では、日本語の入力メソッドがア
プリケーションによりサポートされている必要があります。 Emacsで日本語を入力するに
は、eggパッケージを、 Vim環境で日本語を入力するには、日本語化された jvimパッケー
ジを使ってください。

非 Unicodeフォントを Xにインストールすると、Xにおいてあらゆるエンコーディングの
ドキュメントを表示するのに役立ちます。ですから、フォントのエンコーディングについて
あまり心配する必要はありません。
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メメメッッッセセセーーージジジやややドドドキキキュュュメメメンンンテテテーーーシシショョョンンンのののロロローーーカカカララライイイゼゼゼーーーシシショョョンンン

エラーメッセージ、標準的なプログラムの出力、メニュ、そしてマニュアルページなどの
Debian システムで表示されるテキストメッセージやドキュメントの多くは 既に翻訳され
ています。現在、ドイツ語、スペイン語、フィン語、フランス語、ハンガリー語、イタリ
ア語、日本語、韓国語、ポーランド語、ポルトガル語、中国語、そしてロシア語のマニュ
アルページが manpages-LANG パッケージ (ここで LANG は 2 文字のコンマで分けられた
ISO country code のリストです。取得可能な Unix マニュアルページのリストを得る には
apt-cache search manpages-|lessを使ってください。)を通じて供給されています。

NLS マニュアルページにアクセスするには、ユーザは環境変数 LC_MESSAGES を 適切
な文字列にセットする必要があります。例えば、イタリア語のマニュアルページ の場合
は、LC_MESSAGES を it にセットする必要があります。 すると man プログラムは /usr
/share/man/it/の下にあるイタリア語のマニュアルページを検索します。

9.7.2 ロロロケケケーーールルル

Debianはロロロケケケーーールルル技術をサポートしています。ロケールはプログラムが文字セット、時刻
や時間のフォーマット、通貨文字などのようなローカルのしきたりに従って適切な出力や機
能を供給することを可能とするための機構です。例えば、米国英語とドイツのロケールの両
方をシステムにインストールしたと仮定すると、多くのプログラムのエラーメッセージは
二ヵ国語にできます。

$ LANG="en_US" cat foo
cat: foo: No such file or directory
$ LANG="de_DE" cat foo
cat: foo: Datei oder Verzeichnis nicht gefunden

Glibc はこの機能のプログラムへのサポートをライブラリとして供給します。 locale(7)
をご覧下さい。

9.7.3 ロロロケケケーーールルル入入入門門門

完全なロケールの説明は 3つの部分、すなわち xx_YY.ZZZZから構成されます。
• xx: ISO 639言語コード (小文字)
• YY: ISO 3166国コード (大文字)
• ZZZZ:コードセット、すなわち文字セットやエンコードの識別子。

言語コードと国コードについては、info gettextにある適切な説明をご覧下さい。

このコードセット部分はクロスプラットフォーム互換性を達成するために全ての -を削除
し、全ての文字を小文字に変換することにより内部で正規化されることがあります。典型的
なコードセットは次のとおりです。

• UTF-8: 全ての領域のための Unicode、ほとんどは 1-3 Octed(新しいデファクトスタン
ダード。)
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• ISO-8859-1: 西ヨーロッパ (古いデファクトスタンダード)
• ISO-8859-2: 東ヨーロッパ (ボスニア、クロアチア、チェコ、ハンガリー、ポーラン
ド、ルーマニア、セルバニア、スロバキア、スロベニア)

• ISO-8859-3: マルタ語
• ISO-8859-5: マケドニア語、セルビア語
• ISO-8859-6: アラビア語
• ISO-8859-7: ギリシャ語
• ISO-8859-8: ヘブライ語
• ISO-8859-9: トルコ語
• ISO-8859-11: タイ語 (=TIS-620)
• ISO-8859-13: ラトビア語、リトアニア語、マオリ語
• ISO-8859-14: ウェールズ語
• ISO-8859-15: ユーロを用いた西ヨーロッパ
• KOI8-R:ロシア語
• KOI8-U:ウクライナ語
• CP1250: チェコ語、ハンガリー語、ポーランド語 (MS Windowsが起源)
• CP1251: ブルガリア語、ベラルーシ語 (MS Windowsが起源)
• eucJP: Unixスタイルの日本語 (=ujis)
• eucKR: Unixスタイルの韓国語
• GB2312: zh_CN用の Unixスタイルの簡体字 (=GB, =eucCN)
• Big5: zh_TW用の繁体字
• sjis: Microsoftスタイルの日本語 (シフト JIS)

基本的なエンコーディングシステムの jargonの意味については次のとおり。
• ASCII: 7ビット (0-0x7f)
• ISO-8859-?: 8ビット (0-0xff)
• ISO-10646-1: 国際文字集合 (UCS) (31ビット,0-0x7fffffff)
• UCS-2: 2個のオクテッドを用いた 16ビットの UCS (Unicode: 0-0xffff)
• UCS-4: 4個のオクテッドを使った UCS (UCS: 0-0x7fffffff)
• UTF-8: 1-6オクテッドでエンコードされた UCS (ほとんどは 3オクテッド)
• ISO-2022: エスケープシーケンス付きの 7ビット(0-0xff) ISO-2022-JPは日本語のメール
で最もポピュラーなエンコーディングです。

• EUC: 8ビット + 16ビットの組合せ (0-0xff)で Unixスタイル。
• Shift-JIS: 8ビット + 16ビットの組合せ (0-0xff)、Microsoftスタイル。

ISO-8859-?, EUC, ISO-10646-1, UCS-2, UCS-4,そして UTF-8は ASCIIコードを 7ビット文字
のために共有しています。EUCとシフト JISは最上位ビットが立った (0x80-0xff)文字をそ
の部分のエンコードが 16ビットであることを示すために使います。UTF-8も最上位ビット
が立った文字 (0x80-0xff)をこれが非 7ビット文字シーケンスバイトであり、これが非 ASCII
文字を操作するのに最適なエンコーディングシステムであることを示すために使います。

Unicodeの実装でバイトオーダーが異なるものがあることに注意してください。
• 標標標準準準ののの UCS2, UCS4: ビッグエンディアン
• Microsoft UCS-2, UCS-4: x86用のリトルエンディアン (マシン依存)

各種文字セット間の変換に関しては ‘recodeによりテキストファイルを変換する’ on page
116 を御覧下さい。 より詳しくは Introduction to i18n (http://www.debian.org/doc/
manuals/intro-i18n/)をご覧下さい。

http://www.debian.org/doc/manuals/intro-i18n/
http://www.debian.org/doc/manuals/intro-i18n/
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9.7.4 ロロロケケケーーールルルサササポポポーーートトトををを有有有効効効にににすすするるる

Debian は全ての使用可能なロケールを前もってコンパイルして いいいままませせせんんん。(標準の “C”
ロケールを除いて) システムにコンパイルされているロケールの種類を知るには、 /usr
/lib/localeをチェックしてください。必要なロケールがコンパイルされていない場合に
は、2つのオプションがあります。

• /etc/locale.gen を編集して望みのロケールを追加しましょう。 そして root で
locale-gen を実行し、ロケールを コンパイルします。locale-gen(8) と このマ
ニュアルページの “SEE ALSO”セクションにリストされたマニュアルページをご覧下
さい。

• locales パッケージの再設定のために dpkg-reconfigure locales を起動しま
しょう。又は、このパッケージが まだインストールされていない場合は、locales
をインストールして debconfインターフェースを起動して必要なロケールを選択し、
データベースをコンパイルします。

9.7.5 特特特定定定のののロロロケケケーーールルルををを有有有効効効にににすすするるる

次に示す環境変数はこの順番で評価され、特定のロケール値をプログラムに提供します。

1 LANGUAGE:この環境変数はコロンで分割され、優先順位の高い順に並んだロケール
名のリストです。POSIX ロケールが “C” 以外の値にセットされている場合 のみ使わ
れます。[Woody での説明。Potato では常に POSIX ロケールより高い 優先度を持つ]
(GNU拡張)

2 LC_ALL: これが null ではない場合、全てのロケールカテゴリに対して 使用されま
す。(POSIX.1)通常 “” (null)です。

3 LC_*: これが null ではない場合、この値は対応するカテゴリに対して 使用されま
す。(POSIX.1)通常 “C”です。

LC_* variablesには次の値が存在します。
• LC_CTYPE:文字の種類とエンコーディング。
• LC_COLLATE:ソートの順番。
• LC_TIME:日付と時間の表示フォーマット。
• LC_NUMERIC:数字のフォーマット。
• LC_MONETARY:通貨のフォーマット。
• LC_MESSAGES: 情報およびダイアログメッセージと対話式な応答のフォーマッ
ト。

• LC_PAPER:紙サイズ。
• LC_NAME:名前のフォーマット。
• LC_ADDRESS:アドレスのフォーマットと位置情報。
• LC_TELEPHONE:電話番号フォーマット。
• LC_MEASUREMENT:測定単位。 (メートル又はその他の単位)
• LC_IDENTIFICATION:ロケール情報に関するメタデータ。

4 LANG:これが nullでなく、LC_ALLが未定義の場合、この値は未定義の値の全ての
LC_*ロケールカテゴリに対して使われます。(POSIX.1)通常 “C”です。
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(Netscape4などの) いくつかのアプリケーションは LC_*の設定を無視することに注意して
ください。

locale プログラムは有効なロケールの設定と使用可能な ロケールを表示できま
す。locale(1) をご覧下さい。 (locale -a はシステムが存在を知っている全てのロ
ケールを表示しますが、これは全てがコンパイル済みであることを意味しないことに注意
下さい。 ‘ロケールサポートを有効にする’ on page 169をご覧下さい。)

9.7.6 ISO 8601日日日付付付表表表示示示ロロロケケケーーールルル

国際的なデータ標準である yyyy-mm-dd 形式 (ISO 8601 データフォーマット) の日付のロ
ケールのサポートは en_DK すなわち “English in Denmark” と呼ばれるロケールによりサ
ポートされています。これはちょっとしたジョークです。これは端末上で lsのためにしか
動かないようです。

9.7.7 米米米国国国 (ISO-8859-1)ののの例例例

次の行を ~/.bash_profileに追加してください。

LC_CTYPE=en_US.ISO-8859-1
export LC_CTYPE

9.7.8 ユユユーーーロロロををを用用用いいいたたたフフフララランンンススス語語語ののの例例例 (ISO-8859-15)

次の行を ~/.bash_profileに追加してください。

LANG=fr_FR@euro
export LANG
LC_CTYPE=fr_FR@euro
export LC_CTYPE

フランスの “AZERTY”キーボードを ‘キーボードのローカライゼーション’ on page 166に記
述しているように設定し、manpages-frをインストールしてフランス語の マニュアルペー
ジを追加してください。米国での 右 Altキーはヨーロッパでは右 Grと呼ばれます。これを
他のキーと同時に押すと数多くのアクセント付き文字や特別な文字の入力ができます。例え
ば、Alt-Gr+Eはユーロ記号になります。

ほとんどの西ヨーロッパ言語は同様に設定可能です。

新しいユーロ貨幣のサポートを追加するには、 Debian Euro HOWTO (http://www.
debian.org/doc/manuals/debian-euro-support/) を、 フランス語についてより詳
しく知るには、 Utiliser et configurer Debian pour le français (http://www.debian.org/
doc/manuals/fr/debian-fr-howto/)をご覧下さい。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-euro-support/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-euro-support/
http://www.debian.org/doc/manuals/fr/debian-fr-howto/
http://www.debian.org/doc/manuals/fr/debian-fr-howto/
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9.7.9 多多多言言言語語語 X windowシシシススステテテムムムののの例例例

コンソール毎に、日本語と英語とドイツ語とフランス語を、それぞれ EUC と UTF-8 と
ISO-8859-1のエンコーディングで同時にサポートする多言語 X windowシステムを設定しま
しょう。

まず Debian menuシステムを用いたカスタマイズをお見せします。 Debian menuシステム
の詳細は /usr/share/doc/menu/html/index.htmlをご覧下さい。また、この例では
mozilla webブラウザへのショートカットを作成します。 8

• ‘ローカライゼーション (l10n)’ on page 165 で記述されている方法を用いて日本語の
ja_JP.eucJPロケールや他の必要なロケールのサポートを追加します。(全員)

• かな漢字変換システムとその辞書をインストールします。(日本語用)
– canna –ローカルサーバ (“フリービール”ライセンス)又は
– freewnn-jserver – ネットワーク拡張性の高い サーバ (パブリックドメイン)

(Public Domain)

• 日本語入力メソッドシステムをインストールします。(日本語用)
– kinput2-canna – X用又は
– kinput2-canna-wnn – X用
– egg –端末でも Emacsen環境で直接動く (任意)

• vt互換端末をインストールします。(全員)
– xterm – X (ISO-8859-1と UTF-8用)
– kterm – X (日本語 EUC用)
– mlterm – X (多言語用)

• 必要な全てのフォントパッケージをインストールします。(全員)

• ユーザ指定の X環境をセットする ~/.xsessionファイルを ‘Xセッションのカスタマ
イズ’ on page 147の記述に従い作成します。(全員)

#!/bin/sh
# root に su した時も X が動くようにする。
if [ -z "$XAUTHORITY" ]; then

XAUTHORITY=$HOME/.Xauthority
export XAUTHORITY

fi

# debian menu システムを通じて特別な環境をセットする。
# ロケールのリセット
unset LC_CTYPE LC_NUMERIC LC_TIME LC_COLLATE LC_MONETARY LC_MESSAGES
unset LC_PAPER LC_NAME LC_ADDRESS LC_TELEPHONE LC_MEASUREMENT

8In this example, 2 bug work arounds are deployed for the version of blackbox in 2003. I use sh -c in
command. Also ~/.menu/* entry is not used but root requiring /etc/menu/* was used instead.

/usr/share/doc/menu/html/index.html
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unset LC_IDENTIFICATION LC_ALL LANG LANGUAGE PAGER
# X での標準のロケールをセット
LANG=C
# ロケールをエクスポート
export LC_CTYPE LC_NUMERIC LC_TIME LC_COLLATE LC_MONETARY LC_MESSAGES
export LC_PAPER LC_NAME LC_ADDRESS LC_TELEPHONE LC_MEASUREMENT
export LC_IDENTIFICATION LC_ALL LANG LANGUAGE PAGER
###
# kinput2 による日本語入力メソッドを有効にする
kinput2 &
XMODIFIERS="@im=kinput2"
export XMODIFIERS
# blackbox ウィンドウマネージャはどうですか? (軽いですよ)
exec blackbox
#exec xfwm
#exec wmaker

• Linux端末用に ~/.bash_profileにロケールを設定する。 (全員)

• 存在するならば~/.bashrcからロケールの設定を削除する。 (全員)

• /etc/menu/にいくつかファイルを追加する。(全員)
– /etc/menu/xterm-local: (menuに新しいエントリを追加) 9

?package(xterm):\
needs=x11\
section=XShells\
longtitle="XTerm: terminal emulator (en_US.ISO-8859-1)"\
title="XTerm (en_US.ISO-8859-1)"\
command="sh -c ’LC_ALL=en_US.ISO-8859-1 xterm’"
?package(xterm):\
needs=x11\
section=XShells\
longtitle="XTerm: terminal emulator (de_DE.ISO-8859-1)"\
title="XTerm (de_DE.ISO-8859-1)"\
command="sh -c ’LC_ALL=de_DE.ISO-8859-1 xterm -T xterm-de’"
?package(xterm):\
needs=x11\
section=XShells\
longtitle="XTerm: terminal emulator for X with Unicode support (Japanese)"\
title="UXTerm (ja_JP.UTF-8)"\
command="sh -c ’LC_ALL=ja_JP.UTF-8 uxterm’"

– /etc/menu/kterm: (システムの標準を上書き) 10

?package(kterm):\
needs="x11"\

9パッケージ名と重複しない名前を使いましょう。
10パッケージ名と重複しないファイル名を使いましょう。
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section="XShells"\
command="sh -c ’LC_ALL=ja_JP.eucJP PAGER=w3m /usr/X11R6/bin/kterm -xim’" \
title="Kanji Terminal"

?package(kterm):\
needs="x11"\
section="XShells"\
command="sh -c ’LANG=ja_JP.eucJP \

LC_MESSAGES=en_US.ISO-8859-1 PAGER=w3m /usr/X11R6/bin/kterm -xim’" \
title="Kanji Terminal (bilingal)"

– /etc/menu/mozilla-local: (新しいショートカットを追加) 11

?package(mozilla-browser):needs="x11" section="/" \
title=" Mozilla Navigator" command="mozilla-1.5" hints="Web browsers" \
icon=/usr/share/pixmaps/mozilla.xpm

– rootアカウントから update-menusを起動します。

• ~/.muttrcに次の行を追加します。 (日本語)

# UTF-8 support is not popular in popular Japanese EMACS environment
# 7-bit encoding of iso-2022-jp is easier for everyone.
# default encoding order = us-ascii --> iso-8859-1 --> iso-2022-jp
set send_charset="us-ascii:iso-8859-1:iso-2022-jp"
set allow_8bit=no

• Xアプリケーションのために XIM kinput2を有効にします。 (日本語用)
– X リ ソ ー ス フ ァ イ ル に *inputMethod: kinput2 と
KTerm*VT100*OpenIm:true を追加します。 (Debian はこれをどういうわ
けか自動で対応しているようです。)

– (mltermのような)いくつかのアプリケーションは *inputMethod: を設定する
と他の情報は動的に起動時に設定する ことを許可します。 (mlterm では Ctrl-
MouseButton-3を押します。)

• startxをタイプするか、ディスプレイマネージャ (xdm, gdm, kdm, wdmなど)のどれか
を用いてログインすることにより Xを起動します。(全員)

• Vim 6, (x)emacs21, mc-4.5, mutt-1.4 のような日本語に対応した アプリケーションを
kterm上で起動します。(日本語用) (Emacsは最もポピュラーなプラットフォームのよ
うですが、私は使っていません。)

• Shift+Spaceを押して日本語入力モードの ON/OFFをトグルします。(日本語用)

• ローカライズされた端末上でコマンドを起動して翻訳済みの マニュアルページを読み
ます。(全員)

他の CJK言語のサポートについては、次の章に続いて SuSE pages for CJK (http://www.
suse.de/~mfabian/suse-cjk/suse-cjk.html)をご覧下さい。

11section=“/”のスラッシュは最初の menuへのエントリを可能にし、 title=“ Mozilla Navigator”
にある先頭のスペースはリストの 先頭へのエントリを可能にします。

http://www.suse.de/~mfabian/suse-cjk/suse-cjk.html
http://www.suse.de/~mfabian/suse-cjk/suse-cjk.html
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9.7.10 Xでででののの代代代替替替入入入力力力メメメソソソッッッドドド

パッケージとして使用可能な X入力メソッドがいくつか存在します。

言語 LC_CTYPE XIM サーバ XMODIFIERS 開始キー
日本語 ja_JP* kinput2 "@im=kinput2" Shift-Space
韓国語 ko_KR* ami "@im=Ami" Shift-Space
中国語(繁体字) zh_TW.Big5 xcin "@im=xcin-zh_TW.big5" Ctrl-Space
中国語(簡体字) zh_CN.GB2312 xcin "@im=xcin-zh_CN.GB2312" Ctrl-Space

日本語入力メソッドである kinput2 は kinput2-canna-wnn, kinput2-canna,
kinput2-wnnのようなパッケージにより供給されています。日本語入力には他に canna
や freewnn-jserverのような辞書サーバが実際には必要になります。

9.7.11 Xタタターーーミミミナナナルルルエエエミミミュュュレレレーーータタタ

適切なフォントがインストールされた時に 8ビットエンコーディングをサポートする X端末
は数多く存在します。

• xterm – X付属のターミナルエミュレータ
• gnome-terminal – Gnome用の xterm
• konsole – KDE用の xterm
• rxvt – VT102ターミナル (軽量)
• aterm – Afterstep WM用の VT102
• eterm – Enlightment WM用の VT102
• wterm – WindowMaker WM用の VT102

X 端末のマルチバイトエンコーディングのサポートは UTF-8 エンコーディング (‘X 端末エ
ミュレータの UTF-8サポート’ on page 175)を通じて xtermにより供給されています。他の
伝統的なエンコーディングのサポートは (2003年時点で)推進中です。次のパッケージは伝
統的なエンコーディングのサポートを提供します。

• aterm-ml –多言語
• kterm –多言語 (日本語など)
• rxvt-ml –多言語
• wterm-ml –多言語
• cxterm-big5 –中国語 (繁体字、 Big5)
• cxterm-gb –中国語 (簡体字、 GB)
• cxterm-ks –中国語 (KS)
• cxterm-jis –日本語
• hanterm-classic –韓国語 (ハングル)
• hanterm-xf –韓国語 (ハングル)
• hztty –中国語 (GB, Big5, zW/HZ)

ktermでは、(多分他の端末でも) Ctrl-中クリックマウス操作をした後にメニュから XIMを
有効にしたいかもしれません。
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9.7.12 X端端端末末末エエエミミミュュュレレレーーータタタののの UTF-8サササポポポーーートトト

Xターミナルエミュレータの UTF-8サポートは、XFree86 4.x用の xtermパッケージにある
uxtermプログラムにより供給されています。これは全言語のサポートを可能にします。こ
れは “UXTerm” Xリソースクラスセットを用いた後者のプログラムを起動する xterm(1)プ
ログラムのラッパーです。

例えば、英語、ロシア語、日本語、中国語、韓国語の文字をきれいに大きく表示することを
可能にするには、関連する全フォントをインストールした後に ~/.Xresourcesに次を追加
してください。

! set large font
UXTerm*font: -misc-fixed-medium-r-normal-*-18-120-100-100-c-90-iso10646-1
! Use XIM for Japanese

*inputMethod: kinput2

そして Xリソースを更新するため、 ‘Xリソース’ on page 151に記述されているように xrdb
-merge ~/.Xresourcesを起動します。

vim, muttや emacsのような有名なコンソールプログラムのほとんどは最近 (Woodyから
Sargeにかけて) UTF-8と互換性がありますが、mcのようなプログラムはまだ UTF-8互換で
はなく、シンプルな 8ビット文字を表示できるだけです。未知あるいは混在したエンコー
ディングのファイルの中の 7ビット ASCIIの部分を編集する場合、ロケールを気にしない 8
ビットクリーンなエディタを使う方が安全です。

The Unicode HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/Unicode-HOWTO.html)をご覧下
さい。

9.7.13 フフフレレレーーームムムバババッッッフフファァァコココンンンソソソーーールルルででで UTF-8ををを使使使ううう例例例

フレームバッファコンソール上での UTF-8のサポートは debian-installer上で使用され
る btermにより供給されています。

9.7.14 ロロロケケケーーールルルををを越越越えええててて

まず最初に母母母国国国語語語環環環境境境の設定を行う際には、言語環境に対応するタスクを選ぶことにより
選び抜かれるパッケージを調べるために taskselや aptitudeを使うことを考えてくださ
い。このパッケージの選択は多言語環境のセットアップのためでも役に立ちます。システ
ムを注意深く設定するために、インストール中に依存性の衝突に出くわした場合、既存のシ
ステムと衝突するソフトウェアのインストールを避けてください。新たにインストールした
パッケージは既存のパッケージよりも高い優先度を持っているかもしれないので、いくつか
のコマンドでは元の状態に戻すために update-alternativeを使う必要があるかもしれ
ません。

新しめの主要なプログラムは glibc 2.2 を使っており、ほぼ国際化されています。 それゆ
え、Vimに対する jvimのような特別に国際化されたバージョンは vim version 6.0により X

http://www.tldp.org/HOWTO/Unicode-HOWTO.html
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上でほぼ同様の機能が提供されているために必要では無いかもしれません。現実には、ま
だいくらかおおざっぱです。jvimは端末上でも直接日本語入力メソッド (canna)のサポー
ト付きでコンパイルされており、さらに多くの他の日本語特有の問題に分別深く対応してい
るので、まだこれが欲しいかもしれません。 :-)

快適な作業環境を可能にするには、ロケール設定を越えた設定が必要になるかもしれませ
ん。language-envパッケージやその set-language-envコマンドはこの設定作業をか
なり軽減してくれます。

又、国際化に関する文書である Introduction to i18n (http://www.debian.org/doc/
manuals/intro-i18n/) もご覧下さい。 これは開発者向けですが、システム管理者に
対しても有用です。

9.8 マママルルルチチチリリリンンンガガガリリリゼゼゼーーーシシショョョンンン (m17n)

language-env類似パッケージによって実現される ‘ローカライゼーション (l10n)’ on page
165は単一言語によるローカリゼーションを目指しています。これらのパッケージはテキス
トのエンコーディングとして伝統的エンコーディングを使います。このような環境下では、
フランス語と日本語はそれぞれ ISO-8859-1と EUC-JPという相容れないエンコーディングを
使うので テキストを混ぜることが出来ません。

多言語化された UTF-8デスクトップは、Gnomeや KDEのプログラムを、存在する UTF-8
ロケールのうちのいずれかにロケールを設定した上で 起動することにより得られます。
(Sarge)そのような環境下では、UTF-8対応のソフトの下で、英語、中国語、ロシア語、日
本語の文字を混ぜて使えます。

そのような環境では、新しい scimを用いる多言語化された入力メソッド (IM)が好まれて
います。 scim により提供される入力メソッドは、 Ctrl と Space を同時に押すことにより
on/offできます。入力変換エンジンは、小さな SCIMパネルをクリックすることにより、
切替え可能です。

vimは、UTF-8端末、例えば gnome-terminalなどで起動された時に、多言語化された環
境を提供し、 UTF-8および伝統的なエンコードのファイル (EUC-JP、ISO-8859-1など)の両
方を扱うことが可能です。 [Esc]キーを押して、:help mbyte.txtとタイプすれば、 vim
のヘルプメッセージを表示できます。

http://www.debian.org/doc/manuals/intro-i18n/
http://www.debian.org/doc/manuals/intro-i18n/
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章章章 10

ネネネッッットトトワワワーーークククののの設設設定定定

この章では Debian でのネットワーク管理に焦点を当てています。 GNU/Linux の
ネットワークに関する一般的な紹介は Net-HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
Net-HOWTO/index.html)をごらんください。

Debian ホストのインターネットへのアクセスを可能にするには、 ネットワークインター
フェイスが適切に設定される必要があります。

まず最初に必要なことは、ネットワークインターフェイスデバイスのカーネルサポートで
す。ネットワークデバイスの例としては、以下が挙げられます: イーサネットカード、無線
LANカードやモデム。ネットワークインターフェイスデバイスを kernelがサポートするこ
とです。これらのサポートを有効にするには、 ‘Debianでの Linux kernel’ on page 99で記
述されているように kernelを再構築してモジュールを追加する必要があるかもしれません。

ネットワークデバイスの設定は以降で説明します。本章の情報は Sarge向けに更新されまし
た。本章の内容のほとんどは以前のリリースには適用できません。

10.1 IPネネネッッットトトワワワーーークククののの基基基礎礎礎

Debianホストはそれぞれが異なった Internet Protocol (IP)アドレスを持った複数のインター
フェイスを持つことができます。インターフェイスは次に挙げるいくつかの異なるタイプか
もしれません。

• ループバック: lo
• イーサネット: eth0, eth1, . . .
• 無線LAN: wlan0, wlan1,wifi0 . . . 1

• トークンリング: tr0, tr1, . . .
• PPP: ppp0, ppp1, . . .

SLIP, PLIP (srrial line IPと pararell line IP),特定のデバイスでトラフィックを制御するため
の “shaper”なデバイス,フレームリレー, Ax.25, X.25, ARCnetそして LocalTalkのような他の
さまざまな種類のネットワークデバイスが使用可能です。

1無線 LANインターフェイスの一部は本当はイーサネットインターフェイスの別名であり、無線 LAN独特
の設定パラメータへのヒントを与えてくれます。これらのパラメータは iwconfigプログラムを用いて制御可
能です。

http://www.tldp.org/HOWTO/Net-HOWTO/index.html
http://www.tldp.org/HOWTO/Net-HOWTO/index.html
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インターネット (又は IPベースのネットワーク)に直接接続された全ての ネットワークイン
ターフェイスはユニークな 32ビットの IPアドレスにより識別されます。 2 IPアドレスネッ
トワークを示す部分とホストを示す部分に分割できます。 IPアドレスのネットワークアドレ
スの部分を 1に、ホストアドレスの 部分を 0にすると、ネットワークのいわゆるネットマス
クが得られます。

伝統的に、IPネットワークはそれぞれ 8ビット、16ビット、24ビットの長さの ワークアド
レス部分を持つクラスに分類されています。これらのシステムは柔軟性に欠けており、多数
の IPアドレスを無駄にしていました。それゆえ、今日では IPv4ネットワークは可変長の
ネットワークアドレス部分を持つように割り当てられています。

IP アドレス ネットマスク 長さ
クラス A 1.0.0.0 - 126.255.255.255 255.0.0.0 = /8
クラス B 128.0.0.0 - 191.255.255.255 255.255.0.0 = /16
クラス C 192.0.0.0 - 223.255.255.255 255.255.255.0 = /24

以上の長さを持たない IPアドレスは特別な目的に用いられます。

各クラスのためにローカルエリアネットワーク (LAN)で使用するために予約されたアドレ
スの範囲が存在します。これらのアドレスはインターネット上のあらゆるアドレスと衝突し
ないことが保証されています。 (同じトークンにより、これらのアドレスの 1つがホストに
割り当てられた場合、そのホストはインターネットに直接アクセスしてはいけませんが、
個別のサービスのためのプロキシとして機能するゲートウェイを通してアクセスするか、
ネットワークアドレス変換を通じてアクセスする必要があります。)これらのアドレスの範
囲はそれぞれのクラスにあるアドレスの数に応じて、次のテーブルに示すように与えられて
います。

ネットワークアドレス 長さ 数
クラス A 10.x.x.x /8 1
クラス B 172.16.x.x - 172.31.x.x /16 16
クラス C 192.168.0.x - 192.168.255.x /24 256

IPネットワークの最初のアドレスはネットワーク自身のアドレスです。最後のアドレスは
ネットワークのブロードキャストアドレスです。 3 他の全てのアドレスはネットワーク上の
ホストに割り当てられます。これらのうち、最初又は最後のアドレスは通常ネットワークの
インターネットゲートウェイに割り当てられます。

ルーティングテーブルは kernelの目的地への IPパケットの送信方法についての情報を含ん
でいます。ここに IPアドレス 192.168.50.x/24を持つローカルエリアネットワーク (LAN)上
の Debianホストのためのサンプルのルーティングテーブルを示します。ホスト 192.168.50.x
(LAN上にもある)は企業ネットワーク 172.20.x.x/16のためのルータであり、192.168.50.254
(LAN上にもある)はインターネット用のルータです。

2これは IPv4が使用されている場合に正しい。IPv6ではアドレスは 128ビット。 http://www.ipv6.org/
参照。

3ネットワークのアドレスはネットワークアドレスとネットワークのネットマスクの和を取ることにより得
られます。ブロードキャストアドレスはネットワークアドレスとネットマスクの一の補数の積を取ることにより
得られます。

http://www.ipv6.org/


章 10.ネットワークの設定 179

# route
Kernel IP routing table
Destination Gateway Genmask Flags Metric Ref Use Iface
127.0.0.0 * 255.0.0.0 U 0 0 2 lo
192.168.50.0 * 255.255.255.0 U 0 0 137 eth0
172.20.0.0 192.168.50.1 255.255.0.0 UG 1 0 7 eth0
default 192.168.50.254 0.0.0.0 UG 1 0 36 eth0

• ヘッダの後の最初の行は 127.x.x.x向けのトラフィックは loすなわちループバック
インターフェイスを通ることを示しています。

• 2行目は LAN上のホスト向けのトラフィックは eth0を通ることを示しています。
• 3 行目は企業ネットワーク向けのトラフィックは eth0 を通って ゲートウェイ
192.168.50.1に向けられることを示しています。

• 4 行目はインターネット向けのトラフィックはeth0 を通ってゲートウェイ
192.168.50.254に向けられることを示しています。

テーブル上の IPアドレスは /etc/networksを調べるか Cライブラリのリゾルバを用いて
得られる名前としても表せます。

ルーティングに加え、kernelはネットワークアドレス変換、トラフィック整理やフィルタリ
ングも行えます。

よ り 詳 し い 背 景 情 報 に つ い て は Net-HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
Net-HOWTO/index.html) と other networking HOWTOs (http://www.tldp.org/
HOWTO/Networking-Overview-HOWTO.html)をごらんください。

10.2 低低低レレレベベベルルルネネネッッットトトワワワーーークククののの設設設定定定

GNU/Linuxシステム上での伝統的な低レベルネットワーク設定ツールとしては net-tools
パッケージに収録されている ifconfigや routeプログラムがあります。これらのツール
は公式に iprouteパッケージに収録されている ipにより取って代われています。 ipプロ
グラムは Linux 2.2以上で動き、旧式のツールよりもより機能的です。しかしながら、旧式
のツールもまだ動き、多くのユーザにより親しまれています。

10.2.1 低低低レレレベベベルルルネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定ツツツーーールルル – ifconfigととと route

ここにインターフェイス eth0の IPアドレスを 192.168.0.3から 192.168.0.111に変
更し、192.168.0.1経由で 10.0.0.0ネットワークに通すように eth0を設定する方法を
示します。現在の全てのネットワークインターフェイスとルーティングの状況を表示する
ため、まずはインターフェイス引数無しで ifconfigと routeを起動することから始めま
しょう。

# ifconfig
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 08:00:46:7A:02:B0

inet addr:192.168.0.3 Bcast:192.168.255.255 Mask:255.255.0.0

http://www.tldp.org/HOWTO/Net-HOWTO/index.html
http://www.tldp.org/HOWTO/Net-HOWTO/index.html
http://www.tldp.org/HOWTO/Networking-Overview-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/Networking-Overview-HOWTO.html
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UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1
RX packets:23363 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:21798 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:100
RX bytes:13479541 (12.8 MiB) TX bytes:20262643 (19.3 MiB)
Interrupt:9

lo Link encap:Local Loopback
inet addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0
UP LOOPBACK RUNNING MTU:16436 Metric:1
RX packets:230172 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
TX packets:230172 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
collisions:0 txqueuelen:0
RX bytes:22685256 (21.6 MiB) TX bytes:22685256 (21.6 MiB)

# route
Kernel IP routing table
Destination Gateway Genmask Flags Metric Ref Use Iface
192.168.0.0 * 255.255.0.0 U 0 0 0 eth0
default 192.168.0.1 255.255.255.255 UG 0 0 0 eth0

まずインターフェイスをダウンさせます。

# ifconfig eth0 inet down
# ifconfig
lo Link encap:Local Loopback
... (eth0 エントリはもはや存在しない)

# route
... (ルーティングテーブルのエントリももはや存在しない)

次に eth0を新しい IPアドレスと新しいルーティングを用いて立ち上げます。

# ifconfig eth0 inet up 192.168.0.111 \
netmask 255.255.255.0 broadcast 192.168.0.255

# route add -net 10.0.0.0 netmask 255.0.0.0 gw 192.168.0.1 dev eth0

結果は次のようになります。

# ifconfig
eth0 Link encap:Ethernet HWaddr 08:00:46:7A:02:B0

inet addr:192.168.0.111 Bcast:192.168.0.255 Mask:255.255.255.0
UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1
...

lo Link encap:Local Loopback
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inet addr:127.0.0.1 Mask:255.0.0.0
...

# route
Kernel IP routing table
Destination Gateway Genmask Flags Metric Ref Use Iface
192.168.0.0 * 255.255.255.0 U 0 0 0 eth0
10.0.0.0 192.168.0.1 255.0.0.0 UG 0 0 0 eth0

より詳しい情報は、ifconfig(8)と route(8)をごらんください。

10.2.2 低低低レレレベベベルルルネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定ツツツーーールルル – ip

前記の ifconfigや routeコマンドと等価な ipコマンドは次のようになります。
• ip link show
• ip route list
• ip link set eth0 down
• ip addr del dev eth0 local 192.168.0.3
• ip addr add dev eth0 local 192.168.0.111/24 broadcast
192.168.0.255

• ip link set eth0 up
• ip route add dev eth0 to 10.0.0.0/8 src 192.168.0.111 via
192.168.0.1

ipプログラムは引数 help付きで起動するとその コマンド文法を表示します。例えば、ip
link helpは次を表示します。

Usage: ip link set DEVICE { up | down | arp { on | off } |
dynamic { on | off } |
multicast { on | off } | txqueuelen PACKETS |
name NEWNAME |
address LLADDR | broadcast LLADDR |
mtu MTU }

ip link show [ DEVICE ]

ip(8)をごらんください。

10.2.3 無無無線線線 LANイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの設設設定定定

無線 LAN インターフェイスの設定には、wireless-tools パッケージに収録されている
iwconfigプログラムが ifconfigと ipの両方に加えて使われます。

iwconfig(8)をごらんください。
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10.2.4 PPPイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの設設設定定定

インターネットにダイアルアップ電話線を接続したモデム経由でアクセスする場合、Point-
to-Point Protocol (PPP)を用いて接続をネゴシエイトします。そのような接続はネットワー
クインターフェイス ppp0, ppp1,などとしてアクセスされます。

PPPインターフェイスは pppパッケージに収録されている PPPデーモン pppdにより管理
されます。それゆえ、ユーザにとっては、PPPインターフェイスを設定するのは pppdを設
定することを意味します。

pppdををを手手手動動動ででで設設設定定定すすするるる

ネットワークリンクを確立するには、通信ポート (通常シリアルポート)を開き、コマンドを
通信デバイス (通常はモデム)に送信し、電話番号をダイアルし、外部の PPPデーモンへの
認証を行い、 PPPインターフェイスがカーネルにより作成され、トラフィックがリンクを
通じて送られるようにルーティングテーブルが修正される必要があります。 pppdはこれら
の仕事の全てをこなし、その結果として非常に長い操作オプションのリストを持ちます。
これらのオプションは pppd(8)に記述されています。

Debianシステムでは、汎用のオプションは /etc/ppp/optionsにセットされています。
ユーザが指定するオプションは ~/.ppprc にセットします。使用する通信ポートに依存
するオプションは /etc/ppp/options.portname に保存されます。 例えば、二つのモ
デム — 組込みの /dev/LT-modem を通じてアクセス される Lucent LT モデムと外付けの
/dev/ttyS0 を通じてアクセスされる モデムを持っていると仮定します。 次の 2 つのオプ
ションファイルを作成します。

# cat > /etc/ppp/options.LT-modem <<EOF
115200
init "/usr/sbin/chat -f /etc/chatscripts/setup-LT-modem"
EOF
# cat > /etc/ppp/options.ttyS0 <<EOF
115200
init "/usr/sbin/chat -f /etc/chatscripts/setup-ttyS0"
EOF

これらは次のチャットスクリプトを参照しています。まず、 /etc/chatscripts
/setup-LT-modemです。

ABORT ERROR
’’ ATZ
OK ’ATW2X2 S7=70 S11=55’
OK AT

次に、/etc/chatscripts/setup-ttyS0です。
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ABORT ERROR
’’ ATZ
OK ’ATL1M1Q0V1W2X4&C1&D2 S6=4 S7=70 S11=55 S95=63 S109=1 +FCLASS=0’
OK AT

これらのファイルの内容はもちろんハードウェアに依存している必要があります。

オプションは pppdに引数としても与えられます。

Debianでは、pppdは普通 ponコマンドを用いて起動されます。ponが起動されると、そ
の第一引数は pppdによっても読まれる /etc/ppp/peers/にあるオプションファイルと
同じ名前です。 4 こうして特定の peer—例えば、特定のインターネットサービスプロバイダ
(ISP)を指定するオプションを設定できます。

例えば、アムステルダムとハーグの間を通信したいとします。それぞれの町には 2つの ISP
サービス—Planetと KPNを持っています。まず各 ISP用の基本的なオプションファイルを
作ります。

# cat > /etc/ppp/peers/KPN <<EOF
remotename KPN
noauth
user kpn
noipdefault
ipparam KPN
EOF
# cat > /etc/ppp/peers/Planet <<EOF
remotename Planet
auth
user user3579@planet.nl
noipdefault
mru 1000
mtu 1000
ipparam Planet
EOF

これらのファイルは 2つの ISP間で異なるオプションを設定します。両方の ISPに共通のオ
プションは /etc/ppp/options又は適切なインターフェイス独自のオプションファイルの
どちらかに置きます。

次にそれぞれの町のための各 ISP用のオプションファイルを作成します。この例では片方の
場所の ISPへ接続するのと他の場所の ISPに接続する時の違いのみを必要なチャットスクリ
プトにします。 (ローカルのアクセス電話番号が異なるので、チャットスクリプトは異なり
ます。)

# cat > /etc/ppp/peers/KPN-Amsterdam <<EOF

4このオプションファイルは callオプションを用いて含まれます。
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connect "/usr/sbin/chat -v -f /etc/chatscripts/KPN-Amsterdam"
file /etc/ppp/peers/KPN
EOF
# cat > /etc/ppp/peers/KPN-DenHaag <<EOF
connect "/usr/sbin/chat -v -f /etc/chatscripts/KPN-DenHaag"
file /etc/ppp/peers/KPN
EOF
# cat > /etc/ppp/peers/Planet-Amsterdam <<EOF
connect "/usr/sbin/chat -v -f /etc/chatscripts/Planet-Amsterdam"
file /etc/ppp/peers/Planet
EOF
# cat > /etc/ppp/peers/Planet-DenHaag <<EOF
connect "/usr/sbin/chat -v -f /etc/chatscripts/Planet-DenHaag"
file /etc/ppp/peers/Planet
EOF

それぞれの file 指示は早く示されるオプションファイルの一つ の一つを含みます。
connect指示は接続を確立するために pppdが使うコマンドを指示します。通常この目的
には chatプログラムを使い、チャットスクリプトを ISPに適応させます。アムステルダム
は電話番号を除いて同じかもしれませんし、ISPが他の会社を通じてサービスを提供してい
るならば、異なるかもしれません。

# cat > /etc/chatscripts/KPN-DenHaag <<EOF
ABORT BUSY
ABORT ’NO CARRIER’
ABORT VOICE
ABORT ’NO DIALTONE’
ABORT ’NO DIAL TONE’
ABORT ’NO ANSWER’
ABORT ERROR
OK-AT-OK ATDT 0676012321
CONNECT \d\c
EOF
# cat > /etc/chatscripts/Planet-DenHaag <<EOF
ABORT BUSY
ABORT ’NO CARRIER’
ABORT VOICE
ABORT ’NO DIALTONE’
ABORT ’NO DIAL TONE’
ABORT ’NO ANSWER’
ABORT ERROR
OK-AT-OK ATDT 0676002505
CONNECT \d\c
EOF

これらの ISPと接続を確立できるようにするには、pppdが peerに要求に応じて供給するク



章 10.ネットワークの設定 185

ライアント名とパスワードが必要です。これらの情報は /etc/ppp/pap-secrets (PAPプ
ロトコル使用時)又は /etc/ppp/chap-secrets (CHAPプロトコル使用時)に保存されま
す。 CHAPはより安全ですが、PAPは依然広く使われています。これらのファイルには秘
密が含まれているので、グループと他人が読み書きできないファイルアクセス権限を設定し
なくてはなりません。これらのファイルのフォーマットは pppd(8)で説明されています。
“secret” (3番目のフィールド)はファイル中のクライアント名 (最初のフィールド)および/又
はサーバ名 (2番目のフィールド)を検索することにより調べられます。 ISPに接続している
場合、一般にサーバ名は知りませんので、クライアント名を代わりに供給します。これは上
に示した peers/KPNと peers/Planetにある user行で行われます。

# client name server name secret
kpn * kpn
user3579@planet.nl * myfavoritepet

詳細は /usr/share/doc/ppp/README.Debian.gzをごらんください。

pppconfigををを用用用いいいててて pppdををを設設設定定定すすするるる

pppdを設定する手軽な方法は同名のパッケージにより供給される pppconfigを使うこと
です。 pppconfigはメニュインターフェイスを通じてユーザが質問に答えた後に上に示し
たようなファイルを設定します。

wvdialををを用用用いいいててて PPPイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススををを設設設定定定すすするるる

pppdを用いる異なるアプローチとしては、 wvdialパッケージに収録されている wvdial
から pppdを起動することです。 pppdの代わりに、chatを起動してダイアルし、接続の
ネゴシエイトを行います。wvdialはダイアルと最初のネゴシエイトを行い、そして残りの
作業を行うために pppdを起動します。電話番号、ユーザ名、そしてパスワードを与えるだ
けで wvdialはほとんどの場合接続を確立できます。

10.3 コココンンンピピピュュューーータタタののの名名名前前前付付付けけけ

10.3.1 ホホホススストトト名名名

カーネルはシステムの ホホホススストトト名名名を維持します。 initscript /etc/init.d/hostname.shは
システムのホスト名をブート時に (hostnameを用いて) /etc/hostnameに保存されている
名前に設定します。このファイルには完全修飾ドメイン名 (FQDN)ではなく、システムの
ホスト名のののみみみが含まれていなくてはなりません。

現在のホスト名を表示するには、引数無しで hostnameを起動してください。
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10.3.2 Mailname

ホストの mailnameはホストを識別するためにメール関連の プログラムが使用する名前で
す。 /etc/mailnameファイルには名前に続いて改行を持つ行が含まれます。mailnameは
ホストの IPアドレスの一つを解決する完全修飾ドメイン名です。 mailname(5)をごらん
ください。

Debian ホストにより送信されるメールの From: ヘッダにある 受取人が何かは Mail User
Agent (MUA)やMail Transfer Agent (MTA)がどのように設定されているかに依存します。
ローカルユーザ fooがメールを mailname myhost.domから送ると仮定します。すると、
送信されるメールの From: ヘッダは次のようになります。

• MUAが From: ヘッダセットを持たない場合 “From: foo@myhost.dom”
• MUAが “From: bar”セットを持つ場合 “From: bar@myhost.dom”
• MUAが “From: bar@bogus.dom”セットを持つ場合 “From: bar@bogus.dom”

MUAが From: ヘッダをセットしたとしても、MTAが “Sender:foo@herman.dom”ヘッ
ダを本当の発信源を示すために追加するかもしれません。

もちろん ‘Exim の元で存在しないメールアドレスのための物置を設定する’ on page 163 や
‘Eximの元で送信メールに対してアドレス書き換えを設定する’ on page 163で議論したよう
に、受信者が見るメールアドレスは他のアドレスに変更可能です。

10.4 ドドドメメメイイインンンネネネーーームムムサササーーービビビススス (DNS)

ホストは IPアドレスに加え、ドメイン名によっても参照されます。 DNSはネームリゾルバ
がドメイン名を IPアドレスや他のホストの属性と関連付けるためにネームサーバを勤める
クライアントサーバシステムです。 GNU Cライブラリ resolver(3)もファイルにある IP
アドレスの検索を行えますし、Network Information Services (NIS)の役目も勤めます。

ソフトウェアには (例えば GNOMEのように)システムのホスト名が標準的な FQDNを持つ
IPアドレスに解決可能であることを期待しています。システムのホスト名どドメイン名は
まったく異なるものであるため、これは本当に不適切です。しかし、これらのソフトを使わ
ざるを得ません。これらのソフトをサポートするには、システムのホスト名が解決可能で
あることを保証する必要があります。ほとんどの場合、これは /etc/hostsに IPアドレス
とシステムのホスト名を含む行を追加することにより行なわれます。システムに継続的な
IPアドレスが割り当てられている場合、この手段は利用できますが、そうでは無い場合、ア
ドレス 127.0.0.1を使います。

127.0.0.1 localhost
127.0.0.1 uranus

システムのホスト名が FQDN を持つ IP アドレスに解決可能であるかを 知るに
は、hostname --fqdnコマンドを使用ください。
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10.4.1 リリリゾゾゾルルルバババ

特定のドメイン名に関連づけられた IPアドレスを捜し出す仕事は、リゾルバの仕事です。
最も良く使われているリゾルバは GNU Cライブラリにあるリゾルバ (resolver(3))によ
り実現される関数群です。他のリゾルバとしては、libfirednsパッケージに収録されて
いる FireDNSリゾルバがあります。他のパッケージも存在します。

どのように GNU LIBCリゾルバが名前を解決するかは /etc/nsswitch.conf設定ファイ
ル中の hosts行により制御されています。この行は名前を解決するために使われるサービ
ス、例えば dns, files, nis, nisplusをリストしています。 nsswitch.conf(5)をごら
んください。 files サービスが使用されている範囲については、リゾルバの挙動は /etc
/hosts設定ファイルによっても制御されています。 hosts(5)をごらんください。

上の全てのファイルは静的であり、お好みのエディタで編集できます。

dns サービスが使用される範囲においては、リゾルバの挙動は /etc/resolv.conf
設定ファイルによっても制御されています。 resolv.conf(5) をごらんください。
resolv.confの重要な機能のひとつは、名前を解決するために接続されるネームサーバの
IPアドレスをリストすることです。このリストはたびたびネットワーク環境に依存し、ネッ
トワーク環境はコンピュータを起動する間時にふれて変化します。 pppdや dhclientのよ
うなプログラムは resolv.conf内の行を追加したり削除する操作を行えますが、これらの
機能は常に適切に動くとは限らず、お互いに衝突しかねません。 resolvconfパッケージ
はこのファイルを更新するための標準的なフレームワークを供給することにより、よりうま
くこの問題を解決します。 ‘ネームサーバ情報の管理 – resolvconf’ on page 187をごらん
ください。

10.4.2 ネネネーーームムムサササーーーバババ情情情報報報ののの管管管理理理 – resolvconf

resolvconfパッケージは利用可能なネームサーバに関する情報の動的な管理のためのフ
レームワークを供給します。リゾルバや DNSキャッシュが使うためのネームサーバのリス
トを動的に管理する方法についての長年の問題を解決します。 resolvconfは自身をネット
ワークインターフェイスを制御するプログラムとネームサーバ情報を供給するプログラム、
そしてネームサーバ情報を必要とするアプリケーションの間の仲介人として設定します。

resolvconfは手動の設定を必要とせずに動作するように設計されています。しかしなが
ら、パッケージはまだ非常に新しく、適切に動作させるためには、まだ手動の介入をいくら
か必要とするかもしれません。あなたが /etc/resolv.confを更新するようにパッケージ
をカスタマイズしたならば、これは確実に当てはまります。ですので、カスタマイズを無
効にする必要があります。詳細は /usr/share/doc/resolvconf/README.gzをごらん
ください。

10.4.3 検検検索索索しししたたた名名名前前前をををキキキャャャッッッシシシュュュすすするるる – nscd, dnsmasq, pdnsd, bind9

もしネームサーバの反応が遅い場合は libc6リゾルバを用いて検索される結果を nscdを
用いてキャッシュしたくなるでしょう。

/usr/share/doc/resolvconf/README.gz
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もしあなたのローカルネットの他のホストのために検索結果をキャッシュしようとするな
ら、dnsmasqや pdnsdのようなキャッシュフォワーディングネームサーバを使うのがいい
でしょう。

bind9の namedもキャッシュフォワーディングネームサーバとして使えない事はありませ
ん。ただ重いプログラムなので、その先進的機能を使わないなら、先程述べた他のプログ
ラムを使う方が賢明です。 resolvconfと連係しうまく動きます。

10.4.4 ドドドメメメイイインンンネネネーーームムムサササーーービビビスススををを供供供給給給すすするるる – bind

あるドメインのための信頼できるネームサービスを供給する必要がある場合、 bind9パッ
ケージによる namedのような完全に一人前のネームサーバが必要です。新たにインストー
ルする場合、bind9がお薦めです。

bind9 をインストールした際には、dnsutils もインストールしましょう。 次
に、bind9-host, dns-browse, dnscvsutil, nslint のような ユーティリティパッ
ケージもインストールしたいかもしれません。 さらに、bind9-doc のようなドキュ
メントパッケージも インストールしたいかもしれません。そして、libbind-dev や
libnet-dns-perl のような開発用パッケージもインストール したいかもしれません。
DHCPを用いたインターフェイスを設定する場合、dhcp-dnsパッケージを見つけるかもし
れません。

基本的な設定を行うには、bind9 をインストールするか、 dpkg-reconfigure を実
行しましょう。設定は named.conf を編集することです。 Debian では、このファイ
ルは /etc/bind/ にあり、 主に基本的な DNS ゾーンの定義のために用いられます。
このファイルには named.conf.local というローカルゾーンを定義する ファイル
と、named.conf.options という設定オプションのために 用いられるファイルという
二つの別ファイルが 含まれます。 (後者は /var/run/bind/named.options ファイルを
生成するために resolvconf によって処理されます。この生成ファイルは forwarders
指定が現在利用できるローカルではないネームサーバの リストであるという点を除いて
オリジナルと同じです。 これを利用するには、named.conf の include 行が /var/run
/bind/named.options を含むように変更してください。 ‘ネームサーバ情報の管理 –
resolvconf’ on page 187をごらんください。)

完全なパス名無しで named.conf* という名前のデータベースファイル が /var/cache
/bind/ に保存されます。 これは named により生成されるファイルを保存する正しい場
所です。 例えば、デーモンが働いているセカンダリゾーン用のデータベースファイルで
す。 /etc/bind/にある静的なデータベースファイルは、フルパス名により named.conf
にあるものと参照 されなくてはなりません。詳細は /usr/share/doc/bind9/README.
Debian.gzをごらんください。

10.5 DHCPををを用用用いいいてててネネネッッットトトワワワーーークククイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススををを設設設定定定すすするるる

低レベルのネットワークインターフェイスの設定は Dynamic Host Configuration Protocol
(DHCP)を用いて自動化できます。ファイアーウォールやルータボックス、そしてあなたが

/usr/share/doc/bind9/README.Debian.gz
/usr/share/doc/bind9/README.Debian.gz
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使っているブロードバンド ISPは IPアドレスや他のパラメータをこの方法で提供しているか
もしれません。

DHCPを動かすには、次のパッケージのうち一つをインストールする必要があります。
• dhcp3-client (version 3, Internet Software Consortiumによる)
• dhcpcd (Yoichi Hariguchiと Sergei Viznyukによる)
• pump (Red Hatによる)

pumpはシンプルで広く使われています。 dhcp3-clientは複雑ですがより広範な設定が可
能です。 5

10.6 Debianでででののの高高高レレレベベベルルルなななネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定

10.6.1 ifupdownををを用用用いいいたたた高高高レレレベベベルルルなななネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定

ネットワーク設定をより容易にするため、Debian は ifup と ifdown プログラムと /etc
/network/interfacesファイルから構成される標準の高レベルネットワーク設定ツール
を供給します。 6 ネットワークの設定に ifupdownを使おうとした場合、通常低レベルの
コマンドを同時に使うべき ででではははああありりりままませせせんんん。 これは、低レベルな設定ツールを呼び出す
whereami, divine,intuitivelyなどのような他の 高レベルな設定ツールを使うべきでは
ないということも意味しています。 ifupdownプログラムはこのプログラム単独でネット
ワークインターフェイスの設定や設定解除に利用されるという意図を持って書かれました。

インターフェイスの設定を更新するには、次のようにします。

# ifdown eth0
# editor /etc/network/interfaces # お好きなようにいじる
# ifup eth0

よ り 詳 し い 情 報 は interfaces(5), /usr/share/doc/ifupdown/examples/
network-interfaces.gz,と ifup(8)をごらんください。

スススタタタテテティィィッッッククク IPアアアドドドレレレスススををを用用用いいいたたたイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの設設設定定定

192.168.0.111の固定 IPアドレスを持った Ethernetインタフェースの設定を行いたいと
仮定します。このアドレスは 192.168.0から始まるので、LAN上にある必要があります。
さらに、LANのインターネットへのゲートウェイの アドレスを 192.168.0.1と仮定しま
す。次のような行を含むように /etc/network/interfacesを編集しましょう。

52004年4月時点では、dhcp-client パッケージも利用可能です。 これには ISC DHCP クライアントの
version2が含まれています。これは現在 dhcp3-clientに収録されている version 3により置き換えられます。
メンテナは dhcp3-clientを Sarge以降に dhcp-clientに改名しようと計画しています。 experimentalバー
ジョンの dhcp-clientがインストールされてない事を確認して下さい。ifupdownがうまく動きません。

6最新のバージョンの /etc/network/interfacesの ファイルフォーマットは Potato以前のフォーマット
と少し互換性がありません。 ifupdownのインストール後スクリプトが必要な場合に自動的にこのファイルを
更新します。

/usr/share/doc/ifupdown/examples/network-interfaces.gz
/usr/share/doc/ifupdown/examples/network-interfaces.gz
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iface eth0 inet static
address 192.168.0.111
netmask 255.255.255.0
gateway 192.168.0.1

“up”や “down”行の適切なコマンドを指定することにより、インターフェイスの 他の面に
ついての設定ができますし、インターフェイスを立ち上げた後又は落とした後に他のアク
ションを取ることもできます。

iface eth0 inet static
address 192.168.0.111

netmask 255.255.255.0
gateway 192.168.0.1
up route add -net 10.0.0.0 netmask 255.0.0.0 gw 192.168.0.2 dev $IFACE

down route del -net 10.0.0.0 netmask 255.0.0.0 gw 192.168.0.2 dev $IFACE
up echo Interface $IFACE going up | /usr/bin/logger -t ifup
down echo Interface $IFACE Going down | /usr/bin/logger -t ifdown

その代わりに、/etc/network/if-up.dや /etc/network/if-down.dディレクトリに
スクリプトを挿入できます。そのようなスクリプトは拡張オプションも実装できます。詳
細は interfaces(5)をごらんください。例えば、resolvconfパッケージにはインター
フェイスを立ち上げるときに /etc/resolv.confに含まれるような DNS情報を指定する
オプションを追加できます。

iface eth0 inet static
address 192.168.0.111
netmask 255.255.255.0
gateway 192.168.0.1
dns-search somedomain.org
dns-nameservers 195.238.2.21 195.238.2.22

dns-searchオプションの somedomain.org引数は resolv.conf(5)にある searchオ
プションの引数に対応します。 dns-nameservers オプションの 195.238.2.21 および
195.238.2.22引数は nameserverオプションの引数に対応します。他の利用可能なオプ
ションとしては、dns-domainと dns-sortlistがあります。 ‘ネームサーバ情報の管理 –
resolvconf’ on page 187をごらんください。

DHCPををを用用用いいいてててイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススををを設設設定定定すすするるる

DHCP を用いてインターフェイスを設定するには、 次のような行を含めるように /etc
/network/interfacesを編集してください。

iface eth0 inet dhcp
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これを機能させるには、 ‘DHCP を用いてネットワークインターフェイスを設定する’ on
page 188で言及した DHCPクライアントのうちいずれかをインストールする必要がありま
す。

無無無線線線 LANイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの設設設定定定ををを行行行ううう

wireless-tools パッケージには、インターフェイスを 立ち上げる前に無線 LAN
(802.11a/b/g) ハードウェアの設定を可能とする フックスクリプト /etc/network
/if-pre-up.d/wireless-tools が含まれます。 設定は iwconfig プログラムを通じ
て行われます。 iwconfig(8) をごらんください。 iwconfig に与えることが可能なコ
マンドパラメータそれぞれ に対して、“wireless-” 接頭辞を付けたパラメータのような名
前で /etc/network/interfaces 内にオプションとして含めることが できます。 例え
ば、DHCP を用いて eth0 を立ち上げる前に eth0 の ESSID を myessid に、暗号鍵を
123456789e に設定するには、次のような行を含むように /etc/network/interfaces
を編集しましょう。

iface eth0 inet dhcp
wireless-essid myessid
wireless-key 123456789e

このインターフェイスに対して waproamdを走らせている場合、 ESSIDと暗号鍵を設定す
るこの方法を用いるべきではありません。 ifupが起動された時、waproamdは既に ESSID
と暗号鍵を設定済みです。 ‘ネットワーク設定のトリガを設定する – waproamd’ on page 199
をごらんください。

PPPイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの設設設定定定ををを行行行ううう

ifupと ifdownプログラムは PPPインターフェイスの追加と削除のために ponと poffを
使います。ですから、まずは ‘PPPインターフェイスの設定’ on page 182を読みましょう。

peer myispに対して動くように PPPを設定する必要があると仮定します。次のような行を
含むように /etc/network/interfacesを編集しましょう。

iface ppp0 inet ppp
provider myisp

この一区切りが正しい位置にあれば、ifup ppp0は次を実行します。

pon myisp

不運なことに、/etc/network/interfacesにある ppp節に pppdオプションをさらに供
給することはいまのところできません。 7

7bug #196877 (http://bugs.debian.org/196877)参照。

http://bugs.debian.org/196877
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現在 PPPインターフェイスの補助的な設定を行うために ifupdownを使うことはできませ
ん。ponは pppdが接続を確立する前に存在するため、ifupはインターフェイスの 準備
ができる前に up スクリプトを起動します。 このバグ 8 が修正されるまでは、/etc/ppp
/ip-up又は /etc/ppp/ip-up.d/にある補助的な設定を実行する必要性が残ります。

PPPoEイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの設設設定定定ををを行行行ううう

たとえ、カスタマのマシンが Ethernetや ATMネットワーク経由でつないでいたとしても、
多くのブロードバンドインターネットサービスプロバイダ (ISP)は PPPを接続のネゴシエイ
トを行うために使用します。これは PPP over Ethernet (PPPoE)により実現されます。この
技術は PPPストリームを Ethernetフレーム内にカプセル化する技術です。 ISPが myispと
呼ばれていると仮定します。まず peer myispのための PPPと PPPOEを設定します。最も
簡単な方法は pppoeconfパッケージをインストールし、コンソールから pppoeconfを起
動することです。次に、下に示す行を含むように /etc/network/interfacesを編集し
ます。

iface eth0 inet ppp
provider myisp

時々 PPPoE over DSLを用いた時の Maximum Transmit Unit (MTU)についての問題が発生
します。詳細はDSL-HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/DSL-HOWTO/)をごらんく
ださい。

ブロードバンドモデムがルータ機能を持っている場合、モデム/ルータはそれ自身で PPPoE
接続を操作し、LAN側では単なるインターネットへの Ethernetゲートウェイにしか見えな
いことに注意してください。

ゲゲゲーーートトトウウウェェェイイイ用用用ににに複複複数数数ののの Ethernetイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススををを設設設定定定すすするるる

eth0が DHCPにより設定した IPアドレスを用いてインターネットに接続し、eth1が固定
IPアドレス 192.168.1.1を用いて LANに接続していると仮定します。次に示すような行
を含むように /etc/network/interfacesを編集しましょう。

iface eth0 inet dhcp

iface eth1 inet static
address 192.168.1.1
netmask 255.255.255.0

‘ゲートウェイルータを構築する’ on page 203に記述しているようにホストの NATを有効に
している場合、LAN上の全てのホストでインターネット接続を共有できます。

8bug #127786 (http://bugs.debian.org/127786)参照

http://www.tldp.org/HOWTO/DSL-HOWTO/
http://bugs.debian.org/127786
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仮仮仮想想想イイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススををを設設設定定定すすするるる

仮想インターフェイスを用いると、1つの Ethernetカードを複数の IPサブネットへのイン
ターフェイスとして設定できます。例えば、ホストが 192.168.0.x/24の LANネットワーク
上にあると仮定します。ホストを既存の Ethernetカードを用いて DHCPを用いて供給され
るパブリックな IPアドレスを用いてインターネットに接続したい場合、次に示すような行
を含むように /etc/network/interfacesを編集しましょう。

iface eth0 inet static
address 192.168.0.1
netmask 255.255.255.0
network 192.168.0.0
broadcast 192.168.0.255

iface eth0:0 inet dhcp

インターフェイス eth0:0は仮想インターフェイスです。これが立ち上がると、親の eth0
も立ち上がります。

10.6.2 ifupdown論論論理理理イイインンンタタターーーフフフェェェイイイススス定定定義義義ををを用用用いいいたたた高高高レレレベベベルルルなななネネネッッットトトワワワーーーククク設設設
定定定

次の章では、読者は物物物理理理イイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススと論論論理理理イイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススの違いを理解するこ
とが重要になります。 9 物物物理理理イイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススは私達が通常“インターフェイス”と呼んで
いる物でカーネルによって eth0, ppp1などと名付けられるものです。論論論理理理イイインンンタタターーーフフフェェェイイイ
スススは物理インターフェイスの 変数パラメータに割り当てられる値のセットのことです。こ
の説明が分かりにくいなら、 “論理インターフェイス Xとして設定する”という表現を “イン
ターフェイスプロファイル Xを用いて設定する”に置き換えます。

/etc/network/interfacesにある iface定義は実際は物理インターフェイスの定義で
はなく、論理インターフェイスの 定義です。 10 インターフェイスを絶対再設定したくない
場合、物理インターフェイス Xは標準では論理インターフェイス Xとして設定されるので無
視できます。

しかしながら、あなたのコンピュータが仕事場と家の間を持ち運ぶノート PCであると仮定
しましょう。コンピュータを職場のネットワークに接続した時と家庭内 LANに接続したと
きでは、接続する場所に従い eth0を再設定する必要があります。

まず (以前行ったように eth0ではなく)二つの論理インターフェイス homeと workを定義
し、インターフェイスが家庭内 LANと職場ネットワークのために設定されるかをそれそれ
記述します。

9この技術は ifupdownのドキュメントで使用されています。
10auto行にあるインターフェイス名は物理インターフェイスで無ければいけません。論理インターフェイス

ではありません。
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iface home inet static
address 192.168.0.123
netmask 255.255.255.0
gateway 192.168.0.1

iface work inet static
address 81.201.3.123
netmask 255.255.0.0
gateway 81.201.1.1

そして、物理インターフェイス eth0をコマンドラインで、次のように適切な設定ファイル
を指定して立ち上げます。

# ifup eth0=home

職場ネットワークのために eth0を再設定するには、次のコマンドを実行します。

# ifdown eth0
# ifup eth0=work

上記で書かれた interfaces ファイルを用いると、もはや ifup eth0 を用いるだけで
eth0を立ち上げることができることに注意してください。この理由としては、ifupは物
理インターフェイスの名前を標準の論理インターフェイスの名前として使用しており、私達
の例では eth0という論理インターフェイスを定義していないためです。

10.6.3 ifupdownををを用用用いいいたたた魔魔魔法法法のののよよようううなななネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定

インターフェイス名は ifupが起動する時に他の 名前に “マップ”できます。どのような名
前にマップされるかは状況に依存して変更できます。それゆえ、ifupは前もって定義され
た候補の中から適切な論理インターフェイスとして与えられた物理インターフェイスを立ち
上げるように設定できます。

論理インターフェイスの名前のマッピングは次のように発生します。
• 論理インターフェイス名が ifupコマンドラインに与えられていない場合、物理イン
ターフェイス名は論理インターフェイス名の初期値として使用される。

• 論理インターフェイス名が mapping節の globパターンにマッチする場合、新しい論
理インターフェイス名の生成にマッピングが適用される。これは各マッピング節に対
して順々に行われる。

• 最後の論理インターフェイス名が /etc/network/interfaces に定義されている
論理インターフェイスの定義のラベルである場合、 物理インターフェイスが論理
インターフェイスとして立ち上げられる。 上記に当てはまらない場合は、ifup が
“Ignoring unknown interface”というメッセージを表示して終了する。

mapping行の文法は次のとおりです。
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mapping glob-pattern
script script-name
[map script input]

mapping 行で示されたスクリプトは 物物物理理理インターフェイス名を引数にし、 “map” 行の
“map”に続く (“map”自身を除く)全ての内容を標準入力に送り込み 毎回起動されます。ス
クリプトは終了前に標準出力にマッピングの結果を表示します。

例えば、次の mapping行は eth0を home論理インターフェイスとして ifupを立ち上げさ
せます。

mapping eth0
script /usr/local/sbin/echo-home

ここで /usr/local/sbin/echo-homeの内容は次のようなものです。

#!/bin/sh
echo home

マッピングはスクリプトを用いて行われるので、ある種のテストに基づいて論理インター
フェイスを選択することが可能です。この例は ‘guessnetを使った論理インターフェイス
選択’ on page 195を参照ください。

guessnetををを使使使っっったたた論論論理理理イイインンンタタターーーフフフェェェイイイススス選選選択択択

guessnet をインストールして /etc/network/interfaces に次のような行を 追加しま
しょう。

mapping eth0
script guessnet-ifupdown
map home
map work

ifup eth0 すると、guessnet は eth0 が home と work のどちらで立ち上げられたかを
チェックします。これには、論理インターフェイスの定義内に保存された情報を用います。

laptop-netををを使使使っっったたた自自自動動動ネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定

laptop-netパッケージはネットワークの再設定に異なる手法を取っています。laptop-net
は ifupdown の 論理インターフェイスを利用していませんが、その代わり、固有の 設定
“スキーム”とシステム “プロファイル”というシステムを持っています。しかしながら、物
理インターフェイスを設定するために、laptop-netは依然 ifupと ifdownを使用していま
す。詳細な情報は、laptop-net-docにある良質な情報に当たってください。
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10.6.4 network-managerををを用用用いいいたたた自自自動動動ネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定

network-manager プログラムは現在 Fedora 開発者により 開発中であり、Ubuntu 用に
パッケージされています。いつか Debianに表れて ifupdownや類似品を時代遅れにするか
もしれません。

10.7 カカカーーーネネネルルルににによよよるるる一一一貫貫貫性性性のののななないいいイイインンンタタターーーフフフェェェイイイスススののの命命命名名名ををを扱扱扱ううう

eth0, eth1などの名前は kernelがインターフェイスを作成する順番に従い kernelにより割
り当てられます。一方、ブート時に検知されるアダプタは通常毎回同じ順番で検知され、そ
れゆえ毎回同じ名前が割り当てられます。ホットプラグされたアダプタにはこれは当ては
まりません。ホットプラグされたアダプタはあらゆる順序で検知され、異なる状況下では
kernelにより結局異なる名前が割り当てられる結果となります。

現行のudevパッケージではコンフィギュレーションによりこの問題を解決できます。

10.8 ネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定のののトトトリリリガガガををを設設設定定定すすするるる

インターフェイスがどのように設定や再設定されるのかを見てきました。これらは適切な時
期に行われる必要があります。

伝統的にネットワークは /etc/rcS.d/S40networking initscript経由でブートシーケンス
の間に設定され、滅多に再設定されませんでした。ネットワークに依存するサービスはブー
トシーケンスで後に起動されました。シャットダウン又はリブート時に initscriptは逆の順
番で起動されました。

しかしながら、現在 GNUと Linuxにおいて動的に変化するハードウェアと状況のサポート
がトレンドです。前者のサポートはホットスワップ可能な PCMCIAカードのために追加さ
れました。より最近では、hotplug機構が追加され、多くの周辺機器がコンピュータの起
動中に抜き差しできるようになりました。これにはネットワーク関連のハードウェアが含
まれます。ハードウェアに依存するホットスワップされるハードウェアはハードウェアが
挿入された後に起動され、ハードウェアが外された時に停止する必要があることに注意して
ください。これはこの種のサービスが System V initシステムの制御から外され、その代わ
りに ifupdownの制御下に置かれる必要があることを意味しています。

例えば、initscript /etc/init.d/fooにより制御されるサービス fooが動的に再設定され
るネットワークインターフェイス eth0に依存するとします。

• まず initシステムの制御から fooを取り除きます。 sysv-rc initシステムを利用して
いる場合、次を行います。 11

# rm /etc/rc[2345].d/S??f00
• 次に foo initscriptを呼び出す upと downオプションを /etc/network/interfaces
にある eth0行に追加することにより fooを ifupdownの制御の元に置きます。

11詳細は ‘ランレベル’ on page 21を参照下さい。
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iface eth0 inet dhcp
up /etc/init.d/foo start
down /etc/init.d/foo stop

10.8.1 ブブブーーートトト時時時にににネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定のののトトトリリリガガガーーーををを設設設定定定すすするるる

ブート時に /etc/rcS.d/S40networking initスクリプトは ifup -aコマンドを起動しま
す。これは /etc/network/interfacesの auto節にリストされている全ての物理イン
ターフェイスを立ち上げます。

最近動的な方法を用いてネットワーク設定を操作する方がより良いことがたびたびありま
す。 いったん動的に変化するハードウェアのサポートメカニズムが機能すると、 まるで
動的であったかのように静的なハードウェアを扱うことがシンプルになります。ブートは
もう 1つの hotplug イベントとして扱えます。 (‘ネットワーク設定のトリガを設定する –
hotplug’ on page 197参照)

しかしながら、ほとんど全ての場合、少なくともループバックデバイス loはブート時に立
ち上げておきたいでしょう。それゆえ、/etc/network/interfacesに次の行が含まれて
いることを確認してください。

auto lo

iface lo inet loopback

ブート時に他の物理インターフェイスも立ち上げたい場合、 auto 行にさらに物
理インターフェイスを追加できます。 auto 行に 決決決しししててて PCMCIA インターフェ
イスを リストしてはなりません。PCMCIA cardmgr はブートシーケンス において
/etc/rcS.d/S40networkingが起動する時よりも後に起動されます。

10.8.2 ネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定のののトトトリリリガガガををを設設設定定定すすするるる – hotplug

hot-plugのサポートを追加するには、hotplugパッケージをインストールしてください。

ネットワークハードウェアはブート時や、カード (例えば PCMCIAカード)をマシンに挿入
した時、 discoverが起動され、必要なドライバモジュールをロードした時にもホットプ
ラグできます。

kernel が新しいハードウェアを検知すると、ハードウェアのドライバを初期化し、 設
定を行うために hotplug プログラムを起動します。 その後、ハードウェアが削除され
ると、kernel は異なる環境変数設定を 用いて hotplug を再び起動します。 Debian で
は、hotplugが呼ばれると、/etc/hotplug/と /etc/hotplug.d/にあるスクリプトを
起動します。詳細は hotplug(8)をごらんください。

新たに挿入されたネットワークハードウェアはスクリプト /etc/hotplug/net.agentに
より設定されます。 12 PCMCIAネットワークカードが挿入され、eth0が利用可能になると

12/etc/hotplug.d/net/にインストールされたあらゆるフックスクリプトによっても設定されるかもしれ
ません。例えば ifplugdや waproamdパッケージはフックスクリプトをそこにインストールします。



章 10.ネットワークの設定 198

仮定します 13。

ifup eth0=hotplug

/etc/network/interfacesに論理インターフェイスの定義を追加するか、 hotplugと
いう名のマッピングをしなければ、このコマンドは何もしません。コマンドが eth0を設定
するようにするには、次の行を /etc/network/interfacesに追加しましょう。

mapping hotplug
script echo

‘ifupdown論理インターフェイス定義を用いた高レベルなネットワーク設定’ on page 193で
説明したように、これは次と等価になるように上に示したコマンドをマップします。

ifup eth0=eth0

もしインターフェイスをコントロールするために hotplugによってスタートした ifplugd
や waproamdのインスタンスを用いている場合、このようなマッピング行を追加しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。

eth0のみを使いたく、他のインターフェイスをホットプラグ時に立ち上げたくない場合、
次のように echoの代わりに grepを使いましょう。

mapping hotplug
script grep
map eth0

さらに小技を学ぶには、‘ifupdownを用いた魔法のようなネットワーク設定’ on page 194
と /usr/share/doc/hotplug/README.Debianをごらんください。

10.8.3 ネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定のののトトトリリリガガガををを設設設定定定すすするるる – ifplugd

ifplugd デーモンはハードウェアがネットワークに 接続されているかどうかによりイン
ターフェイスの立ち上げや切断を行います。このプログラムは Ethernetインターフェイス
に接続されている通信中の ケーブルや無線 LANインターフェイスとつながったアクセスポ
イントを検知します (無線 LANインターフェイスの場合は実際には waproamdを使うので
しょうが)。 ifplugdがリンクの状態の変化を検知すると、標準ではインターフェイスに
対して ifupや ifdownを呼び出します。

13hotplugはバージョン0.0.20040329-4あたりではここに記載されたのと異なった挙動をするモードに設定で
きる。そのようなモードの一つはいわゆる “all”モードで、 hotplugは全てのホットプラグ可能なインターフェ
イスを 起動します。そうのようなもう一つのモードはいわゆる “auto” モードで hotplug は /etc/network
/interfacesの中に auto行にリストされている場合にのみインターフェイスを起動します。このような特殊
なモードでは ifupは =hotplugというサフィックス無しで起動されます。

/usr/share/doc/hotplug/README.Debian
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10.8.4 ネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定のののトトトリリリガガガををを設設設定定定すすするるる – waproamd

waproamdデーモンは ifplugdと無線 LANカードと一緒に使うように設計されている以
外は同じです。無線 LANハードウエアがつながるアクセスポイントをアクティブにスキャ
ンします。つながった場合には、waproamdは ifupを起動します。

もし waproamdを使っている場合には、無線 LANカードは waproamdを通じて設定されま
す。つまり、 /etc/network/interfacesの wireless-*オプションは使いません。

10.8.5 ネネネッッットトトワワワーーーククク設設設定定定ととと PCMCIA

PCMCIAネットワークインターフェイス (2.4と 2.6カーネル)を設定するための可能なアプ
ローチはいくつか存在します。

• 32ビット PCI (CardBus) PCMCIAネットワークカード用
– ifupdownが hotplugによりコントロールされる。

* Woody と Sarge ‘ネットワーク設定のトリガを設定する – hotplug’ on page
197 に記述されているように、 /etc/network/interfaces にマッピング
行を追加することにより、ifupdownへの hotplugの制御をローカルで有
効にする必要があります。

• 16ビット PCMCIAネットワークカード用
– モジュールのロードを制限された pcmcia-csを用いて hotplugにより制御され
た ifupdown

* 推推推奨奨奨
* Woodyと Sarge /etc/pcmcia/networkの先頭に exit 0を加えることに
より、ローカルで無効にする必要があります。 また、‘ネットワーク設定の
トリガを設定する – hotplug’ on page 197 に記述されているように、 /etc
/network/interfacesにマッピング行を追加することにより、ifupdown
への hotplugの制御をローカルで有効にする必要があります。

– 標準の /etc/pcmcia/network 経由で pcmcia-cs により制御される
ifupdown

* 時時時代代代遅遅遅れれれだがWoodyと Sargeでは依然標準
– /etc/pcmcia/network.optsにある特別なコードを経由して pcmcia-csによ
り制御される低レベルツール

* 時時時代代代遅遅遅れれれ
* Woody および Sarge /etc/pcmcia/network.opts を編集することにより
特別なコードが有効にされます。

16 ビットカードに関する推奨アプローチは Linux 2.4 のホットプラグ サブシステムが
PCMCIA もサポートするようになった事を利用しています。 14 PCMCIA ネットワーク

14過去の Debian リリースでは、PCMCIA ネットワークカードの標準的な 設定方法は cardmgr を通じた
/etc/pcmcia/networkと /etc/pcmcia/network.optsフックスクリプトでした。これらのフックスクリ
プトはより一般的な目的の hotplug能力が得られた Linuxの前の時代に開発されました。標準状態では、イン
ターフェイスが追加されると ifupを、インターフェイスが削除されると igdownを単に呼び出すだけの これ
らのスクリプトをまだ使っている人がいます。上に述べたように、今はインターフェイスの追加削除の作業を行
うには、 hotplugを使うことを推奨します。 /etc/pcmcia/network.optsにある特定の変数が yにセット
されると有効にされる低レベルなネットワーク設定コマンドを呼ぶ Debian Woodyの特別なシステムを利用する
人もまだいます。このシステムには複数の問題があります。問題としては、競合条件による不具合や、16ビッ
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カードはホットプラグ可能です。 従って、PCMCIA カードを通じてネットワークを要求
するあらゆるサービスは カードの挿入時にサービスを開始し、カードを抜いた時にサー
ビスを停止 するように設定されなければなりません。 これは通常サービスが ifup で
起動され、ifdown で停止される ように調整することにより実現されます。 しかしなが
ら、PCMCIAネットワークカードをコールドプラグするように設定するのを選択する人も
中にはいます。システムをブートする前にカードを挿入し、ブートシーケンス中で カード
を通じたネットワークを要求するサービスを起動するのです。サービスの開始前にカードが
完全に設定されるのを保証するため、次に示す設定を行う必要があります。

• cardmgr がフォアグラウンドで走るように /etc/default/pcmcia 中で
CARDMGR_OPTS=“-f”と設定します。

• /etc/rc?.d/S20pcmciaを /etc/rc?.d/S12pcmciaなどとリネームします。

16ビットの PCMCIAカードを使っている場合は pcmcia-csがまだ必要なことに注意して
下さい。このパッケージに含まれる cardmgrデーモンはソケットの管理やドライバーモ
ジュールの起動に必要です。ネットワークの設定を /etc/pcmcia/networkを通して行い
たく無いだけです。

cardmgrが正常に動作するには、 16ビット PCMCIAカードにリソースを割り当てるよう、
/etc/pcmcia/config.opts を編集する必要があるかもしれません。 より詳しい情報は
Linux PCMCIA HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/PCMCIA-HOWTO.html)をごら
んください。

10.9 多多多段段段マママッッッピピピンンングググ

あなたのネットワークカードがホットプラグされ ‘ネットワーク設定のトリガを設定する –
hotplug’ on page 197に書かれている自動設定が有効になっていると仮定しましょう。さ
らに論理インターフェイスを、 (‘カーネルによる一貫性のないインターフェイスの命名を
扱う’ on page 196に書かれたように)アダプタ固有の 物理インターフェイスの特徴に従かう
か、 (例えば ‘guessnetを使った論理インターフェイス選択’ on page 195に書かれたように)
インターフェイスがつながれているネットワークの特徴に従って「物理」インターフェイス
にマップする必要が有ると仮定しましょう。

第一段階のマッピングは hotplugのグループ名が与えられると、インターフェイスがホッ
トプラグされると kernelが割り当てたしたインターフェイス名を出力します。第二段階の
マッピングは kernelが割り当てたインターフェイス名が与えられると、アダプタの名前を
出力します。第三段階のマッピングはアダプタの名前が与えられると、ネットワーク環境
に基づく論理インターフェイス名を出力します。

# hotplug にインターフェイスを起動させる
mapping hotplug

script echo

# インターフェイスが有線か無線 LAN かを決定

ト PCMCIAカードしか動かないこと、ifupdownが行うために残した方が良いことをやってしまうことがあり
ます。結果としてこれは時代遅れです。

http://www.tldp.org/HOWTO/PCMCIA-HOWTO.html
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mapping eth?
script /usr/local/sbin/get-mac-address.sh
map 02:23:45:3C:45:3C wired
map 00:A3:03:63:26:93 wifi

# どの有線ネットワークが使えるかを決める
mapping wired

script guessnet-ifupdown
map work-wired
map home

# どの無線 LAN ネットワークが使えるかを決める
mapping wifi

script ifscout
map starbucks
map work-wireless

iface work-wired inet static
...

10.10 ネネネッッットトトワワワーーークククサササーーービビビスススののの設設設定定定

デスクトップやホームサーバ環境における典型的なネットワークサービスの設定には次が挙
げられます。

• インターネットスーパーサーバと TCP/IPデーモンラッパ。 ‘サービスへのアクセスを
制限する’ on page 136参照。

– /etc/inetd.conf
• ssh: OpenSSH secure shell。‘SSH’ on page 157参照。

– /etc/ssh/ssh_config
– /etc/ssh/sshd_config

• exim: メール転送エージェント。 ‘Mailname’ on page 186および ‘Mail transport agents
(MTAs)’ on page 161参照。

– /etc/exim/exim.conf
– /etc/mailname
– /etc/aliases
– /etc/email-addresses

• fetchmail: POP3アカウントからメールを取得。 ‘メールを取得する – Fetchmail’ on
page 164参照。

– /etc/fetchmailrc
• procmail: ローカルのメール配達およびフィルタプログラム。‘メール処理 – Procmail’

on page 165参照。
– ~/.procmailrc

• ホスト名と DNS (プロキシ、キャッシュなど)。‘ホスト名’ on page 185と‘ドメインネー
ムサービス (DNS)’ on page 186参照。
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– /etc/host.conf
– /etc/hostname
– /etc/hosts
– /etc/hosts.allow
– /etc/hosts.deny
– /etc/resolv.conf
– /etc/bind/named.conf (編集)
– /etc/bind/db.lan (LANホスト用に追加)
– /etc/bind/db.192.168.0 (LANの逆引き用に追加)

• DHCP。‘DHCP を用いてネットワークインターフェイスを設定する’ on page 188 参
照。

– /etc/dhcp3/dhclient.conf (DHCPクライアント)
– /etc/default/dhcp3-server (DHCPサーバ)
– /etc/dhcp3/dhcpd.conf (DHCPサーバ)

• cvs: バージョン管理システム。‘Concurrent Versions System (CVS)’ on page 213参照。
– /etc/cvs-cron.conf
– /etc/cvs-pserver.conf

• nfs-kernel-server: ネットワークファイルシステム。 ‘NFS設定’ on page 41参照。
(unixライクシステム用)

– /etc/exports
• samba: Windows用のネットワークファイルシステムおよびプリンタ共有。‘Sambaの
設定’ on page 41および ‘Samba’ on page 129参照。

– /etc/samba/smb.conf
• プリンタデーモンシステム。‘プリンタの設定’ on page 42参照。

– /etc/printcap (lpr用)
• apacheと apache2ウェブサーバ。

– /etc/apache/*
– /etc/apache2/*

• squid: ウェブプロキシキャッシュサーバ。
– /etc/squid/*

10.11 ネネネッッットトトワワワーーークククのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーートトト

ネットワークに関する問題に直面したら、次の出力を最初の真偽の確認としてチェックして
ください。

# ifconfig
# cat /proc/pci
# cat /proc/interrupts
# dmesg | more

又、‘ネットワークテストの基礎’ on page 125をごらんください。

特定のウェブサイトを見れない問題に直面した場合は、‘いくつかのウェブサイトにアクセス
した時の奇妙な挙動’ on page 45をごらんください。
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10.12 ゲゲゲーーートトトウウウェェェイイイルルルーーータタタををを構構構築築築すすするるる

Debianホストはネットワークアドレス変換 (NAT、マスカレードとしても知られる)、メー
ル転送、DHCP、DNS キャッシング、HTTP プロキシキャッシング、CVS サービス、NFS
サービス、そして Sambaサービスを行う多目的の ゲートウェイマシンにできます。これら
の設定の例は ‘LANを使用するためのホストと IP’ on page 31をごらんください。

10.12.1 Netfilter設設設定定定

netfilter/iptablesプロジェクトは Linux 2.4以降のためのファイアーウォールサブシステム
です。 Netfilter (http://www.netfilter.org/)をごらんください。この文書では多くの
ネットワーク設定例が説明されています。

netfilterののの基基基礎礎礎

Netfilterは五つの組込みチェイン、すなわち PREROUTING, INPUT, FORWARD, OUTPUT
そして POSTROUTINGを使うパケットを処理します。

ルーティング
方向

IN ------> PRE ---> ------> FORWARD -----> ----> POST -----> OUT
interface ROUTING \ filter / ROUTING interface

DNAT | tracking ^ SNAT
REDIRECT | | MASQUERADE

v |
INPUT OUTPUT

| filter ^ filter,DNAT
v |

\--> ローカルのプロセス --/
ユーザスペースのプログラム

Netfilterテテテーーーブブブルルル

パケットはそれぞれの組込みチェインにて次のテーブルを用いて処理されます。
• フィルタ (パケットフィルタ、標準)

– INPUT (ルータ自体に入り込むパケット用)
– FORWARD (ルータを通ってルーティングされているパケット用)
– OUTPUT (ローカルで生成されたパケット用)

• nat (ネットワークアドレス変換)
– PREROUTING (入り込んですぐにパケットを変換するため)
– OUTPUT (ルーティング前にローカルで生成されたパケットを変換するため)
– POSTROUTING (出て行こうとするパケットを変換するため)

• mangle (ネットワークアドレス変換、kernel 2.4.18以降のみでうまく動く)
– 全ての組込チェインが利用可能

http://www.netfilter.org/
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Netfilterのののタタターーーゲゲゲッッットトト

ファイアーウォールのルールにはいくつかのターゲットがあります。
• 四つの基本的なターゲット

– ACCEPTはパケットの通過を許すことを意味する。
– DROPはパケットを落とすことを意味する。
– QUEUEはパケットをユーザスペースに通すことを意味する。(kernelがサポート
している場合)

– RETURNはこのチェインの検討を止め、以前の (呼び出し元)チェイン内の次の
ルールから検討を始めることを意味する。

• 拡張されたターゲット。
– LOGは kernelログに記録する。
– REJECTはエラーパケットを送信し、そのパケットを落とす。
– SNATパケットの送信元アドレスを変換し、POSTROUTINGチェインでのみ使用
する (natテーブルのみ)

--to-source ipaddr[-ipaddr][:port-port]
– MASQUERADE は SNAT と同じだが動的に割り当てられる IP (ダイアルアップ)
接続用 (natテーブルのみ)

--to-ports port[-port]
– DNAT はパケットの送信先アドレスを変換し、PREROUTING と OUTPUT チェ
インとこれらのチェインからのみ呼ばれるユーザが定義したチェインで使用され
る。 (natテーブルのみ)

--to-destination ipaddr[-ipaddr][:port-port]
– REDIRECTはマシン自身にパケットを送るためにパケットの送信先 IPアドレス
をマシン自身の IPアドレスに変換する。

--to-ports port[-port]

Netfilterコココマママンンンドドド

iptablesの基本的なコマンドは次のようになります。

iptables -N chain #chain を作成

iptables -A chain \ # chain にルールを追加
-t table \ # table を 使

用 (filter, nat, mangle)
-p protocol \ # tcp, udp, icmp, 又はこれら全て
-s source-address[/mask] \
--sport port[:port] \ # -p が tcp 又は udp の場合は送信

元ポート
-d destination-address[/mask] \
--dport port[:port] \ # -p が tcp 又は udp の場合は送信

先ポート
-j target \ # マッチした場合の行動
-i in-interface-name \ # INPUT, FORWARD, PREROUTING 用
-o out-interface-name # FORWARD, OUTPUT, POSTROUTING 用
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ネネネッッットトトワワワーーークククアアアドドドレレレススス変変変換換換

LAN上のマシンは LAN上の IPアドレスをインターネット上で使える IPアドレスに変換す
るゲートウェイを経由してインターネットのリソースにアクセスできます。

# apt-get install ipmasq

ipmasqの防護を強化するためにサンプルルールを追加してください。

又、ネットワークに PCMCIA NIC 経由でアクセスしている場合、ipmasq が /etc
/pcmcia/network.opts (/usr/share/doc/ipmasq/ipmasq.txt.gz 参照) 又は /etc
/network/interfaces (‘ネットワーク設定と PCMCIA’ on page 199と ‘ネットワーク設定
のトリガを設定する’ on page 196参照)から起動される必要があります。

SMTP接接接続続続をををリリリダダダイイイレレレクククトトトすすするるる (2.4用用用)

他の LAN環境で利用するように設定しているノート PCを持っており、再設定せずにノー
ト PC上でメーラを使いたいとします。

ゲートウェイマシンに iptablesを通じて次のルールを追加し、SMTP接続をゲートウェイ
マシンにリダイレクトします。

# iptables -t nat -A PREROUTING -s 192.168.1.0/24 -j REDIRECT \
-p tcp --dport smtp --to-port 25 # smtp=25, INPUT is open

より徹底的なリダイレクトルールセットが必要な場合は、 ipmasq パッケージをイン
ストールし、 /etc/ipmasq/rules/ ディレクトリに M30redirect.def(http://www.
debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/) を 追加することを考え
てください。

10.12.2 複複複数数数のののネネネッッットトト接接接続続続ををを管管管理理理すすするるる

[FIXME] Policy routing (by Phil Brutsche <pbrutsch@tux.creighton.edu>): 詳細は
iproute manual (http://lartc.org/) をごらんください。 トラフィックコントロール
(tc)にも興味が湧くかもしれません。

次のような環境を考えます。

eth0: 192.168.1.2/24; gateway 192.168.1.1
eth1: 10.0.0.2/24; gateway 10.0.0.1
このマシン上でマスカレードは行いません。

特別な魔法を施します。
1 ip rule add from 192.168.1.2 lookup 1

/usr/share/doc/ipmasq/ipmasq.txt.gz
http: / /www.debian.org /doc /manuals /debian-reference /examples /
http: / /www.debian.org /doc /manuals /debian-reference /examples /
http://lartc.org/
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2 ip rule add from 10.0.0.2 lookup 2
3 ip route add to default via 10.0.0.1 metric 0
4 ip route add to default via 192.168.1.1 metric 1
5 ip route add table 1 to 192.168.1.0/24 via eth0
6 ip route add table 1 to 10.0.0.2/24 via eth1
7 ip route add table 1 to default via 192.168.1.1
8 ip route add table 2 to 192.168.1.0/24 via eth0
9 ip route add table 2 to 10.0.0.2/24 via eth1

10 ip route add table 2 to default via 10.0.0.2

[FIXME]これを試したことはありません。オートダイアル機能を使わないで高速な接続の
バックアップとしてダイアルアップをどうやって設定しますか? パッチを送ってください。:)



207

章章章 11

エエエデデディィィタタタ

11.1 有有有名名名なななエエエデデディィィタタタ

Linuxはコンソールテキストエディタの多くの代替品を提供します。それらは:
• vim: 力強く軽量な BSDの遺産であるエディタ。VI iMproved.
• emacs: 究極かつ巨大な GNUの遺産であるエディタ。 RMS (Richard M. Stallman)オリ
ジナル。

• xemacs: 元々は Lucidによる Emacs: The Next Generation。
• mcedit: 新参の GNUエディタ。元々は mcの 内部組込みエディタ。‘MC内のエディ
タ’ on page 52をご覧ください。

• ae: Potatoのデフォルトのエディタ。やめときましょう。
• nano: Woodyのデフォルトのエディタ。picoをエミュレート。
• joe: WordStarまたは TurboPascalの古豪。
• jed: 高速かつフル機能を持った、Emacsのキーバインディングを持つメニュ指向のエ
ディタ。

• jove: Emacsキーバインディングを持つ非常に小さなエディタ。
• nvi: 新 vi。オリジナルの viと同じバグを持つ。

デフォルトのエディタを変更するには、update-alternatives --config editorを使
用してください。又、使用するエディタを決定するために環境変数 EDITOR並びに VISUAL
を用いることには多くの問題があります。 ‘MC内のエディタ’ on page 52をご覧ください。

また、数種の Xベースのテキストエディタも言及する価値があります:
• gvim: GUI付きの Vim (vimおよび vim-gtkパッケージ)
• emacs: 唯一の真の Emacs (Xを自動検知)。
• xemacs: 次世代の Emacs (Xを自動検知)。

これらの xclientコマンドは -fn a24のような標準的なオプションを引数に取り、私のよう
な古株にも優しく使えます :) ‘Xクライアント’ on page 146をご覧ください。
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11.2 緊緊緊急急急用用用エエエデデディィィタタタ

/bin/にはいくつかのエディタが存在します。/usr/にアクセスできない場合にファイル
の編集を容易にするため、これらのエディタのうち 一つをインストールすべきです。

• elvis-tiny: 最小限の viエディタ (viで起動)
• nano-tiny: 最小限の 非 viエディタ (nano-tinyで起動)
• nano: 最小限の 非 viエディタ (nanoで起動) (Sarge)
• ed: 最小限のエディタ (常に存在するが使用しがたい)

11.3 Emacsととと Vim

11.3.1 Vimののの使使使用用用ヒヒヒンンントトト

Vim起動中に <F1>を押すことにより、 “VIM - main help file”ドキュメントをご覧くださ
い。

<F1> ヘルプ
<esc> ノーマルモードに戻る
V ビジュアルモード
i 挿入モード
: コマンドライン
:set tw=72 テキスト幅を 72 に設定
<F11> 挿入(ペースト)モード
:r! date -R RFC-822 日付を挿入
qa レジスタ a にキーストロークを記録
q キーストロークの記録を停止
@a レジスタ a からキーストロークを実行
:edit foo.txt foo.txt をロードし、ファイルを編集
:wnext 現在のファイルを保存し次のファイルを編集

qおよび @はシンプルなマクロ記録および再生に使用できます。例えば、カーソル位置の単
語に HTMLイタリックタグを挿入するマクロを作成するには、 qii<i>^[ea</i>^[qと入
力してください。(ここで ^[は ESCキー入力)そして単語の始まりで @iを入力すると、<i>
および </i>タグが挿入されます。

‘Vimで GnuPGを使う’ on page 245もご覧ください。

11.3.2 Emacsののの使使使用用用ヒヒヒンンントトト

<F1> ヘルプ
<F10> メニュ
C-u M-! date -R RFC-822 日付を挿入
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11.3.3 エエエデデディィィタタタををを起起起動動動

エディタを起動: emacs filename vim filename
vi 互換モードで起動: vim -C
vi 非互換モードで起動: vim -N
コンパイル時のデフォルトで起動: emacs -q vim -N -u NONE

11.3.4 エエエデデディィィタタタのののコココマママンンンドドドのののサササマママリリリ (Emacs, Vim)

終了: C-x C-c :qa /:wq /:xa /:q!
中断/コマンドモード: C-g <esc>
1字戻る(左): C-b h
1字進む(右): C-f l
1行進む(下): C-n j
1行戻る(上): C-p k
行の先頭に飛ぶ(^): C-a 0
行の最後に飛ぶ($): C-e $
複数回コマンドを実行: C-u nnn cmd nnn cmd
複数のコマンド: M-digitkey cmd
ファイルの保存: C-x C-s :w file
バッファの先頭に飛ぶ: M-< 1G
バッファの最後に飛ぶ: M-> G
1スクリーン先にスクロール: C-v ^F
半スクリーン先にスクロール: ^D
1行先にスクロール: ^E
1行後ろにスクロール: M-v ^B
半スクリーン後ろにスクロール: ^U
1スクリーン後ろにスクロール: ^Y
他のウィンドウにスクロール: M-C-v
カーソルの下を削除: C-d x
カーソルから行末まで削除: C-k D
順方向インクリメンタル探索: C-s
逆方向インクリメンタル探索: C-r
順方向一括探索: C-s enter /
逆方向一括探索: C-r enter ?
順方向正規表現探索: M-C-s
逆方向正規表現探索: M-C-r
順方向正規表現一括探索: M-C-s enter /
逆方向正規表現一括探索: M-C-r enter ?
ヘルプ: C-h C-h :help
Apropos: C-h a
キーバインドヘルプ: C-h b :help [key]
Info ヘルプ: C-h i
メジャーモードヘルプ: C-h m
ヘルプチュートリアル: C-h t :help howto
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Undo: C-_ u
Redo: C-f ^R
カーソル位置をマーク: C-@ m{a-zA-Z}
マークした位置に移動、再入力で元に戻る: C-x C-x
現在のファイルのマークに飛ぶ: ’{a-z}
あらゆるファイルにおいてマークに飛ぶ: ’{A-Z}
領域コピー: M-w {visual}y
領域削除: C-w {visual}d
Yank: C-y
以前削除したバッファを Yank: M-y p
領域をを大文字に変換: C-x C-u {visual}U
領域を小文字に変換: C-x C-l {visual}u
スペシャルキャラクタを挿入: C-q octalnum/keystroke

^V decimal/keystroke
置換: M-x replace-string :%s/aaa/bbb/g
正規表現を用いた置換: M-x replace-regexp :%s/aaa/bbb/g
置換問合せ: M-% :%s/aaa/bbb/gc
置換問合せ: M-x query-replace
正規表現を用いた置換問合せ: M-x query-replace-regexp
ファイルを開く: C-x C-f :r file
ファイルをセーブ: C-x C-s :w
全バッファのセーブ: C-x s :wa
別ファイルにセーブ: C-x C-w file :w file
バッファのプロンプト: C-x b
バッファ表示: C-x C-b :buffers
読み込み専用にトグルする: C-x C-q :set ro
プロンプトを出し、バッファを削除する: C-x k
縦に 2分割する: C-x 2 :split
横に 2分割する: C-x 3 :vsplit (ver. 6)
他のウィンドウに移動する: C-x o ^Wp
現在のウィンドウを削除する: C-x 0 :q
他のウィンドウを削除する: C-x 1 ^Wo
シェルをバックグラウンド起動する: M-x compile
バックグラウンド起動したシェルを殺す: M-x kill-compilation
make を起動: :make Makefile
エラーメッセージを調べる: C-x‘ :echo errmsg
シェルを起動し、記録する: M-x shell :!script -a tmp
...clean BS, ... :!col -b <tmp >record
シェルの記録を保存/再呼び出し: C-x C-w record :r record
シェルを起動する: M-! sh :sh
コマンドを起動する: M-! cmd :!cmd
コマンドを起動し、挿入する: C-u M-! cmd :r!cmd
フィルタを起動する: M-| file {visual}:w file
フィルタを起動し、挿入する: C-u M-| filter {visual}:!filter
オプションを表示する :se[t] {option}?
オプションをデフォルトにリセットする :se[t] {option}&
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ブーリアンオプションをリセットする :se[t] no{option}
ブーリアンオプションをトグルする :se[t] inv{option}
72列でテキストをラップする :se tw=72
ラップしない :se tw=0
自動インデント :se ai
タブを広げる :se et
特別なコマンド (mail) :se comments=n:>,n:\|

GDB を起動 M-x gdb
describe GDB mode C-h m
1行進める M-s
次の行 M-n
1命令進める (stepi) M-i
現在のスタックフレームを終了 C-c C-f
続行する M-c
up arg frames M-u
down arg frames M-d
copy number from point, insert at the end

C-x &
ブレークポイントを設定 C-x SPC

11.3.5 Vimののの設設設定定定

Vimの全機能と文法強調を使用するには、~/.vimrcまたは /etc/vimrcが次の行を含む
ようにしてください。

set nocompatible
set nopaste
set pastetoggle=<f11>
syn on

ペーストモードは端末でのカットアンドペースト操作にと自動インデントとの 干渉を避ける
ことができます。これは単なる “:set noai”以上のことを行います。

Vimへの GnuPGの統合については ‘Vimで GnuPGを使う’ on page 245をご覧ください。

11.3.6 Ctags

apt-get install exuberant-ctagsを行い、ソースファイルにおいて ctagsを起動し
ます。function_nameが始まる行にジャンプするため、Vim上で:tag function_nameと
タイプします。Tagは C、C++、Java、Python並びに他の多くの言語に対して働きます。

Emacsでも同様の Ctagsを利用できます。
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11.3.7 構構構文文文強強強調調調ささされれれたたたスススクククリリリーーーンンンかかかららら HTMLソソソーーースススににに変変変換換換

Vimのコマンドモードから so \$VIMRUNTIME/syntax/2html.vimを実行すると構文強
調されたテキストから HTMLテキストへの変換が行えます。 :w file.htmlおよび :qで
セーブします。Cコードなどで役立ちます。

11.3.8 vimににによよよりりりスススクククリリリーーーンンンををを分分分割割割すすするるる

vim は複数に分割したスクリーン環境において複数のファイルを 編集可能です。詳細は
:help usr_08.txtとタイプしてみてください。

異なったファイルに対してスクリーンを分割するには、viコマンドプロンプトで次のように
タイプします。

:split another-file
:vsplit another-file

又はシェルプロンプトにおいて

$ vi -o file1.txt file2.txt # 水平分割
$ vi -O file1.txt file2.txt # 垂直分割

を実行することによりマルチウィンドウの viを実現できます。

$ vimdiff file.txt~ file.txt # file.txt の最近の変更点を調べ
る

$ vimdiff file.en.sgml file.fr.sgml # 翻訳版との相異点を調べる
$ gvimdiff file.txt~ file.txt # X における上記コマンド

以上のコマンドによりオリジナルとバックアップファイル間の相異点をうまく表示できま
す。SGMLではタグとマッチするので、SGMLモードにおいて翻訳を比較するとうまく動き
ます。

Ctrl-Wコマンドを用いた特別なカーソル操作コマンドは次の通り:

Ctrl-W + ウィンドウサイズを広げる
Ctrl-W - ウィンドウサイズを狭める
Ctrl-W h 左のウィンドウに移動
Ctrl-W j 下のウィンドウに移動
Ctrl-W k 上のウィンドウに移動
Ctrl-W l 右のウィンドウに移動
...

スクリーンのスクロール制御には次のコマンドを使用してください。

:set scrollbind
:set noscrollbind
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章章章 12

バババーーージジジョョョンンン管管管理理理シシシススステテテムムム

12.1 Concurrent Versions System (CVS)

詳細な情報は、lynx を使って /usr/share/doc/cvs/html-cvsclient, /usr/share
/doc/cvs/html-info, /usr/share/doc/cvsbook を見るか、 info cvs や man cvs
を実行して下さい。

12.1.1 CVSサササーーーバババのののイイインンンススストトトーーールルル

次に示すセットアップにより、“src”グループのメンバのみが CVSリポジトリにコミットで
き、“staff”グループのメンバだけが CVSの管理を行うように設定できます。これにより自
爆する危険を低減できます。

# cd /var/lib; umask 002; mkdir cvs # [Woody] FSH
# apt-get install cvs cvs-doc cvsbook
# export CVSROOT=/var/lib/cvs
# cd $CVSROOT
# chown root:src . # プロジェクトの開始をさらに制限するには "staff" にす

る
# chmod 3775 . # 上記で "staff" を使っている場合は 2775 を

使う
# cvs -d /var/lib/cvs init # ここでは明示的に -d を指定する方が安全
# cd CVSROOT
# chown -R root:staff .
# chmod 2775 .
# touch val-tags
# chmod 664 history val-tags
# chown root:src history val-tags
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12.1.2 CVSセセセッッッシシショョョンンンののの例例例

次は CVSリポジトリへのアクセスのためのシェル環境をセットアップします。

Anonymous CVS (ダダダウウウンンンロロローーードドドのののみみみ)

読み込みのみのリモートアクセスのためには次を実行します。

$ export CVSROOT=:pserver:anonymous@cvs.sf.net:/cvsroot/qref
$ cvs login
$ cvs -z3 co qref

ロロローーーカカカルルル CVSサササーーーバババををを使使使ううう

サーバと同じマシン上でシェルからローカルのアクセスを行うには次を実行します。

$ export CVSROOT=/var/lib/cvs

リリリモモモーーートトト CVSサササーーーバババををを使使使ううう

SSHを用いずに (cvsの RSHプロトコル機能を利用して)リモートアクセスを行うには次を
実行します。

$ export CVSROOT=:pserver:account@cvs.foobar.com:/var/lib/cvs
$ cvs login

これは盗聴される危険があります。

sshををを通通通じじじてててリリリモモモーーートトト CVSにににアアアクククセセセスススすすするるる

SSHを用いてリモートアクセスするには次を実行します。

$ export CVSROOT=:ext:account@cvs.foobar.com:/var/lib/cvs

又は SourceForgeの場合では次を実行します。

$ export CVSROOT=:ext:account@cvs.sf.net:/cvsroot/qref

パスワードプロンプトを除外する RSA認証 (‘パスワードの入力が少ない接続 – RSA’ on page
159)も利用できます。
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新新新規規規 CVSアアアーーーカカカイイイブブブののの作作作成成成

次に示すプロジェクトのためにアーカイブを作成するとして、

アイテム 値 意味
ソースツリー ~/project-x 全ソースコード
プロジェクト名 project-x 作成するプロジェクト名
ベンダータグ Main-branch ブランチ全体のタグ
リリースタグ Release-initial 指定したリリースのためのタグ

次の手順によりアーカイブを作成できます。

$ cd ~/project-x # ソースディレクトリに飛び込む
... ソースツリーを作成する ...
$ cvs import -m "Start project-x" project-x Main-branch Release-initial
$ cd ..; rm -R ~/project-x

CVSををを用用用いいいたたた作作作業業業

ローカルの CVSリポジトリを用いて project-xの作業を行うには、次のようにします。

$ cd # 作業エリアに移動
$ cvs co project-x # CVS からソースを取得してローカルにコ

ピー
$ cd project-x
... 内容をいろいろ変更する ...
$ cvs diff -u # diff -u repository/ local/ と同様

の出力
$ cvs up -C modified_file # ファイルへの変更を undo する
$ cvs ci -m "Describe change" # ローカルのソースを CVS に保存
$ vi newfile_added
$ cvs add newfile_added
$ cvs ci -m "Added newfile_added"
$ cvs up # CVS から最新版をマージする
... CVS から新規に作成したサブディレクトリを作成するには、
... 代わりに "cvs up -d -P" を使います。
... "C filename" で始まる行を監視してください。
... 未修正のコードは ‘.#filename.version’ に移動します。
... filename にある "<<<<<<<" と
... ">>>>>>>" を探してください。

$ cvs tag Release-1 # リリースタグを追加
... さらに編集を続ける ...

$ cvs tag -d Release-1 # リリースタグを削除
$ cvs ci -m "more comments"
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$ cvs tag Release-1 # リリースタグを再び追加
$ cd # 作業エリアに戻る
$ cvs co -r Release-initial -d old project-x
... オリジナルのバージョンを old ディレクトリに置いておく
$ cd old
$ cvs tag -b Release-initial-bugfixes # ブランチ (-b) タグを作成
... 旧バージョンで作業できるようになりました (Tag=sticky)
$ cvs update -d -P # 空のディレクトリは作成不可
... ソースツリーは今 "Release-initial-bugfixes" sticky タグを持つ
... このブランチで作業
$ cvs up -d -P # このブランチの他者により修正されたファイルを同期
$ cvs ci -m "check into this branch"
$ cvs update -kk -A -d -P
... sticky タグを削除し、内容を忘れる
... キーワード拡張無しで main trunk から更新
$ cvs update -kk -d -P -j Release-initial-bugfixes
... Release-initial-bugfixes ブランチから main にマージ
... キーワード拡張無しの trunk。エディタで衝突を修正
$ cvs ci -m "merge Release-initial-bugfixes"
$ cd
$ tar -cvzf old-project-x.tar.gz old # アーカイブを作成。bz2 にするに

は -z の代わりに -j とする
$ cvs release -d old # ローカルのソースを削除 (任意)

覚えておくべき役立つオプションを次に挙げます。(cvsの第一引数として使います)

-n 効果を及ぼさずに起動
-t cvs の活動の各ステップごとに示されるメッセージを表示

CVSかかからららのののエエエクククスススポポポーーートトト

CVSから最新版を取得するには、“tomorrow”を使います。

$ cvs ex -D tomorrow module_name

CVS管管管理理理者者者

(ローカルサーバの) プロジェクトへのエイリアスを追加します。

$ su - admin # staff のメンバ
$ export CVSROOT=/var/lib/cvs
$ cvs co CVSROOT/modules
$ cd CVSROOT
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$ echo "px -a project-x" >>modules
$ cvs ci -m "Now px is an alias for project-x"
$ cvs release -d .
$ exit # 又は su から戻るために Ctrl-D を実行
$ cvs co -d project px
... CVS から project ディレクトリに project-x

(エイリアス:px) をチェックアウトする
$ cd project
... 内容を変更する

12.1.3 CVSのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーートトト

リリリポポポジジジトトトリリリのののフフファァァイイイルルルアアアクククセセセススス権権権限限限

CVSはカレントのリポジトリファイルを上書きしませんが、他のファイルで置き換えること
はあります。それゆえ、リポジトリディレクトリに書き込み 権限を設定することは致命的
です。全ての新しいリポジトリの作成には、必要ならばこの条件を保証するために次の手順
を行ってください。

# cd /var/lib/cvs
# chown -R root:src repository
# chmod -R ug+rwX repository
# chmod 2775 repository # 必要ならば、これをサブディレクトリに対

しても行う

実実実行行行権権権ビビビッッットトト

ファイルの実行権ビットはチェックアウト時にも保持されます。チェックアウトしたファイ
ルの実行権が設定されているのを見掛けたときはいつでも次のコマンドで CVSリポジトリ
にあるファイル権限を変更してください。

# chmod ugo-x filename

12.1.4 CVSコココマママンンンドドド

ここに CVSのコマンドとそのショートカットを示します。

{add|ad|new} [-k kflag] [-m ’message’] files...
{admin|adm|rcs} [rcs-options] files...
{annotate|ann} [options] [files...]
{checkout|co|get} [options] modules...
{commit|ci|com} [-lnR] [-m ’log_message’ | -f file] \
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[-r revision] [files...]
{diff|di|dif} [-kl] [rcsdiff_options] [[-r rev1 | -D date1] \

[-r rev2 | -D date2]] [files...]
{export|ex|exp} [-flNn] -r rev|-D date [-d dir] [-k kflag] module...
{history|hi|his} [-report] [-flags] [-options args] [files...]
{import|im|imp} [-options] repository vendortag releasetag...
{login|logon|lgn}
{log|lo|rlog} [-l] rlog-options [files...]
{rdiff|patch|pa} [-flags] [-V vn] [-r t|-D d [-r t2|-D d2]] modules...
{release|re|rel} [-d] directories...
{remove|rm|delete} [-lR] [files...]
{rtag|rt|rfreeze} [-falnR] [-b] [-d] [-r tag | -D date] \

symbolic_tag modules...
{status|st|stat} [-lR] [-v] [files...]
{tag|ta|freeze} [-lR] [-F] [-b] [-d] [-r tag | -D date] [-f] \

symbolic_tag [files...]
{update|up|upd} [-AdflPpR] [-d] [-r tag|-D date] files...

12.2 Subversion

Subversionは CVSの置換を意図した次世代のバージョン管理システムです。 Subversionの
開発者は現在 “α版”と考えていますが、ほとんどの人が使うには十分安定しています。本
文書の執筆時では、Subversionは Debian unstableでのみ得られます。

12.2.1 Subversionサササーーーバババのののイイインンンススストトトーーールルル

subversion メタパッケージは サーバを設定するために必要なパッケージ
(libapache2-dav-svnと subversion-tools)に依存します。

リリリポポポジジジトトトリリリののの設設設定定定

現在、subversionパッケージはリポジトリを設定しませんので、手動で設定する必要が
あります。リポジトリの場所としては /var/local/reposが考えられます。

ディレクトリを作成します。

# mkdir -p /var/local/repos

リポジトリデータベースを作成します。

# svnadmin create /var/local/repos

リポジトリにWWWサーバが書き込み可能にします。

# chown -R www-data:www-data /var/local/repos
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Apache2ののの設設設定定定

ユーザ認証を通じてリポジトリへのアクセスを許可するには、 /etc/apache2
/mods-available/dav_svn.confに次の行を追加 (又はコメントアウト)しましょう。

<Location /repos>
DAV svn
SVNPath /var/local/repos
AuthType Basic
AuthName "Subversion repository"
AuthUserFile /etc/subversion/passwd
<LimitExcept GET PROPFIND OPTIONS REPORT>
Require valid-user

</LimitExcept>
</Location>

そして、次のコマンドでユーザ認証ファイルを作成します。

htpasswd2 -c /etc/subversion/passwd some-username

Apache2 を再起動すると、新しい Subversion リポジトリは URL http://hostname/repos に
よりアクセス可能になります。

12.2.2 CVSリリリポポポジジジトトトリリリかかかららら Subversionへへへののの移移移行行行

12.2.3 Subversionののの使使使用用用例例例

次の章は Subversionでの異なるコマンドの使いかたについて教えます。

新新新規規規 Subversionアアアーーーカカカイイイブブブののの作作作成成成

新規 Subversionアーカイブを作成するには、次をタイプします。

$ cd ~/your-project # ソースディレクトリに移動
$ svn import http://localhost/repos your-project \
project-name -m "initial project import"

これはプロジェクトファイルを含む Subversion リポジトリに project-name という名
前のディレクトリを作成します。 アーカイブが存在するかどうかを調べるには
http://localhost/repos/を見てください。
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Subversionををを用用用いいいたたた作作作業業業

Subversionを用いて project-yの作業を行います。

$ cd # 作業エリアに移動
$ svn co http://localhost/repos/project-y # ソースをチェックアウト
$ cd project-y
... 作業を行う ...
$ svn diff # diff -u repository/ local/ と同様

の出力
$ svn revert modified_file # ファイルへの変更を undo する
$ svn ci -m "Describe changes" # 変更をリポジトリにチェックインする
$ vi newfile_added
$ svn add newfile_added
$ svn add new_dir # new_dir に全ファイルを再帰的に追加
$ svn add -N new_dir2 # 非再帰的にディレクトリを追加
$ svn ci -m "Added newfile_added, new_dir, new_dir2"
$ svn up # リポジトリから最新版をマージ
$ svn log # コミットした全変更を表示
$ svn copy http://localhost/repos/project-y \

http://localhost/repos/project-y-branch \
-m "creating my branch of project-y" # project-y ブランチを

作成
$ svn copy http://localhost/repos/project-y \

http://localhost/repos/proj-y_release1.0 \
-m "project-y 1.0 release" # リリースタグを作成

... ブランチ作成とタグづけは同じであることに注意。唯一の違いは

... ブランチはコミットされるがタグはそうではないことです。

... ブランチへ変更を施す

# ブランチに分けたコピーをメインのコピーにバックマージする
$ svn merge http://localhost/repos/project-y \

http://localhost/repos/project-y-branch
$ svn co -r 4 http://localhost/repos/project-y # バージョン 4 を取得
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章章章 13

プププロロログググラララミミミンンングググ

実行用テストファイルの名前として “test”を使うのは止めましょう。 testというコマンド
がシェル組込みコマンドにあります。

13.1 始始始めめめ方方方

参考文献をいくつか挙げます。
• /usr/share/doc/packageにある文書とサンプル。
• Unix / Programming Information (http://arioch.unomaha.edu/~jclark/
#info)

• Linux Programming Bible (John Goerzen/IDG books)

多量の info文書が書籍として GNU (http://www.gnu.org/)から得られます。

次の 4 サブセクションには、newusers プログラムのような バッチプロセッサを用いて
/etc/passwd にアカウント情報を 追加するための数種類の言語によるサンプルスクリプ
トが含まれます。スクリプトは first_name last_name passwordの形式の数行の入力
ファイルを必要とします。(実際ユーザのホームディレクトリはこれらのスクリプトによっ
て作成されません。)

13.2 シシシェェェルルル

Unix ライクなシステムの働きを理解する 最最最良良良ののの方法は、 シェルスクリプトを読むことで
す。ここで、シェルプログラムに関する いくつかのポイントと注意を与えます。間違い
から学ぶには、 Shell Mistakes (http://www.greenend.org.uk/rjk/2001/04/shell.
html)を読んでください。

13.2.1 Bash – GNU標標標準準準ののの対対対話話話シシシェェェルルル

Bashの参考文献をいくつか挙げます。

http://arioch.unomaha.edu/~jclark/#info
http://arioch.unomaha.edu/~jclark/#info
http://www.gnu.org/
http://www.greenend.org.uk/rjk/2001/04/shell.html
http://www.greenend.org.uk/rjk/2001/04/shell.html
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• 学び始めの際の情報としては、これらが良いでしょう
• bash(1)
• info bash
• LDP BASH Programming - Introduction HOWTO (http://www.tldp.org/HOWTO/
Bash-Prog-Intro-HOWTO.html)

• mc /usr/share/doc/bash/examples/ /usr/share/doc/bash/ (サンプルファ
イルを見るには、bash-docをインストールしてください。)

• Learning the bash Shell, 2nd edition (O’Reilly)

次に短いプログラム例を示します。(標準入力から newusers用のアカウントエントリを作
成)

#!/bin/bash
# (C) Osamu Aoki Sun Aug 26 16:53:55 UTC 2001 Public Domain
pid=1000;
while read n1 n2 n3 ; do
if [ ${n1:0:1} != "#" ]; then
let pid=$pid+1
echo ${n1}_${n2}:password:${pid}:${pid}:,,,/home/${n1}_${n2}:/bin/bash
fi
done

13.2.2 POSIXシシシェェェルルル

Debianでは、数種類のパッケージが POSIXシェルを供給します。
• dash (Sarge)

– Priority: optional
– Installed-Size: 176
– 最小で最軽量。最初のブート時に最適。

• ash (Woody)
– Priority: optional
– Installed-Size: 180
– 小さく軽量。最初のブート時に適している。

• bash
– Essential: yes
– Priority: required
– Installed-Size: 580
– 大きく多機能。多くの拡張が実装されている。

• pdksh
– Priority: optional
– Installed-Size: 408
– 完全な AT&T ksh互換

移植性を考慮してシェルスクリプトを作成している場合、POSIXシェルスクリプトとしてス
クリプトを書くのが最良です。シェルスクリプトの POSIX互換性をテストするには、ash

http://www.tldp.org/HOWTO/Bash-Prog-Intro-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/Bash-Prog-Intro-HOWTO.html
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(又は dash)にリンクされた /bin/shを使用してください。“bashism”又は “zshism”を用
いたスクリプトを作るのは避けましょう。例えば、次のような表現は避けましょう。

• if [ foo == bar ] ; then ...
• diff -u file.c{.orig,}
• mkdir /foo{bar,baz}

本文書におけるシェルの記述方法は POSIX タイプのシェルのみを用いており、 それゆ
え、tcshを含む cshタイプのシェルは使用していません。

13.2.3 シシシェェェルルルパパパラララメメメーーータタタ

いくつかの特特特別別別なななパパパラララメメメーーータタタを覚える必要があります。

$0 = シェル又はシェルスクリプトの名前
$1 = シェルの第 1 引数
...

$9 = シェルの第 9 引数
$# = ポジショナルパラメータの数
"$*" = "$1 $2 $3 $4 ... $n"
"$@" = "$1" "$2" "$3" "$4" ... "$n"
$? = 最後のコマンドの 終了ステータス
$$ = シェルスクリプトの PID
$! = 最後に起動されたバックグラウンドジョブの PID

基本的なパパパラララメメメーーータタタ拡拡拡張張張を覚える必要があります:

形式 var がセット var がセットされていない
${var:-string} $var string
${var:+string} string null
${var:=string} $var string

(そして var=string を起動)
${var:?string} $var (echo string して終了する)

ここで、これらの演算子全てにおいて、コロン ‘:’ は実際は無くても構いません。
• ‘:’ があると演算子は “exist”と “not null”をテストします。
• ‘:’ が無いと演算子は “exist”のみテストします。

覚えておくべき基本的なパパパラララメメメーーータタタ置置置換換換には次があります。

形式 結果
${var%suffix} 最小のsuffix パターンを削除
${var%%suffix} 最大の suffix パターンを削除
${var#prefix} 最小の prefix パターンを削除
${var##prefix} 最大の prefix パターンを削除

13.2.4 シシシェェェルルルリリリダダダイイイレレレクククトトト

覚えておくべき基本的なリリリダダダイイイレレレクククトトトを次に挙げます。 (ここで [n]はファイルディスクリ
プタを指定するための任意の 番号)
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[n]> file stdout (又はn) を file にリダイレクト。
[n]>> file stdout (又はn) を file に追加
[n]< file file から stdin (又はn) にリダイレクト
[n1]>&n2 stdout (又は n1) を n2 にリダイレクト
2> file >&2 stdout と stderr を file にリダイレクト
> file 2>&1 stdout と stderr を file にリダイレクト
| command stdout を command にパイプする
2>&1 | command stderr と stdout を command にパイプする

ここで、
• stdin: 標準入力 (ファイルディスクリプタ = 0)
• stdout: 標準出力 (ファイルディスクリプタ = 1)
• stderr: 標準エラー出力 (ファイルディスクリプタ = 2)

です。

シェルは任意のファイルディスクリプタにより exec組込み コマンドを用いてファイルを開
くことができます。

$ echo Hello >foo
$ exec 3<foo 4>bar # ファイルを開く
$ cat <&3 >&4 # 標準入力を 3, 標準出力を 4 にリダイレクト
$ exec 3<&- 4>&- # ファイルを閉じる
$ cat bar
Hello

ここで n<&-と n>&-はファイルディスクリプタ nを閉じることを意味します。

13.2.5 シシシェェェルルルののの条条条件件件文文文

コマンドは条件文の表現に使われる終終終了了了ススステテテーーータタタスススを返します。
• 成功: 0 (真)
• エラー: 1–255 (偽)

ここでは 0の値を “真”の意味で使っていますが、これは他の計算分野で使われている慣習
とは異なることに注意してください。又、‘[’は testコマンドと等価であり、条件文表現
として ‘]’まで引数を評価します。

覚えておくべき基本的な条条条件件件イイイデデディィィオオオムムムを次に挙げます。

command && if_success_run_this_command_too || true
command || if_not_success_run_this_command_instead

if [ conditional_expression ]; then
if_success_run_this_command

else
if_not_success_run_this_command

fi
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ここで ||は、シェルが -eフラグを呼び出した時にこのシェルスクリプトが誤ってこの行
で終了しないことを保証するために必要でした。

条件文表現内でのフフファァァイイイルルル比較演算を次に挙げます。

-e file file が存在する場合に真
-d file file というディレクトリが存在する場合に真
-f file file という普通のファイルが存在する場合に真
-w file file が存在し、書き込み可である場合に真
-x file file が存在し実行可能出ある場合に真
file1 -nt file2 file1 が file2より (更新時間が)新しい場合に真
file1 -ot file2 file1 が file2 よりも (更新時間が) 古い場合に真
file1 -ef file2 両者が同じデバイスであり、同じ inode 番号を持つ場合に真

条件文表現内での文文文字字字列列列比較演算を次に挙げます。

-z str str の長さが 0 の場合に真
-n str str の長さが 0 ではない場合に真

str1 == str2 二つの文字列が等しい場合に真
str1 = str2 二つの文字列が等しい場合に真

("=" は厳密な POSIX 互換なシェルの場合、 "==" の代わりに使用するべき)
str1 != str2 二つの文字列が等しくない場合に真
str1 < str2 str1 が50音順で str2 の前に来る場合に真 (ロケール依存)
str1 > str2 str1 が50音順で str2 の後に来る場合に真 (ロケール依存)

条件文表現内での算算算術術術整数比較演算には、 -eq, -ne, -lt, -le, -gtそして -geがありま
す。

13.2.6 コココマママンンンドドドララライイインンン処処処理理理

シェルは次のようにスクリプトを処理します。
• スペース,タブ,改行, ;, (, ), <, >, |, &などのメタ文字によりトトトーーークククンンンに分割する。
• “. . . ” や ’. . . ’ 内では無い場合、keywordをチェックする。(ループ)
• “. . . ” や ’. . . ’ 内では無い場合、aliasを展開する。(ループ)
• “. . . ” や ’. . . ’ 内では無い場合、braceを展開する (例: a{1,2} -> a1 a2 )
• “. . . ” や ’. . . ’ 内では無い場合、チチチルルルダダダを展開する (例: ~user -> userのホームディレクト
リ)

• ’. . . ’ 内で無い場合、parameterを $PARAMETERに展開する。
• ’. . . ’ 内で無い場合、コココマママンンンドドド置置置換換換を $(command)に展開する。
• “. . . ” や ’. . . ’ 内では無い場合、$IFSにより単単単語語語に分割する。
• “. . . ” や ’. . . ’ 内では無い場合、pathname内の *?[]を展開する。
• commandを捜す。

– 関数
– 組込み
– $PATH内のファイル

• ループ
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“”内の ”には何も効果はありません。

シェル内で set -xを実行するか、-xオプション付きでシェルを起動すると、シェルにコ
マンドの実行結果を全て表示させます。これはデバッグにはとても便利です。

13.3 Awk

Awkの参考文献をいくつか挙げます。
• Effective awk Programming, 3rd edition (O’Reilly)
• Sed & awk, 2nd edition (O’Reilly)
• mawk(1) and gawk(1)
• info gawk

(newusersのコマンドエントリを作成する)短いプログラム例を示します。

#!/usr/bin/awk -f
# Script to create a file suitable for use in the ’newusers’ command,
# from a file consisting of user IDs and passwords in the form:
# first_name last_name password
# Copyright (c) KMSelf Sat Aug 25 20:47:38 PDT 2001
# Distributed under GNU GPL v 2, or at your option, any later version.
# This program is distributed WITHOUT ANY WARRANTY.

BEGIN {
# Assign starting UID, GID
if ( ARGC > 2 ) {

startuid = ARGV[1]
delete ARGV[1]

}
else {

printf( "Usage: newusers startUID file\n" \
" where:\n" \
" startUID is the starting userid to add, and\n" \
" file is an input file in form:\n" \
" first_name last_name password\n" \

)
exit

}

infile = ARGV[1]
printf( "Starting UID: %s\n\n", startuid )

}

/^#/ { next }
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{
++record
first = $1
last = $2
passwd = $3
user= substr( tolower( first ), 1, 1 ) tolower( last )
uid = startuid + record - 1
gid = uid
printf( "%s:%s:%d:%d:%s %s,,/home/%s:/bin/bash\n", \

user, passwd, uid, gid, first, last, user \
)

}

Debianでは、POSIX互換の awkを供給するパッケージが二種類あります。
• mawk

– Priority: required
– Installed-Size: 228
– 小さく高速 –標準のインストールには良い
– コンパイル時の制限が存在する

* NF = 32767
* sprintf buffer = 1020

• gawk
– Priority: optional
– Installed-Size: 1708
– 大きく機能が豊富 –多くの拡張を実装

* UNIX System V Release 4版
* Bell研究所版 awk
* GNU独自の拡張

13.4 Perl

これは Unixライクシステムの イイインンンタタタプププリリリタタタです。

Perlの参考文献をいくつか挙げます。
• perl(1)
• Programming Perl, 3rd edition (O’Reilly)

(newusersのコマンドエントリを作成する)短いプログラム例を示します。

#!/usr/bin/perl
# (C) Osamu Aoki Sun Aug 26 16:53:55 UTC 2001 Public Domain
$pid=1000;
while (<STDIN>) {

if (/^#/) { next;}
chop;
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$pid++;
($n1, $n2, $n3) = split / /;
print $n1,"_",$n2,":", $n3, ":",$pid,

":",$pid,",,,/home/",$n1,"_",$n2,":/bin/bash\n"
}

Perlモジュール module_nameは次のようにインストールします。

# perl -MCPAN -e ’install module_name’

13.5 Python

すばらしいオブジェクト指向なインタプリタです。

Pythonの参考文献をいくつか挙げます。
• python(1)
• Learning Python (O’Reilly).
• Python Programming Language (http://www.python.org/)

(newusersのコマンドエントリを作成する)短いプログラム例を示します。

#! /usr/bin/env python
import sys, string

# (C) Osamu Aoki Sun Aug 26 16:53:55 UTC 2001 Public Domain
# Ported from awk script by KMSelf Sat Aug 25 20:47:38 PDT 2001
# This program is distributed WITHOUT ANY WARRANTY.

def usages():
print \

"Usage: ", sys.argv[0], " start_UID [filename]\n" \
"\tstartUID is the starting userid to add.\n" \
"\tfilename is input filename. If not specified, standard input.\n\n" \
"Input file format:\n"\
"\tfirst_name last_name password\n"

return 1

def parsefile(startuid):
#
# main filtering
#
uid = startuid
while 1:

line = infile.readline()

http://www.python.org/
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if not line:
break

if line[0] == ’#’:
continue

(first, last, passwd) = string.split(string.lower(line))
# above crashes with wrong # of parameters :-)
user = first[0] + last
gid = uid
lineout = "%s:%s:%d:%d:%s %s,,/home/%s:/bin/bash\n" % \

(user, passwd, uid, gid, first, last, user)
sys.stdout.write(lineout)
+uid

if __name__ == ’__main__’:
if len(sys.argv) == 1:

usages()
else:

uid = int(sys.argv[1])
#print "# UID start from: %d\n" % uid
if len(sys.argv) > 1:

infilename = string.join(sys.argv[2:])
infile = open(infilename, ’r’)
#print "# Read file from: %s\n\n" % infilename

else:
infile = sys.stdin

parsefile(uid)

13.6 Make

Makeの参考文献をいくつか挙げます。
• info make
• make(1)
• Managing Projects with make, 2nd edition (O’Reilly)

シンプルな自動変数。

ルールシンタックスを示します。

target: [ prerequisites ... ]
[TAB] command1
[TAB] -command2 # エラーを無視
[TAB] @command3 # suppress echoing

ここで [TAB]はタブの文字コードです。各行は make変数置換を行った後にシェルにより
解釈されます。 2行以上にわたってスクリプトを続けるには、行の末尾に \を書いてくださ
い。シェルスクリプトでの環境変数のため $を入力するには、$$を使用してください。
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ターゲットと前提のための暗暗暗黙黙黙のののルルルーーールルルは、例えば次のように書けます。

%: %.c header.h

又は

%.o: %.c header.h

ここで、ターゲット には % (正確のはこれらのうちの一つ)が含まれます。%は実際のター
ゲットのファイル名にある空でないあらゆる文字列にマッチします。前提は同様に実際の
ターゲット名に関連する名前がどのようなものかを示すために %を使います。

サササフフフィィィッッックククスススルルルーーールルルは makeのために厳密なルールを定義するためには時時時代代代遅遅遅れれれです。互
換性のために、 GNU makeではまだサポートされていますが、可能な限り次のような等価
なパターンルールを使用しましょう。

古いサフィックスルール --> 新しいパターンルール
.c: --> % : %.c
.c.o: --> %.o: %.c

ルールのための自動変数。

foo.o: new1.c new2.c old1.c new3.c
$@ == foo.o (ターゲット)
$< == new1.c (最初の依存関係)
$? == new1.c new2.c new3.c (新しい依存関係)
$^ == new1.c new2.c old1.c new3.c (全ての依存関係)
$* == ‘%’ はターゲットパターンにマッチした語幹です。

変数のリファレンス。

foo1 := bar # 一回だけの展開
foo2 = bar # 再帰展開
foo3 += bar # 追加
SRCS := $(wildcard *.c)
OBJS := $(foo:c=o)
OBJS := $(foo:%.c=%.o)
OBJS := $(patsubst %.c,%.o,$(foo))
DIRS = $(dir directory/filename.ext) # "directory" を展開
$(notdir NAMES...), $(basename NAMES...), $(suffix NAMES...) ...

自動の内部ルールを見るには、make -p -f/dev/nullを起動してください。
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13.7 C

次をインストールして Cを使う準備をしましょう。

# apt-get install glibc-doc manpages-dev libc6-dev gcc

Cの参考文献をいくつか挙げます。
• info libc (Cライブラリ関数のリファレンス)
• gcc(1)
• each_C_library_function_name(3)
• Kernighan & Ritchie, The C Programming Language, 2nd edition (Prentice Hall). http:
//cm.bell-labs.com/cm/cs/cbook/

• ISO C standard. http://www.open-std.org/jtc1/sc22/wg14/

13.7.1 シシシンンンプププルルルななな Cプププロロログググラララムムム (gcc)

example.cを libmライブラリを用いてコンパイルして run_example実行ファイルを作
成するためのシンプルな例です。

$ cat > example.c << EOF
#include <stdio.h>
#include <math.h>
#include <string.h>

int main(int argc, char **argv, char **envp){
double x;
char y[11];
x=sqrt(argc+7.5);
strncpy(y, argv[0], 10); /* prevent buffer overflow */
y[10] = ’\0’; /* fill to make sure string ends with ’\0’ */
printf("%5i, %5.3f, %10s, %10s\n", argc, x, y, argv[1]);
return 0;

}
EOF
$ gcc -Wall -g -o run_example example.c -lm
$ ./run_example

1, 2.915, ./run_exam, (null)
$ ./run_example 1234567890qwerty

2, 3.082, ./run_exam, 1234567890qwerty

ここで、sqrt()を使うためにライブラリ libmをリンクするには -lmが必要です。実際の
ライブラリは /lib/に libm.so.6という名前で存在し、これは libm-2.1.3.soのシン
ボリックリンクです。

http://cm.bell-labs.com/cm/cs/cbook/
http://cm.bell-labs.com/cm/cs/cbook/
http://www.open-std.org/jtc1/sc22/wg14/
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出力テキストの最後のパラメータを見てください。%10s が指定されているにも係わら
ず10以上の文字があります。

境界チェックを行わずに sprintfや strcpyのようなポインタを用いるメモリ操作関数を
使うのは上記のオーバーラン効果を利用するバッファオーバーフロー攻撃を防ぐために時代
遅れになっています。その代わりに、snprintfや strncpyをご利用下さい。

13.7.2 デデデバババッッッグググ

gdbををを用用用いいいたたたデデデバババッッッグググ

準備

# apt-get install gdb

gdbの参考文献をいくつか挙げます。
• info gdb (チュートリアル)
• gdb(1)
• http://www.unknownroad.com/rtfm/gdbtut/gdbtoc.html

-gオプション付きでコンパイルされたプログラムをデバッグするには gdbを使用します。
多くのコマンドには省略形が存在します。タブ拡張もシェルと同様に扱えます。

$ gdb program
(gdb) b 1 # ブレークポイントを一行目に設定
(gdb) run arg1 arg2 arg3 # プログラムを起動
(gdb) next # 次の行
...
(gdb) step # 前に進む
...
(gdb) p parm # parm の内容を表示
...
(gdb) p parm=12 # 値を 12 に設定

Emacsからデバッグするには、‘エディタのコマンドのサマリ (Emacs, Vim)’ on page 209を
ごらんください。

インストールされる全てのバイナリは Debianシステムでは標準で strippedされるべきです
ので、ほとんどのデバッグシンボルは削除されています。Debianパッケージのデバッグに役
立つように gdbを利用するには、次の方法で該当するパッケージを再構築する必要があり
ます。

• パ ッ ケ ー ジ の version (http://www.debian.org/doc/debian-policy/
ch-controlfields#s-f-Version)を上げるために debian/controlを編集。

• バイナリのコンパイルのために CFLAGS=-g -Wallを使うようにビルドスクリプトを
チェック。

http://www.unknownroad.com/rtfm/gdbtut/gdbtoc.html
http://www.debian.org/doc/debian-policy/ch-controlfields#s-f-Version
http://www.debian.org/doc/debian-policy/ch-controlfields#s-f-Version
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• Debian パッケージの構築のために DEB_BUILD_OPTIONS=nostrip,nooptをエクス
ポートする。

詳細は Policy 10.1 (http://www.debian.org/doc/debian-policy/ch-files#s10.1)
をごらんください。

ララライイイブブブラララリリリののの依依依存存存性性性をををチチチェェェッッッククク

プログラムがどのライブラリに依存しているかを調べるには、 lddを使用します。

$ ldd /bin/ls
librt.so.1 => /lib/librt.so.1 (0x4001e000)
libc.so.6 => /lib/libc.so.6 (0x40030000)
libpthread.so.0 => /lib/libpthread.so.0 (0x40153000)
/lib/ld-linux.so.2 => /lib/ld-linux.so.2 (0x40000000)

lsを chrootされた環境で動かすには、上記に示したライブラリを chrootされた環境に
置く必要があります。

次に挙げるコマンドも役立ちます。
• strace: システムコールとシグナルを追跡
• ltrace: ライブラリコールを追跡

メメメモモモリリリリリリーーーククク検検検知知知ツツツーーールルルををを用用用いいいたたたデデデバババッッッグググ

数種類のメモリリーク検知ツールを Debianで使用できます。
• njamd
• valgrind
• dmalloc
• electric-fence
• memprof
• memwatch (パッケージ化されていないが、 memwatch (http://directory.fsf.
org/devel/debug/memwatch.html)から取得可能です。)

• mpatrol
• leaktracer
• libgc6
• Parasoft (http://www.parasoft.com)による Insure++ (non-free,商用では有償)

又 Debugging Tools for Dynamic Storage Allocation and Memory Management (http://
www.cs.colorado.edu/homes/zorn/public_html/MallocDebug.html). も調べてみ
てください。

13.7.3 Flex – Lexののの改改改良良良版版版

flexは高速な字句解析器生成器です。

flexの参考文献をいくつか挙げます。

http://www.debian.org/doc/debian-policy/ch-files#s10.1
http://directory.fsf.org/devel/debug/memwatch.html
http://directory.fsf.org/devel/debug/memwatch.html
http://www.parasoft.com
http://www.cs.colorado.edu/homes/zorn/public_html/MallocDebug.html
http://www.cs.colorado.edu/homes/zorn/public_html/MallocDebug.html


章 13.プログラミング 234

• info flex (チュートリアル)
• flex(1)

ライブラリ無しでコンパイルできるように、次のように見える main()と yywrap()又は
program.lを供給する必要があります。(yywrapはマクロです。 %option mainは暗黙
に %option noyywrapになります)

%option main
%%
.|\n ECHO ;
%%

その代わりに、ccコマンドラインの最後に (AT&T-Lexの -llのように) -lflリンカオプ
ションを付けてコンパイルできます。この場合、 %optionは必要ありません。

13.7.4 Bison – Yaccののの改改改良良良版版版

Debianでは Yacc互換な LALRパーサジェネレータパッケージがいくつか供給されていま
す。

• bison: GNU LALRパーサジェネレータ
• byacc: バークレー LALRパーサジェネレータ
• btyacc: byaccに基づくバックトラッキングパーサジェネレータ

bisonの参考文献をいくつか挙げます。
• info bison (チュートリアル)
• bison(1)

main()と yyerror()を供給する必要があります。 main()は yyparse()を呼び出し、
これは yyparse()を呼び出します。さらにこれは通常 FleXにより生成される yylex()を
呼び出します。

%%

%%

13.7.5 Autoconf

autoconfは GNUビルドシステム全体を使用する多種の UNIXライクなシステムに適合す
るようにソフトウェアのソースコードパッケージを自動で設定するシェルスクリプトを生成
するためのツールです。

autoconf は configure と呼ばれる 設定スクリプトを生成します。configure は
Makefile.in テンプレートを用いて自動的に カスタマイズされた Makefile を生成し
ます。
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プププロロログググラララムムムのののコココンンンパパパイイイルルルとととイイインンンススストトトーーールルル

Debian は/usr/local/ 以下にあるファイルに触りません。 (‘多様性のサポート’ on page
23 参照) ですから、ソースからプログラムをコンパイルして /usr/local/ 下に置いても
Debianとは干渉しません。

$ cd src
$ ./configure --prefix=/usr/local
$ make
$ make install # システム上にファイルをインストールする

プププロロログググラララムムムのののアアアンンンイイインンンススストトトーーールルル

プログラムを削除したいが、ソースをまだ持っており、autoconfや automakeを使ってい
てコンパイル時の設定を覚えていたならば、次の手順でアンインストールができます。

$ ./configure all-of-the-options-you-gave-it
# make uninstall

代わりに、インストール手順で /usr/local/の下にしかファイルを置いておらず、重要な
ものは何もないことを絶対確信しているなら、全ての内容を次のように削除できます。

# find /usr/local -type f -print0 | xargs -0 rm -f

どこにファイルをインストールしか確信できない場合、アンインストールのためのクリーン
な道筋を供給してくれる checkinstallの使用を考えるべきです。

13.8 Web

基本的なインタラクティブで動的なwebページは以下の手順で作られます。
• HTMLフォームを用いてブラウザユーザに質問が提示されます。。
• フォームに書き込みクリックすることで、エンコードされたパラメータを組み込んだ

URLをブラウザからwebサーバに送信します。。 1例えば、
– http://www.foo.dom/cgi-bin/program.pl?VAR1=VAL1&VAR2=VAL2&VAR3=VAL3
– http://www.foo.dom/cgi-bin/program.py?VAR1=VAL1&VAR2=VAL2&VAR3=VAL3
– http://www.foo.dom/program.php?VAR1=VAL1&VAR2=VAL2&VAR3=VAL3

• webサーバ上の CGIプログラム (program.*のいずれか)はデコードされたパラメー
タ “VAR1=VAL1 VAR2=VAL2 VAR3=VAL3”を環境変数 “QUERY_STRING”の値として
受け取り、実行します。

• のCGIプログラムの stdoutは webブラウザに送られ、インタラクティブで動的な
webページとして提示されます。

1ここで 16進数で nnに対応する文字をエンコードするのには、 %nnを用います。



章 13.プログラミング 236

安全上、勝手に作ったいい加減なプログラムで CGIパラメータを読むのは賢明でないとさ
れています。Perl (‘Perl’ on page 227参照)や Python (‘Python’ on page 228参照)の確立した
モジュールが有ります。 PHP (http://www.php.net/)はこのような機能を自身で持って
います。クライアントサイドでデータ保持が必要な場合はクッキーが用いられます。クラ
イアントサイドでデータ処理が必要な場合は javascriptがよく用いられます。

詳細はThe Common Gateway Interface (http://hoohoo.ncsa.uiuc.edu/cgi/) と The
Apache Software Foundation (http://www.apache.org/) と JavaScript (http://www.
mozilla.org/js/)を参照下さい。

Googleで “CGI tutorial”を探すのに http://www.google.com/search?hl=en&ie=UTF-8&q=CGI+tutorial
というエンコードされた URLを直接ブラウザのアドレスに打ち込むことは、 CGIスクリプ
トの Googleサーバ上での動きを知るための良い方法です。

13.9 ドドドキキキュュュメメメンンントトトののの準準準備備備

13.9.1 roff植植植字字字

伝統的に、roffは主要な Unixテキスト処理システムです。

roff(7), groff(7), groff(1), grotty(1), troff(1), groff_mdoc(7),
groff_man(7), groff_ms(7), groff_me(7), groff_mm(7) そして info groff を
ご覧下さい。

-meマクロに良質のチュートリアルが存在します。 groff (1.18以後)をインストールしてい
る場合、 /usr/share/doc/groff/meintro.me.gzを見付けて次を実行してください。

$ zcat /usr/share/doc/groff/meintro.me.gz | \
groff -Tascii -me - | less -R

次の手順は完全なプレインテキストファイルを作成します。

$ zcat /usr/share/doc/groff/meintro.me.gz | \
GROFF_NO_SGR=1 groff -Tascii -me - | col -b -x > meintro.txt

印刷するには、PostScript出力を使いましょう。

$ groff -Tps meintro.txt | lpr
$ groff -Tps meintro.txt | mpage -2 | lpr

13.9.2 SGML

次のパッケージをインストールして SGMLを使う準備を行います。

http://www.php.net/
http://hoohoo.ncsa.uiuc.edu/cgi/
http://www.apache.org/
http://www.mozilla.org/js/
http://www.mozilla.org/js/
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# apt-get install debiandoc-sgml debiandoc-sgml-doc

debiandoc-sgmlの参考文献をいくつか挙げます。
• /usr/share/doc/debiandoc-sgml-doc
• debiandoc-sgml(1)
• DocBook: The Definitive Guide (/usr/share/doc/docbook-defguide/html/
docbook.html), by Walsh and Muellner (O’Reilly) (package docbook-defguide)

SGMLにより複数の文書フォーマットの管理を行えます。簡単な SGMLシステムの一つが
Debiandocであり、本文書でも用いられています。Debiandocはオリジナルのテキストファ
イルから次の文字について些細な変換が必要です。

• “<” –> &lt;
• “>” –> &gt;
• “ ” –> &nbsp; (半角スペース)
• “&” –> &amp;
• “%” –> &percnt;
• “(c)” –> &copy;
• “–” –> &ndash;
• “—” –> &mdash;

セクションを印刷不可能なコメントとしてマークするには、次に示すような内容を挿入しま
す。

<!-- State issue here ... -->

セクションを変換可能なコメントとしてマークするには、次に示すような内容を挿入しま
す。

<![ %FIXME; [ State issue here ... ]]>

SGMLでは、エンティティの 最初の定義が優先されます。例えば、

<!entity % qref "INCLUDE">
<![ %qref; [ <!entity param "Data 1"> ]]>
<!entity param "Data 2">
&param;

では、“Data 1”になります。最初の行が “INCLUDE”ではなく “IGNORE”を含んでいる場
合は、“Data 2”となります。(二行目は条件文)又、フレーズの繰り返しは内容からあらかじ
め分けて定義できます。

<!entity whoisthis "my">
Hello &whoisthis; friend.
This is &whoisthis; book.

/usr/share/doc/docbook-defguide/html/docbook.html
/usr/share/doc/docbook-defguide/html/docbook.html
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これは次のような結果となります。

Hello my friend.
This is my book.

examples (http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/)
にある短い SGMLのサンプルの sample.sgmlをご覧下さい。

SGML文書が巨大になった場合、バックエンドテキストプロセッサとして使われる TeXが
時々エラーを起こす場合があります。‘TeX/LaTeX’ on page 238をごらんください。

13.9.3 TeX/LaTeX

準備:

# tasksel # その他 --> TeX/LaTeX 環境 を選択して
TeX/LaTeX をインストールしましょう。

LaTeXの参考文献をいくつか示します。
• The teTeX HOWTO: The Linux-teTeX Local Guide (http://www.tldp.org/HOWTO/
TeTeX-HOWTO.html)

• tex(1)
• latex(1)
• The TeXbook, by Donald E. Knuth, (Addison-Wesley) 2

• LaTeX - A Document Preparation System, by Leslie Lamport, (Addison-Wesley)
• The LaTeX Companion, by Goossens, Mittelbach, Samarin, (Addison-Wesley)

TeX は最強の植字環境です。多くの SGML プロセッサは TeX をバックエンド テキストプ
ロセッサとして使っています。lyx, lyx-xforms又は lyx-qtにより供給される Lyxや、
texmacsにより供給される GNU TeXmacsは見栄えの良い LaTeX用のWYSIWYG編集環境
を提供しますが、多くの人はソースの編集のためには Emacsや Vimを選択しています。

多くのオンラインのリソースが得られます。
• teTeX - A Documentation Guide (/usr/share/doc/texmf/newhelpindex.html)

(tetex-docパッケージ)
• A Quick Introduction to LaTeX (http://www.msu.edu/user/pfaffben/
writings/)

• A Simple Guide to Latex/Lyx (http://www.stat.rice.edu/~helpdesk/howto/
lyxguide.html)

2この本に収納されている TeX のソースは ftp://ftp.dante.de/pub/tex/systems/knuth/tex/
texbook.texで取得可能です。 ftp://ftp.dante.de/pub/tex/systems/knuth/lib/manmac.texには
必要なマクロのほとんどが含まれています。この文書の 7から 10行目をコメントアウトし、 \input manmac
\proofmodefalseを追加した後に文書を texで処理できます。 オンライン版を使わずにこの本 (と Donald
E. Knuthによる他の全ての本)を購入するのを強くお薦めします。しかしソースは TeX入力の 素晴らしい例で
す!。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.tldp.org/HOWTO/TeTeX-HOWTO.html
http://www.tldp.org/HOWTO/TeTeX-HOWTO.html
/usr/share/doc/texmf/newhelpindex.html
http://www.msu.edu/user/pfaffben/writings/
http://www.msu.edu/user/pfaffben/writings/
http://www.stat.rice.edu/~helpdesk/howto/lyxguide.html
http://www.stat.rice.edu/~helpdesk/howto/lyxguide.html
ftp://ftp.dante.de/pub/tex/systems/knuth/tex/texbook.tex
ftp://ftp.dante.de/pub/tex/systems/knuth/tex/texbook.tex
ftp://ftp.dante.de/pub/tex/systems/knuth/lib/manmac.tex
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• Word Processing Using LaTeX (http://www-h.eng.cam.ac.uk/help/tpl/
textprocessing/latex_basic/latex_basic.html)

• Local User Guide to teTeX/LaTeX (http://supportweb.cs.bham.ac.uk/
documentation/LaTeX/lguide/local-guide/local-guide.html)

文書が巨大になった場合、TeX はエラーを起こす場合がときどきあります。 この問題を
修正するには、/etc/texmf/texmf.cnfの poolサイズを増大させる (又は /etc/texmf
/texmf.d/95NonPathを適切に編集して update-texmfを起動する)必要があります。

13.9.4 Literate Programming

文書を含むコードを書く代わりに、文芸的プログラマはコードを含む文書を書くものです。
この手法はプログラムのための良い文書を保証します。

文 芸 的 プ ロ グ ラ ム に つ い て は 、 Literate Programming (http://www.
literateprogramming.com/)をごらんください。

Noweb

準備

# apt-get install nowebm

Nowebの参考文献をいくつか挙げます。
• Noweb — A Simple, Extensible Tool for Literate Programming (http://www.eecs.
harvard.edu/~nr/noweb/)

• noweb(1)

これは WEB ライクな文芸的プログラムツールであり、よりシンプルですが 拡張性と言語
との独立性を供給します。 3 nowebが起動されると、プログラムのソースコードを noweb
ファイルで言及されている出力ファイルに書き出し、文書の植字のために TeXファイルを出
力します。

Debianの ifupdownパッケージが良い例です。

$ apt-get source ifupdown
$ cd ifupdown*
$ make ifupdown.pdf ifupdown.ps

Doxygen

準備

3WBはWorld Wide Webとは何何何ももも関連はありません。 (PASCAL用の) WEBと (C/C++用の) CWEBは伝統
的な文芸的プログラムツールです。

http://www-h.eng.cam.ac.uk/help/tpl/textprocessing/latex_basic/latex_basic.html
http://www-h.eng.cam.ac.uk/help/tpl/textprocessing/latex_basic/latex_basic.html
http://supportweb.cs.bham.ac.uk/documentation/LaTeX/lguide/local-guide/local-guide.html
http://supportweb.cs.bham.ac.uk/documentation/LaTeX/lguide/local-guide/local-guide.html
http://www.literateprogramming.com/
http://www.literateprogramming.com/
http://www.eecs.harvard.edu/~nr/noweb/
http://www.eecs.harvard.edu/~nr/noweb/
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# apt-get install doxygen doxygen-doc doxygen-gui

Doxygen (created by doxygen!) の参考文献をいくつか挙げます。
• Homepage (http://www.doxygen.org/)
• /usr/share/doc/doxygen-doc/html/index.html

C++, C, Java, IDL, さらにある程度は PHP と C#も含めて プログラムに関する HTML,
RTF, Unix マニュアルページ, PostScript そして PDF (LaTeX を用いて) 文書を生成で
きます。Doxygen は JavaDoc (1.1), Qt-Doc, KDOC と互換性があり、 Troll Tech の Qt
(http://www.trolltech.no/qt/) ツールキットを利用する プロジェクトが用いるた
めに特別に設計されていました。 Doxygen はドキュメント化されていないプログラムで
あっても、依存グラフ、協同ダイアログ、そしてグラフィカルなクラス階層グラフを含む内
容を生成します。この出力は Qtのドキュメントに似ています。

13.10 パパパッッッケケケーーージジジンンングググ

準備

# apt-get install debian-policy developers-reference \
maint-guide dh-make debhelper

# apt-get install packaging-manual # if Potato

パッケージのための参考文献をいくつか挙げます。
• ‘Debianパッケージ管理システム’ on page 11 (基礎)
• Debian New Maintainers’ Guide (チュートリアル)
• dh-make(1)
• Debian Developer’s Reference (最良の練習)
• Debian Policy Manual (信頼されている)
• Packaging Manual (Potato用)

13.10.1 単単単独独独のののバババイイイナナナリリリをををパパパッッッケケケーーージジジンンングググすすするるる

Joey Hessによる単独のバイナリをパッケージングするためのクイックハックな方法です。

# mkdir -p mypkg/usr/bin mypkg/DEBIAN
# cp binary mypkg/usr/bin
# cat > mypkg/DEBIAN/control
Package: mypackage
Version: 1
Architecture: i386
Maintainer: Joey Hess <joeyh@debian.org>
Description: my little package
Don’t expect much.

^D
# dpkg-deb -b mypkg

http://www.doxygen.org/
/usr/share/doc/doxygen-doc/html/index.html
http://www.trolltech.no/qt/
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13.10.2 ツツツーーールルルををを用用用いいいたたたパパパッッッケケケーーージジジンンングググ

dh-make パッケージにある dh_make を使って パッケージのベースラインを作成しま
す。そして、 dh-make(1)にある指示に従って処理します。これは debian/rules内で
debhelperを利用します。

古いアプローチでは debmakeにある deb-makeを使います。この方法は debhelperを利
用せず、シェルのみに依存します。debmakeは使わないようにしましょう。

複数のソースパッケージの例としては、“mc” (dpkg-source -x mc_4.5.54.dscをごら
んください。これは Adam Heath による “sys-build.mk” を利用しています。又、“glibc”
(dpkg-source -x glibc_2.2.4-1.dsc) は Joel Klecker (<espy@debian.org>) による
他のシステムを利用しています。
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章章章 14

GnuPG

参考文献をいくつか挙げます。
• gpg(1)
• /usr/share/doc/gnupg/README.gz
• /usr/share/doc/gnupg-doc/GNU_Privacy_Handbook/ に あ る GNU privacy

handbook (gnupg-docパッケージをインストールする)

14.1 GnuPGのののイイインンンススストトトーーールルル

# gpg --gen-key # 新しい鍵を生成
# gpg --gen-revoke my_user_ID # my_user_ID 用の失効鍵を生成
# host -l pgp.net | grep www|less # pgp キーサーバを知る

$HOME/.gnupg/gpg.conf (又は旧バージョンでは $HOME/.gnupg/optionsに)設定すべ
き良質の標準キーサーバには次が含まれます。

keyserver hkp://subkeys.pgp.net

ここで 二つ以上のサブ鍵を生成しししななないいい ように注意する必要が あります。そうしてし
まった場合、pgp.net にあるキーサーバはあなたの鍵を 壊壊壊すすす 可能性があります。これ
らの壊れたサブ鍵を扱うには、 新しい gnupg (1.2.1-2 以降) を使ってください。 http:
//fortytwo.ch/gpg/subkeysをごらんください。

14.2 GnuPGををを使使使ううう

ファイルの操作方法を次に挙げます。

$ gpg [options] command [args]

http://fortytwo.ch/gpg/subkeys
http://fortytwo.ch/gpg/subkeys
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$ gpg {--armor|-a} {--sign|-s} file # ファイルに署名してテキストファイ
ル file.asc に置く

$ gpg --clearsign file # メッセージを clearsign で署名す
る

$ gpg --clearsign --not-dash-escaped patchfile # パッチファイルを
clearsign で署名する
$ gpg --verify file # clearsign された file を検証す

る
$ gpg -o file.sig {-b|--detach-sig} file # 単独の署名を作成
$ gpg --verify file.sig file # file.sig を用いて file を検証

する
$ gpg -o crypt_file {--recipient|-r} name {--encrypt|-e} file

# 名前を対象とした公開鍵の暗号化
$ gpg -o crypt_file {--symmetric|-c} file # 対称暗号化
$ gpg -o file --decrypt crypt_file # 復号化

14.3 GnuPGののの管管管理理理

GnuPGの主な管理手順をいくつか挙げます。

$ gpg --edit-key user_ID # 対話的なヘルプ
$ gpg -o file --exports # 全ての鍵を file にエクスポー

ト
$ gpg --imports file # 全ての鍵を file からインポー

ト
$ gpg --send-keys user_ID # user_ID の鍵をキーサーバに送

信
$ gpg --recv-keys user_ID # キーサーバから user_ID の鍵

を取得
$ gpg --list-keys user_ID # user_ID の鍵をリスト
$ gpg --list-sigs user_ID # user_ID の署名をリスト
$ gpg --check-sigs user_ID # user_ID の署名をチェック
$ gpg --fingerprint user_ID # user_ID のフィンガープリント

をチェック
$ gpg --list-sigs | grep ’^sig’ | grep ’[User id not found]’ \
| awk ’{print $2}’ | sort -u | xargs gpg --recv-keys # 未知の鍵を

取得
# 全ての未知の署名に対する鍵を更新

$ gpg --refresh-keys # ロ ー カ ル
の keyring を更新

コードの信頼度の指針を示します。

- ownertrust が割り当てられていない/まだ計算されていない
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e 信頼度の計算に失敗。
q 評価のための情報が足りない。
n この鍵を信頼できない。
m ある程度信頼できる。
f 完全に信頼できる。
u 究極的に信頼できる。

次の手順により、評判の良いキーサーバである hkp://subkeys.pgp.net に自分の鍵
“A8061F32”をアップロードできます。

$ gpg --keyserver hkp://subkeys.pgp.net --send-keys A8061F32

14.4 アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンででで GnuPGををを使使使ううう

14.4.1 Muttででで GnuPGををを使使使ううう

次の内容を ~/.muttrcに追加すれば、処理の重い GnuPGを自動で起動せずに、indexメ
ニューで ‘S’をタイプすると GnuPGが呼び出されるようになります。

macro index S ":toggle pgp_verify_sig\n"
set pgp_verify_sig=no

14.4.2 Vimででで GnuPGををを使使使ううう

GnuPG を自動的に起動するために、examples subdirectory (http://www.debian.
org/doc/manuals/debian-reference/examples/) から得られる _vimrc の内容を ~
/.vimrcに追加してください。

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/examples/
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章章章 15

Debianのののサササポポポーーートトト

次のリソースは Debianを使う上でのヘルプ、助言、そしてサポートを提供します。メーリ
ングリストで泣きつく前にこれらを使って自助努力してみましょう。:)

WWWブラウザを使ったり、 dwwwや dhelpパッケージと同名のコマンドを通じてシステ
ム上のたくさんのドキュメントにアクセスできます。

15.1 参参参考考考文文文献献献

次の参考文献は Debianと Linux一般のためのものです。これらの内容はお互いに矛盾する
場合は、ドキュメントなどの二次文書よりもソースなどの一次文書を常に信頼してくださ
い。

• インストールマニュアル (primary)
– インストールやアップグレードの前に読みましょう。
– Web: http://www.debian.org/releases/stable/installmanual
– Web: http://www.debian.org/releases/testing/installmanual (作業
中のため時々なくなります)

– パッケージ: Not available in install-doc: Bug#155374
– ファイル: DebianCDunder/doc/

• リリースノート (primary)
– 経験者でもインストールやアップグレード前に読むべし。
– Web: http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
– Web: http://www.debian.org/releases/testing/releasenotes (作業中
のため時々なくなります)

– パッケージ: Not available in install-doc: Bug#155374
– ファイル: DebianCDunder/doc/

• FAQ (secondary)
– 良く尋ねられる質問。

http://www.debian.org/releases/stable/installmanual
http://www.debian.org/releases/testing/installmanual
http://www.debian.org/releases/stable/releasenotes
http://www.debian.org/releases/testing/releasenotes
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– Web: http://www.debian.org/doc/manuals/debian-faq/
– パッケージ: doc-debian
– ファイル: /usr/share/doc/debian/FAQ/index.html

• Debianレファレンス (secondary)
– 最も包括的なインストール後のユーザマニュアル。
– Web: http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/
– パッケージ: debian-reference-ja
– ファイル: /usr/share/doc/Debian/reference/

• APT HOWTO (secondary)
– Debianパッケージ管理のための詳細なユーザガイドです。(Woody)
– Web: http://www.debian.org/doc/manuals/apt-howto/
– パッケージ: apt-howto
– ファイル: /usr/share/doc/Debian/apt-howto/

• Debianを強固にするマニュアル (secondary)
– 標準の Debianのインストール後にセキュリティを強化するための詳細なユーザ
マニュアル。 (Woody)

– Web: http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/
– パッケージ: harden-doc
– ファイル: /usr/share/doc/harden-doc/html/securing-debian-howto/

• dselect Documentation for Beginners (secondary)
– dselectのチュートリアル。
– Web: http://www.debian.org/releases/woody/i386/
dselect-beginner

– パッケージ: Not available in install-doc: Bug#155374
– ファイル: DebianCDunder/doc/

• Debian Policy Manual (primary)
– Debianの技術的バックボーン。
– Web: http://www.debian.org/doc/debian-policy/
– パッケージ: debian-policy
– ファイル: /usr/share/doc/debian-policy/

• Debian Developer’s Reference (primary)
– 開発者のための基本的な知識。
– 私達全員が一度は読むべき。
– Web: http://www.debian.org/doc/manuals/developers-reference/
– パッケージ: developers-reference
– ファイル: /usr/share/doc/developers-reference/

• Debian New Maintainers’ Guide (primary)
– 実践的な開発者用ガイド。
– 私達全員のためのパッケージチュートリアル。
– Web: http://www.debian.org/doc/manuals/maint-guide/

http://www.debian.org/doc/manuals/debian-faq/
http://www.debian.org/doc/manuals/debian-reference/
http://www.debian.org/doc/manuals/apt-howto/
http://www.debian.org/doc/manuals/securing-debian-howto/
http://www.debian.org/releases/woody/i386/dselect-beginner
http://www.debian.org/releases/woody/i386/dselect-beginner
http://www.debian.org/doc/debian-policy/
http://www.debian.org/doc/manuals/developers-reference/
http://www.debian.org/doc/manuals/maint-guide/
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– パッケージ: maint-guide
– ファイル: /usr/share/doc/maint-guide/

• パッケージングマニュアル (Potato)
– Potatoにて packaging-manualパッケージにあります。 (Developer’s Referenceの
付録に移動)

• Unixスタイルのマニュアルページ (primary)
– dlocate -man package-name (有るものを羅列)
– man section command-name

• GNUスタイルの infoページ (primary)
– info (トップレベルにアクセス)
– info command-name

• パッケージ独自のドキュメント (primary)
– /usr/share/doc/package-nameの下にあります。

• LDP: Linux Documentation Project (secondary)
– Linux一般の HOWTOとmini-HOWTO
– Web: http://www.tldp.org/
– パッケージ: doc-linux-textと doc-linux-html
– ファイル: /usr/share/doc/HOWTO/

• Linux Gazette (secondary) – new issues monthly
– The Linux Gazette
– Web: http://www.linuxgazette.com/
– パッケージ: lg-all or lg-latest-two
– ファイル: /usr/share/doc/lg/

• DDP: Debian Documentation Project (secondary)
– Debianに特有のマニュアル
– Web: http://www.debian.org/doc/

• Debian Developers’ Corner (secondary)
– Debian開発者のための主要な情報
– エンドユーザのための洞察に満ちている
– Web: http://www.debian.org/devel/

• ソースコード (absolutely primary)
– だれも文句をいわないでしょう :-)
– ‘ソースコード’ on page 11に従ってソースをダウンロードしよう。

• Internet Assigned Numbers Authority (primary)
– Web: http://www.iana.org/
– パッケージ: doc-iana
– ファイル: /usr/share/doc/doc-iana/

http://www.tldp.org/
http://www.linuxgazette.com/
http://www.debian.org/doc/
http://www.debian.org/devel/
http://www.iana.org/
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• Internet requests for comments (IETF standards) (primary)
– Web: http://www.ietf.org/rfc.html
– パッケージ: doc-rfc
– ファイル: /usr/share/doc/RFC/

次の参考文献は Unix一般のためのものです。異なる Unixシステムの間にはいくつかの些
細な相異点が存在することに注意してください。デバイス名や初期化方法には特に注意が必
要です。

• The UNIX Programming Environment
– Unixの動作原理を学ぶために読む本
– 著: B. W. Kernighan, R. Pike
– 出版社: Princeton Hall Software Series

• The C Programming Language (second edition)
– ANSI Cについて学ぶために読む本
– 著: B. W. Kernighan, D. M. Ritchie
– 出版社: Princeton Hall Software Series

• UNIX Power Tools
– Unixの tipsを学ぶために読む本
– 著: Jerry Peek, Tim O’Reilly, and Mike Loukides
– 出版社: O’Reilly and Associates

• Essential System Administration (second edition)
– 多くの Unixフレーバ用の Unixシステム管理について学ぶために読む本
– 著者: Aeleen Frisch
– 出版社: O’Reilly and Associates

• Linux: Rute Userの入門解説書
– GNU/Linuxシステム管理に関する非常に良いオンラインとハードカバー本
– 著者: Paul Sheer
– 出版社: Prentice Hall
– パッケージ: rutebook (from non-free)
– ファイル: /usr/share/doc/rutebook/

• Bell研究所: 計算機科学研究所
– 豊富な Unixの歴史に関するアーカイブ
– メイン: http://cm.bell-labs.com/cm/cs/
– 精選された技術レポート: http://cm.bell-labs.com/cm/cs/cstr.html
– 論文: http://cm.bell-labs.com/cm/cs/papers.html

• Linuxの一般的なサポートのオンラインリソース
– Debian Planet (http://www.debianplanet.org/)
– debianHELP (http://www.debianhelp.org/)
– Linux.com (http://linux.com/)

http://www.ietf.org/rfc.html
http://cm.bell-labs.com/cm/cs/
http://cm.bell-labs.com/cm/cs/cstr.html
http://cm.bell-labs.com/cm/cs/papers.html
http://www.debianplanet.org/
http://www.debianhelp.org/
http://linux.com/
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– The Linux Home Page at Linux Online (http://www.linux.org/)
– Red Hat (commercial Linux vender) (http://www.redhat.com/) (RPM, Sys-V

init)
– SuSE, Inc. (commercial Linux vender) (http://www.suse.de/) (RPM, Sys-V init)
– Slackware (http://www.slackware.com/) (TGZ, BSD-style init)

• 一般的な Unixガイドとオンラインリソース
– The UNIX System by The Open Group (http://www.unix.org/)
– A UNIX Introductory Course from Ohio State University (http://www-wks.acs.
ohio-state.edu/unix_course/unix.html)

– UNIXhelp from The University of Edinburgh (http://unixhelp.ed.ac.uk/)
– Unix / Programming Information (http://arioch.unomaha.edu/~jclark/
#info)

– comp.unix.questions FAQ (http://www.faqs.org/faqs/unix-faq/faq/)
– comp.unix.user-friendly FAQ (http://www.camelcity.com/~noel/usenet/
cuuf-FAQ.htm)

– FreeBSD Documentation (http://www.freebsd.org/docs.html)
– The FreeBSD Handbook (http://www.freebsd.org/doc/en_US.
ISO8859-1/books/handbook/index.html)

– UNIX GUIDE (http://ieee.uow.edu.au/documents/)
– The Unix Heritage Society (http://www.tuhs.org/)

• フリーソフトウェアプロジェクトのホームページ
– GNU Project (http://www.gnu.org/)
– The Linux Documentation Project (http://www.tldp.org/)
– The Linux Kernel Archives (http://www.linux.org/)
– The XFree86 Project, Inc (http://www.xfree86.org/)
– GNOME (http://www.gnome.org/)
– K Desktop Environment (http://www.kde.org/)
– GNU software at Red Hat (http://sources.redhat.com/)
– Mozilla (http://www.mozilla.org)
– FreeBSD (http://www.freebsd.org/)
– OpenBSD (http://www.openbsd.org/)
– NetBSD (http://www.netbsd.org/)

15.2 単単単語語語ののの意意意味味味ををを調調調べべべるるる

Debianでは暗号的な jargonや短縮形の単語が良く使われています。次のコマンドはこれら
の問題のほとんどを解決してくれます。 (dictパッケージと関連パッケージが必要です)

$ dict put-a-weird-word-here

http://www.linux.org/
http://www.redhat.com/
http://www.suse.de/
http://www.slackware.com/
http://www.unix.org/
http://www-wks.acs.ohio-state.edu/unix_course/unix.html
http://www-wks.acs.ohio-state.edu/unix_course/unix.html
http://unixhelp.ed.ac.uk/
http://arioch.unomaha.edu/~jclark/#info
http://arioch.unomaha.edu/~jclark/#info
http://www.faqs.org/faqs/unix-faq/faq/
http://www.camelcity.com/~noel/usenet/cuuf-FAQ.htm
http://www.camelcity.com/~noel/usenet/cuuf-FAQ.htm
http://www.freebsd.org/docs.html
http://www.freebsd.org/doc/en_US.ISO8859-1/books/handbook/index.html
http://www.freebsd.org/doc/en_US.ISO8859-1/books/handbook/index.html
http://ieee.uow.edu.au/documents/
http://www.tuhs.org/
http://www.gnu.org/
http://www.tldp.org/
http://www.linux.org/
http://www.xfree86.org/
http://www.gnome.org/
http://www.kde.org/
http://sources.redhat.com/
http://www.mozilla.org
http://www.freebsd.org/
http://www.openbsd.org/
http://www.netbsd.org/
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15.3 Debianパパパッッッケケケーーージジジののの人人人気気気度度度ををを調調調べべべるるる

Debian には多くのパッケージが存在するので、まず試すべきパッケージを 知るのが難
しい場合があります。他の人が何を使っているかを知るには Debian Popularity Contest
Results (http://popcon.debian.org/)をごらんください。又、この統計に貢献するには
popularity-contestパッケージをインストールしてください。

15.4 Debianバババグググ追追追跡跡跡シシシススステテテムムム (BTS)

Debian ディストリビューション はユーザや開発者により 報告されたバグを記録する bug
tracking system (BTS) (http://bugs.debian.org/) を持ちます。報告された各バグには
番号が振られ、処理されたとマークされるまではファイルに保存されます。

バグレポートを提出するまでに、誰か他の人により提出されているかどうかを チェッ
クする必要があります。現在提出されているバグのリストは World Wide Web (http:
//bugs.debian.org/) や elsewhere (http://www.debian.org/Bugs/Access) にあり
ます。‘Debianのバグをチェックし、助けを求める’ on page 85もご覧下さい。

FTBFSとしてマークされているリリースクリティカルなバグレポートが多くあります。こ
れは “ソースからビルドすることに失敗”を示します。

バグレポートする方法についての指示は http://www.debian.org/Bugs/Reportingに
与えられています。

15.5 メメメーーーリリリンンングググリリリススストトト

最低でも Debianの状況についていくために “debian-devel-announce” (英語、購読のみでト
ラフィック数は少ない)を購読してください。

Debianユーザが最も興味を抱くメーリングリストは “debian-user” (英語、オープンで高ト
ラフィック)と他の “debian-user-language”メーリングリスト (他言語用)です。

これらのメーリングリストの情報と購読方法の詳細については、 http://lists.debian.
org/をごらんください。質問を投稿する前に質問の解答があるかどうか知るためにアーカ
イブをチェックしてください。又、標準的なメーリングリストのエチケットを守ってくださ
い。

メーリングリストの返答で CCを入れてもらいたい場合には、 Mail-Followup-To: ヘッダ
を使うのが大変有効です。これはメーリングリストの非公式の慣習で http://cr.yp.to/
proto/replyto.htmlに説明されています。

15.6 Internet Relay Chat (IRC)

IRC (Internet Relay Chat)は世界中の人々が同時に会話するための方法です。 Debian向けの
IRCチャンネルは freenode (http://www.freenode.info/) IRCネットワークで見かりま

http://popcon.debian.org/
http://bugs.debian.org/
http://bugs.debian.org/
http://bugs.debian.org/
http://www.debian.org/Bugs/Access
http://www.debian.org/Bugs/Reporting
http://lists.debian.org/
http://lists.debian.org/
http://cr.yp.to/proto/replyto.html
http://cr.yp.to/proto/replyto.html
http://www.freenode.info/
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す。接続するには、IRCクライアントが必要です。有名なクライアントとしては、 XChat,
BitchX, ircII, irssi, eipc4,や LSircがあり、これらは Debianパッケージとして存在します。ク
ライアントをインストールした後に、サーバに接続するようにクライアントに指示する必要
があります。ほとんどのクライアントでは、次のようにタイプすれば接続できます。

/server irc.debian.org

接続した後、次のようにタイプして #debianチャンネルに参加します。

/join #debian

#debianチャンネルから離れるには、次をタイプします。

/part #debian

ircクライアントを終了するには、次をタイプします。

/quit

fooに個人的なメッセージ “Hello Mr. foo”を送るには、次をタイプします。

/msg foo Hello Mr. Foo

/を前に置かずにタイプした全てはメッセージとしてチャンネルに送られることに注意して
ください。

注意: XChatのようなクライアントはサーバ/チャンネルに参加するためのグラフィックユー
ザインターフェースが異なる場合が良くあります。

15.7 サササーーーチチチエエエンンンジジジンンン

Debianに関連するドキュメントを提供するサーチエンジンはたくさんあります。

• Debian WWW search site (http://search.debian.org/).

• Google (http://www.google.com/): 検索ワードとして “site:debian.org” を含めま
しょう。

• Google Groups (http://groups.google.com/): ニュースグループの ための検索エ
ンジンです。検索ワードとして “group:linux.debian.*”を含めましょう。

• AltaVista (http://www.altavista.com/)

例えば、“cgi-perl” のような文字列を検索すると、その制御ファイルに ある簡潔な説明よ
りも、このパッケージのより詳細な説明が得られます。関連する助言は ‘Debianのバグを
チェックし、助けを求める’ on page 85をごらんください。

http://search.debian.org/
http://www.google.com/
http://groups.google.com/
http://www.altavista.com/
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15.8 ウウウェェェブブブサササイイイトトト

私が特別な話題について集めた URLをランダムにいくつか示します。

• IBM developerWorks: Linux (http://www.ibm.com/developerworks/linux/)

• Adrian Bunk’s latest packages (back port to stable) (http://www.fs.tum.de/
~bunk/)

• Linux on Laptops (http://www.linux-laptop.net/)

• Xterm FAQ (http://dickey.his.com/xterm/xterm.faq.html)

• EXT3 File System mini-HOWTO (http://www.zip.com.au/~akpm/linux/ext3/
ext3-usage.html)

• Large File Support in Linux (http://www.suse.de/~aj/linux_lfs.html)

• Window Managers for X (http://www.xwinman.org)

• Linux USB Project (http://www.linux-usb.org/)

• SuSE pages for CJK (http://www.suse.de/~mfabian/suse-cjk/suse-cjk.
html)

• LNX-BBC (Business-card-sized boot CD project) (http://www.lnx-bbc.org/)

• Linux info by Karsten Self (partitioning, backup, browsers. . . ) (http://kmself.home.
netcom.com/Linux/index.html)

• Backup info HOWTO by Alvin Oga (http://www.Linux-Backup.net/)

• Security info HOWTO by Alvin Oga (http://www.Linux-Sec.net/)

• Various UNOFFICIAL sources for APT (http://www.apt-get.org/)

• Laptop Ethernet Configuration (http://www.orthogony.com/gjw/lap/
lap-ether-intro.html)

http://www.ibm.com/developerworks/linux/
http://www.fs.tum.de/~bunk/
http://www.fs.tum.de/~bunk/
http://www.linux-laptop.net/
http://dickey.his.com/xterm/xterm.faq.html
http://www.zip.com.au/~akpm/linux/ext3/ext3-usage.html
http://www.zip.com.au/~akpm/linux/ext3/ext3-usage.html
http://www.suse.de/~aj/linux_lfs.html
http://www.xwinman.org
http://www.linux-usb.org/
http://www.suse.de/~mfabian/suse-cjk/suse-cjk.html
http://www.suse.de/~mfabian/suse-cjk/suse-cjk.html
http://www.lnx-bbc.org/
http://kmself.home.netcom.com/Linux/index.html
http://kmself.home.netcom.com/Linux/index.html
http://www.Linux-Backup.net/
http://www.Linux-Sec.net/
http://www.apt-get.org/
http://www.orthogony.com/gjw/lap/lap-ether-intro.html
http://www.orthogony.com/gjw/lap/lap-ether-intro.html


255

付付付録録録 A

付付付録録録

A.1 著著著者者者

Debianリファレンスはまず Osamu Aoki <osamu\#at\#debian.org> により個人的なイ
ンストールメモとして書かれ、結局 “クイックリファレンス” と呼ばれました。 コンテン
ツの多くは “debian-users”メーリングリストのアーカイブから取られました。又、“Debian
Installation Manual”および “Debian Release Notes”も参照されました。

Debian Documentation Project (http://www.debian.org/doc/ddp) (DDP)に関して非常
にアクティブな人物であり、現在の “The Debian FAQ”のメンテナである Josip Rodinの助
言に従い、本文書は “Debianリファレンス”と改名し、 “The Debian FAQ”からリファレン
ス形式の内容としていくつかの章をマージしています。

本文書は次に挙げる QREFチームメンバーにより編集、翻訳と拡張が行われています。
• 原作者

– Osamu Aoki (青木修) <osamu\#at\#debian.org> (leader: all contents)
• 英語版の校正及び追加の貢献

– Esko Araj.rvi <edu\#at\#iki.fi> (etchアップデート)
– Thomas Hood <jdthood\#at\#yahoo.co.uk> (ネットワーク関連)
– Brian Nelson <nelson\#at\#bignachos.com> (特に X関連)
– David Sewell <dsewell\#at\#virginia.edu> (退任)
– Jan Michael C Alonzo <jmalonzo\#at\#spaceants.net>
– Daniel Webb <webb\#at\#robust.colorado.edu>
– および全翻訳者からのフィードバック

• フランス語訳
– Guillaume Erbs <gerbs\#at\#free.fr> (leader: fr)
– Renald Casagraude <rcasagraude\#at\#interfaces.fr>
– Jean-Pierre Delange <adeimantos\#at\#free.fr>
– Daniel Desages <daniel\#at\#desages.com>

• イタリア語訳
– Davide Di Lazzaro <mc0315\#at\#mclink.it> (leader: it)

• ポルトガル (ブラジル)語訳
– Paulo Rogerio Ormenese <pormenese\#at\#uol.com.br> (leader: pt-br)

http://www.debian.org/doc/ddp
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– Andre Luis Lopes <andrelop\#at\#ig.com.br>
– Marcio Roberto Teixeira <marciotex\#at\#pop.com.br>
– Rildo Taveira de Oliveira <to_rei\#at\#yahoo.com>
– Raphael Bittencourt Simoes Costa <raphael-bsc\#at\#bol.com.br>
– Gustavo Noronha Silva <kov\#at\#debian.org> (coordinator)

• スペイン語訳
– Walter Echarri <wecharri\#at\#infovia.com.ar> (leader: es)
– Jose Carreiro <ffx\#at\#urbanet.ch>

• ドイツ語訳
– Jens Seidel <tux-master\#at\#web.de> (leader: de)
– Willi Dyck <wdyck\#at\#gmx.net>
– Stefan Schroeder <stefan\#at\#fkp.uni-hannover.de>
– Agon S. Buchholz <asb\#at\#kefk.net>

• ポーランド語訳 PDDP (http://debian.linux.org.pl):
– Marcin Andruszkiewicz
– Mariusz Centka <mariusz.centka\#at\#debian.linux.org.pl>
– Bartosz Feński <fenio\#at\#debian.linux.org.pl> (leader: pl)
– Radosław Grzanka <radekg\#at\#debian.linux.org.pl>
– Bartosz ’Xebord’ Janowski
– Jacek Lachowicz
– Rafał Michaluk
– Leonard Milcin, Jr.
– Tomasz Z. Napierała <zen\#at\#debian.linux.org.pl>
– Oskar Ostafin <cx\#at\#debian.linux.org.pl>
– Tomasz Piȩkoś
– Jacek Politowski
– Mateusz Prichacz <mateusz\#at\#debian.linux.org.pl>
– Marcin Rogowski
– Paweł Różański
– Mariusz Strzelecki
– Krzysztof Ścierski
– Przemysław Adam Śmiejek <tristan\#at\#debian.linux.org.pl>
– Krzysztof Szynter
– Mateusz Tryka <uszek\#at\#debian.linux.org.pl>
– Cezary Uchto
– Krzysztof Witkowski <tjup\#at\#debian.linux.org.pl>
– Bartosz Zapałowski <zapal\#at\#debian.linux.org.pl>

• 中国語 (簡体字)訳
– Hao “Lyoo” LIU <iamlyoo\#at\#163.net>
– Ming Hua <minghua\#at\#rice.edu>
– Xiao Sheng Wen <atzlinux\#at\#163.com> (leader: zh-cn)
– Haifeng Chen <optical.dlz\#at\#gmail.com>
– Xie Yanbo <xieyanbo\#at\#gmail.com>
– easthero <easthero\#at\#gmail.com>

• 中国語 (繁体字)訳
– Asho Yeh <asho\#at\#debian.org.tw> (leader: zh-tw)

http://debian.linux.org.pl
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– Tang Wei Ching <wctang\#at\#csie.nctu.edu.tw> (ex-leader: zh-tw)
• 日本語訳

– Shinichi Tsunoda (角田慎一) <tsuno\#at\#ngy.1st.ne.jp> (leader: ja)
– Osamu Aoki (青木修) <osamu\#at\#debian.org>

• フィンランド語訳
– Esko Araj.rvi <edu\#at\#iki.fi> (leader: fi)

QREF は も と も と の 文 書 の タ イ ト ル “Quick Reference. . . ” の 短 縮 で あ り 、
qref.sourceforge.netでのプロジェクト名でもあります。

本文書を書くためにはまず Debianシステム上の多くの マニュアルページや infoページが参
照されました。作者が公平な引用と考える程度で、マニュアルの多く部分、特にコマンド
定義が本文書の形式と目標に適合するように注意深く編集した後で部分的に成句として使用
されました。

‘Debian の基礎知識’ on page 5 のほとんどの内容は元々は “The Debian FAQ” (March 2002)
のものです。

• 5. The Debian FTPアーカイブ: ftparchives.sgml (章全体)
• 6. Debianパッケージ管理システムの基礎: pkg_basics.sgml (章全体)
• 7. Debianパッケージ管理ツール: pkgtools.sgml (章全体)
• 8. Debian systemを最新に保つ: uptodate.sgml (章全体)
• 9. Debianと kernel: kernel.sgml (章全体)
• 10. Debian GNU/Linuxのインストールをカスタマイズ: customizing.sgml (部分的)

“Debian FAQ”の章は Debianシステムの変更を反映するために大きな再構築を行った後に
本文書に含まれました。現在は両文書共に同時に更新されています。

オリジナルの “Debian FAQ” は J. H. M. Dassen (Ray) と Chunk Stickelman により作成と
維持が行われました。書き直された “Debian FAQ” の著者は Susan G. Kleinmann と Sven
Rudolphです。その後、“Debian FAQ”は Santiago Vilaがメンテナンスしました。現在の
メンテナは Josip Rodinです。

“Debian FAQ”の情報の一部は次に挙げるリストからもたらされました。
• Bruce Perens (http://www.perens.com/)による Debian-1.1リリースアナウンス。
• Ian Jackson (http://www.chiark.greenend.org.uk/~ijackson/) による Linux

FAQ。
• Debian Mailing List Archives (http://lists.debian.org/),
• dpkg programmers’ manualと Debian Policy manual (‘参考文献’ on page 247参照)
• 多くの開発者、ボランティア、そしてβテスタ。
• そして著者たちのあてにならない記憶 :-)

“Tutorial”セクションのうちいくらかは次の文書が由来です。
• Havoc Pennington, Oliver Elphick, Ole Tetlie, James Treacy, Craig Sawyer, そして Ivan

E. Moore IIによる “Debian Tutorial” (本文書は Larry Greenfieldによる “Linux User’s
Guide”が由来です。)

• John Goerzen と Ossama Othman による “Debian GNU/Linux: Guide to Installation
and Usage”

著者は本文書を可能にするのを手助けしてくださった全ての人に感謝します。

http://www.perens.com/
http://www.chiark.greenend.org.uk/~ijackson/
http://lists.debian.org/
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A.2 保保保証証証

私は専門家では無いので、一般に Debian又は Linuxに関する完全な知識を持っているふり
をするつもりはありません。私が考慮するセキュリティはホームユースにだけ適合している
かもしれません。

本文書は権威のあるガイドの置き換えにはなり得ません。

全ての保証を放棄します。全ての商標はそれぞれの商標保有者が所有しています。

A.3 フフフィィィーーードドドバババッッッククク

本文書に対するコメントや追加は大歓迎です。 debian-reference パッケージあるい
は翻訳版パッケージに 対して Debian BTS system (http://bugs.debian.org/) にメー
ルを 送ってください。 reportbug を使うと簡単に詳細な bug report を提出できま
す。 また、<osamu\#at\#debian.org> (Osamu Aoki (http://people.debian.org/
~osamu/))に英語でメールを送るか、翻訳者に日本語でメールを送ることもできます。

著者はアメリカ合衆国に居住していましたが、英語の非ネーティブスピーカです。文法の修
正は大歓迎です。

最良の形のフィードバックは SGML版に対するパッチですが、テキスト版に対するパッチ
も歓迎しています。公式サイトについては ‘公式文書’ on page 1をご覧ください。

本 文 書 を 作 成 す る の に 使 用 さ れ る オ リ ジ ナ ル の SGML フ ァ イ ル は 、
:pserver:anonymous@cvs.sf.net/cvsroot/qref にある CVS 又は http://qref.
sourceforge.net/Debian/qref.tar.gzから取得できます。

A.4 文文文書書書フフフォォォーーーマママッッットトト

本文書は DebianDoc SGML DTD (LinuxDoc SGMLから書き直された)を用いて書かれまし
た。DebianDoc SGMLシステムにより、1つのソースからさまざまな形式のフォーマットで
ファイルを作成できるようになりました。すなわち、本文書は HTML,プレーンテキスト,
TeX DVI, Postscript, PDFそして GNU info形式で見ることができます。

DebianDOC SGML用の変換ユーティリティは Debianパッケージ debiandoc-sgmlにあり
ます。

A.5 Debian迷迷迷路路路

Linuxシステムはネットワーク化されたコンピュータのための非常にパワフルなコンピュー
タプラットフォームです。しかし、Linuxの全能力を利用する方法を学ぶことはたやすいこ
とではありません。プリンタの設定が良い例です。

http://bugs.debian.org/
http://people.debian.org/~osamu/
http://people.debian.org/~osamu/
http://qref.sourceforge.net/Debian/qref.tar.gz
http://qref.sourceforge.net/Debian/qref.tar.gz
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“ソースコード”という完全かつ詳細なマップが存在します。これは非常に正確ですが理解
しがたいものです。又、HOWTOやmini-HOWTOと呼ばれるリファレンスもあります。こ
れらは理解しやすいですが、詳細に渡り過ぎて概観を失いがちです。いくつかのコマンドを
実行する必要がある時に、長大な HOWTOの該当する章を探すのに骨が折れることが時々
ありました。

Linuxシステム設定の迷路を案内するため、自分だけのクイックリファレンスとしてシンプ
ルなメモ書きをテキスト形式で書きはじめました。このメモリストは段々大きくなってい
き、さらにメモを作る合間に debiandocを習いました。その産物がこの Debianリファレン
スです。

A.6 Debianののの格格格言言言

Debianメーリングリストにいくつかの興味深い格言があります。

• “This is Unix. It gives you enough rope to hang yourself.” —Miquel van Smoorenburg
<miquels@cistron.nl>

• “Unix IS user friendly. . . It’s just selective about who its friends are.” —Tollef Fog Heen
<tollef@add.no>
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